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一
抄 録

會

會

會 長

特 別 講 演

肺 結 核 ノ新 陳 代 謝

(4月5日 午 前11時30分 ヨ リ)

「ビ リノレピ ン」 ト結 核

(4月5日 午 後4時30分 ヨ リ)

動 態 「レ ン トゲ ン」寓 其

(4月6日 午前11時30分 ヨリ)

結 核 ノ特 殊 藥 物

(4月6日 午後4時30分 ヨリ)

宿 題

第14回 日本結核病學會総會

場 仙壷市大聖寺裏門通齋藤報恩會講堂

期4月5日 午前8時 ヨリ午後5時 迄

4月6日 午前8時 ヨリ午後5時 迄

東北帝國大學敏授 熊 谷 岱 藏

東北帝國大學助敏授 桂 重 鴻

大阪帝國大學教授 今 村 荒 男

東京市療養所員 矢 部 升

北海道帝國大學敏授 有 馬 英 二

細 菌學 的領 域 ヨリナ セル結 核 ノ研 究 拉 二抗 酸性 菌 ノ分類

二關 スル考 察 九州帝國大學敢授

(4月5日 午後1時 ヨリ)

病理 解剖學 ヨ リ見 タル結 核問題 東北帝國大學敢授

(4月6日 午後1時 ヨリ)

演 説 順 序

演説 時 間7分

.第1日(4月5日)午 前8時 ヨ リ

開會 ノ僻 會 長

事劇1灘 糠1寮1年4月1日 現在)

1.結 核 菌

座長 熊 谷 教 授

戸 田 忠 雄

木 村 男 也

熊 谷 岱 藏

幹 事
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各種牛乳 ノ結核菌検索二就 テ 井 田 清(傅 研♪

結核菌培養二及ボス各種臓器 「エキス」ノ影響二就 テ 貝 田 勝 美(九 大)

特殊織代培養ニヨリ人型結核菌 ヨリ得 タル非抗酸性菌株二就

テ 松 枝 勝 夫(阪 大)

(追加一長谷川秀治、今村荒男、田澤鎌二)

結核菌 ノ均等培養拉二非抗酸性結核菌出現状態 二關 スル顯微

鏡標本 ノ供覧i鴻1=光 明(東 京)

(追加一長谷川秀治)

糞便内二排出セラレタル結核菌 ノ生存期間二就 テ 長 谷 川 文 博(函 館)

(追加一本間英史)

糞便中結核菌 ノ生存力 小 川 吾 七 郎(京 都)

(追加一本間英史)・

糞便中ノ結核菌分離培養附兵員 二封 スル慮用 猪 岡 宗 男(東北大)

座長 今 村 教 授

皮膚結核褒生二關スル新實験拉二皮膚 ヨリ進入セル結核菌 ノ

運命 二就 テ 小 野 勇(山 口)

(追加及ビ質問一戸田忠雄)

喀疾中二於ケル結核菌 ノ溶菌現象二就 テ 大 川 マ ン(東 京)

(質問一日置達雄 答辮←一大川マソ)

抗酸菌ノ新陳代謝二就テ{奮 老締 敏 罎(東』ヒ大)

健 康 者 拉 二肺 結 核 患 者 二於 ケ ル 「イ ン フル エ ンザ」ノ細 菌 學 的

研究{鍵 霧 羅(阪大)

討論 蛇追 加10=分 間

亀 見疫及 「ア レルギー」

結核「アレルギー」ノ研究(績 報)谷 口 修 一(大 阪)

結核 「アレルギー」二於 ケル大腸菌物質 ノ脱過敏現象二就テ 齋 藤 政 信(大 阪)

(追加一櫃田卓也)

座長 田 澤 博 士

脱脂結核菌接種ニヨル海猿 ノ過敏症二及ボス細胞核成分 ノ影

響二就テ 櫃 田 卓 也(大 阪)

猿 二於 ケル實験的結核症二就テ(第二報)

「ツベルクリン」頗 鷹 特二陽性「アネルギー 例{森 警 歪=(大 阪)

(質問一本間英吏 答辮一秋 月正一)

肺 結 核 患 者 血 清 中 二 「ツベ ル ク リ ン」様 反 慮 物 質 テ謹 明 シ得 ル カ

{副 膝 杢㈱ 宮)
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(i追加一 日置蓮 雄)

17,人 膿 二 於 ケ ル 「ベ ー 久 オ キ シ、

反慮 二就 テ

プ チー ル アル デ ヒー ド」皮 膚

18.肋 膜 炎 ノ臨 休的 研 究(第 二報)

滲 出性 肋 膜 炎 ノ縄 過 ト「ツベ ル ク リ ンア レル ギー」ノ澗 艮

(迫加一近藤乾郎、本 間英 史)

19,「 デ ル モ ッベ リ ンアネ ル ギー 」二就 テ

20.S型 拉 二R型 集 落 ヨ リ精 製 シ得 タ ル雨 種 「ツA"eル ク リ ン」ノ態

度 二就 テ

(追加一糟谷伊佐久)

21.血 漿内二於ケル結核菌登育阻止作用 二就 テ(第二報)

(追加一島崎櫛)

22.結 核喀疾 ノ研究

座長 岡 田 教 授

23.結 核免疫 ノ研究補遺

(質問一戸田忠雄 答鼎一青山敬二)

24.結 核 ノ免疫反慮 二關スル研究(第 二報)

重感染結核臓器浸出液拉二血清補禮結合反慮

25.肺 結核 ノ新陳代謝

座長 熊 谷 教 授

討論拉追加10分 間

午前11時 孚 ヨ リ

特 別 講 演
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安 宅 進(金澤大)

東北帝國大學助教授 桂

午 後1時 ヨリ

宿 題

26e細 菌學 的領域 ヨ リナセ7v結 核 ノ研 究拉 二抗酸 性 菌 ノ

分類 二關 スノレ考察 満洲書科大學敏授 戸

3.病 理解剖及動物實験

27.腸 結核症 ノ病理解剖學的研究(第 四同報告)

腸 二於 ケル結核性病慶 ノ組織學的観察

28.肺 結核症空洞壁二於ケル結核菌所見

重 鴻

田 忠 雄

尉

尉

練

練

郎

雄

五

英

丸

部

黒

隈
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結核屍二於ケルニ三形態異常 ノ生襯 計的燃{翻 轟1選(東 京)

(迫加一近藤乾郎)

實験的肋膜炎 ノ研究 皆 官 英 三(東北大)

(追加一本間英史)

座長 勝 沼 教 授

實験的急性廣汎性無氣肺 ヨリ肺結核 ノ感染二及ボス影響 二就

テ(第二報)河 端 明(大 阪)

實験動物海瞑二於 ケル結核 ト所謂ゲル トネル氏深iトノ關係 二

就 テ 高 崎 保(東 京)

結核菌 ノ腸管侵入二關 スル實験的研究 角 井 藻(慶 大)

結核家兎二於 ケル實験的動脈硬攣症 二就 テ(績報)小 倉 勇(阪 大)

(追加一井下勝馬)(代 演井下勝馬)

座長 有 馬 教 授

腎臓結核二關 スル實験的研究(績報)

腎粟粒結核及 ピ腎瘍 ノ登生二就 テ 多 賀 一 郎(金澤大)

(討論一佐藤榮 答辮一多賀一郎)

實験的結核海瞑 ノ酸素清費量 二就 テ(第二報)績 木 正 大(傳 研)

Biscoclaurin系Alkaloid類 ノ實験的結核 二及ボス影響 二就

テ榊{奮 製 鵜 輔)

38.「 モ ノー4一 ク ロ ー ル チ ミー ル 」燐 酸 「ナ ト リ ウ ム」(「チ モ フ ォー ゲ

ン」)ノ 生 禮 二 及 ボ ス 影 響 ト結 核 登 生 二及 ボ ス作 用 二 就 テ 佐 々 木

39.諸 種 ノ無 機 還 元 物 質 ノ實 験 的 結 核 二 及 ボ ス影 響 二就 テ 柳 澤

40.Aurothiophenol-m-carbonsauresNatrium,Dithiophenol-

m-carbonsauresNatrium及 ピThiophenol-m-carbonsaures

Natriumノ 實験的結榛 及ボス影響 一就テ{禦 馨

幸(北 大)

謙(傳 研)

嚢(傳 研)

討論拉追 加10分 間

先 統 計

41.年 齢別 「ツベルクリン」反磨陽性卒曲線 ト年齢別結核死亡率 ト

ノ關係二就テ 佐 藤 秀 三(傳 研)

座長 淺 山 教 授'

42.

43.

44.

「アイヌ」見 童ノ結核感染 二關スル調査

札幌健康相談所第二年 目r於 ケル肺結核 ノ観察

(追加一近藤乾郎 追加一長井盛至)

統計上 ヨリ観 タル家族内感染 ト家族外感染 トニ就テ

{蕃糠 萎(北大)
釜 井 進(札 幌)
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(特二結核感染 ノ分布 ∴就 テ)

(質問一本間英史 答辮一就花次耶)

座長 熊 谷 教 授

45.仙 藁市二於 ケル牧 入 ト結核死亡卒 トノ關係 二就 テ

1赫論 立立追力n5分 間

午 後4時 牢 ヨ リ

特 別 講 演

46.「 ビ リル ピン1ト 結 核

第2日(4月6日)

5.生 物 反 慮

座長 熊 谷 教 授

47.胸 膜炎 二於 ケル赤血球沈降速度1日3同 測定 ノ慣値

(質問一西岡寛砧 答i辮一本田正法)

座長 佐 藤 秀 三 教 授

48.

本人小見 ノ赤血球沈降速度卒常値二就 テ

(追加一佐藤榮)

49.赤 血球沈降反鷹 二關スル研究補遺

50.
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大阪帝國大學敏授

午前8時 ヨ リ

マ ン トー 氏 「ツベ ル ク リン」皮 内反 慮 分 類 上 ヨ リ見 タル健 康 日

補禮結合反癒 二依ル結核 ノ血清學的診断法二關 スル研究

4.諸 種結核抗元 ノ批判

結核 ノ血清學的診断二就テ

種々ナルPH二 於 ケル結核菌抗原 ノ血清學的反磨 二就テ

中川氏非抗酸性結核菌 ニヨル結核凝集反磨

(質問一東風睦之)

肺結核及 ピ肺炎二於ケルウエル トマン氏反慮 ノ診断學的償値

二就 テ

吉田氏反慮 ト肺結核患者 ノ豫後

(追加一太縄壽耶)

結核症 二於ケル董外線紅斑二就 テ

討 論拉 追加10分 間

6.病 態生化 學

堀 田 勇(東 北大)

今 村 荒 男

窪 界 歪 奨(京鵬)

相 澤 秀 雄(東 京)

井 下 勝 馬(阪 大)

須 賀 井 忠 男(傳 研)

緩 亀 川罐 塗(棘歯)

伊 藤 政 一(阪 大)

小 田 切 信 男(北 大)

ガ

励

仇

伏

美

一
櫛
也

勝
健

卓

田
上

崎
田

貝
村

島
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本 田 順 一 郎(金澤大)
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66.

67.

(鋏)68.

69.

70.

座長 太 縄 博 士

網 蛋白質髄 ノ結核樹 スル素因二就テ 鷲 津 裕 道(京 都府 大)

病的禮液拉 二肺結核患者血満 ノ蛋白艦C/Nト 非蛋白船C量

二就テ 宮 原 隆 三僑 奨)

肺 結 核 患 者 ノ血 清 「トリ ブ トフ ア ン」含 有 量 トニ 三 ノ血液 反庶

二就 テ 増 本 市 郎(京 都府 大)

肺結核患者 ノ尿中「ヒスチヂン」二就 テ(第二報)

動的観察(員荷試験、 山 名 利 治(大 阪)

肺繊 ノニ 三尿鷹 二就テ 儲 壽 菱 建(九 大)

重症肺結核患者尿 ヨリ結核二特異ナリト思ハル ・物質 ノ分離

二就テ 僻 岳 嬰 誓(阪 大)

結核性疾患堵 ノ尿色二就テ 大 西 良 雄(京 都府 大)

再囎 的㈱ ノr)・タミン」c量蔀{醤
明 鐘(阪 大)

酸轍 乏時 一於 ケルr"',aミ ン」c量 二就 テ{翻 善 菱(北 大)

(質問一 山上茂 答瑠』一野田信 茂)

野 田 信 茂

結核Frヴ ・aEン 」cト ノ關係 簑 轟 粂 薯 斗ヒ 大)

林 延 夫

(質問一山上茂 答辮一野田信茂 討論一西垣明治 答辮一野田信茂)

座長 熊 谷 教 授

結核個艦 ノ脂質代謝 二就 テ 倉 重 外 幾 雄(金澤大)

肺徽 能 ト鳳 食鰍 ビ鰍 謝二就テ(績報)林 正 治(壽 勢

肺結核患者二於ケ嘩 礎新陳代謝研 究 藤 田 忍(大 阪日 赤)

討論蚊追加10分 間

午前11時 孚 ヨリ

特 別 講 演

動態 「レン トゲ ン」爲眞 東京市療養所員 矢 部 升

午後1時 ヨリ

宿 題
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病理 解 剖學 ヨ リ見 幻 ン結核 問題 東北Wtlen;k學敏授 木 村 男 也

(追加一今村荒男、有馬英r答 辮一木村男也)

7.症 候 及診 断

座長 近 藤 博 」二

肺結核患者 ノ肥質特二姿質 ノ研究 久 貝 定 治(千葉大)

(質問一糸川欽也 答辮一久見定治 迫加一近藤乾耶、井下勝馬ノ

桝 轍 鰍 轍{舖 鶴(京 城専)

静 好 二於ケー 結核ノ陥 就テ{難 誠 鰍)

中川氏非抗酸臨 菌ニヨ嚇 婬 於ケ欄 査1薔 田》 信護(北大)

轍 國大學姓 ノ胸部「レントゲン1像二就テ 螺 敏 獲(M7C7

(質問一本間英史 答鼎 一江場敏雄 追加一石 田吉次、小 田俊郎)

「アfヌ 」ノ肺結 核 二關 スル1レ ン トゲ ン」學 的研 究

0

結核性腹膜炎二於 ケル消化管 「レントグン」所見二就 テ

「レ」線深部窮眞及ピ間接爲眞 ノ磨用'

肺結核及ピ滲出性肋膜炎二於ケル循環血液量 ノ研究

肺結核患者 二於 ケル電氣心働圖二就 テ

(追加一有馬英ニク

異常 ナル経過 テ示 セル結核性磯膜炎及 ピ磯水漏症

(追加一本間英史、有馬英二、西川爲雄)

大阪市立西今宮健康相談所事業概況

討論 拉追 加10分 間

8.豫 防及治 療

座長 熊 谷 教 授

結核豫防接種 ノ實験的研究

「スライド、 セル、 カルチユア」法 一ヨル試験

BCG「 ワクチン」接種乳見 ノ臨躰的経過観察二就テ

(追加一澁川隆曹)

肺結核 ノ肝油「トマ ト」汁療法
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(質問一熊谷岱蔵 答鋳一西垣明治 質問一楢林兵三耶 答緋一西垣明治♪

87.肺 結核治療二横隔膜聯経捻除術 テ併用セル斜角筋切断術 二就 テ

伊 藤 卯 一(東 京)

(質問一檜林兵三鄭)

88.肺 壊 疽 拉 二類 似 症 ノ「リブ ヨ ドー ル」療 法 二就 テ

討論蛇追加5分 間

午後4時 孚 ヨリ

特 別 講 演

89.結 核 ノ特殊 藥物

(質問一石田誠 答辮一一有馬英二)

議 事

閉 會 ノ僻

幹 事 會

評 議 員 會

市長招待會

會員懇親會

の

比 企 能 夫(千葉大)

北海道帝國大學教授 有 馬 英 二

會長 熊 谷 岱 藏

4月5日 午前11時 ヨ リ於齋藤報恩會貴賓室

4月5日 正午於芭蕉辻精養軒

4月5日 午後7時 ヨリ於仙壷市公會堂

4月6日 午後7時 ヨリ於仙壷市東一番町宮古川

演 説 要 旨

1.各 種牛乳 ノ結核菌桧 索二就テ

井 田 清(傳 染病研究所)

工作 過程及 ビ種 々條件 ノ異 レル 市販牛乳5種(75例)

二就 キ結核 菌 ヲ楡 索 セ リ。 検索法 ノ・Antiformin及 ピ

NaOH二 依 り材料 ヲ虞 置、聚菌後 コ レヲPetroff氏 及

ピL6wenstein氏 培養基上 二移 ・y、37。C二後培養 シ、

結核菌聚落 ノ登育有無 ヲ=瞼ス。 叉一方同材料 ヲ3頭

宛 ノ海猿 二 皮下注射 シ、10週 間後之 ヲ「エーテ ル」麻

酢 ニヨ リ致死 セ ジメ、解剖 シ、淋 巴腺蚊 二各臓 器 ノ結

核 ノ有無 ヲ肉眼 的二検索 ジ、病愛 不確實 ナ,レモ ノノ・同

個所 ノ組織 標本 ヲ作 り顯微鏡 的 二之 ヲ検 セ リ。 以上

ノ結果 トシテ特別生乳、均 等牛乳 ノ・何 レモ結核菌陰性

二 ・yテ、低温殺 菌乳1例 、 低温殺菌乳原料1例 、 「ツ

ペル〃 リソ」反庶陽性結核牛乳汁3例 合計5例 ノ結 核

菌陽性 ヲ認 メタ リ。

2.結 核 菌培養呂及ボス各種膿器 「ヱキス」

ノ影 響二就 イテ

貝 田 勝 美(小 野寺 内科 敢 室)

凡 テ、 病 原 菌 が 動 物 盟 ヲ侵 ス 場合 ニノ・、 各 種 臓 器 二

封 シテ各 ζ特 有 ナ,レ親 和 力 ヲ 有 ス ル モ ノデ ア リマ シ

テ、即 チ云 ヒ換 エ マス ト、動 物 饅 ノ各 臓 器 ノ・病 原 菌 二

野 シテ敏 感 度 ヲ異 ニス ル ノデ ア リマス。

例 ヘ バ、同 ジク清 化 管 ヲ侵 ス病 原 菌 デ ア リマ シテ モ、

赤 痢 菌 力●主 トシテ大 腸 粘 膜 ヲ侵 ス ニ反 シマ シテ、「コ レ

ラ」菌 ガ小 腸 ヲ侵 シ、「千 フ ス」菌 ガ 同腸 末 端 部 ノ粘 膜 ヲ

侵 ス如 キ が夫 レデ ア リマ シテ、細 菌學 デ ノ・之 ヲ偏 愛部

位 ト稽 シテ居 リマ ス。

人盟 ノ凡 ユ ル臓 器 ヲ侵 ス結 核 菌 二於 キ マ シテ モ、ソ ノ

頻 度 ヨ リ ジテー 定 ノ偏 愛 部 位 ガ ア ル コ トノ・、吾 人 ノ 日

常 経 験 ス ル所 デ ア リマ ス が、コ ノ方 面 二於 ケ,レ研 究 ・・

殆 ソ ド絵 ス トコ ロ ナ キ 結 核 病 學 者 ノ探 索 ノ目 モ見 逃

シ テ キ ル様 デ ア リマス 。

丈 厭 ニ ヨ リマ ス ト、 一 九 〇 七 年 、Aeh1㏄ker氏 ノ・五 百

例 ノ結 核 「モ ル モット」ノ剖 検 例 二於 キ マ シ テ、 腎、骨 、
、
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脳 膜 ヲ侵 サ レ タ,レモ ノ1例 モ ナ キ=反or、 康nt=於 テ

テ ハ、 是 等 ノ臓 器 ノ、毎 常 殆 ン ド侵 サ レ'レ コ ト ヲ揃 摘

シ、1924年 、 弘 電 氏 ・・、 結 核家 兎 二於 イ テ ・・、 殆 ン

ド常 二、 高 等 ノ腎結 核 ヲ証 明 ス ル ニ反 シ、 「モ'レモッ

ト」二於 イテ ハ 泌尿 生殖 器 ノ侵 サv〃,レ モ ノ ヲ1例 モ

)見 ナ カツ タ
ノデ ア リマ ス。

1930年 、 今 泉氏 ハ ・各種 臓 器切 片 ヲ海 狽 ノ腹 壁1皮下 二

接 植 シマ シテ、結 核 薗 ト ノ各 親 和 カ ヲ測 定 シ マ シ タ ト

コ ロ、 ソ ノ結"い ・肺 臓 、 脾 、 淋 巴 腺」 肝臓,最 商位 ニ

シテ、 副 腎 、 大 網 膜 、 骨 髄 、 腎 臓 中位 、鵬 髄、 睾 丸、

膵 臓 、最 下 位 ヲ占 ム,レ興 味 ア ル事 實 ヲ得 タ ノデ ア リマ

スo

私 ハ、是 等 ノ事 實 ヲ試 験 管 内 デ謹 明 出來 ナ イ カ ト考 《

マ シテ、 培 養 基 ノ中 ニー 定 ノ割 合 二、 各 種 ノ臓 器 「エ

キ ス」ヲ加 エ マ シテ、 結 核 菌 ノ壁 育 状 態 ヲ見 タ ノデ ア

リマス。

菌 株 ト シマ シテ ノ・、九 州 帝 國 大 學 細 菌 學 敢 室 所 蔵 ノ人

型 菌 、 培 養 基 ハ キ,レヒ ナー 氏 ノSyger・N5hrbヲ 用 ヒ

マ シタ0

先 ヅ、 新 鮮 ナ ル牛 ノ臓 器 ヲ細 切 シ、 良 ク磨 リ鉢 デ ス

リ、之 二5倍 量 ノ蒸 溜 水 ヲ加 へ 、一 書 夜 氷室 二放 置 ・y、

後 ソ ノ「エ キス」ヲ「シヤ ソベ ラ ソ」デ濾 過 シ、一定 ノ割

合 二培 養 基 二加 へ、ソ ノ各 ニー 白金 耳 ヅ ・ノ結 核 菌 ヲ

植 エ マ シ テ、40日 間 、 艀 卵 器 二放 置 ・y、後 ソ ノ菌 量

ヲ正確 二ZF秤 ニ テ量 ル ノデ ア リマス。

ソ ノ結 果 ヲ表 示 ス レバ 、次 ノ通 リデ ア リ マス。

最 後 二、然 ラバ何 故 二、結核 菌 ト臓 器 トノ間 ニー定 ノ

親和 力 が存 ス ル カ、之 二就 キ マ シテ ・・未 ダ十 分 ナ ル訊

明 ガ ア リマ セ ソ。 弘 重 氏 ノ・、 「是 等 ノ組 織 ハ結 核 菌 二

封 ス ル感 受 性 が大 ニ シ テ、ソ ノ タメ ニ局所 免疫 障 碍 ヲ

起 シ、結 核 病 竈 壁 生 二便 ナ ラ シム ル ノデ ア ラ ウー ト述

ペテ ヲ リマス ガ、私 ノ・更 二、私 ノ小 サ ナ實 験 ヨ リ シマ

シテ、是 等 ノ臓 器 ニ ハー 種 不 明1、 結 核 菌 ノ號 生 ヲ助

ケ ル或 ヒ ノ・阻 止 ス,レ 物 質 が 存 ス ル ノ デ ハ ナ カ ラ ウ カ

ー ト愚 考 ス ル ノデ ア リマ ス
。

3.特 殊 纈 代 培 養=ヨ リ人 型 結 核 菌 ヨ リ

得 タ ル非 抗 酸 性 菌 株 呂 就 テ

松 枝 勝 夫(阪 大 竹 研 及 今 村 内科)

1882年 結 核 菌 ノ正 常 型 タ ル 抗 酸 性 、 抗 酒 精 性 、 沃 度

嗜 好 性 ノKoch氏 菌 力●蛮 見 セ ラvテ 以 來 染 色 上 、 培

養 上 、形 態 上 叉 ノ・毒 力 二關 ス ル種 々異 型 菌 ノ報 告少 カ

ラ ズ。 特 二是 等 ノ異 型 菌 二就 キテ ノ・Babes,Rouxu.

Nocard氏 等 二 冒 リSclerothrix型 紹 核 菌 ト シテ 報告

セ ラ1/Metchnikoff氏 ハ之 ア ル カ●嬬 二結 核 菌 二Scle・

rothrixKochiiナ'レ 名篇 ヲ奥^タ リ。

余 ハ異 型 締 核 菌 ノ 出現 ス ル 俵 件 ノー ツ ト シテ 榮 養 償

高 キ培 養 基 二生 ズIVコ ト5り 卵 黄 培 地 ノ用 ヒ ラル ・

事 、 他 方Lecithin・ ・脂 肪 酸 ヲ分 解7・1レ化 拳 的性 質 ア

リ1・セ ラ'レ ・事 實 ヲ知 りLecithin(ovo)Merkヲ0・1

%ノ 比 二 添 加 セ ル 「グ リ セ リソ」寒 天 二 宿 敏 室 保 存 ノ

lE常 結 核 菌及 ビ該 菌 ヲ今 村 教 授 、中 谷.松 久 氏 等 ガ 「グ

リセ リ ソ」含 有 量 ヲ漸 次 減 少 シツ ・僧 代 培 養 セ ル モ ノ

等 ノ計265株 ニ ツ キ4週 間 毎 二継 代 培 養 ヲ試 ミタ リ。

該 培養 基 上ノ較 育 ノ・劉 照 ノ 「グ リセ リ ソ」寒 天 ノ夫 レ

ト大 差 ナ 〃良 好 ナ リcrモ 第6-7代 日 二到 り「グ リセ

リ ソ」含有 量 少 キ培 地 ノ 聚 落 ヨ リ継 代 培 養 セ ル モ ノ ・

中三 菌株 ノ聚 落 幾 分漁 潤 性 ヲ帯 ピ 園 形 二 隆 起 セ ル ヲ

認 メZiel・Neelsen染 色 上 一 部 淡 〃 非 抗 酸性 ト ナv

ル ヲ認 メ 是 等 ノ菌 ヲ 継 植 ス ル 三 往 ζ抗 酸 性 ヲ 失 ヒ

途 二 全 ク毛 檬 綜 状 ノ 非 抗酸 性 菌 ノ純 梓 培 養 ヲ 得 タ

リ。

本 菌 ノ顯 微 鏡 的 所 見

形 態 織 細 ナ ル極 メ テ長 キ(10歎"二 達 ス)眞 正 分 枝

ヲ有 ス,レ罧 状 菌

染 色 一 般Anilin色 素 ニ ヨ リ染 色 シZiel・Neelsen

染 色 上 非 抗 酸 性Gram陽 性

培 養 普 通 一般 ノ 培 養 基 ニ ョ ク 蛮 育 ス ル モ 血 液 寒 天

ニ ノ・壁 育 シが タ ジ。 液 盟 培 養 ニ ハ 表 面 ニ ハ浮 カメ 深

部 培 養 ヲナ ン得リレノ ミ。 肉 汁 ヲ溜 濁 セ シメ ズ。 聚落

ハ温 潤 性 ニ シテ 扁 雫 二童 育 シ古 キ 培 養 ノ・雛 襲 ヲナ ス

特 二薯 培 養 基 二 著 明 ナ リ 且 培 養 基 ニ ー 部 侵 入 豪 育 ス

ル モ ノ ・如 シ。

一 種 ノ結 核 菌 様 臭 氣 ア リ。

毒 力 本 菌 ノ4週 間 培 養 ヲ 用 ヒ20.0、10.0、5.O、

1.O、0.5mgヲ 海 猿 ノ皮 下 、 皮 内、 静 脈 内 二接 種 毒 力

實 験 ヲ施 行Vレ が其 ノ毒 力極 メテ 弱 ク20.O、10.0㎎

ヲ接 種eJV群 二輕 度 ノ結 核性 愛 化 ヲ認 メ タ1,。

尚 本 菌 ヲ用 ヒテ 他 ノ實験 ノ・他 日壁 表 ノ豫 定 ナ リ。 然

シテ本 菌 ハ 「グ リセ リソ」含 有 量 ヲ 漸 次 減 少 セ ル 培 地

二得 タ,レ聚 落 ヲ特 殊 培養 基 二纈 代 培 養 ヲ 行 ヒ テ 得 タ

'レモ ノ ナ,レ コ トヲ特 二興 味 深 ク 感 ズ ル モ ノナ リ。(頚

微 鏡 標 本 及 ビ培 養 標 本 供 覧)

(3)(4)=封 ス ル追 加(1)長 谷 川 秀 治

余 等 ノ・既 二東 京 昏 事 新 誌2931號 二 腰 表 セ ル 如 ク、
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Lecithinヲ 蛇 毒 ニ ヨ リテ分解 シテ得 タ,レLys・1edthin

ニ ヨ ツ テ愛 性 結 核 菌 ヲ得 タ リ。 倫 、今 日 マデ ノ女 厭 及

余 等 ノ研 究 ニ ヨ,レモ、非 抗 酸 性 菌株 ニ ヨ リテ得 ラ,レ ・

モ ノ ト得 ラ レザ,レモ ノ トア リ シモ
、今 回 、余 ノ・東 風 ト

共 二培 養 法 ヲ改 良 シ、Convallamarin,Digitalin(Ger・

manpowder)Digitoninヲ 用 ヒテ、 約50租 ノ病 原 、

非病 原 ノ抗 酸 性 菌 二就 テ例 外 ナ ク、非 抗 酸 性 トナ シ得

タ リ。

是 等 ノ菌 ヲ用 ヒ テ 生 理 的 食 頓 水 中 ニ テ 菌 浮 游 液 ヲ作

ル トキ ハ極 メ テ均 等 完 全 ナ ル 浮 游 液 ヲ得 タ リ。 就 中、

Convallamarinヲ 用 ヒタ'レモ ノ最 モ優 秀 ナ リ。

追加(II)今 村 荒 男

BCG菌 株 ヲ卵 黄 「エッキス」加 培養 基 ニテ 総 代 培 養 シ

テ唯 今 松枝 君 ノ報 告 シタ モ ノ ト 同 ジ 如 キモ ノ ヲ 得 テ

居 リマス 非 抗 酸 性 デ ア ツ デ 肉 眼 的 二培 養 モ似 テ 居 リ

マ ス が 標 本 室 二出 シテ ア リマ ス カ ラ 御 覧 ヲ 願 ヒ マ

ス。

追加(llI)田 澤 瞭 二

松枝 サ ソノ御 報告 ヲ非常 二面 白ク拝源 シマ シタが、先

年矢部辰 三郎 サ ンノ報告 サ レタTY菌 ト何 力違 ヒが

ア レバ面 白イ ト思 ヒ承 ノ・リタ イ、今 村博士 ヨ リ同 ジモ

ノ トノ御 話、 之亦面 白ク拝臆

第 1

生 結核薗 ノ均等培養並二非抗酸性 結核

薗出現欺態二關スル顯 微鏡標 本 ノ供覧

鴻 上 光 明(東 京鴻上病院)

既 二結核第14巻 第1號 二掲載 ンタ'レが如 ク、 余 ノ製

法 二俵ル 卵 黄蛋 白盟 ヲ圭 トハル 液盟培養基内 二結核

菌 ヲ培養 ス レバ、殆 ソ ド線 テ ノ結核 菌菌株 二於 テ搬育

述ル菌塊 ハ 至極 粘稠性 ヲ有 ス,レー一種特異 ナ,レ疲育状

態 ヲ示 スニ至 リ、此 ノ培養 基内二培養 スル事 ニヨリテ

数株 ノ結核菌 ヲ容易 二全 ク 均等 二 螢育 セ ンメ得 タル

ノミナラ ズ、 菌株 ニヨ リテ差 ア♪レモ、Zidh1・Neelsen

染色 二 目リ 多数 ノ非抗酸性結核菌 ノ壁 生 シ來 タル ヲ

認 メタ リ。 之結核 菌 ガ其 ノ蛮育理 境 二封ス ル憂移性

ヲ物語 ル興味 ア'レ結果 ナル ヲ以 テ敢 テ 其 ノ数例 ヲ供

覧 セ ソ トス。

5.糞 便 内=排 出セ ラ レタル結核菌 ノ

生 存期間呂就 テ

市立 函館療養所(所 長 齋藤與一郎)

長 谷 川 文 博

肺結 核患者 ガ其糞便内 二 生 キタ結 核菌 ヲ排出 スルコ

トハ、 近來諸先進 二俵 テ 培養的 二謹 明サ レタ所 デア

ル。併 シ乍 ラ是等 ノ菌 が糞便 内 二在 ツテ其醸酵、腐敗

等 ノ機榑 二封抗 シナカ●ラ ドノ 位1期 間生存 ス ルモ ノ

表

鋼 月 日li31皿ili4/・ ・lli5ノ ・・ll16ノ"
1191・・11201"

1

例

1探 便後 ノ日数

方 法

培 養 基

日

一一頁

「コ ロニ ー 数

12

下
1

14

T

丁
2-7

16

T

π
7

,,

14

7

3

,,

,,

13

7

マ
13

_全」_1ユL__旦

,

,,

,,

　

14114一罰7

日
⊥
15

,●

,.,,

19

D,

π
7

7

1211・・ll221"1國

1091111

π
マ

⊥
13

,,

17

,,

,,

⊥
17

に一[
,,●,,,　 　　 　
181923

丁
・i4!

"口25!"1

1213

7

⊥
22 万

T

マ
7

万
7
τ

柵 卜冊

12,/・・目11皿 口31"口51"
15

丁
7

万
T

丁
万
T

17

,,

19

可

119-17

τ
T

⊥
20

柵

」L
20

柵

21

,,

,,

20

耳

,,

23

171"lIg1"-111・ ・Hi3/"ltis/"[

2325272931

,,

,, 丁
21

什

21

什

7

⊥
21

マ

十1一

"⊥

.⊥_L:1⊥ 二LLLLL
28[511i

=F]+=一__[_

17ん,
第

2

例

月 日121!∬ {221"231"II241"126!"/81" i21皿臼4/"

33 探便後 ノ日藪 1 2 131 4 .6
18

101
`一;一

112

一
,, T 方 法 T ,,

一

,,

I
I-

,, ,, ,D ,, "1 ,●

,, ,, 培 養 塞 1 2 ,, ,, ,, ■, ,, ,, D, ,, ,, ,, ,,

19.3 日 数 19 19 21 22 30 27 22 里
什

25

雑際
陵 19

一 一 「コ ロ ニ ー 」数 督 十 十 雑 帯 十 什 雑 朴 十 什}+ 什
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1刎 ,9ノ"1　 】1"臼131"
15/., 17/,, 19!・・211"-231・ ・

__i至L.!⊥

一 一LL
II

・・1

19!121123[251
一 一}

:,,1"}
-lI-一

2729
一_」

旨

31

⊥ 二L

} _1

"1「 τ
『 ¶豊o

,●9, ,,

一 一

_巴

=

1「『「7

22

十十

一.嬉 ツ

1
。一二

":∴
.翌.L二万rl

21122137
-一,F-一 一一r-一 曹

十1十i十1十

_」__四

24
一,

雑1

巳_

-∵二

9,

辺]1量 ig塵
朴1+1+・++

21121120120
一

28
1

+1+;+1=「 十 雑 雑}十

T

l-

122
.

1一

第

3

例

刀H

探 便 後 ノ11数 ・一一・一一1

方

m!5

一一」!LT

1

i-
i

16/・-181"hlo!"li18/"1

62

培 養K1

τ「 数 「百
「コ。三=薔 引丁

7 7

18i18

柵 信,

【4
__1_

,・

⊥ しL⊥

1711gl17
一 ヒ㎝

●膨 …,

一IL

15
一 「

'

　0/"一 こご1・・124!・ ・il261"

筆=堕ご茎♂凱響一1一

鴻1,,

124

,・ 1"し ■"・ ・り ■ ・・1・ …

1;s}「 篤hrri百:万!181脇 「汚 薔

柵1柵1榊i柵1柵 柵 朴1什

●●,,

1516

十十1十1・1十 十

126口281

301" 11/1V円3!"-5!・ ・171・,口91・,に
一 一醒 一一}皿 　 ---r___一 一_`_F■

}
第

4

例

レ

刀 日
151叫,61・ ・1

β0.1321

1-一

36 探便後ノ日数L⊥L _
21

-一 一ト ー 一1
"1"・=":ド 割一 ,● T

Il

方 法iM・ .・1

,,・9●, ,■

1

"{"旨 ・1・ ・i,・L・1一 ,, 9● 培 養 基1了12 1
,,!"

ヒ

16口8118
1 16 3211911912.22} 21 32 18.1 日 卿81181・7;・7

督1什 噛i什 十 旨+[什 十 雑1十 雑 十 十十 「コ 。 ニー 、翻 欄 酬 一1"

81,,

4

7

マ
τ
7

i101,,

丁

羅

6

7

7
万
T

181・・… 國!21・ 一!241・ ・ 6り
』 =31,,1 3e/,,

7

14 1167
1,,,

.,i,,1"

18

"・ ■

,●,●　 し　

詔 葺}幕「葺葺
1829

柵:柵

29」_ 22
-[一 i241 26

ヨ1'IV■31"i

28i30

,,,●
1●,9,

÷1"""

T「 羅 哨 「:i雑

ロロ コリ

「珂二[}　
,・ ・,,,,。1,,9,

　 　 　 　 　　 コ　

26

雑 雑 雑 十 雑 雑 雑

51"口7/"
19/

,,

32 34 36 一
M,, D● ,,

,, ,, ,, ,, ,,

20 20 20 23 18.3

雑 雑 十 十 十 粁

註 「コロニ門

デ ア ル カ ニ就 テ ノ・未 タ●充 分 二 追 及 サ レテ ヰ ナ イ憾 ガ

アル。 我 々 ノ療 養 所 二於 テ ノ・曇 二伊 藤 、藤 野 雨 氏 ガ此

實 験 ヲ行 ヒ,室 温 二於 テ ・・1週 間 ハ確 實 二生 存 シ テ ヰ

ル事 ヲ詮 明 シ タ。 自分 ハ 今 同 同 ジ ク 培養 法 二依 テ籔

週 間 二互 ル 観 察 ヲ シタ ノデ 拉 二 其大 要 ヲ報告 シ タ イ

}思 フ。

培 養 法 ノ・小 川 氏 「ト リパ フ ラ ビ ソ」硫 酸 法 ヲ多 少 改愛

シタ モ ノ印 チ同液 二 等 量 ノ196硫 酸 水 ヲ 加 へ、 共 虜

置 時 間 ヲ30分bシ タモ ノ ヲ圭bシ テ 用 ヒ、 同 時 二

〇.03%ノ 過 「マ ソ カ●ソ」酸 加 里液 ト3%硫 酸 水 ヲ 以 テ

同様 二庫 置 シ タ方 法 ヲ併用 シ タ。 培 養 基 ノ・L6wen・

雑

+

卦

柵

柵

ー

し

菌

シ

ー0

30

籔

数

「

}

雑

ナ

ー

11

多

無

瞳影繍 儲

stein氏 法 ヲ稽=改 愛 シタ モ ノヲ用 ヒタ。 實験 材 料 ノ・緯

テ入 所 患 者 ノ糞 便 デ ア ル。 糞 便 ヲ滅 菌 「シヤ ー レ」二

探 リ蓋 ヲ シテ 室温 二放 置 シ、之 カラ毎 日又 ノ・隔 日 ニー

定 量 ヲ探 ツテ 操 作 ス,レ ノデ ア ル。 初 メ 豫 備試 験 ト シ

テ毎 日叉 ノ・隔 日二 培 養 ヲ績 ケ テ 別 徐二及 ン ダ。 此 場

合 二 ・・3週 間 ノ・例 外 ナ ク 「コ ロ ニー 」 ノ登 生 ヲ見 タn

生 エ テ來 ル迄 ノ 日数 ハ、亭 均20日 位 デ ア)レ(第1表)。

本 試 験 二於 テ ・・探 取 當 日 二培養 ヲ行 ヒ、爾 後3週 間 ハ

專 ラ「コ ロニ ー」ノ螢 生状 汎 ヲ 観 察 ス ル。 此 間 二第1

日培 養 ノモ ノガ生 エ テ來 ル ノデ 、其 内 カ ラ「コ ロニ ー」

ノ最 モ多 イ糞 便 ヲ選 ビ、共 後 ハ隔 日 二培 養 ヲ績 ケ ル コ
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番鍵 患者1

1■

2

41

91

Ω
U

PO

7
・

噌
」

¶
」

噸
」

【
`

1

81

71

51

61

ヨ

■
■
■
■
■
■
■
■

1

9
飼

3

4

FO

6

7

8

9

01

第 2 表

日培養 騰 日増劃 錨 性
番號

i第1日 培養
最終日培養

培養陽性
最終日

睡IT法IM法 T法IM法
患者 ・

T測M法 T法IM法 T法iM法

ll2111第27日i
111■ 13 13 30 21 第26日 第38日

」128 「.31.,

1
12・一 21 51 ,,27,,

・18121 20ト ・36・・第36日 13!■ 一7 21 ,,50,,
_1}

」15127
35i"37,, .,39.,

一 「1

14…一121
1

23 21 ,,25,, .,23,,

11724 24i"40",,40,, 151-125
i

1熱
り

31 34 ,D31,, ,,3L,

121147

一}1

31

一
31,,33,, ,D31,, 16!一119 126 ,,27,,

1"菊. 17ヨ 171 22 ,,37,,

117:37 3[.,44,, 1,46,, 181■1 13} 23 .,39,,

i15126 23,,25■,・31・ ・ i卒均 日数117
.6

2
17.2129.、

1
25.7

11823 181"34.,1,,32,, 1

養 親 齢 雨欄 トモ「コ・二一灘 マデニ要綱 鍛ヲ示ス

第 3 表

番號 患者1欝 欝:鱗 便性状 合 併 症

「

月 日

1

1
-

2
-

3

331V皿 不 消 化、 粘 、 泥 腸 結 核113川 一171m(1935)一127
31 IV 消化、軟 1211∬ 一23ノ 皿一 ・31

i36
136 腸 結 核15掴 一9/IV一136 皿1不 消化、 粘.泥

}

4
-

5
-

6
-

7
-

8

39}41 V 消 化、 軟
ll211V-121V一.3[

40140140 皿 精 不消化、軟 [411V_131V一i
133
!31141 1 1 不消化、泥 腹 膜炎、勝結核 611V-161V一i

21!45 V皿 靴 有形1.⑩IV一 ・31VI一145
」

4646 V
9

[201V-41皿一 ・44 消化、軟

9
-

10

31451 IX 不消化、軟 1221V-5!皿一.25

32146 IX 消化、有形 腎 結 核h231V-7!V:1一34
11 38}46 Ixi不 清化 有形

　

124/V-81VH一126

12
-

13
-

14

i61
r

Iv隔 仏 軟 }41X-31X∬一 ・27
i

160

1
1Xl不 消 化 、 軟 }51X-31X皿

↑一i50
23161 皿 消化、有形 1151X_141粗一25

15
i3151 V 不消化,泥

1251X
-141X∬一131

16
i29 IX 不消化、軟 71X-41】 【1

ト一!27

17 ■ 37137 皿 消化 軟i 1/XI-71XH

18

[

39M,141 IX 、消 化 、 軟lI 9/XI一 一191X皿一;

ト_シ タ。 此 ノ如 ク シテ検 査 シ タモ ノが18例 デ、 表

二見Jレ通 り最 短25日 、最長50日 ト云 フ培 養 陽性 ノ成

績 ヲ得 タ(第2-3表/。 是 等 ノ「コu二 一」ガ結 核 菌 デ

ア リ、而 モ毒 力 ヲ有 シテ ヰ ル コ トハ、其 π代 培 養 カ ラ

海 狽 接 種 ヲ行 ヒ、之 ヲ罹病 セ ジメ得 タ コr二 佐 テ証 明

サ レル ト思 フ。 帥 チ 自分 ノ・糞 便 内結 核 菌 ノ 中 ニ ノ・排

出後50日 間 モ生存 シ得 ル モノ ・アル事 ヲ 知 ツ タ謬

デ、曲事實ハ防疫 上 ノ立場 カラ輕覗 シ得 ナ イ所 ト考へ

,レ次第デ アル。

6.糞 便 中結核菌 ノ生存力

小川吾七郎(京 都 市立宇多野療養所)

糞 便中 ヨリ結核菌 ヲ容易 二詮 明 シ得 ソコ トハ小見結
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ム 亀・?・s ."$⇔ め`♂、垂

ぐ重ψ{で ξ雇 お7.EZ,し メ」 ・9らr昇 ・・"
u・kVf: ,

核 ノ診断 上極 メテ重 要ナ'レコ ト勿論 ニシテ、或 ハ衛生

行政上 ノ見地 ヨ リスルモ 意義 ヲ 有スル 者 ト官 ハザル

ベカラズ。 近時結 核菌培養法 ノ改善 ヲ見タ'レ嬬 メニ、

肺結核患者 ・糞便中 ヨ リ結 核菌 ノ分離培養 ヲ企 ヅ'レ

者漸 ク多 〃、余等 ノ療養所 ニテモ前年同僚尾高 ハ多数

患 者二就 キ實験 ヲ行 ヒタ ル事 ア リ。 余 モ亦此 問題 ヲ

迫 究 セ ントシ麓便 中結核菌 ノ生存 期閥 二關 スル 文獄

不完全 ナル ヲ見テ、先 ヅ此 ヲ究 メ ソが爲二 次 ノ實駈 ヲ

企 テタ リ.

實験 開始 ノ朝健康人 ノ箕 二共人 ノ尿約2倍 鍛 ヲ加 へ

滅菌乳 鉢内 ニテ良 〃混和orテ 薄粥状 トナer、lh'一一ゼJ

ヲ通過 セorメ テ 粗 大 ノ野楽窺渣 等 ヲ去 リタ]vK'10ca

二封 シ、約3週 間培養vレ 結核 菌!1%生 理 的食鞭水

浮游液1αqヲ 加へ再 ビ乳鉢 内ニテ良 ク混和 ・7、之 ヲ所

要個倣 ノ滅菌 「コルペソ」二分注 セ リ。 更 二尿 ノ ミ及

ビ1時 間牛 ノ蒸氣滅菌法 ヲ施 シタ'レ糞 ト尿bノ 三種

ノ材料 ヲ作 リテ、各 二前述 ト同様 ノ割合 二結 核菌 ヲ加

^タ リ。 而 シテ以上四種 ノ材料 二就 テ イハ 各種共 二

菌 ヲ加 ヘザル材料 ヲ以 テセ'レ封照實験 ヲ行 ピタ リ。

以上 ノ實験材料 ヲ容 レタル 「コルベ ン」ノ・滅菌 「ゴム」

栓 ヲ施 シタ'レ後 二 屋外放 置 ノ場合 二 雨水 ノ侵入 ヲ防

ガソガ爲 二共瓶 ロ ヲ油紙 ニテ保護 セ リ。

以上 ノ各材料 ヲ氷室、室 内 ノ薄暗 キ場所、屋外 ニテ建

築物 ノ陰 ニテ 蒼空 ノ光1ミ ヲ受 ク'レ場所及 ビ終 日直

射 日光 ヲ受 クル場所 二放 置 シ、逐 日各 々「コルベY」 ヲ

良 ク振 盈 シタル後實験材料 毎 二琴aαヲ「ピペット ニテ

探取 シ之 二10容 量%硫 酸 ノ同量 ヲ加 へ、20分 間振 盈

器ニテ 盈振混和 シタJV後 毎 日3000回 廻榑 ノ遠心器ニ

テ20分 間遠心沈澱 セ シメ、其沈渣 ノ1白 金耳 ヲv一

ヴ=ン シュタ イソ氏 「マラヒットグ リューソ」加鶴卵培養

基上 二接種 シタル後37度 ノ艀卵器 内 ニ テ 培養 ヲ試

ミ、60日 以内 二結 核菌聚落 ヲ形成 セザ ル時ノ・實験 材

料 中 ノ結 核菌 ハ 死滅 セル者 ト見敏 セ リ。 叉實験期間

中 ハ毎 日實験 場所 ノ最 高及 ビ最低温度 ヲ測定 シ且 ツ

書間 二於 ケル大饅 ノ天候状態 ヲ記録 セ リ。

實験成績

1.自 然糞便 中ノ結 核菌。9月 中旬 ヨリ下旬 二亙 ル室

内温度最低17度 、最高28度 、屋 外陰 ニテ最低14度 、

最高33度 ノ頃 二菌 ノ・室 内ニテ4日 間確實 二生存 シ8

日ヲ経 レバ死 スルモ其 中間ハ不 明ナ リ。 屋 外陰 ニテ

ハ3日 間放置 ス レバ死滅 ス。

夏 二10月 中旬ニハ室 内及 ビ屋外陰 ニテ4日 間、屋 外

日光直射 ノ場所=テ3日 間生存 スル寝 ヲ醗er得 タ リ。

貿験 中 ノ室内最低温度12度.最 高23度,屋 外 ニテハ

最低6度 、 最高 ハ陰;テ25度,日 光 直射 ノ場所 ニテ

42崖 ナ リ。

11月 中旬 ノ温 度、 室内最低4度 、最高18度 、厘外 最

低2度 、最高陰28度 、 日光 直射 ノ場所39産 ノ頃 二行

ヘル同檬 ノ箕験 ニテ菌 ノ・室 内ニテ8日 間、屋 外陰 ニテ

7H間 及 ピH光 直射塵 ニテ5日 間生存 セ リ。

2.減 菌燈便中 ノ結核菌。 蒸無滅 苗 シタル糞 二菌 ヲ加

^テ 前實験 ト同一 ノ各場所 二放 置 ス レ ペ 菌 ハ凡 テ

170間 陥 實 二生存ス'レ事 ヲ知 リ得 タ リ。 其以上 ヲ追

究 シ得 ザ リシ ヲ逡憾 トスルモ、余 ノ今 後 ノ實験 目的 ノ

1爲ニハ其必要 ナ カ リシヲ以 テ中噺 セ リ。

此 ノ實験 ハ9Jl中 旬二行 ピタ リ。

更 二10.月 上 旬 ヨi,下 旬及 ビ11月 中旬 ヨリ12月 上旬

二亙 リ2回 ノ同標 ノ實験 ヲ行 ヒタ1レニ、菌 ハ各場所共

二前 ノ場合17日 間、後 ノ場 合18日 間 ノ實験期 間中ハ

生存 セ シ事 ヲ詮 シ得タ リ。

3.尿 中 ノ結核菌。稀葎 セ ザJV尿 ノ ミヲ以 テ11月 中

旬 ヨ リ下旬 二亙 リテ同檬 ノ實験 ヲ行 ヒタルニ,菌 ハ屋

外陰 ニテ8日 間、直射 日光 ノ下 ニテ1日 間生存 シ得 ル

モ、若 シ滅 菌セ ル尿 ヲ用 ユル時 ノ・、菌 ハ屋外陰 ニテハ

11日 間、 直射 日光 ノ下 ニテ1日 間生存 シ得 タ リ。 然

ルニ室 内ニテノ・何 レモ實験期間 タ]v18日 間 ハ生存 セ

リ。

是等 ノ實験成績 ヨリ尿 中 ノ菌 ハ糞 便中 ノ者 二 比 シテ

室 内 ニテ ノ・抵抗 強キモ、屋 外殊 二直射 日光 ノ下 ニテハ

強 キ損 害 ヲ蒙ル事 ヲ知 リ得 ペ シ。

以上 ノ各實験 ニテ 材料 ヲ氷室内 二貯 フル時 ハ 余 ノ實

験期 間二菌 ノ死 シタル者一ツ モ無 シ。 叉是 等 ノ實験

二於 イテ吾 人 ノ注意 スペ キハ糞便 二菌 ヲ加 ヘタ ル後、

探 取 二至 ル迄 ノ日数 が培加ス ル程、即チ放 置時間 ガ廷

長ス ル程、培養試験 二於 イテ菌聚落登 見二至 ル日数 ザ

培加 シ、且 ツ聚落数 ヲ減 ズルニ至 ル事 ハ凡テ ノ實験 二

同檬 ナル鮎 ナ リbス 。最長40日 ヲ要スル者 ア リ。即

チ菌 ハ試験材料 中ニテ 日ノ経 ルニ 從 ツテ 其生活力 ヲ

損傷 セ ラル ・コ ト明 ナリ。

牛型結核菌 ノ・夏期 二於 イテ 生便 中二僅 二1日 間生存

シ得 ル ノ ミナ リ。

之 ヲ要 スル ニ 生便中 ノ結核 菌ハ 氣温 ニ ヨツテ 相違 ス

'レモ初秋 ヨ リ初冬 ノ候 ニハ室内 ニテ最長8日 間、最短

4日 間、屋 外陰 ニテ最 長7日 間、最短3日 間、直射 日
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光 ノ下ニテ最長5日 間、最短3日 間生存x,レ モ、若 シ

便 が滅菌 セラ レタル 時 ハ菌 ハ 非常 二長 ク 生存スル者

ナル事 ヲ知 リ得 ベシ。

叉糞便 中 ノ菌 ノ生 命 ノ消長 二 關 シテ ハ時 間 ノ脛過 ト

共 二愛化 ス,レ生 便 ノ化學 的性 質及 ビ混在 セル 他種細

菌 ノ状態 ヲ知悉 ス ルヲ 要ス ル ヲ以 テ共等・・今後 ノ報

告 二譲 ラン トス。
　

(5)(6)ノ 追 加 本 間 英 史

結 核菌ノ・實験 二封 シテ抵抗力強大 ニ シテ零下29.2度

二達 スル氷結 中二於 テモ 共生存力 ヲ損傷 セラレザル

モ ノ ・如 シ。

余 ハ17日 間 ノ永 キニ亙 リ凍結 中二保存 セ,レ結核菌 ヲ

動物 二接種 ヤ ルニ皆何 レモ 感染弊死 シ剖槍 ニヨ リ結

染罹 患 ノ爲 メナル ヲ検詮 セ リ。

7.糞 便中結楼菌 分離培養附兵 員等=劃

スル底用

猪 岡 宗 男(東 北帝大署學部熊谷 内科敏室)

私 ・・從 來 ノ糞便 ヨ リ ノ結核菌分離培養方法 ヲ追試 シ

.改良 考案 シタ 「アルコー,レ」硫酸法及小川氏「トリパ フ

ラビン」硫 酸法 ノ優 秀 ナ)vヲ 知 リ、二方法併用 シ、各

種結核 患者 ノ糞便培養 ヲ實施 シタ。 「アルコー,レ」硫

酸法 トノ・596「ア'レコーJレ」ヲ約7ccm・ ・…小指頭大 ノ糞

便 ヲ入 レ、 ヨク擾拝 シ、「が一 ゼ」デ濾 シ、濾液 二5%

・硫酸約10ccm入 レ室温 二1時 間放 置 シ後遠心沈渣 ヲ

植^ル 。使 用 シタ培地 ノ・第 一燐酸加里加、銀杏培地 デ

アル。培養 暢 性)成 績ノ・次表 ノ通 リデアル(表1)。

(表1)培 養 陽性成績 一覧表

111名

喀疾結核菌塗抹標

本 陽性者
32名

喀疾塗抹標本陰性
培養陽性 者

22名

喀疲喀 出ナキ肺結
核患者

陽 性釧 陽騨

104名

14名

14名

93.7%

44%

63.6%

其 ノ他喀疾、 胃液 中菌陰性 ニテ糞

便培養陽性者6名
　

表 中、 喀疾喀 出ナ イ糞 便培養 陽性者ノ・浸潤性早期型

1.血 行性 早期型5.慢 性肺結核 ノ恢復期5.及 再燃

性浸潤3ニ テ大部分輕症者 デア)レ。叉65名 ノ種 々結

結 患 者ノ胃液、 糞 便培養 ノ比較 ヲ見ルニ ソノ陽性26

.i封25デ 略1匹 敵 シタ 成績 ヲ得 タ。 即 チ11名 ノ喀疾

中結核菌塗抹標本陽性 漏 ノW液 及糞便培養 ハ 共 二 全

部 陽性、 喀痕 培養 陽性Xi21名 中1'1液培養陽性8名 、

糞 便培養 陽性7名 、喀疲培養陰性者25名 中1名 周液、

糞便培養 共 二陽性 、i喀媛 ヲ猷 ク糞便 培養陽性 者7名 ハ

全部Yl液 培養 陽性 デアル。

ソノ他喀疲 胃液 中菌陰性 デ麓便培養陽性 者6名 ア ツ

タ。 此 ノ中4名 ハ腹膜 炎患者デ殆 ン ド全部腸結棲 ヲ

疑 フベキ患者 デアツタ。 而 ンテ此 ノ6名 ノ患者 ノ胞

汁、血液培養 ハ共 二陰性 デア ツタ。

而 シ、13例 ノ實験菌血症家兎 デ ・・菌注射 後短時間 内

ノ糞便及脆汁 ヨリ菌培養陽性 ヲ得タ。

以上 ノ成績 ヨ リ結論 スルニ 脆汁或 ノ・腸壁 ヨリ結核菌

ノ排泄 サvlll-1レ事 ハ認 メ ラレァレが患者 ノ糞便培養 デ

ハソノ詮 明殆 ソ ド不可能 デ 糞便培養 ノ膳用 ハ大部分

開放性結核 ノ楡 索デアツテ、喀疾 ヲ鉄 ク被疑 者二胃液

培養 二代 リ用 ヒ,レ事 ガ出來、叉一・部 開放性肺結核!ナ

イ腸結核 ノ診噺 二慮用 スル事 が出來,レ。

私 ノ・叉、在 仙某部隙674人 ノ健 康兵 員 ヨリ1時 間30℃

ノ赤沈値20粍 以 上 ノ者全員63名(此 ノ中マ ソ トウ氏

反膳 陽性35名 陰性28名)ノ 喀疲糞便培養 ヲ實施 シ5

名 ノ陽性 ヲ得、1名 ノ・喀疾喀出 ナ ク 糞便培養陽性 ヲ

得、後此 ノ者 ハ胃液培養 ニ ヨリ菌 ヲ詮明 シタ。菌陽性

者 ノ・全部 マ氏反庶陽性者 デア ソ タ。 陽性者X線 像 デ

ノ・何 レモ早期型 デ臆 打診デ ハ 壁見 因難 ナモノデア リ

マ シタ。

叉私 ハ東北帝大附隠馨院看護婦生徒114名 ノ糞便培

養 ノミヲ實施 シ4名 ノ陽性 ヲ得後喀 庚 ヲ検査 ス ル ト

(表2)在 仙某部隊674人 中赤沈値1時 間30℃

20粍 以上者全員63人 ノ喀疾糞便培養成綾

マ氏 反臨 陽性者

35名

マ氏反磨陰性 者

28名

喀疾 糞便共 二陽性3
喀疾 陽性糞 便陰性1
喀疾 喀出ナ ク糞 便及
ビ胃液陽性1

東北帝大看護婦生徒114人 ノ糞便培養成績

培養者・・4名 培養 陽性 者 隊 中繊 菌

響 一4麟糠 鐵
マ氏反慮陰性 者

59名
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2名 ハ塗抹標 本陽性、1名 培養陽性、1名 ハ喀嬢 ヲ畝

キS'1液培養 ニ ヨザ菌 ヲ証 明 シタ。 菌 陽性 者4名 ハ全

部赤沈連進 苦デマ氏反慮陽性 デア ツタ(表2)。

以上 ノ成績 ヨリマ ソ トウ氏反晦陽性 デ 赤沈 ノ速進 ス

ル ノモハ喀燦 ア レバ 」い・ヲ検鏡叉 ハ培養 ノ必 要 ア,レ

ノハ勿論 デアルが 喀疲 ヲ嵌 〃者 デハ 翼便培養 ハ開放

性縞核 ノ螢 見 二慮川 出來,レ事 ヲ知 ツタ。

8.皮 虐結核獲生二關スル新實駿蛇 ビ=皮 虐

ヨ リ進入セル結根薗 ノ蓮 命二就 テ

小 野 勇(lll口縣 術生課細 菌室)

余 ハ嚢 二健 康皮膚通過進入機樽 二聞 シ是箪鯉康無損

傷皮膚 二結核菌乳剛 ヲ塗布 スルコ トヨ ヨリ進入感染

ノ事實 ヲ報告 シ塗布結核菌 ハ極 メテ 容易 二皮膚 ヲ通

過 シ然 モ塗布局部皮膚 ニハ何 等病 的愛化 ヲ形成 セズ

且 ツ部閥淋巴腺 ヨ リ次第 二深部 二侵入 シ饅内諸臓器

二定型的結 核性病 塑 ヲ構 成.スル コ トヲ立謹 セ リ。

結 核菌 ノ進入部位 トシテ 最 モ 重大 ナル 意義 ヲ有 ス,レ

肺 臓 ヨ リ ノ進入経過及其 ノ病理解剖所 見 二 就 テ ノ・

Albr㏄htGhon,Ranke氏 等 ノ業績 二=リ 蘭明 セラv

就 中Rankeノ 原壁竈群説Primarkomplextheorieハ

學會 ノ注 意 ヲ喚 起 シ多倣 ノ臨殊家、病理學 者及細菌學

者 ノ認 容スル所 トナ ル。

叉 腸管 二於 テモBaumgarten及 彼 ノ學徒Tangl氏 等

・」ヨ リ常 二進入部位 二病塑 ヲ形成 ス,レコ トヲ立詮 シ

更 ラ.・・-Ghon氏 共 ノ他 ノ學 者 ノ支持 ヲ得 テ所謂Bau・

mgarten.Tang1氏 ノLokalisationsgesetzヲ 建 テ リ。

余 ノ前實験 二於 テ 皮膚 ・・肺臓及腸管 二i封シ進入門戸

トシテ 特別 ナ,レ態度 ヲ 示スモ ノナ ラソカ ト思惟 シタ

リシガ共 ノ後結核菌乳剤皮膚漁布方法 ヲ探用 シ時間

的二皮 膚灘布 ヲ行 ヒタ,レニ極 メテ 容易 二 皮膚結核 ヲ

登 生 セシメ得 タ リ。

即 チ10分 、30分 、1時 間、2時 間 ト1鯉1選 ノ結核

菌乳剤 ヲ海瞑 下腹部皮膚 二温布 シ且 ツ 試獣 ヲ三群 二

分 チ第一群 ・・生理 的食盟水 ヲ以 テ、第二群 ノ・千倍昇乖

水 ヲ以 テ、第 三群 ハ稀沃度丁幾 ヲ以 テ拭除 シコ レヨ リ

局部皮膚及部属淋 巴腺7.lj化 ヲ観察 シ40日 目二撲殺

シ病理解剖 的所見 ヲ検索 セ リ。

第 一群、生理 的食盤水拭除群 二於 テノ・漏 布時間 ノ如何

ヲ問ハ ズ 結核菌 ノ進入 セル 海猿 二於 テノ・皮膚及 部罵

淋 巴腺 二病墾 ヲ形 成ス即 チRankeノ 學説 ニー致 セ)レ

成績 ヲ得 タ リ。,

第 二群、千 倍昇乖 水拭除群 ニア リテ ノ・1時 間、2時 間

ノ漁布獣 二於 テハ漁布局所 二璽化 ヲ形成 ス。

第 三群、稀沃度丁幾拭 除群 昌ア リテ ハ漁 布時間 ノ畏

短 二閥係 ナ〃皮膚 ニハ 全 ク病璽 ヲ形 戊 セズ且 ヅ短期

間漁布群 ニア リテ ハ皮 膚 目 リノ進入 ノ・防止 サル。

更 ラニ進入 セル 結核 菌 ハ必 ラズ 部属淋 巴腺 ヲ俊 シ妓

二淋巴腺紹核 ヲ雌戊 シ然 ル後 更 二淋巴流 ヲ傳 ハ リテ

血流 二進入 シテ 培殖 スルモ ノナ リヤ 或 バカ ・ル 維路

ヲ縄 ズ直 チニ 血流 二進入 ス'レモノナ リキハ 最 モ詣論

ノ中心 トナル問題 ナ リ。

之 ノ問題 二關 シテ余 ハ 先人 ノ實験 ノ跡 ヲ追及 シ先 ヅ

余 ノ皮膚温 布方法 ヲ探 用 シ幼 弱、成 熟海撰 並 ビニ家兎

ヲ使用 シ共 ノ下腹部全髄 ノ皮膚 ヲ鋏 毛 シ之v=1颯

1選 ノ結核 菌乳鋼 ヲ1時 間漁布 シ生理 的食 嘘水 ヲ以

テ拭 除 シ然 ル後 時間的 二該動物 ノ心血 ヲ探 取 シ健 康

海狸 ノ皮下 二注 射 シ40日 間観察 シ「ソベル 〃 リン」皮

内反慮 ヲ試 ミタル後撲 殺 シ 其 ノ病 理解 剖所見 ヲ検 索

'セリ。

即 チ結核菌乳剤漁 布後1時 間、2時 間、3時 間、4時

間、5時 間、6時 間、12時 間、24時 間.2日 、3日,

4日 、7日 、14日 、21日 目二探 血 シ之vヲi新 鮮海猿

皮下 二注射 セルモ ノニシテ 海猿 ノ・「ツベルク リン」皮

内反磨陰性 ニ シテ 病理解剖上 全 ク結核性髪 化 ヲ認 ム

ルコ トヲ得 ズ。

近 時異常 ノ壁蓮 ヲ來 セル 生饅染色 ノ研 究 ニヨ リ流血

中 二進入 セル異物 ハ 直 チニ 組織 中 ノ網状織 内皮細胞

二振取サル ・コ ト明 ラ カ トナ レリ。 即 千血流 二進入

セ,レ結核菌 ノ・直 チニ 饅 内 ノ網状織 内皮細胞 圭 トシテ

淋 巴腺、脾臓、肝臓、肺臓、腎臓、骨髄 等 ノ網状織 内

皮 細胞 二振取サ レ 其慮 二病愛 ヲ醸成 スルモ ノナ リ。

サ レバ ー方流血 中ノ結 核菌 ヲ詮 明スル ト共 二 他方進

入部位 ヨ リ遠 隔 ノ部位 ニア'レ諸臓器 ヨ リ結核 菌 ヲ培

養 ス,レ必要 ア リ、然 モL6wenstein住 吉氏 ノ硫 酸法

ノ套表 以來培養 法 ハ長 足 ノ進歩 ヲ來 セル ヲ以 テ 余 ハ

Hohn氏 法 ヲ探用 シ結 核菌皮膚瀟布及皮下注 射海瞑

ヲ時間的 二頸 動脈 ヨ リ溶血 ニ ヨリ撲殺 シ解剖 シ各臓

器 ヲ5%ノ 硫酸 ヲ以 テ40分 間虞 置or遠 心沈 澱後沈 渣

ヲル ベナ ウ氏 ノ培地 二培養 シ40日 後 二其 ノ成績 ヲ検
じ

査 セ リ。

以上 ノ實験 方法 ニヨ レバ 結 核菌 ヲ短期間 中ニノ・遠 隔

臓 器 ヨ リ培養 スル コ トヲ得 ザ リキ。

8ノ 追加及質 問

戸 田 忠 雄
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1.御 説 ニ ヨ レバ 淋 巴 腺 カ ラ 脾 臓 二 至 リ ソレ カ ラ血

流 二結 核 菌 が 侵 入 ス ル ト 云 ハ レテ ヲ'レ標 デ ス が ソ ノ

機 樽 ヲ知 ル實 験 ガ ア リマ ス ヵ。

2.吾 々 ノ経 験 ニ ヨ レバ菌 ・・先 ヅ 淋 巴液 ニ ゴ リ所 隔

淋 巴 腺 二入 リ ソ レカ ラ 淋 巴管 ヲ纒 テ 静 脈 二入 リ然 ル

後 臓 器 二 入 ル様 二 考 ヘ ラル。 コ レニ關 シテ ハ満 大 微

生 物 川 村 ト共 二吾 々 ハ研 究 ヲ績 ケ テ ヰ ル。

9.喀 疾 中 二 於 ケ ル 結 核 薗 ノ溶 菌現 象 呂就 テ

大 川 マ ン(東 京 市療 養 所)

結 核 菌 陽 性 ナ ル 肺 結 核患 者 ノ喀 疲 ヲ可 及 的 清 浮 二減

菌 「シーk・・一一レ」二bリ 、之 二略:等 量 ノ蒸 溜 水 ヲ加 へ37。C

ノ艀 卵 器 二保 存 シ10日 間 蓮 績 シテ毎 日コ レ ヲ染 色、

楡 鏡 シ10覗 野 二於 ケ ル結 核 菌 数 ヲ2F均 ス,レニ結 核 菌

ノ数 、

1.次 第 二減 少 ス ル モ ノ ト

2.一 時 堆 加 シテ後 減 少 ス,レ モ ノ ト

3.次 第 二 堆 加 ス ル モ ノ トァ リ

是 等3型 ノ各 々1例 宛 ヲ表 二示 ス ト、横 軸 ノ1、 皿、

皿 ノ・楡 査 ヲ示 シ縦 軸 ノ数 字 ノ・10j硯 野 二於 ケ)レ結 核 菌

ノZF均 数 ヲ示 ス。

第1表 ノ・次 第 二 減 少 ス ル モ ノデ ア ツ テ 結 核 菌 数 ノ・日

ヲ追 ツ テ次 第 二減 少 ス、 コ ノ型 二屈 ス ル モ ノ ・中、第

1日 ノ「が フ キ ー」番 號 多 ク シ え 次第 二 減 少 ス]vモ ノ

ア リ。

第2表 ハ 結 核 菌 敷 一 時 塘 加 シ テ 減 少 スJレモ ノデ ア ツ

テ コ ノ型 二 屈 ス ル モ ノ・・凡 ソ4乃 至6日 目 ニ ー 度 墳

加 シ後 次 第 二減 少 ス。

第3表 ノ・次 第 二 壇 加 ス'レモ ノデ ア ツテ 結 核 菌 数 ノ・日

ヲ追 ヅ テ次 第 二壇 加 ス、 コ ノ型 二属 ス ルモ ノ ・中、第

1日 ノ 「ガ フ キ ー」番 號 少 〃 シテ 次 第 二 堆 加 ス ル モ ノ

ア リ。

私 ・・31例 ノ肺結 核 患 者 ノ喀 疾 ヲ各 例 ニ ツイ テ3同 反

復 シテ検 査 ス ル ニ、

第1型 、 次 第 二減 少 ス ル モ ノ6名

第2型 、 一 時 増 加 シテ後 減 少 スJVモ ノ21名

第3型 、 次 第 二 増加 ス ルモ ノ4名

ナ リ。

是 等31名 ノ患者 ノ病 状 ヲ

工

2
。

3
。

4
.

臨脈的所 見

「レ ントゲ ソ」所見

赤血球沈 降速度

熱

5,尿 ノfウ ロ ク ロモ ー ゲ ン」反 脛1

等 目 リ薮見勢ξスアレニ

第1型 及 ビ嬉2型 ノ結 核 菌 数 ノ減 少 ス ル モ ノハ輕 症 二

鳩 ス'レK多 久 第3型 ノ結 椥 呆i数ノ塘 加 ス'レモ ノへ

重 症 ト認 ム可 キ κ二 多ク十鯉`:後 死 亡 ア ル モ ノア リ。

喀 痕 中 二結 核 菌 以 外 ノ雑 菌 ヲ 認 ノ'レ場 合 二於 テ結 核

菌 ト雑 菌 ト ノ關 係 ・・何 毎 認 メ ラ レマ セ ンデ シタ。

追 力ロlI置)土 左雌

喀 演 中 ノ結 核 菌塘殖 ヲ数 ・ミニ ヨ ラ ス、菌 ノ型 ヲ御 研

究 ニ ナ ル コ トヲ希 望 致 シマス。

叉 喀 演 中 ノ結 核 菌 培殖 阻 止物 質 ヨ リ シマ ス ト私 ノ實

験 ニ ヨ リマス ト第5-7日 目 ニ テ之 が清 失 叉 ・・減 退 ヲ

見 マ ス ノデ コ ノ方 面 ヨ リ 見 マ ス ト御 観 察 期 間 二御 考

慮 ア ラ ンコ トヲ。

答 辮 大 川 マ ソ

菌 ノ培 減 ト・・、 喀 疲 塗 擦 標 乍 ノ10覗 野 二於 ケル干 均

鍛 ヲ求 メ、 コ レ ヲ比 較 シタ ノデ ア リマス。

10.抗 酸性 菌 ノ新 陳 代謝 二就 テ

(第1報 呼 吸 作 用 並 解糖 作 用 二就 テ)

奮 攣 敏 罎(東北綱 輝 熊谷内轍 室?

近 時 抗 酸 性 菌殊 二 結 核 菌 ヲ 新 陳 代謝 二依 ツテ 分 類 シ

様 トス ル企 力'試 ミラ ル ・二 至 ツ タ。

1932年Dickmann,Menze1等 ノ・結 核 菌 ノ酸 素 消 費 量

ヲ測 定 シ翌1933年Aksjanzewノ ・ワル プ'レグ氏 楡1堅

法 ヲ抗 酸 性 菌 ノ呼 吸 解 糖 作 用 ヲ 同時 二 測 定 シ好 氣 性

解 糖 作 用 ト呼 吸 トノ比 ガ 人 型 及 牛 型 結 核 菌 デ ハ 大 デ

BCG外 弱 毒 性 ノモ ノ・・小 デ ア'レ即 弱毒 性 菌 デ ノ・呼 吸

作 用 が圭 デ ア ル が 強 毒 性 ノモ ノデ ・・解 糖作 用 が 大 デ

ア ル ト云 ヒ更 二叉 人 型 、牛型 結 核 菌 ノ新陳 代 謝 ニノ・差

異 が ナ イ ト穆 シタ。

我 等 モ亦 抗 酸 性 菌 ノ呼 吸 作 用 並 二 解 糖作 用 ヲ楡 シ 抗

酸 性 菌 相 互 ノ差 異 ヲ知 ラ ウ ト企 テ タ。

實 験 方 法 、 ワ'レブ,レグ氏 新 法 二 依 リ2%葡 萄 糖 添 加

ノPH7.46ノ リ ンゲ ル氏 液 中 デ呼 吸 作 用 好 氣 性 解 糖

作 用 蛇 二嫌 氣 性 解 糖 作 用 ヲ同時 二測 定 シタ。

菌 類 。検 査 シタ抗 酸 性 菌 ・・TheLaboratoryofPatho・

10gyandBacteriologyNewYorkStateVeterinary

CollegeIthacaNewYorkヨ リ贈 ラ レ當 教 室 デ代 ヲ経

タ所 謂 脂 垢 菌 「テ モテイ」菌 東 北 帝 大 皮膚 科 教 室 ニテ癩 患

者 ヨリ分 離 培 養 シタ ト云 フ癩 菌 「コッホ」氏 無毒 力 菌 鳥型

結 核 菌 牛 型 結 核 菌BCG人 型 結 核 菌10株 以 上17株 二
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】就 テ デ ア ツテ何1ノ モPH6.4/l」 ッケ マ ソ氏 液 艦 培 養

基 ノ液 表 面 二浮 游 増 殖 シタ菌 ヲ用 ヒタ、仰 液髄 培 養 基

上 ノ表 面=繁di・ya細 菌 ヲ5%CO295%02蛇 二5

9;CO295・ 。N2ノ 瓦 斯 紺 成 ヲ有 ス ♪レ混 合 瓦 斯 デ各 々

飽 和 サ レタ葡 萄 糖 含 有 リ ンゲ 膨氏 液 デ 別 々二 乳 状 液

ヲ作 リ 之 ヲ硝 子槽 ・中 二入 レテ 前 者 ハ 呼 吸 作 蝸好 無

性 解 糖 作 用 後 者 ハ嫌 魚性 解 糖 作 川 ノ測 定 二供 シタ。

細 菌 ノjEllい 測 定'Pt:il10ccmヲ 有 ス ル 「ヘ マ トク

t),y)'」ノ細 管 ノ内終2粍 トシ 畏 サ ヲ 約4.5糎 ト シ 内

容0.2ccmノ 鮎 二 目盛 ヲ ツケ之 ヲ四 十 等 分 シ之 二實験

二供 シタ 菌 ノ乳 状 液 ヲ入 レ1分 間3500廻 榑 倣 デ30

分 間 ヅ ツ2回 逮 心 シ淵 殿 シタ 菌 ・容 量 ヲ 測 定 ン前以

テ 毛 細 管 ノー 目盛 ノ菌 琶 ノ乾 燥 重 量 ヲ 測 定 シオ キ コ

レ カ ラ實 験 二供 シタ 乳 状 液 ノ乾 燥 霊 量 ヲ計 算 シタ.

培 養 期 間1・呼 吸作 用 ト ノ關 係(第1表)

ロッケ マ ン氏 液 髄 培 養 基上 二抗 酸 性 菌 ヲ 培 養 ス ル ト

屡 ζ結 核 菌 ・・数 日デ 細 菌 ハ 液 ノ表 面 二 廣 が,レが結 核

菌 ハ2週3週 後 二 全 面 二 廣 が'レノ ヲ見 ル 即 細 菌 ノ堆

殖 力 ハ 菌 二俵 ツ テ 甚 タ●異 ル コ トヲ知 ル カ 又 一 方 同 一

培 養 基 上 二長 日 月培養 サ レタモ ノ・・後 デ ハ 繁 殖 シ難

〃 ナ'レコ トモ 日常経 験 ス ル所 デ ア ル、是 等 ノ事 カ ラ培

養 期 間 ノ長 短 ・・必 ズ 細 菌 ノ呼吸 作 用 二 影響 ヲ及 ボ ス

ダ ラ ウ ト考 へ 「コッホ」氏 無毒 力菌 、 牛 型 菌 、 人 型 菌 四

株 二就 テ實 験 シタ結 果 次 ノ襟 ナ成 績 ヲ得 タ、

1即 コツ丞氏 無 毒 力菌 デ ・・4月8日 ノモ ノ デ ・・QO,ノ ・

i夫 々-37・8.-4・ ・8デee,J大 差 ナ イ が22日 ・ モ ノ ハ

1-16.1デ 甚 ダ減 退 シ テヰ,レ。
1牛 型 結 核 菌 デ モ15日 ノモ ノ・・QO

,・ ・-9.5デ ア,レ

b'49日 目 ノモ ノノ・-4.2二 減 少 シテ ヰ1レ。

夏 二人 型 結 核 菌 四 株 二就 テ見JV二 第1例 デハ53日 マ

デノ・絵 リ呼 吸 作 用 二攣 化 がナ イ が75日 目 ニ ナ ル ト甚

ダ シク減 退 ス ノレコ トヲ知 リ第2,第3例 デ ・・2週 、3

週 目 が最 大 デ其 後 次 第 二減 退 シテ來 ル コ トヲ知 ル。

叉 第4例 デノ・153日 経 過 シ タ モ ノ ノ・呼 吸作 用 解 糖作

用 何 レモ 詮 明 サ レナ カツ タ ガ 之 ヲ 固髄 培養 基 上 二移

殖 シタ所 無籔 ノ聚 落 ヲ詮 明 シ得 タ。

此 ノ事 カ ラ 細 菌 各 自 問 ノ新 陳 代 謝 ヲ 比 較 ス ル ニ ハ 繁

殖 力 ノ最 モ大 ナ ル 時 期 二 槍 査 ス ル 必 要 アル コ トヲ知

'レト共 二細 菌 ・・周 園 ノ状 況 が悪 イ 場 合 ニ ハ 呼 吸 セ ズ

ニ生 命 ヲ保 チ得 ル コ トガ知 ラ レル。

各種 抗 酸 性 菌 ノ新 陳 代 謝(第2表)

前述 ノ コ トカ ラ 細 菌 各 自 ノ 新 陳 代 謝 ヲ 比 較 ス ル ニ ハ

菌 ノ螢 育 廠 ナ ル 時 期 二 検 査 ス ル 必 要 ア ル コ トヲ知 ツ

タ ノデ脂 垢 薗 、 「テ モ テ ィ」菌 、 癩 菌 、 三芝杢 氏 無 毒 力

菌 、 鳥 型 薗 ノ・5乃 至10日 牛 型 結 核 菌BCGハ2乃 至

3M人 型紹 核 菌 ハ3週 乃 至7週 ノモ ノ ヲ 用 ヒ〃 ソ

ノ紹 果 コリボ氏 無 毒 力菌 、 鳥型 菌 、 脂 垢 菌 ノ呼 吸 作 用

ハ 甚 グ 大 デ ア ツ テ 何 レモQO2バ ー30以 上 デ ア リ獺

菌 ハ之 二次¥Pt=「 テ モテ イJ菌 ハ之 二次 グ.牛 型 殊

)BCGハ 呼 吸 作 用 甚 ダ小 デ アlv。

人 型 結 核 菌 十 株 二就 テ 呼 吸 作 用 ヲ 見Iv二;QO2・ ・

-12 .4ト ー5.9ト ノ間 アル コ トが知 ラ レ,レ。

人 型 ト牛 型 トノ間 二 呼 吸 作 用 二大 差 ナ イ ガ 寄 屍 公 髄

二近 イ モ ノ程 換 言 ス レバ 場 殖 力 ノ 大 ナ ル モ ノ程 呼 吸

作 用 が大 デ ア ル コ トヲ知 ル。

解 糖 作用.嫌 無 性 解 糖 作 用 ハ蜘 菌.「 テ モ テ イ」菌 ボ コッ

ホ」氏 無 毒 力 菌、 鳥 型結 核 菌 、 脂 垢 菌.牛 型 菌.結 核

菌 ノ順 デ是 等 ハ 何 レモ1以 上 デ アJV"e人 型 菌 ノ・甚 ダ

小 デ1以 下 ノモ ノ が大 多 数 デ ア,レ。

好 氣 性 解 糖 作 用 ハ2%葡 萄 糖添 加1L∠-'レ 氏 液 中 デ

・・何 レ ノ菌 二於 テ モ謹 明 サ レナ カ ソ タ。

從 ツ テAksjanzewノ 云 フ如 キ事 實 ・・謹 明 シ得 ナ カツ

タ。

結 論

(1)抗 酸 性 菌 ノ呼 吸 作 用 ハ 培 養 期 間 ノ長 短 二 依 ツ'
●

テ異 ル。

(2)抗 酸性 菌ノ・Mediumノ 悪 イ場合 ・・呼吸 作用 ヲ

ヤ ラズニ生命 ヲ保 ツコ トがアル。

(3)抗 酸性菌 ノ呼吸作用 ノ・大儲 二 於 テ寄屍 公髄 二

近 イモ ノ程大 デアル。

(4)嫌 氣性解糖作用 ノ・人型結 核菌 が最 モ小 デア]v。

(5)好 氣性解糖作用 ・・2%葡 萄 糖添 加 ノ リ ン ゲ ル

氏液 中デハ謹明 サ レナィ。

11.健 康者並 二肺結核患者=於 ケ ル

「イ ン7ル エ ンザ」ノ細菌學的研究

小 野 博
梅 谷 秀 雄(阪 大竹研及 今村内科)
河 盛 勇 造

昭和10年 冬季大阪地方 二流行 セシ「イyフ ルエ ンザ」

二際 シ テ 「イ ンフルモ ンザ」患者及肺結核 患者 ノ咽頭

塗 抹材料及喀 疲 二就 テ 細菌學的楡査 ヲ施 行 シ昭和8

年 冬季 二於 ケル 「イ ソフルエ ソザ」流 行 ノ際 ノ検査成

績(第12同 日本結核病學會 ニテ報告 セ リ)ト比較研究

セ リ。

郎チ プァイフz,レ氏 菌 ノ楡出率 ノ・昭和8Sr度 ニ ア リ デ
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ハ 「イ ソフ,レエ ンザ」患 者138例 ノ喀 痕 中116例(84 .1

%)ニ シテ 昭和10年 度 ニ テノ・90例 ノ咽 頭 塗抹 培 養 ニ

テ3例(3.3%)ナ リ。

肺 結 核 患 者喀 痕 二於 ケ ル 介在 菌 ト シテ ノ ブ7氏 菌 ノ検

出李 ハ 「イ ンフ)vエ ンザ」非 流 行 時 二於 テ ノ・(昭和6-

8年)250例 中23例(9.2%)及(昭 和10年 夏 季)99例

中4例(約4%)ナ リ。

而 シテ 「イ ソ フlvエ ンザ」流 行 時 二於 テ ハ(昭 和8年 冬

季)182例 中37例(20.39。)、 其 翌 年(昭 和9年 冬 季)・・

120例 中16例(13.3%)、 尚 昭 和10年 冬季 ノ今 回 ノ流

行 時 二於 テ ノ・75例 中3例(4.1%)ナ リ。

斯 ノ如 クZZ氏 菌 ハ 「イ ンフ)Vエ ンザ」ノ流 行 二於 テ モ

共 検 出 率 二 動 揺 ア リ 叉 流 行 時 ニ ア リテ モ 肺 結 核 疾 患

者 喀 疲 中 二 介 在 菌 トシテ 出現 ス ル コ トア リ。 而 シテ

カ ・ル 際 ニ ア リテ モ 肺 炎 蔓 球 菌 二於 ケ ル が 如 〃 混 合

感 染 症 状 ヲ呈 ス'レ コbハ 比較 的 少 シ。 即 チ余 等 ・・プ7

氏 菌 ザ 將 シテ 「イ ンフ,レエ ンザ」ノ病 原髄 ナ リヤ 疑 義

ヲ有 スJVモ ノ ニ シテ 今 同 ノ流 行 二際 シテ 「イyフ,レ エ

ンザ1患 者 ノ 咽 頭洗 潅 液 ノ ペ,レケ フ=,レ ドV濾 液 ヲ以

テ圭 トシ テ海 猿 及馳 ヲ用 ヒ テ動 物 實験 ヲ行 ヒタ リ。

此 實 験 成 績 ハ 第10同 聯 合 微 生 物 學 會 二於 テ、 今 村 教

授 ト共 二報 告 セ シ 所 ナ リ。 即 チ 接 種 動 物 ニ ア リテ ハ

(1)二 相 性 熱 型 ヲ 示 ス モ ノ ア リ。(2)白 血 球 減少 症

及 淋 巴球 培 多症 ヲ示 ス モ ノ ア リ。(3)肺 臓 二於 テ病 理

組 織 學 的 二急 性 「カ ター ル」性 炎 衝 ヲ認 ム。(4)肺 臓乳

創 ノペ ル ケ フ=ル ド濾液 ヲ以 テ 累 代 接 種 可 能 ナ,レコ ト

等 ノ所 見 ヨ リ余 等 ノ・「イ ンフ,レエ ンザ」ノ病 原 トシ テ

ノ・或 ノ・濾 過 性病 毒 ガ關 與 ヌ ル モ ノ ナ ラ ン ト推 定 ス ル

モ ノ ナ リ。

次 二 「イ ン フ ルエ ンザ」流 行 時 二 於 テ 今 村 内科 入 院 ノ

肺 結 核 患者 ニ シテ 「イ ンフ ル エ ン ザ」二罹 患 セ シ モ ノ

ヲ調 査 セ シ ニ昭和8年 度 二 於 テ ・・182例 中10例(5・5

%)ニ シテ 昭 和10年 度 ノ・220例 中8例(3.6%)ナ リ。

「イ ン フル エ ン ザ」が肺 結 核 二 及 ボ ス 影 響 二 就 テハ 未

ダ症 例 少 〃 シテ 之 二論 及 ス ル能 ノ・ザ ル モ 既 二 肺 結 核

ノ重 症 ナ リシモ ノ ヲ 除 ケ メ 他 ノ其 経 過 二 封 シテ大 ナ

ル悪 影 響 ヲ及 ボ サ"リ シモ ノ ・如 シ。

Vogt,Puder等 ・・latent或 ノ・aktivノ 結 核病 竈 ヲ有

ス ル モ ノハ 「イ ンフ ル エ ンザ」流 行 時 ニ ハ 病 院或 ハ 療

養 所 二避 難 歌容 ス ベ キ ナ リ ト云 ヘ ル ガ 如 ク 余 等 ノ調

査例 二於 テ モ 「イ ンフ ル エ ンザ」流 行 時 ニ ハ 既 二 入 院

中 ナ リ シコ トガ 其 経 過 二 悪 影 響 ヲ及 ポ サ ザ リ シー 因

子 ナ ラン ト思惟 セ ラル。

12.結 核 「7レ ルギー」ノ研究績報

谷 ロ 修 一(有 馬研究所)

熱 湯注入 ニヨツテ家兎肺臓 紺織 二火傷 ヲ起 サ シメ、次

デ加熟 死菌、脱脂 菌及 ビ「ヅペルク リノ」ノ何 レカヲ種

種 ナル量二1同 注射 シ、然 ル後IM2週.3週 後 二

眼球 角膜過敏反慮 二就 テ 検 シタ リ。 其 ノ結 果結核 菌

盟或 ハ「ツ・{IVクリン2接種 ト組織破壊 ト ヲ受 ケタ各

群 二於 テハ其 ノ反晦度強 シ。

13.結 穫 「ア レルギー」=於 ケル普過大腸菌

物 質 ノ腕過敏現 象二就テ

齋 藤 政 信(有 馬研究所)

「ツベ'レク リンア レルギー
」ノ本態究明 ノ實験 中、 同

僚、ZF林並 二楠 ハ普通大腸菌 二、脱 「ア レルギー」現象
ゆ

アル ヲ観 タ ル ニ ヨ リ、余 ハ此 事 實 ヲ更 二追 究 ス ル 目的

ヲ以 テ 結 核 感染 海 猿 二 普 通 大 腸 菌 培 養 物 質 ヲ 接 種 セ

ル ニ「ツベ'レ ク リ ン」反 磨 二於 テ、共 ノ浸 潤 硬結 二封 シ

テ ・・作用 少 キ モ、壁 赤 二封 シ該 反 磨 ヲ減 弱 セ シム ル傾

向 アル ヲ認 メ,「 ツペ ル ク リ ン」反 磨 物 質 中 ニ ハ浸 潤 及

ビ蟹 赤 二關 シ、各掲 立 セル反 懸存 在 ス ル ニ非 ズ ヤ ト想

像 セ シム ル成 綾 ヲ得 タ,レニ俵 リ登 表 セ ン トヌ。
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第 2
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C實験材料〕 普通大腸菌 ヲ加水分解 シ、1コロヂ ウム」

膜 ニ ヨリ透過後、濃縮 シ使用ス。

〔實験動物並 二感染〕'實験 動物 ノ・雄性海猿 ヲ用 ヒ感

染 ハ 弱毒結 核菌 ノ千分 ノ1及 ビ1萬 分 ノ1瑳 ヲ大腿

皮下 二接種 メ。

〔實験成績〕 其結果、感染後約3週 日ヲ経 テ「ツベル

〃 リソ」反慮著明 二起 ル時期 ヲ選 ピ、 普通大 腸菌培養

物 質 ヲ皮下 二接種 シ、其 ノ翌 日「ツペルク リソ」皮内接

種 ヲ行 ヒb24時 間 後 其 ノ反 慮 ヲ検 セ シニ、 普 通 大 腸

菌物 質 注 入 ノモ ノハ 封 照 二比 シー般 二反 慮 弱 ク,寝 潤

二封 シテ ノ・作 川 少 キ モ,螢 赤 二封 ンカナ リ著 明 二減 弱

ス'レヲ認 ム。 次 二第2,第3表 二於 テ ハ隔 日3同 及 ピ

1同 魯 廼 大 腸 菌 物 質 ヲ 注 入tル ニ 略=同 梯 ノ 成 績 ヲ

得 タ リ。

〔彦察 及 ビ紹 諮 〕 以 上 ノ賞 験 ヨ リ考察 ス ル ニ,碧 通 大

腸 菌 培 養 物 質 注 入 ノ結 核 感 染 海 狽 二於 ケ ル"ッ ベ ル ク

リソJ皮 内 反 慮 ハ 封 照 二 比 シー 般 二 反 慮 弱 ク 詳 言 セ

バ、其 ノ濃 潤 硬 結 ノ程 度 ハ殆 ド差 異 ヲ認 メ ザ ル モ後 赤

程 度 ・・可 成 著 明 二減 弱 ス,レヲ認 ム.諫 ソテ 「ツベ ル 〃

リソ」皮 内 反 懸 ノ槍 査 二富 リ從 來 一 般 二駁 赤及 ピ浸 濁

ノ稚度 ヲ以 テ観 察 シ來 レ共、北 研 糟 谷 ノ研 究 ニ ゴレ 〆

結 核 菌 ノ所 謂S型 及 ビR型 愛 異 二件 ヒ産 生 ス ル 「ツペ

'レク リソ」作 用 物 質 ハ質 的 二異 リS型 ハ 主 トシテ覆 潤

ヲR型 ・・圭 ト シテ 顎 赤 ヲ著 明 二現 ハ ス ト云 フ.斯 力

)V事 實 ヨ リセバ 「ソ ベ)Vク リソ」反 懸 物 質 中 ニハInfl

ammatogen及 ピIndulatOgenナ'レ 各 猫 立 セJv反 磨原

ヲ含 有 シ、 從 ツテInflammation及 ビIndulationノ

壁 現 ヲ観 ル ニ非 ズ ヤ ト想像 セ シム。而 テ普 通 大 腸菌 培

養 物 質 ハ前 違 ノ如 ク 浸 潤 二 關 シテ ハ 差 異 ヲ冤 メ難 キ

ニ、登 赤 二關 シテ ノ・可 成著 明 二抑 制 作 用 アル ヲ認 ム。

從 テ 脱 浸 潤 性 二 ・・作 用 少 キ モ脱 炎 衝 性 二作 用 シ、反 磨

出 現 ヲ抑 制 ス ル モ ノ カ ト想 像 ス、爾 ホ最 後 二同檬 ノ責

験 ヲ加 熱 死 普 通 大 腸 菌 、生 普 通 大 腸 菌 、及 ピFement

ニ ヨ ル 自家 融 解 物 質 二就 キ同 檬 、實 験 ヲ行 ヒ タ ル ニ略

竃同 檬 ノ成 接 ヲ得、 更 二研 究 績 行 中 ナ リ。

追 加 有 馬 研 究 所 櫃 田 卓 也

余 ノ・齋 藤 ノ大 腸 菌 及 ビ ソ ノ成 分 中 二 「ツ ペ,レ ク リ ン」

過 敏 症 二封 ス,レ 脱 過 敏 作 用 ヲ有 ス ル 物 質 ノ存 在 ス ル

事 實 二興 味 ヲ有 ス ルー 方 、 大 腸 菌 ガ屡 育 中 二 「ッ ペ ル

ク リ ソ」物 質 二如 何 ナ ル 影 響 ヲ及Ptス ヤ ヲ検 セ ソ ト欲

シ、 自家 製 奮 「ツ ペ ル ク リン」及 ビ傳 染 病 研 究 所 製 奮

「ツ ペ ル ク リ ン」10倍 液 二普 通 大 腸 菌 ヲ培 養 シ
、 之v

ノ濾 紙 ニ ヨル濾 液 、及 ビ「シヤ ソベ ラ ン」濾過 器 ニ ヨル

濾 過 液 ヲモ ツ テ結 核 獣 ノ皮 膚 反 懸 ヲ検 シタ1レ ニ、同一

試 獣 ニ テ 試 ミタ ル 各 々 ノ封 照 タ,レ10倍 「ツ ペlvク1)

y」或 ヒバ ソ ノ「シヤyペ ラ ソ」濾 過 液 ガ 強 陽 性 ヲ呈 シ

タ,レニ拘 ラ ズ、大 腸 菌 ヲ培 養 シタ ル モ ノニ テ ハ全 部 陰

性 ノ結 果 ヲ示 シタ リ。

尚 ホ ソ ノ他 ノ細 菌 ニ ヨ ル該 現 象 、叉 「ツ ペ ル ク リ=ソ」ノ

反 慮元 性 ガ 大 腸 菌 培 養 ニ ヨ リテ 清 失 ス ル 原 因 二 關 シ
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テハ 目下實験 中ナ リ。

14.脱 脂結楼菌接種 ニヨル猿海 ノ過敏症呂

及 ボス細 胞核 成分 ノ影響 二就テ

櫃 田 卓 也(有 馬研究所)

「ツベ,レク リン
」過敏症成 立 ・必要條件 ハ、「ハプテ ン」

タル 「ツベル クリソ」物質 ト細胞核 成分 ノ共同作用 二

基 クモ ノナル事 ハ数年來、晋 等 が本學會 二於 テ報告 セ

ル トコロナ リ。

今 回 ハ肺臓核成分並 二臓器嶢灼破壊 が、酒精 ・1エーテ

ル」ニヨル脱脂 菌塵 置獣 ノ「ツベル クリン」過敏症 二如

何 ナ ル影響 ヲ及 ボ スヤニ就 テ實験 セル ヲ以 テ、ソノ結

果 ヲ報告 セ ン トス。

第一實験 腕脂菌及 ビ肺臓核成分 ニ ヨ`レ

1ツベ,レク リン」過敏症

實験 方法

肺臓 核成分 ノ・滅 菌生理 的食 璽水1.0蝿 中二5.0瑳 ノ

核成分 ヲ含 ム如 ク作 リ、ソノ1.0蝿 宛 ヲ1日 置3同 即

チ全量15選 ヲ腹部 皮下 二注射 セ リ。

脱脂菌 ノ・滅菌生理 的食藍水1.0蝿 中 二酒精 ・「エーテ

ル」ニヨル睨脂菌 ノ乾燥量0.5竈 ヲ含 ム如 キ浮游液 ヲ

作1),第2同 目 ノ肺臓核成分注射 ノ際 二腹部皮下 二接

種 セ リ。

實験成績

コノ實験 二於 テハ、第1表 二示ス如 ク、0.5選 ノ脱脂

菌接種 ノ ミノ封照群 二於 テハ、適 々極 ク輕度 ナル疑陽

性程度 ノ皮膚過敏症 ヲ登現 ス,レカ、或 ヒノ・全然陰性 二

経過 セ リ。

然 ルニ15麺 ノ肺臓核成分 ヲ加ヘ ルbキ ハ、 多 クノ・疑

陽性 ナルモ中等度 陽性、弱陽性各1頭 宛 ノ皮膚過敏症

第 1

ヲ駁 現 シ、 シ カモ ソ ノ過 敏症 ハ3週 乃 至4週 間持 績 ン

テ 封 照 ト明 ラ カナ'レ 瞳 別 ヲ 有:・`.爾 ホ反 懸 強度 ハ2

週 後、3週 後 二於 テ 最 モ 強 〃順次 減 弱 シテ8週 後 ニ テ

ハ殆 ド消 失 セ リ。

第 二 實 験1虎 脂 菌 及 臓 器 焼 灼 ニ ヨル

「ッベ,レク リ ン
」過 敏 症

實 験 方 法

臓 器 焼 灼 ・・肺 、 肝、 脾、腎 、副 腎溶 ヲ各 部 位 二懸 ジテ

皮 膚 二切 開 ヲ加 ヘ テ、 適 當 ニ ソノ附近 ヲPraparieren

シテ臓 器 ヲ露 出 セ シメ、焼 灼 子 ヲ以 テ組 織 ノー一音Uヲ焼

灼 シ、 直 チ ニ縫 合 セ リ。

睨 脂 菌接 種 ノ・第 一 實 験 ト 同糠 方 法 ニ テ0.5竈 ヲ魔 器

焼 灼 後 ノ健 康 状 態 ヲ観 察 シ、ア術 局所 ノ異 常 無 キ ヲ確

メ、3日 ヲ縄 過 セ;レ後 、 腹 部 皮 下 二注 射 セ リ。

實 験 成績

コ ノ實 験 二於 テ ・・第2表 二示 ス如 ク、軍 濁 ニ テ ノ・皮 膚

過 敏 症 ヲ惹 起 シ得 ザ ル少 量 ノ脱 脂 菌 モ、之 レ ヲ臓 器 組

織 ヲ嶢 灼 破 壌 セ ル試獣 二接種 ス ル時 へ 大 多 鍛 ノ試 獣

二於 テ疑 陽 性 、 少 数 ナ ル モ 中等 度 及 ビ弱 陽 性 プ ツ ペ

ル 〃 リンj過 敏 症 ヲ登 現 セ シムJレ事 ヲ得 タ リ。

而 シテ 嶢 灼 臓 器 ト 過 敏 症 登 現 率 トノ關 係 ハ 明 ラ カナ

'レ匠 別 ハ認 メ 得難 キモ、 余 ノ場 合 、肺 、 肝 、腎 二陽 性

反 磨 精 ミ多 ク、 脾 、 副 腎、略 ≧同程 度 ニ シテ、反 磨 ノ

強度 ハ 脱脂 菌接 種 後、3週 二於 テ最 高 ニ シテ 爾後 漸 次

減 弱 ス'レ傾 向 ヲ示 ス。

結 論

以 上 二 實 験 ヲ通 覧 ス ル ニ、脱 脂 菌 接 種 ノ場 合 二於 テ モ

肺 臓 核 成 分 ヲ併 用 虞 置 ス ル場 合 、或 ・・試 獣 盟 内 ノ諸 種

臓 器 ヲ嶢 灼 破 壌 シタ ル後 脱 脂 菌 接 種 ヲ行 フ場 合 、共 二

表
1

慮 置 動物
番號

實験開
始時饅
重

「ツ ベ ル ク リ ン㍉ 反 感
一

・醐2轍3週 後4週 後i6週後8週 後

第

一

群

29/VI肺 臓核成分5.Omg腹 部皮下注射

11VII肺 臓核成分5.01ng腹 部皮下注射

脱脂菌0.5mg腹 部皮下注射

3メ皿 肺臓核成分5.Omg腹 部皮下注射

147 390 一1-± 1± 「+[一

148 350
5

±}十 十 十十 +…-1一

149 370 一
1±1±

一 ±1±

150 360 一1± ± 一 ± 一

151 360 司 ±};1一 劃 一一

第

二

群

11VII脱 脂菌0・5mg腹 部皮下注射(男 照)

157 310 ± 一 _1_1_■ 嘲麟

158 310 一 一 一 一 一 ± 一

159 370 一 一 一 一 ±{一

160 350 ± ± _一 一 一

1161 380 一1・ 一
1

_一 一 一
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2 表

塵焼 動 贋時

搬 繍 鱒
二器 號 1始皿

1

「ツ ペ ル ク リ ン」反 慮 盛焼置灼

蛇臓
二器

動 貿時
物 験髄

「ヅ殉 レク リ ソJ反 患

1週2週13週14週16週18週

一 一

鱗 霊1週12週 ρ週14週6週18週
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皮
下
接
種

睨
脂
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右
肺
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灼
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種

脱
脂
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灼
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脂
菌
9
五

竈
皮
下
接
種

脾
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灼

第
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第
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群

二

第

三

群

1墜2凱o.二i

塑 」窒o【二1
164400-

一一1

460-
　 り 　　 　 　

1664501一

什

±

璽 ト戴 二_一 ・_一土1二

i69

調暴
172!400
　 り　 　　

173i390

174i420

175i390
　 　　　

1761400

十十r十
　 ト　

± 一

十i一ロ　ロ 　

_1_
1

-1一

群

一

第

六

榊

+
=
三

二
二
±

薯

三

モ

=

土
=

三

二
+

一

…

二

+

一

二
什
三

些
吉

三

一
三

螺

鶉

魏

謝

画

…

m
亜
駕

}捌
器

塾
璽

瑳
皮

下
接

租

}

通
皮

下
接
種

睨

脂
薗
○

・
五

一

脱

脂
菌
O

・
五

は

右
副
腹
焼
灼

ホ
腎
臓
焼
灼

第

四

群

第

五

群

三

三
士
三

≡

三

封

照
)

皮
下
接
種

脂
菌
O
・
五群

1「-1-L-一 一「一

llヨ 三三1

}繍 三辱 三
臓 垂●(1」&7

188

189

190

191

二
圭

=

三

三

二

三

二

二
±

二

二

一

一

三

什

}±

+

二

什

330-

350-

390-

370-

3901一

一三

一
三

三

三

=
三
三

二

一二

τ

三

互

三

+

三

三

三

三

三

三

能 ク 「ツ ベ ル ク リ ン」過 敏症 ヲ惹 起 ス。 郎 チ脱 脂 菌盟

モ微 弱 ナ が ラ、準 林 ノ「ッ ベ ル ク リソ」實験 二 見 タ ル が

如 キ 「ハ プ テ ソ」作 用 ヲ有 シ、適 當 ナ ル賦活 物 質 ノ共 同

作 用 ニ ヨ リー 定 ・ 「ヅベ ル ク リソ」過敏 症 ヲ 壁 現 ス ル

モ ノ ト考 ヘ ラル。

15.猿=於 ケ ル 實 駿 的 結楼 症 呂就 テ(第 二 報)

「ツ ベ ル ク リン」皮 内 及感 特=陽 性

「ア ネ ル ギ ー 」例

森 警 釜=(東 北大熊谷内科)

Burnet,Tox,Kalbfleisch,Noflenu.Sarvanノ 諸 氏 ハ

猿 二於 テ ノ・結 核 罹 患 二際 シ,「ツ ペ ル ク リソ」皮 内 反 感

ハ額 著 ナ ラ メ シテ 診 断 的意 義 ナ キ事 ヲ 報 告 セ ル モ、

Bttrmannu.HalbersttidtertZ中 田氏 ・・猿 二於 テ モ 「ツ

ベ ル 〃 リ ソ」反 懸 ハ顯 著 ニ シテ 結 核 橘 患 ノ有 無 ノ鑑 別

二役 立 チ得 ル事 ヲ壁 表 セ リ。

余 等 モ肺 結 核 骸 生機 轄 ノ研 究 二際 シ、結 核 未 感 染 幼 若

猿(Macacuscyclopsis蚊M,rhesus)二 経 口、 皮 下 蛇

静 脈 内接 種 ニ ヨ リ諸 種 菌 量(1乃 至115000000ne)ノ 強

毒 人 型結 核 菌 ヲ接 種 ・y、SS過 ヲ追 ヒテ 毎 月1乃 至2同

「ツ ベJVク リソ」皮 内反 慮 ヲ検 セ リ、 帥100倍 稀 繹 奮

「ソ ベル ク リン」0.1蝿 ヲ 前腰 皮 内 二 注 射 シ、24時 、

48時 、72時 後該 部 ノ登 赤、 腫 脹 、 渡 潤 ヲ検 シテ陰 陽
の

ヲ列 定 シ、 疑 ノ・シキ場 合 ニ ノ・夏 二10倍 稀 繹 液 ヲ用 ヒ

シ ニ、 未 感 染 並 封 照 獣 ・・100倍 液 ニテ ・・何 等 ノ反 磨

ナ 久10倍 稀葎液 ニテモ直径10粍 以下 ノ赤味 ナキ腫

脹 ヲ見 ルノ ミナ'レニ、結核感染獣 二於 テノ・100倍 液 ニ

テ明 カナル骸赤、腫脹、浸潤 ヲ見、猿 二於 テモ該 反磨

ノ用 フルニ足 ル事 ヲ認 メ得 タ リ。

即総厳35頭 中3頭 ノ・購入時 既 二皮 内反磨 陽性 ニ シテ

胸部X線 像 二 異常陰影 ア リ 自然感染結核症 ト認 メ ラ

レ解剖上共 ノ事實 ナル ヲ確 メ 得 タ リ。 叉5頭 ハ早期

二偶蛋症 ニテ死亡 セ シヲ以 テ、27頭 ヲ實験 二供 セ シ

が、是等 ハ 敦 レモ當 初皮 内反庶陰性、胸 部X綜 像正

常、赤沈速度1乃 至4粍(1時 間値)ニ テ結 核未感染 ト

認 メ ラ,レ。1頭 ヲ封照 トナ シ26頭 二結核 菌 ヲ接種 セ

シニ勃 レモ結核 二感 染 セlv"'、20頭 ノ・結 核死 ヲ來 シ

6頭 ハ完全治癒 ヲ來 セ リ。

死亡例 中1選 皮 下接種 ノ1頭 、1瑳 静 脹内接種!2頭

並11500晒 静脹 内接種 ノ2頭 計5頭 ノ・菌量多 キタ メ

結核病症急劇 ニ テ 「ツベルク リン」皮 内反庶 陽性 二縛

化 ス,レニ先 立チ18乃 至57日 ニ テ死 亡 セ シカ●、15頭

ハ3週 乃 至2ケ 月 ニテ皮内反慮陽性 二榑化 シ、漸次共

度 ヲ培 シ、病症 ノ培悪 ト共 ニー般 二再 ビ其 ノ強サ ヲ減

ジ、中9頭 ノ・死前1乃 至4週 ニテ陰性 「アネル ギー」ト

ナ リ、3頭 ハ弱陽性 、3頭1ミ 中等度 陽性 ノマ ・死 亡

セ リ。 ・婁

然 ルニ 治癒 セル6頭 ノ・接種 後3週 乃 至5ケ 月 ニテ皮

内反慮 陽性 トナ リ結核感染 ヲ示セ シモ、経過 ト共 二乳
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vモ 接種結核症 ノ完全治癒 ヲ來 シ、2ケ 月乃至13ケ

月間皮内反慮陽性 ヲ 纈績 セ,レ後陰性 二 樽化 シ極 メテ

元 氣 ニテ赤沈速度正常 二膿重 ハ増加 シツ ・ア リ、執 レ

モ陽性 「アネ,レギー 」トナ レリ。郎1!500竈 経 口接種群

4頭 中1頭 ・・結 核死 ヲ來 セ,レモ、3頭 ハ3週 乃至3ケ

月 ニ テ皮内反庶陽性 二縛化 シ結核感染 ヲ示or、1ケ 月

牛乃至2ケ 月間陽性 ヲ欄縦 セル後再 ビ陰性 トナv)v

が、他燈的 ニハ1頭 ハ接種後 モ引績 キ何等 ノ障硲ナ 〃

元氣 ニテ髄重 モ堆加 シ居 リ、2頭 ・・接種後暫 ク軽度 ノ

盟温 上昇 ヲ認 メ・yh'、約1ケ 月 ニテ卒温 トナ リ其後皇

髄 二異常ナ ク元氣 ニテ陽性「アネ,レギーJト認 メラ,レ。

右 ノ中2頭 ヲ1年2ケ 月後居 殺解剖 セ ・y"'、精細 ナル

検査 ニモ拘 ラズ明 カナル結 核性 愛化 ヲ認 メ得 ザ リキ。

=次二1/500000瑳 皮下接種群3頭 中2頭 ノ・結核死 ヲ來

セ シが、1頭 ハ接種後間 モナ ク髄温 上昇 シ接種部 ノ腫

脹、局所淋 巴腺 ノ腫脹 ヲ來 シ4週 ニテ皮 内反磨陽性 ト

ナ リ、4ケ 月 ニテ接種 部蚊局所淋 巴腺部 ノ痙孔形成 ヲ

認 メ、6ケ 月 目二縦隔 賓肋膜炎 ヲ併號 シ赤沈速度 ノ元

進、饅 温 ノ上昇 ヲ來 セ シモ、其後漸次元氣 ヲ恢復 シ痩

孔 ノ閉鎮治癒 、 肋膜滲 出液 ノ吸牧 ヲ來 シ赤沈速度 モ

復 奮 シ盟重堆加 シ完全治癒 ヲ示 シ、皮 内反慮 モ13ケ

月間陽性 ヲ縫 績 セ,レ後陰性 トナ リ 目下健在 ス。 叉

115000000竃i静 脈 内接種群 ・・10頭 中8頭 ノ・結核死 ヲ

來 シ、2頭 ・・治癒 シ陽性 「アネルギー,bナ レリ。即1

頭 ノ・接種 後モ髄温 、赤沈速 度、X線 像 二全 ク異常ナ ク

績 引キ元氣旺盛 ナルモ、2ケ 月 ニテ皮内反磨陽性bナ

リ、3ケ 月除 陽性 ヲ持績 シ共後 陰性 トナ リ、1頭 ハ接

種後1ケ 月輕度 ノ盟温上昇 ヲ認 メ シガ 皮内反庶・・約

4ケ 月 ・・.一テ 陽性1・ナ リ2ケ 月間陽性 ヲ績 ケ然 ル後陰

性 トナ レリ。

以上 ノ實験成績 ヨリ余等 ・・猿 二於 テモ「ッベ,レク リソ」

皮 内反旛 ・・顯 著 ニ シテ 結核罹患 ノ有無 ノ鑑別 二役立

チ得 ル事、大量接種 時二・・皮 内反旛 陽性 二轄 化セズ シ

テ死亡 スル事 アルモ、一般 ニノ・結核 感染 一定時後皮内

反慮 ・・陽性 二縛 化 シ、其後 ノ推移 ・・人類結核症 ノ場合

ト近似 スル事 ヲ知 レリ。 而 シテ 注 目ス ベキハ猿 二於

テハ 経 口接種 或 ハ少 量菌 ノ皮下叉 ノ・静脈内接種 二於

テ輕症結核罹 患後 完全治癒 ヲ來 シ陽性 「アネルギー」

bナv)レ 例多激存 匂 レ事 ナ リ。 然 モ中5頭 ハ極 メテ

輕度 ノ感染 ヲ示 セルモ ノニ シテ 皮内反膳 モ 短期間弱

陽性 ヲ呈 匂 レノミニテ、 輕度 ノ饅温上昇 ヲ認 メ シ以

外 、赤沈速 度蚊胸 部X線 像 ハ略 く正常 ナ リキ。 明確 ナ

ル縮 核 罹 患 ヲ 示 シX線 像 上 胸 部 二着 明 ノ陰 影 ヲ認 メ

皮 内反 慮 中等 度 以 上 陽 性 トナ レ'レモ ノハ 大 多撒 死 亡

シ、治 癒 陽性 「ア ネル ギー」トナ レル ・・1例 二過 ギ ズ。

之 ハ極 メ テ興 味 ア ル事 實 ニ シテ、人 類 ノ結 核 感 染 二於

テ共 ノ完 全 治 癒 後 陽 性 ナ リ シ 「ツ ベ ル ク リ ㌔ 皮 内 反

mo,tJ'陰性 トナ リ得;レ ヤ否 ヤ、卯 陽 性 「ア ネ'レギー 」が存

シ得 ル ヤ否 ヤ、若 ジ存 ス トセ バ共 頻 度 如 何 虹 力 ・ル際

ノ結 核 免 疫 状 態 如何 等 二關 シテ ハ未 グ定 訊 ナ ク、諸種

團 艦 検 査 ノ報 告 二 於 テ ハ 比 較 的 多 数 陽 性 ヨ リ 陰性 ヘ

ノ榑 化 例 ヲ見 ル モー般 二 是 等 ハ 確 實 ナ ル 結 核 感 染 ノ

瞳 明 二乏 シク、反 之 確 實 ナ ル結 核 症 ヲ有 セ シ者 ニ シテ

陽 性 「ア ネ ル ギー 」トナ レ,レ例 ノ 報 告 ハ 比較 的 少 シ。

余 等 ノ實 験 ヨ リ推 論 ス'レニ 團髄 槍査 時 比較 的 陽性 「ア

ネ,レギー」例 多 キ ハ 前 者 ノ如 キ 輕 感染 例 ガ 人額 ニモ 多

轍 存 スル事 ヲ 意 味 シ、 著 明 ナ,レ 結 核 症 ノ治 憲 後 陽性

「ア ネル ギー」トナ レル例 少 キ ノ・後 者 二比 ス ペ キ か。

尚 上 述 ノ如 キ輕 症 結 核 感 染 ヲ経 過 シ陽 性 「ア ネ ル ギー 」

トナ レル 猿 ノ再 感 染 二封 ス,レ態 度 二 關 シテ ・・後 日二

報 告 セ ン。

質 問 本 間 英 史

陽 性 「ア ネ ル ギー 」二縛 化 セ ル 動 物 二 接 種 セ ル 菌 量 ハ

幾 何 デ シタ カ。

叉 陽 性 「ア ネ ル ギー」二轄化 セ ル 動 物 ノ 剖 検 二 於 テ如

何 ナ ル結 核病 塑 が見 ラ レ マ シタ カ。

若 シ見 ラ レナ カ ヅタ ナ ラバ 如 何 ニ シテ ソ レガ 結 核 二

罹患 セ ル モ ノデ ア ル コ トヲ確 カメ ラ レマ シタ カ。

以 上 ノ黙 ヲオ伺 ヒ シマ ス。

答 辮 秋 月 正 一

1.5百 分1選 経 口接 種4例 中3例 、50萬 分1選 皮

下接 種3頭 中1頭 、 百 萬 分 ノ1晒 静 脈 内接 種10頭 中

2頭 ガ陽 性 「ア ネ ル ギ ー」ニ ナ リ、 他 ノ・結 核 死 ヲ 來 シ

マ シタ^

2.6頭 中2頭(経 口投 與 ノ モ ノ)ヲ1年2ケ 月後 屠

殺 剖 検 シマ シタ ガ、結 核 性 愛 化 ヲ認 メ マ セ ソデ シタ.

3.結 核 菌 ヲ接 種 シ ソ ノ後3週 乃 至4ケ 月 デ 皮 内 反

慮 が陽 性 トナ リ、ソ ノ後 再 ビ陰 性 ニナ ツタ カ ラデ ア リ

マ ス 。

16.肺 結核患者血清 中=iツ ベル ク リン」

檬及感物質 ヲ置明シ得ルカ

叢 型 葎 垂(宇都宮市立療漸)

肺 結 核 患 者 尿 、汗 又 ・・喀 疾 中 二「ツベ ル ク リ ン」様 反 慮
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物 質 ヲ詮 明 シタ,レ文献 ア リ、皿 ソ結 核 患 者 ノ臓 熟 其 他

ノ症 状 ハ 病 磁 破 壊 産 物 及 結 核 菌 雌素 二 山 來 ス ト・・常

識 的 二使 川 セ ラル ・言 飼 ナ リ、然 う バ果 シテ結 核 恵 者

血 清 中 二1ツ ベ ル ク リ ソ」糠物 質 ヲ賢 験 的 二 謹 明 シ得

ル 力丈 厭 二乏 シ キ が如 シ、余 等 ・・之 ヲ實験 的 二塩登明 セ

ン ト企 テ タ リ。

先 ヅ結核 海 猿 ヲ 試 験 盛 トナ シ 之 ノ皮 内 二 肺結 核 患 者

血 清 及 ビ鯉 康 者血 浦 ノ原 液 及 ビ稀 縄 液 ヲ 夫 々0.1cα

ヅ ・注 入 シ 千 倍hソ ベ ル 〃 リ ン」溶 液0.1cqヲ 以 テ ノ

ロ・一 メ'レ氏 反 慮 ヲ封 照 トナ シテ 患 者 血 消 ト鯉 康 者 血

清 トノ間 二 反 慮 差 異 ヲ來 スヤ 否 ヤ ヲ 實 験 シタ ル ニ明

カ ナ ル差 異 ヲ認 メ ザ リキ。 次 デ百 倍 「ツベ ル ク1,ソJ

溶 液0.1aaヲ 以 テ マ ン トー氏 反 慮 陰 性 ナlv健 康 者 血

清 及 肺 結 核 患 者 血 清 及 結 核 海 瞑 ノ血 清 ヲ 共 健 及 順 次

稀 繹 シ 之 ヲ 夫 々結 核 海 狭 及 封 照 健 康 海狸 ノ皮 内 二 試

ミタ レ ドモ是 等血 清 ノ間 二差 異 ヲ詮 明 セ ザ リキ、向 コ

ノ際 試 ミニ血 清 ・・非 働 性 トナ シタ ル モ ノモ使 用 セ リ。

次 二患 者 血 清 ヲ當 該 患 者 ノ皮 内 二試 ミタ リ、 印17例

ノ肺 結 核 患 者 血清 ヲ共 儘或 ・・稀葎 シ或 ・・60度 水 浴 上

蒸 壁 皿 ヲ 以 テ 大 約2分1及10分1二 濃 縮 ・y、 ソ ノ

0.1aqヲ 患 者 皮 内 二注 入 シ1萬 倍 「ツ ベ,レク リ ン」溶 液

0.1cqノ マ ン トー 氏 反 晦 ヲ封 照 トナ シテ實 施 ス ル ニ、

10分1二 濃 縮 セJVモ ノノ・直接 刺 戟 反悠 相 當 強 度 ナ レ

ドモ 翌 日二 至 レバ 大 イ ニ 輕 快 シ「ツ ペル ク リ ン」反臆

ノ翌 日 二 至 リテ 所 謂 過 敏 的特 異 反磨 ヲ 呈 ス ル ト大 イ

ニ共 趣 ヲ異 ニス 、而 シテ共 成 績 ヲ見,レ ニ、翌 日翌 々 日

二於 テ 濃 縮 セ ル モ ノニ 於 テ ノ・多 少 ノ壁 赤 腫 脹 ヲ残 ス

モ ノナ レ ドモ、之 ヲ交 叉 的 二患 者 皮 内 二試 ミ或 ノ・更 二

結 核 海 猿 及 封 照 健 康 海瞑 ノ皮 内 二 試 ミル ニ 何 レモ 共

蛋 白叉 ・・璽 類 ニ ヨル ト見 ル可 キ 直接 刺 戟 反 鷹 強 ク表

ノ・,レモ ノ 多 ケ レ ドモ 實 験 動 物 及 健 康 動 物 ノ間 二 著 明

ナ ル差 異 ヲ 見 ザ リキ。 而 シテ 唯1例 ノ肺 結 核 患 者 二

於 テ 自家 濃 縮 血 清 二 封 シ24時 間48時 間 及1週 間 後

二亙 リテ 直径20乃 至40m・m・ ノ壁 赤 ト輕 度 ノ腫 脹 ヲ

來 セ ル モ ノア リタ リ、コ ノ興 味 ア ル血 清 ・・他 ノ結 核 患

者 ノ皮 内 二於 テ カ ・,レ反 磨 ヲ來 サ ズ、叉 結 核 海 猿 ト健

康 海 瞑 トニ於 テ 其 差 異 ヲ認 メ難 ク1ッ ベ ル ク リ ソ」二

笥 ル反 磨 トノ・認 メ難 シ、且 ツ該 患者 二他 ノ患 者 ノ血 清

ヲ試 ム モ カ ・ル反 庶 ヲ呈 セ ザ リキ。

之 ヲ要 ヌ'レニ39種 ノ血 清 ヲ使 用 シ種 々ナ ル封 照 ノ下

二結 核 患 者血 清 中 二 「ツベ ル ク リ ソ」檬 反 庶 物 質 ヲ 詮

明 セ ソ ト企 テ タル モ 以 上 ノ實験 方 法 ヲ 以 テ シテ ノ・之

ヲ鐙 明 ス1レ能 ノ・ザ リキ、唯1例 ノ肺 結 核 患 者;於 テ濃

繍 セ ノレ向蒙 血溝 皮 内 反鵬 陽 性 ナ ル モ ノア リタ リ.然 レ

ドモ2ノ 反 脇 ハ 「ツ ベ ル ク リ ソ」ニ ヨル モ ノ ・;一,…非 ズ

ト認 メ ラ レ・タリn

追 加 日 置 蓮 雄

私 ハ 結 核 喀 疲 濾 液 及 ピ ソ レが 濃 稲 セ ル モ ノ 及 ピー 定

操 作 ヲ施 セ ル モ ノ(小 休諒 雄 氏愛 法 ノ ニ ツ キ人髄 實験

及 ビ動物 實験 ヲ施 行 致 ンー7ンタ トコ ロ認 ム ベ キ 「ツ ペ

ル ク リ ン1柏{反 晩 ヲ呈 スル モ ノ ヲ碩'認 ン得 ナ カ ツタ ■

デ γ リツス 、 一 寸追 加 致 シマ ス。

17.人 艦 二於 ケ ル 似)xy・butylaldehyd

皮 虐 笈埴 呂就 テ

脆 伊趨(北 研ノ
Formaldehyd過 敏 症 ノー 現 象bシ テ、 特定 ノ人 ノ 中

二、此 ノAldehyd二 封 シ テ著 シ ク高 度 ノ皮 膚 反 庶 ヲ

示 ス モ ノ ア ル コ ト・・、 既 二Horsfal1二 俵D報 告 セ ラ

レタ ル盧 ナ リ。

演 者 等 モ 「ツベ ル ク リソ」研 究 ノ途 上 二於 テ 、 卜Oxy・

butylaldehydガ 特 定 ノ人 二封 シ 著 明 ナ ル皮 膚 反 磨 ヲ

惹 起 シ得 ル ヲ観 察 シタ ル が、此 ノ現 象 ガ結 核 免 疫 學 並

二臨 肱 上 特 二輿 味 ア リ ト信 ズ ルノ・、蓋 ン,既 報 ノ如 〃

此 ノAldehydガ 比 較 的少 量 ナ レ ドモ結 核 菌 饅 及 其 ノ

培 養 漉 液 ヨ リ分 離 シ得 ラル ・テ フ事 ト、併 シテ此 者 ニ

ヨ リテ惹起 セ ラ レタ ル陽性 皮 膚 反 磨 ガ結 核 感 染 、若 シ

クハ結 核 性 疾 患 トー定 ノ關 係 ヲ有 ス ル鮎 ナ ル ペ シ。

實 験 方法 ト シテノ・成 人 ノ結 核 患 者 ノ 種 々 ノ病 期病 型

ノ者、健 康 者 ノ 「ツベル ク リ ン」反 磨 陽 性 者、及 陰 性 者、

及 非 結 核 性 患 者 ノ三群 ヲ選 ビ、コ レニ封 シ精 製 シ タ ル

体Oxy・butylaldehyd(Aldol)ノMo11100溶 液、 菌 饅 ヨ

リ 得 タ)レ 燐 脂 膿 劃 分 ノ1.Occ、1.Omg「 エ ム,レヂ オ

ン」、 及 既 報 ノ α 及 β反 鷹 物 質 標 準 液(何 レモ溶 媒 ノ・

生理 的 食 藍 水)ノ 四 種 試 験 液 ヲ各 々0.1cc宛 、 前 腰 皮

内 二注 射 シテ、 生 ズ ル反 磨 ヲ24時 間、及48時 間 ノ2

同 二観 察 シタ リ。

其 ノ成 績 ・・第1表 ヨ リ第4表 マ デ ニ示 ス。 第5表 ハ

コ ノAldo1反 慮 ノ特 異 性 並 二反 磨 時 間 曲線 ナ リ。 コ

ノ實 験 成 績 ヲ綜 括 ス ル トキリ・次 ノ如 シ。

綜 括

1)Aldo1陽 性 者 ノ・「ッ ベ,レ ク リ ン」(β物 質)陽 性 者 中

二豪 見 セ ラル。 然 レ ドモ 決 シテ 其 ノ全 テ ニ於 テ ニ ・・

非 ズ。
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2)Aldo1が 陽性 二 表 ・・,レ… 多 ク ノ場 合Ct=(s群 二

閣 ス ル活 動性,進 行 性 結 核 患 者 ニ シテ、 健 康 者 二於 テ

ノ・如 何 二 β反 慮 弧 〃 トモAldo1反 慮 ・・陰 性 二終2レ ヲ

常 トス。 即Aldo1陽 性 ・・活 動 性 、 蓮 行 性 結 核 トー 定

ノ關 係 ア リ。

3)臨 肱 的 非結 核 患 者 ニ テ モ、 時 二Aldo1陽 性 者 ヲ

螢 現 シ得vド モ、 此 ノ場 合 二於 テ モAldol陽 性 舌ハ

概 シテ α=β 群 中 二搬 見 セ ラ レ、 αく[s,:=C5==O群 中

二 ・・之 ヲ認 メ ズ。 即、 此 塵 二於 テ モAldol反 慮 ・・結

核 感 染 トー 定 ノ關 係 ニ ア ル コ ト・・瞭 カナ リ。

4)Aldo1皮 膚 反 懸 ハ 「ア,レデ ヒー ド」基℃HOノ 有 ス

ル非 特 異 的刺 戟作 用 二依,レ モ ノ ニハ非 ズ。 全 〃、此 者

ノ根 底 ヲ爲 スCH,・CH(OH)・CH,・ 一根 ノ化 學 的 特 異 性

二關 係 ス。

5)結 核 菌 禮 産 生物 トシテ ノAldo1へ 蕾 「ツ ベ,レク

リ ソ」原 液 中 二於 テ ス ラ、共 ノ濃 度 恐 ラク ノ・Mo111000

以 下 ナ リ ト推 定 セ ラ ル ・ヲ以 テ、此 者 が遊 離 ノ状 態 二

於 テ ノ・「ツ ベ ル ク リ ソ」製 剤 中 ノー 反 応 物 質 ト シ テ ノ

意 味 ハ 殆 ン ド無 ク、且 、此Vマ デ ノ研 究 ノ結 果 二5V

バAldolト 糟 谷 ノ所 謂 α 或 ・・ β トノ間 二有 機 的關

係 ノ・存 在 セ ザ ル モ ノ ・如 シ。

6)然 シナ カ'ラ、Aldol皮 膚 反 晦 力●結 核 感 染 虹 二疾 患

トー定 ノ關 係 二於 テ 陽 性 二 現 ノ・ル ・コ トハ 甚 ダ興 味

ア ル事 實 ニ シテ、 ソノ本 態 ハ 恐 ラ ク ノ、結 核 「ア 切 レギ

ー ノー 部 二關 與 ス)レAldol過 敏 症 ノー現 象 ト思 考 セ

ラ ル レ ドモ、其 ノ過 敏 症 ノ成 立機 轄 ノ蘭 明 ハ今 後 ノ研

究 二侯 タ ソ トス。

18.肋 膜 炎 ノ臨 淋 的 研 究 第 二 報

漁性 肋 膜 炎 ノ纒 過 卜 「ツベ ル ク リンア レ

ルギ ー」ノ清 長

金 井 進

見 谷 勇(北 大 有 馬 内科)

有 末 四 耶

余 等 ノ研 究 第 一 報 二於 テ獲 表 セ'レ如 ク、胸 膜 炎胸 水 中

ヨ リ80%二 於 テ結 核 菌 陽性 培 養 成績 ヲ得 タ リ。 諸 家

ノ日 フ如 ク 吾 等 ノ臨 肱 的 二 日常 経 験 ス ル 温 性 肋 膜 炎

ノ・大 多数 ・・結 核 性 ナ リ トノ所 信 ヲ得 タ リ。

然 レ ドモ 肋 膜 炎 ノ 直接 駿 症 原 因 ガ 結 核 菌 自髄 ノ肋 膜

侵 犯 二在,レ カ、將 叉 菌 毒 二伽 レカ今 日尚 ホ議 論 ノ御 レ

黙 デ ア ル。

現 在 二於 ケ ル 蜀 乙學 派 ノ大 勢 ノ・胸 膜 炎 ノ登症 ヲ肋 膜

ノ菌毒 二封 ス ル 過 敏 症 二第 一義 的原 因 ヲ置 〃 が如 シ。

コ ノ観 念 ヨ リス レバ 肋 膜 炎 登 症 ハ 生盟 ガ殊 二 肋 膜 ガ

hyperergischノ 状 態 二在'レll寺二 最 モ多 ク見 ラ レ・ル ベ

キ モ ノデ ア ル。

余 等 ノ・Mende1・Mantouxノ 皮 内 反 慰 ヲ川 ヒ テ肋 膜 炎

患 者 ノAllergieノ;lkmaヲ 縄 過 ヲ迫 ヒテ観 察 セ リ。

方 法 主 トシ テ 外 來 患 者 ユ 傳 研 倍 「ツ ベ ル ク リ 凶

1000倍 液 ヲ2週 間 二1回 ノ問 陥 ヲ 以 テ 前臆 内 方 二

〇・1cc注 射 シ48時 問 目 ノ ミ蔓潤 ノ直 交 二 『正裡 ノZF均 値

ヲ以 テ表 ハ ス コ ト ・セ リ。(一)ヲ 呈 セ,レモ ノ ニ ハ更 二

100倍 ヲ同標 注 射 セ リ。

叉 同時 二赤 沈 反 応 ヲモ検 シ、臨 林所 見 モ出來 得,レ 限 リ

注 意 ヲ柳 ヘ リ。

初 検 時 二於 ケ ル 「ツ」反 晦 二就 テ。 「ツ」 ヲ精 密 二測 定

・y得タ例 ・・166名 ナ リ。(第1表)

1000倍 力●(一)ナ リ シ・・10(=6.02%)ナ リ。 内7例 二

於 テ ・・100倍 ヲ再 注 射 シタ ル が 何vモ 中等 度 ノ反 晦

ヲ示 セ リ。 陰 性 者 及20mm以 下 ノ弱 反 慮 ヲ 呈 セJレモ

ノ ノ・166中105(=63.23%)ニ シテ 中等 度 及 強反 晦 ヲ

呈 セ'レモ ノ ノ・61(・=36.57%)二 當 ル。

自畳症 ヨ リ推 定 シ テ7病 日以 内 二 初 診 シ 得 タ リ ト思

ノ・レ シモ ノ166中41(=24.7%)ナ リ。 内 「ツ」(一)ノ

モ ノ4(=1096)二 當'レ20mm以 下 ノ 弱 反磨 ヲ 呈 セ ル

モ ノ27(=65.8%)ヲ 占 ム、 中 等 並 二 強 反 磨iヲ呈 セ ル

モ ノ10(=2596)ニ ス ギ ズe(第2表)

推 定病 日 ト反 晦 トノ關 係 ノ・卒 均 ス レバ 第3表 ノ如 シ。

反 慮(一)ノ9例 ノZF均 病Hノ ・5.2日 ニ シテ 反 磨 圭曾強

ス,レb共 二病 日モ墳 加 スJVヲ 見Jレ。(第3表)

「ツ 」反磨 ト赤沈 トノ關 係 モ第4表 二見JVガ 如 シ。

第5表 ハ熱 ト「ツ」反磨 トノ關 係 表 デ アル。

臨 躰 的経 過 ト「ツ」反 慮 ノ消 長 二就 テ第6表 ガ示 ス。

纒 過 ヲ追 ヒデ ツ 」反 磨 ヲ検 シタ ル モ ノ87名 ニ シテ短

キ・・2ケ 月 ヨ リ長 キハ2ケ 年 二亙 ル襯 察 デ アル。

経 泄 良好 ニ シテ 通 學 セ ル 見童 及 勤務 二 耐 工得,レ ニ到

しつレモ ノ59名 デ ア ル。

経 過 中他 ノ肋 膜 炎 ヲ 併 獲 叉 ハ 腹 膜 炎 等 ヲ併 獲 シテ遷

延 シテ剣 然 タ ル経 過 ヲ示 サ ヌモ ノ11名 、 死 亡 セJVモ

ノ7名 、 死 亡 者 ノ・多 クノ・肺 結 核 及 合併 贋 膜 炎 等 デ ア

Jレカ●内1名 ノ・雨側 二起 ツタ高 度 ノ胸 水 ノ鶏Herzsch

wticheノ 状 態 ニ テ死 亡 ・at)レモ認 メ タ リ。

叉 重 症 ノ肺 結 核 二移 行 シテ治 療 中 ノモ ノ10名 ナ リ。

良 好 ナ経 過 ヲ 取v'レ59名 中48名(=83%)ノ ・明 力;

「ツ」ノ堆 強 ヲ 見 タ リ。 逆 二減 弱 セ,レモ ノ8(=13・56

%)ナ リ、 不 良 ノ経i過 ヲ 取 ル モ ノ17名 中 「ツ」堆 強 八



368 柵 會 演 訊 嬰 旨 【第14窃

2(=11.76・6)(内1名 清 水 恥雄 ・・死 前3ケJl以 内「ツJ

ll検セ ズ)「 ッJ減 弱 セ ル モ ノ1・1(=82 .35%)ナ リ。

第7表 ハ 示沈 反 慰bノ 關 係 ヲ示 ス。

結 論

1.166名 ノWW)jカニ就 テ「ツ」反慮 及 晦 腺 的戴 察 ヲ爲 セ

リ中87名 二就 キテ ・・2ケ 月9リ24ケ 月 二至IJテ 「ツ」

反 慮 ノ推 移 ヲ橡 セ リ。

2.號 病 日数 短 キ稚 「ッ」反 慮 ハ 弱反 慮 ヲ 呈 シ6%二

陰 性 ヲ見 タ リ。

3.弱 反 応 ノ者 二 高 熱 者 多 ク 反 慮 塘 強 ト共 二 熱 下 降

ス,レモ ・多 シ。

4.臨hlc的 縄 過 良 好 ナ'レモ ノ…一於 テ ・・「ツ」反 慮 ハ 恥

強 ス ル モ ノ多 〃、 反 之 不 良 ノ縄 過 ヲ示 ス モ ノ・・`ツ 」

反 感 減 弱 ス ル モ ノ多 シ。

5.「 ツ」反 晦 弱 キ モ ノ ニ 赤沈 反 晦 強 ク 「ツ」反 晦 壇 強

ト共 二赤 沈 反 晦 ハ減 値 ス 。

追 加 本 間 英 輿

私 ・・18頭 ノi'・eiVモット」ヲ結 核 二罹1ケ 後 突 然 ト比 較

的 多 量 ノ「ト昌一 べ,レク リ ソ」ヲ之 二 皮 下 注 射 シテ見 マ

シタ トコ ロ、ソ ノ中 ノ牛薮 二顕 著 ナ ル温 性 肋 膜 炎 ヲ起

シ多 キ ・・数 立 方糎 ニモ 達 シマ シ タ。 是 レ・・肋 膜 炎 ノ

成 立 、特 ニ ソノ浸 出液 ノ成 立 ニ ツ キ面 白 キ材 料 ヲ提 供

ス ノレモ ノ ト考 ヘ マ ス。 勿論 封 照動 物 二 ・・起 ツ テ居 ナ

イ ノデ ア リマ ヌ。

追 加 近 藤 乾 郎

所 謂初 期 感 染 成 立 後 ノ 後 期或 ・・「ラ ソケ」ノ第 二 期 二

相 當 ス,レ ト 考 ヘ ラ レル 所 謂 肺 ノ血 行 撒 布 型 二 臨 肱 上

肋膜 炎 ヲ登 生 シテ ヰ ル 場 合 ノ稀 レ ナ ル 事 實 ノ・肋 膜 炎

が ア の レギ ー 」ノ ミニ 關係 シテ 登 生 ス'レニ ア ラ ズ シ

テ結 核 菌 ノ直 接 關 係 ヲ思 ノ・シ メ ル ノデ ア ル。

19.「 デ ルモ ツ ベ リ ン、 ア*ル ギ ー 」呂就 テ

住 吉 彌 太 郎(大 阪 住吉 内科 病 院)

昭 和10年 度 我 が 内科 二 於 テ 比 較 的 長 日月 加療 セ シ

'64名 ノ肺 結 核 患 者 二 「デlvモ ツ ベ ル ク リ ン軟 膏 」ヲ ソ

ノ皮 膚 二 塗 擦 シ 経 過 ヲ 観 察 シタ ル ニ ソ ノ患 者 ノ皮 膚

二 「ア レ,レギ ー」ヲ起 シ或 ハ 「ア レル ギ ー」ヨ リ「陽 性 ア

ネ ル ギー 」二到 達 セ シ 患 者 及 「陰 性 ア ネ ル ギ ー 」二移 行

死 亡 セ シモ ノ等 ヲ赤 沈 反 磨 二整 理 シタ リ。

第1表 ノ・赤 沈 反 磨20以 下 ノ例 ヲ表 示 セ シモ ノ ニ シ テ

赤 沈 反磨 ノ緩 強 ナ ル 程病 勢 モ 緩 慢 ナ ルノ・云 フ迄 モ ナ

ク從 ツ テ 「ポ チ チ ー ベ ア ネル ギ ー」二達 セ シ例 多 シ16

例 中

1,陽 性 「ア ネ'レ¥-J

2.前 舌 二 近 力 ラ ン1・7.IVt/

3.1γ レ)vag-」

4.陰 性 「ア オ・Jレギ ー 」

11例69%弱

1例6%強

2例12,5%

2例12,5%

Ω11赤沈 反 懸20以 下 ノ例 ニ ア リテ ・・陽 性 無 反 磨 トナ リ

vモ ノ實 二70%;蓮eンb。

第2表 ノ・赤沈 反 脇21乃 至50迄 ノモ ノニ シテ20例 中

1.陽 性 無 反 慮

2.前 者 二 近 カ ラ ン ト ス ル モ ノ

3.「 ア レ'レ ギ ー 」

4.陰 性 「アi'1レ ギ ーJ

5.疑 問

4例 卯比卒20%

5例

2例

7例

2例

25%

10%

35%

10%

赤 沈 反 慮 中 等値 ノモ ノー 於 テ ハ 陽 性 無 反 懸著 シク 減

少 シ20・ 。 トナ リ 之 二 近 キ 成繊 ノ モ ノヲ 合 セ テ45%

bナ ル 第3表 ・・最 モ進 行 性 ノ著 ノキ 患 者 群 ニ シテ甚

ダ シ 〃削 痩 セ シモ ノ或 ノ・重 篤 ナ ル 患 者 多 ク ソ ノ成 績

ハ28例 中

1.陽 性 無 反 磨

2.前 者 二近 キ モ ノ

3.「 ア レル ギ ー」

4.陰 性 無 反 喉

5.疑 問

5例

6例

3例

10例

4例

18.0%

21%

11%

42%

14%

陽性 無 反 晦更 二減 少 シテ18%ト ナ リ更 二無 反 庶 二近

力 ラ ン トス,レモ ノ加 算 シテ39%ト ナ ル、 拉 二於 テ赤

沈 反磨 卜陽 性 無 反 磨 出 現 トノ間 ノ 關 係 ヲ 明 白 二認 メ

得 タ リ 即 赤沈 反 懸 ノ 緩 徐 ナ ル モ ノノ・結 核 病 勢 緩 徐 ナ

ル爲 メ 「デ ルモ ツ ベ リソ」療 法 二 笥 リ陽 性 無 反 磨 ノ出

現 多 シ即 赤 沈 反 磨20迄 ノモ ノノ・70r'e二 近 ク 陽 性 無

反 磨 トナ ♪レ21-50迄 ノモ ノノ・20%ト50以 上 ノ モ ノ

ハ18%ト ナ ル表 示 セ バ 次 ノ如 シ。

1

赤反

沈磨

陽反
性鷹
無

近 ノ

こ
署彦」

疑

問

陰君
性 ル

20迄 699。 6% 12.5% 12.5%

21-50迄 2096 25% 10% 10% 35%

50以 上 18% 21% 11% 14% 142%

然 ラバ本年度 二於 テ正確 二観察 セ シ64名 全膣 二就 テ

之 ヲ示セバ即i欠ノ如 シ。

陽性無 反磨

近 キモ ノ

「アレル ギー」

陰性 無反庶

疑 問

20例 即 比 率31.4%弱

12例18.7%強

7例11.0%弱

19例30.0%弱

6例9%強
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以 上 ノ如 キ成 績 トナ リ全 患 者数319。 以 上 ノ陽性 無反

態 状 態 ヲ認 メ得 タ ル ハ實 二稀 有 ナ リ ト信 ズ。

叉年 齢 ノ若 キモ ノ程 「陽性 ア ネル ギー 」二到 達 ス ル事

早 シ若 ク シテ輕 症 ナ レバ愈 ζ早 クナ ル 可 シ。

考 擦 トシテ 三 方 面 ヨ リ 陽 性 「ア ネ,レギー」ヲ壁 見 ス,レ

事 多 シ ト。

(1)皮 膚 細 胞 ノ過 敏 性 ニ ナ ル事 ヲ細 胞性 「アVJVギ

ー」ト総 ス、 余 ハ ソノ皮 膚 自盟 二 「ア レル ゲ ン」ヲ作 用

セ シメ シ爲 メ ソ ノ 皮 膚 細 胞 ノ 過 敏 性愈 《過敏 ナ ラ シ

メ終 二 「陽 性 ア ネル ギー 」二迄 誘 導 セ リ。

(2)可 ナ リ濃 厚 ナ)v「 ア レル ゲy」 ヲー般 状 態 ノ愛

化 ヲ起 サ シ メ ズ患 者 二用 ヒ得 ル鴛 メ「陽 性 ア ネ,レギー」

ヲ起 シ易 キ ニ ョル。

(3)本 剤 ハ 皮 膚 二 登 疹 セ シ ム ル事 ヲ 目的 トス'レ爲

メ ソ ノ壁 疹 ノ清 長 ヲ観 察 ス ル事 二專 念 ス 、 爲 メ ニ「陽

性 ア ネル ギー」ヲ登 免ス ル コ ト多 キ爲 メ カ。

一 般 二多 ク ノ 「陽 性 ア ネ ル ギー ヲ見…逃 シテ 居'レ コ ト

ノ・多 キ コ トナ ラ ン ト信 ズ。

20.S型 及 ビR型 結 核 菌 ヨ リ由 來 セ ル

「ツ ベ ル ク リン」標 物 質 α 及 ピ β 二就 テ

根 岸 顕 蔵

重 田 定 正(脾 奈 川 縣 健 康相 談 所)

長 井 盛 至

「結 核」トイ フ 診 噺 ヲ下 ヌ 場 合 二 「ツ ベ ル ク リ ン」反慮

t'決 定 的 ノカ ヲ 持 ツ テ ヲ ラ ヌ事 ハ塞 二 歯 痒 イi欠第 デ

ア リマス。 此 ノ鮎 二 於 キ マ シ テ 「ッ ベ,レク リ ン」ハ更

二 分 割 的 二 研 究 セ ラル ベ キ モ ノ ト考 ヘ マス。 北 里研

究 所 ノ糟 谷 學 士 ノ・結 核 菌 ノS型 虹 二R型 聚 落 ヨ リ由

來 シタ α 及 ビ β ノ雨種 「ツ ベル ク リン」物 質 ヲ創 製 シ

テ研 究 サ レマ シタ ガ、幸 ヒ私 共 ・・ソ ノ分 奥 ヲ得 マ シタ

ノデ、 果 シテ α 及 ビ β ノ慮 用 ニ ヨ ツ テ何 等 カ ノ實 験

的 債 値 ヲ蛋 見 シ得 レバ 幸 ト考^マ シテ 先 ヅ豫 備 實験

二 於 テ 稽 ζ曙 光 ヲ 認 メ マ シタ ノデ我 々ノ・稗 奈 川 縣健

康相 談 所 ノ相 談 者 二實 施 シテ ミマ シタ。

實 験 方 法 ト致 シ マ シテ ノ・、全 ク マ ソ トー氏 反 慮 ト同様

二CteP.及 ビATヲ 同1人 二 同時 二皮 内注 射 ヲ致 シ マ

シタ。 〔α 及 ピ β ノ・夫 々奮20・ ㎜:1二 、 奮 「ツ」ノ・

2㎜:1二 稀葎 シタ モ ノ ヲ 各0・1cc宛 皮 内注 射 ヲ致 ・y

マ シタ。 注 射 部 位 ノ・奮 「ツ」ハ右 前 腰 ノ内側 二、 α及 ビ

β ハ左 前 厘 ノ 内側 二約8cm以 上 ノ間隔 ヲ置 イテ 皮 内

注 射 ヲ同 時 二致 シマ シタ〕。

先 ヅa及 ビ β ノ反磨 度 ノ 推 移 ヲ 知 ル タ メ ニ10名 ノ

看 護 婦 二豫 備 實 験 ヲ 致 シマ シテ 第1表 二 曲線 デ示 シ

マ ス棟 ナ成 績 ヲ得 マ シタ。 卯 チCtハ ソ ノ反慮 度 が24

時 問 目 二於 テ最 高 二 達 スlvモ ノ、36時 間U二 最 高 二

蓮 ス ル モ ノ叉48時 間 圓 二最 高 二蓮 ス ル モ ノ等 ア リマ

シテ ー定 シテ ヲ リマ セ ソ。 然 シ2↓ 時 間 目 ト48時 間

目bヲ 比 較 致 シ マス ナ ラ2{多 少24時 間Nノ 方 が多 イ

傾 向 ガ ア リマス。 反 慮 ハ 既 二12時 間 目 二於 テ現 ハ レ

テ居 リマス が コ ノ時 間 デ ノ・最高 二 蓮 シ タモ ノ ノ・ア リ

マセ ン。 ソ シテ ソ ノ反癒 ハ72時 間Mニ ハ著 明 二清 退

致 シテ居 リマス。

βモ 同様 デ ソ ノ最 高 ハ時 間 的 ニー 定 シテ ヲ リマ セ ンガ

24時 間 目 ト48時 間 目 ト ノ比 較 ヲ 致 シ マス レ・《大 艘

48時 間 目 二最 高 トナ ル モ ノ が多 イヤ ウデ ア リマ ス。

是 二依 テ 観 マス ル ニ 何 時 間 目 ヲ以 テ 個 人 ノ反 慮 度 ト

ナス カノ 決 定 的 ノ モ ノ デ ・・ナ イ ト 考 ヘ マ ス。 ソコデ

私 共 ノ・健 康 相談 者 二 實 施 シ マ シタ'マ ソ トー 氏 反 慮

剃 定 ノ都 合 ヲモ 考慮 二容 レマ シテ)關 係 上、48時 間 目

ヲ以 テ α 及 ビ β ノ反 磨 度列 定 時 間 ト致 ンマ シタ。

斯 ク シ テ列 定 シ得 マerPtz.β 及 ビAT(奮 「ツ ・〈lvp

リ ソ」)ノ 駿赤(及 ピ硬結)ノ 直 裡 ノ・多 種 多襟 デ ア リマ

ス が、 ソ ノ三 者 ノ關 係 ノ・略1第2表 二 示 ス如 キ1-W

/8群 二分 類 シ得 マ シ タ.

以 上 ノ標 ナ 分類 二從 テ540名 ノ健 康相 談 者 ノ α,β 及

ピATノ 反 慮 態 度 ヲ ミマス ル ト、 第3表 二示 ス通 リ

デ ア リマ シテ、 帥 チ 皿群 二 罵 ス ル 者 過 牛 数 ニ シテ、

VI、 皿、V皿 群 ナ ドニ属 ス ル者 ノ・甚 ダ稀 デ ア リマ ス。

コ ノ中肺 結 核 患 者!ミ ニ就 テ ミマ ス ル ニ、同表 二示 シ

マ ス如 ク、183例 二於 テ先 ヅ顯 著 ナ事 實 ノ・皿群 二属 ヌ

ル者 ガ63.0%ノ 絶 封 多 鍛 ヲ占 メ、1、 皿及 ビIV群 ノ・

9.9-12.1%ニ シテ ソ ノ間 大 シタ]v差 異 ナ ク、 其 他 ノ

群 二囑 ス'レ者 ・・甚 ダ僅 少 デ ア リマ ス。

次 二健 康 者 ノ場 合 ヲ ミマス ル ニ、 實 験71例 二於 テ矢

張 第 皿群 が多 数 ヲ占 メ テ53.6%デ ア リrシ テ、 次 二

1群 ノ25.3%デ ア リマ ス。

今 之 ヲ肺 結 核 患 者 ノ場 合b比 較 致 シV・)レ ニ、1群 ハ

肺 結 核 患 者 二於 テ9.9%ナ'レ ニ反 シ 健 康 者 ノ・25.3%

デ ア リマ ス。 此 ノ事 實 ・・前 者 二於 テ ノ・マ ン トー氏 反

磨 陽 性 率 高 ク、後 者 二於 テ ノ・低 卒 デ アル事 ヲ示 ス モ ノ

デ ア ル ト同 時 二 に及 ビ β が共 二結 核 菌 侵 襲 ノ個 盟 二

特 有 ノ皮 内反 慮 物 質 デ ア ル コ トヲ物 語'レモ ノデ ア リ

マ ス。

皿群 二就 テ ミマXJレ ニ、 肺 結 核 ・・63.096ナ ル ニ封 シ

テ健 康 者 ・・53.6%デ ア リマス カ ラ、 先 ヅ大膿 二於 テ
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肺 結 核 ノ方 が高 率 ト 考 ヘ マ ス。 皿群 ト・・マ ン トー陽

性 ニ シテ且 ッis・ 直裡 が α ノ直 径 ヨ リ大 ナ ル場 倉 デ

ア リ、 叉IV群 ハ マ ン トー陰 性 二erテ β が α 目 リ大

ナ'レ場 合 デ、 コ ノIV群 二団 ス ル モ ノ ハ 肺 縞 核 デ ノ・

0.6%、 健 康i者 ニ テ モ1.4%ニ シテ 敦 レモ勘 イモ ノデ

ア リマ ス。 依 テ肺結 核 二於 テ ハ β が α 目 リ反慮 度 大

ト イフ閥 係 二 現 バ レル コ トガ 成 ハ 比 較 的特 有 ノ コ ト

ト考 ヘ ラ レナ イデ モ ア リマ セ ン が 斯 ル ㎜ 係 二 就 テ ハ

今 後 更 二賀 験 例 ヲ 増 補 シテ 解 決 シタ イ ト 考^テ ヲ リ

マ ス。

次 二 肺結 核1赤 沈 値 ト1-V皿 群 トノ闇係 ヲ ミレバ 第

3表 ノ標 デ ァ リ マerテ 、 弱度 速 進(1-20mm)、 中等

速 進(21-50mm)及 ビ弧度 速 進(51-140mm)二 於 キ マ

シテ各群 ト ノ間 二 格 別 ノ關 係 ヲ 見 出 シ マ セ ソ。 換 言

ス レバ、病 状 ノ輕 重 ト ユ 及 ビ β ノ反 慮 度.ト ノ問 ニ ハ

特 異 ノ關 係 ヲ認 メ マ セ}。

次 ニ マ ン トー 氏 反雁iハ 年 齢 ト密 接 ノ關 係 が アJVモ ノ

デ ア リマス ガ、 鵬 及 ビ β ノ反鷹 度 トノ 間 ニ モ多 少 ノ

關係 アル が如 クデ ア リマス が 之 ハ 未 ダ 確 定 ノ域 二達

シ マtソ 。(第4表 参 照)

i欠二 β 液 ヲ更 二10倍 二稀 葎 シテ ソ ノ反 感 度 ヲ51名

二就 テ 比較 シテ ミマ シタ塵 第6表 ニ ミ ラ レ ル 檬 二

、臣 確 二嚇 並 二硬継 共 搦 イ ノデ ア リマス.

α 二就 テハ 目下研 究 中 デ ア リマ ス ガ矢 張 リ α及 ビ β

ノ反庶 度 ノ・量 的 ニモ 大 二 左 右 サ レル モ ノ ・ヤ ウデ ア

リマ ス。

本 研 究 ノ・目下績 行 中 ノモ ノデ ア リマ シテ 上 述 ノ外 二

二三 興 味 アル 事 實 二 遭 遇 イ タ シ マ シ タ が 何 分 ニモ例

数 が紗 イ ノデ 結 論 的 ノ事 ヲ述 ベル ノ ・・差 控 ヘ タ イ ト

存 ジ マス 。

13及20番 ノ追加 糟 谷 伊 佐 久

第13、 及 第20ノ 演 説 ノ・余 ノ所 説 並 二 業 績 二關 ス)レ

黙 二於 テ ー 言追 加 ノ必 要 ヲ認 ム7vモ ノデ アJV、(13)

齋 藤 氏 ハ 「ツ ベ7レク リ》/」反 磨物 質 ヲInflammatOgen

及Induratogenノ ニ 種 ノ蜀 立 セ ル"Allergene"二 匠

別 セ ラv、20、 長 井 氏 等 ノ・余 ノS及R型 「ツ ペ'レ〃 リ

ソ」反慮 圭 要成 分 タ ル 飢 及 β二就 テ 實 験 セ ラ レタ。

余 ノS「 ツ ペ)レク リ ソ」叉 ノ・α物 質 ノ・皮 膚反 庶 上lndu・

rationヲ 圭 トシ、R「 ツ ベ ル ク リ ン」叉 ハ β物 質 ハ

Inflammationヲ 圭 トス'レ事 ノ・既 二述 ベ タ。 然 シ共 後

ノ研 究 ニ ヨ リ、S即 α物 質 ニ ヨ リテ 惹 起 セ ラ,レ・皮

膚 反 慮 ハAllergie反 庶M・ ・i/ヨ リへ 寧 ロsc物 質

(菌 髄Polysaccharidヲ 圭盤bスIv物 質)ハ 菌髄 ノ第

一 次 的 ノ有 毒 作 用 ヲ 有 ス ル 物 質 ナ'レ コ トヲ 瞭 カ ニ シ

タ(東 京 讐 事2973耽)。

Rα ハ鯉 塵 海狽 及.生 後1年 以 内 ノ幼 見=t陽 性 二現

ノ、L/2レ ●

未搬表 α皮膚反磨局所 ノr海瞑資験)組 織學 的所見

ハ皮下組織 ノ浮胆.血 衝 ノ充盈,及 多核 白血球 ノ多

轍 ノEmigrationヲ 見 ラル ・二反 シ β反慮 ノ所見

ハ α二比 ス レバ白血球 ノ遊 走 ハ少 ナク.反 之組織

ノ壊 死、出血像 ガ顯著 デア ツタ是等物質 ノ免疫學的

並 二血清學 的研究 ハ 目下績 行 中.

2】.血 漿 内二於 ケル結 核酋 愛育阻止作 用二

就テ(第 二報 ・

ζ阪大今村 内科及 竹尾結核研 究所)

賓 來 善 次

ライ トが「ス ライ ドセル カルチ ユアー」法 ヲ豪 表 シテ

以來幾 多 ノ實験 アリ、特 二今村教授門下 二於 テ全血液

二關 スル實験 ノ・孟 サ レタ感 ア リ、血漿 ヲ用 ヒテ行^ル

實験 ノ・甚 ダ少 ナ シ私 ノ・今村敢授指導 ノ下 二之 ヲ行 ヒ

全血液 ト比較 ヲナセ リ。 實駿方法 二 多少 ノ改 良 ヲ加

ヘタ リ。1)結 核 菌浮游液、傳染病研究 所人型上池株!

「グ リセ リソ」寒 天、 「グ リセ リンブ イヨ ン」、 「ブイ

ヨ ソ」馬鈴薯 二培 養 ノモ ノ10-20日 マデ ・量 育良好

ノモノヲ 選 ピ 生理的食璽水 ニテ1髭1通 、 或 ハ2竈

ノ割合 二作 り、1分 間2㎜ 同榑位 デ5分 間遠 心沈 澱

ヲ行 ヒ 中間層 ヲトリ 出來 ル限 リ短 イ 時 間内二使用 セ
ノ

リ。 此 ノ際登育良好 ナ ル 健康封照動物及 ピ實験 直後

ノ血漿 内二於 ケル 菌分 布照稽 ヲ繕 野的二 必要 トセ

リ。2)血 漿 ノ・冷却法 ニ ヨリテ1分 間5000廻 縛2分

間 ノ高速遠 心分誰 ニ ヨリテ得JV。3)培 養器具 ハ從來

ノモ ノ・外 二1ブ リキ」製 「マツ・㍉ 、麩邸 引「バツ ト」、

流動 「パラフ イソ」ヲ使用 セ リ。4)培 養操 作 ハ從來通

リ行 ヒ「パ ラフィ ン」デ標本 ノ周園 ヲ閉 ヂル 代 リニ流

動 「パ ラフイ ソ」中二浸 ス,5)標 本製 作ノ・5日、7日 、

10日 トシ固定染色 ス。6)培 養所 見ハ肉眼的二菌 堆殖

ヲ見 ル ヲ得 ズ血漿 二於 テハ 培養 日時 ヲ経過 ス,レモ當

初 ト饗 ノ・ラザルモ多少乳 白色 ヲ貢 ブルモノア リ、顯微

鏡 的 ニハ 蛮 育 アル場合周邊部 中心部 ノ差異 ナクー檬

二之 ヲ認 メル。7)培 養成接列定 ハ從來 通 リ之 ヲ 定

ムo

實 験 成績 トシ テ107匹 ノ健 康海 瞑 二 就 テ 培養 ヲ行 ヒ

タ リ、 ソ ノ結 果(柵)(帯)ノ モ ノ22ニ テ20.5%、(什)
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(十)55ニ テ51.6%、(±)(一)ノ モ ノ30ニ テ27・9%

ニシテ 中等度 ノ壁育 アルモ ノ約 牛数 二及 ビ童育隆 ナ

ルモ ノ ト螢育 ヲ認 メザ,レモ ノ(即チ壁育阻止 アルモ ノ

相牛 バス。 然 ルニ余 ノ實 験二於 テハ健 康海狽 ノ全血

液 二於 テハ 登 育阻止 アリ ト思 バ レルモ ノ殆 ソ ドナカ

リキ、全血液 ハ血漿 二比 シテ蟹 育 ノヨ リ隆ナルコ トヲ

知 ル。 次 二結核感染海瞑 二於 テハ 血漿中二於 テハ感

染後7ケ 月ニ シテ強度 ノ壁育阻止作用現 ・・レ、而 モ2

ケ月牛、4ケ 月 二於 テモ相當 二之 ヲ認 メルモ稽 蔓減退

シテ 行 ク如 シ。 而 シテ 「ツベJV〃9ソ 」皮 内反感 ト逆

行 ス,レヲ見ル。 同時 二行 へ,レ全血液培養 ト比較 ス,レ

ニ7ケ 月後 ニハ 血 漿 中ノ阻止作用強 キ 角1メニ骸育阻

止 ヲ相當 二認 ム。 然,レニ4ケ 月後 ニハ 血漿内 ノ阻止

作用減退 ノ銭 メ カ殆 ソ ド阻止 ガ認 メラ レナクナ ル、之

ハ要 スルニ 赤血球 ノ・常 二登 育促進 二働 クヲ知,レ而 シ

テ免疫 二依 リテ 得 ル 壁育阻止作用 ハ 血漿 内二於 テ生

メルモ ノナ ラソ、血 漿内 二生ズ,レ蟹 育阻止作用 ・・初感

染量 ノ多少 二依 リテ 相當 ノ差異 アルモ ノナ リ。 免疫

二 司 リテ 得 ル結 核菌登育阻止作用 ヲミルニハ 血漿 ハ

全血液 二勝 ル。

余等 ノ取 切レ培養改 良法 ノ特徴 トシテ・・從來法 ヨリ

操作簡軍 ニ シテ善 キ標本 ヲ得叉、培養 二際 シテ乾燥 ヨ

リ免 がレ シメ 血漿及 ビ全血 液 ヲ生理 的二近 キ状態 デ

培養 シ ウルコ ト。 登育 アル場合 中心部 周邊部 ノ差異

ナ キコ ト等ナ リ、S.C.Cヲ 慮用スル血漿 内結核菌培

養 二於 ケルニ三 ノ注意 トシテノ、、

1)探 血 ノ熟練、充分 ナル冷却方法、高速度遠 心分

離

2)使 用菌株 ノ選揮、菌浮游液製作 二就 テ ノ注意

3)登 育佳良 ナJtZ封 照、菌浮游液製作直後 ノ菌分

布封 照 ノ必要

追 加 島 崎 櫛

「ス ライ ド、セル、カルチユ ア」法 ニヨ リテ結核菌培養

スル際 二 使用 スJV菌 浮游液 が1匹1匹bナ ツテ浮游

セ シメル ト観察上極メ テ便利 デアル。 ソ ノ目的二電

氣超音波装 置 ヲ用 ヒ其理想 ニー致ス ルモノヲ得 マシ

タ。

22.結 核 喀擁 ノ研究

日 置 達 雄(阪 大竹研 及今村内科ノ

結核喀庚 二存在 スル細胞摩 ビ細菌 二就 テ・虹 ビニ結核

喀疾濾液 ノ結核菌増瘡 阻止作用 二就 テ報告 セybス 。

23.結 核冤疫 ノ研究補遺

ぐ結 穫 薗 ノ抗 酸 性 脱 却 卜色 別 分 像 窮 眞)

有 馬研 究 所(所 長 有 馬 憾 士)

青 山 敬 二

楠 節 子宮

本 雄 三 鄭

縞 核 菌髄1リ ホ イー デJノ 免 疫 元 的Mi"一 ・極 メ テ疑 ハ

シ ク、且 ツ此 物 ハ菌艘 蛋 白 ノ被 吸 敗性 ヲ不 良 ナ ラ ヴメ

テ免 疫 成 立 ヲ妨 ゲ ル底 ノ有 害物 デ アル。 叉 「ツペ ル 〃

リ ソ」物 質 ハ 徒 ラ ナ'レ過 敏 元 デ ア ツテ、 免 疫 トノ・没 交

渉 ノ毒 物 デ ア'レ。 直 二免 疫 元 トシ テ 有 用 ナ ル 物 ハ菌

盟 蛋 白 二他 ナ ラ ヌ事 ・・明 カ デ ア リ、此 物 ヲ眞 ノ意 味 二

於 ケ ル免 疫 元 トコ ソ謂 フ可 キデ アル。

此 故 二.結 核 ノ人 工 免 疫 ヲ策 ス'レニ當 ツ テ、供用 ノ免

疫 元 ガ具 備 ス ベ キ理 想 條件 ・・、ソ レガ「ツ ベ ルク リソ」

物 質 ト「リホ イ ー デ」トヲ 含 マザ ル 即 チ 露 出 サ レタ ル

且 ツ 自然 性 ヲ保 持 ス,レ 菌 饅 蛋 白 デ ア ル ト云 フ 事 二鰯

著 ス ル。

有 馬 、太 縄 ト共 二 吾等 ・・此 ノ理 想 實 現 二向 ソテ、 掲 特

ノ「サ ポ ニ ン」培 養 ヲ 用 ヒテ 非 抗 酸 性 結 核 菌 ヲ 得 ル コ

トヲ企 テ ・、菌 株 ノ選 揮 ト培 養 ノ淘 汰 ヲ糧 績 シテ 既 二

20年 二及 ソ ダ。 其 間 、 均 等 液 状 培 養 ヲ或 ノ・繕 代 移植

シ或 ハ牛板 培地 二移 シテ分 散 ノ聚 落 トナ シ、種 々検 索

ヲ途 ゲ タ ル経験 二 司 レバ、結 核 菌 ハ菌 型 ト菌 株 ヲ異 ニ

ス ル ニ從 ツ テ、ソ ノ抗 酸 性 脱 失 慮 理 二封 ス ル抵 抗 ガ種

種 ア リ、且 ツ同一 株 ノ同 一 培 養 中 ニ モ個 々 ノ菌 ニ ヨ ツ

テ抗 酸 性 脱 却 二 難 易 ガ ア ル。 ソ レ故 二 吾 等 ノ特 殊 培

養 虎 理 ヲ調 整 ス ル 樗 メ ニ ハ 絶 エ ズ 菌 ノ抗 酸 性 如 何 二

就 テ特 二正確 ナル 観 察 ト列 噺 が必 要 デ ア ル。

常 識 カラ ス レバ、菌 ノ抗 酸 性 ト云 フ カ●如 キ事 ノ・改 メ テ

之 ヲ問 題 トナ ス ニ 足 ラ ヌ ー 些 事 ノ如 ク ニ 考 ヘ ラ レル

ノデ ア ル ガ、 普 通 ノ結 核 菌 二 就 テ ナ ラ バ 別 ノコ ト、

吾 等 ノ非 抗 酸 性 菌 ヲ 目標 トス'レ作 業 デ ・・、此 事 ノ・實 二

輕 覗 ス ベ カラ ザ'レ項 目デ ア,レ。 何 トナ レ バ、人 間 ノ眼

ノ・混 合 シタ ル ニ 種 以 上 ノ色 ト共 調 子 トヲ 各 別 々 二識

別 ス ル コ トハ絶 封 不 可 能 デ ア ル ニ拘 ラ ズ、吾 等 ノ特 殊

結 核 菌 培 養 デ ハ 紅 青 雨 色 ノ間 色 二 封 シテ 屡 ζ嚴 密 ナ

ル識 別 ヲ要 ス ル カ ラ デ ア ル。 例 ヘ バ 、紅 染 セ,レ少 数 ノ

菌 力●青 染 セ ル菌 ノ集 團 二覆 ノ・レ タル 場合 、或 ノ・抗 酸 性

脱 失 不 完 全 デ從 ツテ 多 少 ノ 「フ ク シ ン」色 調 ヲ 獲 存 ス

ル上 二夏 二 「メ チ レ ソ」青 二 染 ミタ ル 菌 ヲ 検 鏡 スル場

合 、人 間 ノ眼 ノ如 何 二無 能 デ ア ル カ炉判'レ。 此 ノ畝 黙

ヲ補 フモ ノハ 原 色 鳥 眞 ノ色 別 分 像 ニ ヨ ル 鑑 識 方 法 デ

ァ ツ テ、吾 等 ハ コ レニ ヨ ツテ、種 々ノ害冶 二混 合 セル
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色 調 ヲ分析 的二 戴察 ス'レコ トが出來 テ、例^バ 、全

覗 野 ヲ充 タス青染菌 ノ團塊 中二 貼在 スル 剛3個 ノ紅

染 菌モ螢見容易 デア リ、 雨性染色 ヲ墨 ス'レ個 々ノ菌

ノ色調差異二就 テモ 實 二 犀利 ノ列別 ヲ下ス コ トが出

來ル。

並 ニハ、以上 ノ艦識 方法 ノ債値 ヲ示 スコ トヲ眼 圓 トシ

テ、 数株 ノ結核菌 二就 テ供覧 ス,レ次第 デアル。

嬰之、此 方法 ヲ案 出探用 スル コb二eツ テ、晋 等ハ從

來氣 附 カザ リシ畝昭 ヲ補 ヒ得 テ、基本操作 ヲ調整 シ得

ル貼 ニー大 進歩 ヲ來 タ シタ。斯 クテ,晋 等 ハ冒顕 二逓

ベタル 結核免疫元 ノ理想條件 が愈 々實現セ ラル ・二

近 キコ トヲ信 ジテ、更 二研究吟味 ヲ犯 ネyト ス,レ蕎デ

アル。

質 問 戸 田 忠 雄

結核菌盟 ノ類脂肪膿 が 免疫元 トシテ有 害デ アル ト云

バ レル理 由二就 テ 御伺 ヒ致 シタジ。吾 々ノ・菌盟蛋 白、

類脂肪盟共二 免疫元 性 がアル ト信 ジテ居 リマス がソ

レハ宿題報告 ノ項 デ述 ベタイ。

答 欝 青 山 敬 三

「リポイーデ」ガ免疫元 トシテ有 害デアル トノ・、共物 が

菌饅蛋 白ノ被吸牧性 ヲ妨 ゲル ト云 フ意味 ノ有 害物 デ

アル ト言 フ ノデア リマス。

21.結 棲 免疫 及埴 呂關 スル研究 第二報

重感染結核家兎臓器浸出液並 二血清

補艘結合及窟

安 宅 進(金 澤馨科大學大里 内科教室)

昨年度 ノ本會 二於 テ牛型菌 ヲ 耳静脹 内 二接種 セ'レ家

兎 ノ病愛進行 中二於 テノ・臓 器(肺、肝、脾)浸 出液 ノ補

盟結合便b血 清 ノ補膿結合債 ト・・ヤ ・ZF行 的關係 ニ

ア リ、血清 ノ凝集素債 ト血清 ノ補盟結 合偵 トノ・準行 的

關係 ア リ、臓器 内結核菌分離培養 ノ聚落数虹 二其 ノ肉

眼的病愛 ト血清 ノ免疫償 トハ 梢 くZF行的關係 アル コ

トヲ報告 シタ。

共 ノ後 同檬 ノ槍索 ヲ重感染 セル 家兎 ニツ キ 前同 ト同

一方法 ニテ行 ヒタルニ次 ノ成績 ヲ得 タ
。 共 ノ方法 ヲ

簡阜 二違 ベル。

使用 家兎 ノ・2-3fiノ 雄 性家兎 ヲ用 ヒ菌・・余等 ノ教 室

二多年培養保存 中ノ人型菌及 ビ牛型菌 ノ 「グ リセ リ

y、 ブ4ヨ ン」4週 間培養 セルモ ノヲ乳 鉢 ニテ研磨 シ

滅菌生理的食盟水 ニテ浮游液 トシタルモノヲ用 ヒタ.

補饅結合反慮 ノ 術式 ノ・ブローニ ング氏補盟 堆進法抗

元 トシテノ・井上氏 「アルカ リ」塵置菌液 ヲ用 ヒタ。 臓

滞渡 出液 トハ可及的放 血後定 量 ノ臓 器(卿.肝.牌,睾

丸)ヲ 小量 ノ請子片 ト共二乳鉢 ニテ細切 シ,此 レニ千倍

ノ滅菌生理的食嘘水 ニテ乳康状 トナ シ,室温1時 間放

置後、遽 心沈澱 シタル上緻 ヲ56℃30分 間加温i欠イf

氷室1甕 夜放置後張遠心 ナv,得 タル上溌 デア リ.其

ノ0.1。αヲ用 ヒ補儘結合反慮 ヲ行 ツタ。臓器 内紹核薦

分離培養 ハ住吉氏硫 酸集菌法 ヲ用 ヒ.定 量 ヲ^ト ロフ

氏培養基上 二培養 ヴタ。

■感染 ノ第 一 ノ方法 トシテハ、先 ヅ人型菌0・5mg・ ヨ

相當 スル 菌浮 游液 ヲ 雨漿丸 内 二分割接種y、3週 後

二、 其 ノ家兎 二牛型 菌0.5mg.二 相雷 スル菌浮澹液 ヲ

耳静脹 内 二接種 シ、睾丸内箪感染家兎 ト睾丸、静脹 内

璽感染家兎 トヲ比較 検索 ヴタ。

第 ニ ノ方法 トorテハ第 一實験 同梯人型菌0・5mg・ ヲ嗣

睾丸内 二分割接種 シ、4週 間後牛型 菌0・5㎎ ・ヲ氣管

内 二璽感染 シタルモ ノト同時 二氣管内 ノ ミ接種 シタ

ルモ ノ ト比較 検索 シタ。 同時 二少数 デ アル ガ封照 ノ

意味 ニテ、睾丸静 脹内重感染 及 ピ艀脹 内軍感染睾丸 内

軍感染 ノ家 兎群 ヲ作 リ、血清 ニッキ比鞠 肝究 シタ。氣

管内接種 方法ノ・家 兎 ヲ約45度 二頭部 ヲ上 トv傾 斜 固

定 シ、喉頭下部 ノ氣管 ヲ無菌的 二出 シ、其 ノ部 ヨ リ薫

管内^注 射器 ニテ徐 々二菌浮 游液 ヲ注入 シタ。

第 一實験 ノ場合 ノ・、睾丸接種後血清補盟結合償 ハ家兎

25頭 ノ内約 牛数 ノ・1週 間後 ヨ リ、残 リ全部 ハ2週 後

nリ 徐 々;上 昇 シ、4-5後 週 ヨ リ徐e二 下降 スル ヲ

見、其 ノ上昇債 ・・一般 二小 デア リテ、3週 後 二重感染

シタルモ ノノ・其 ノ直後 二急激 ナ'レ上昇 ヲ來 シ、軍感染

ノモ ノ ヨリ著 シク大 デアル。 其 ノ上昇 ハ 重感染4週

後 ヨ リ稽 ㌃急 激 二下降 スル。 凝 集素 債ハ 血清 ノ補儘

結 合債 ノ上昇 ヨ リ蓮 〃少数 ノ家 兎ノ・1週後 ヨ リ、大 多

倣 ノ・2週 後 ヨ リ始 メテ上昇 ヲ來 シ、其 ノ後 ハ軍感染、

重感染共血 清補 饅結合債 トZF行7・)レ、即 チ軍感染家兎

ハ徐 々二上昇 シタル後、徐 々二下降 ス,レ傾 向 ヲ有 シ、

重感染家兎ノ・重感染後急 激 二著 シク大 ナル 上 昇 ヲ來

シタル後下降 スル傾 向 ヲ有 ス。

臓器浸出液 ノ補盟結 合反庶 ヲ重感染後 一定 ノ 間隔 ニ

テ重感染及 ビ翠感染家兎 ニツキ行 ヒタルニ、血清 同檬

重感染家兎 ハ翠感染家 兎 ヨ リー般 二補盟結合 償大 デ

ア リ、各臓 器 二於テノ・肺、睾丸 最 モ大デ ア リ脾、腎之 レ

ニツギ、肝臓 ニノ・殆 ンド補盟結 合便 ヲ見 ズ、血清 ノ免

疫偵(補 盟結合債、凝 集素債)大 ナル家兎 ハ臓 器 ノ補盟

結合債 モ大 デ ア ル。 血清 ノ免疫債及 ピ臓 器 ノ肉眼 的
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病 愛 ノ・家兎 ノ個性 ニ コリ差異 アルモ、血清 ノ免疫償高

キ家兎 ハ病璽 モ著 シク、経過的 ニハ血清 ノ免疫債 ノ上

昇ス ル期間 ハ病憂 モ梢 くZF行的 二悪化or、免疫償下降

スル時期ノ・倫肉眼的 二病 愛著 シキモ、或ハ治癒期 二入

リシモノナラ ンカ。

菌分離培養 聚落 数 ト病墾 トハ 前年度 同檬完全 ニー致

シタ'レ成繍 ヲ得 タ。

第 二實験 二於 テ ハ 睾丸接種 後牛数 ・家 兎 ノ血清補需

結合 債ハ4日 後 ヨ リ、氣管内静脈内接種家 兎ハ1週 後

二、 血 清凝 集素償 ハ10日 後 ヨリ上昇 ヲ見 タ。4週 後

二氣 管内重感染 シタ'レモ1へ 急激 二免疫 債 ノ上昇 ヲ

來 タ シタル後下降 シ約50日 後 二於 テハ免疫 債ハ非常

二小 トナ リ!約牛年後 二於 テノ・殆 ンド免疫債 ヲ見 ズ。

氣 管 内翠感染家兎 ノ・接種後稽 ζ急 激 ナル上昇 ヲ 來 シ

タル後下降 シ、重感染家兎 ヨ リー般 二免疫{買・・小デ ア

'レ。 同時 二行 ヒタ,レ睾丸静脈 内重感染及 ビ静脈内畢

感染 ト比較 スルニ、一般 二静 脈内重感染家兎ノ・氣管 内

重感染 セルモ ノヨリ、静脈 内輩 感染家兎 ハ氣管 内感染

ノモ ノヨ リ、氣 管内重感染家 兎ノ・静脈 内軍感染家 兎 ヨ

リ免疫債 ノ・大 ナル標 デ ア リ、睾丸内軍感染家 兎 ハ最 モ

小 デアル。

血清及 ビ臓 器 ノ 免疫償 ト菌分離培養 聚落数及 ビ臓器

病髪 ヲ氣 管内接種 後槍 索 シタルニ、第 一實験 同檬梢 ζ

卒行 的ナル成績 ヲ示 シ、50日 後 二於 テノ・病 愛爾肉眼

的 二稽 ζ著 シキモ、血清 ノ免疫 償及 ビ臓器 ノ補饅結合

債 ノ・小 デア リ、約 牛年 後 二於テ ノ・各部 二殆 ンド病墾 ヲ

見 ズ、血清 ノ免疫 債及 ビ臓器 ノ補饅結 合債 モ著 シ〃小

ナル ヲ見タ.

此 ノ第一實験第二實験 ノ成綾 ヨ リ、血 清及 ビ臓 器 ノ免

疫 頂 ノ下降 ス'レ時期・・治癒 二入 リジ時期 ナ リト考^

得 ル。

上述 ノ如 ク 重感染軍感染共 二血清 ノ補盤結 合債凝集

素債、臓 器浸出液 ノ補盟結合債臓器肉眼的病 愛並 二結

核 菌分離 培養 菌量ノ・相 互的 二稽:ZF行 的ナ'レ關係 ア

リ、重 感i染・・軍 感染 ヨ リ免疫 偵・・大 ナ リ。

25.肺 結核 ノ新陳代謝

桂

緒 論

呼吸瓦斯代謝

基礎代謝

重 鴻(東北帝大助教授)

運動貢荷後ノ基礎代謝

呼吸貯有比

瓦斯代謝 ト血液乳酸 肚

蛋 白質代謝

窒素 「ビラ ン物

血液 「グロブ リソj比率

血清 「トリプ トフ7ンi慨

尿 「ウロクロモーゲ ン」M

血球 「ヂアツψ」反慮

髄質分解 ト酸化機縛

尿酸 化商

血液 「グルタチオ ン」量

血清 「シヤール ジンゲル」酵素

脂肪及 含水炭葉代 謝

血漿脂肪及類脂肪量

血清 「リバーゼ」量

尿「アセ トソ」量

空腹時血糖値

葡萄 糖二 重員荷試験

肺結 核 ト糖尿病

脂肪員荷試験

脂肪療 法 ニヨ'レ糖尿病

水分及璽類代謝

「クワッデル」吸牧試験

血清K及Ca,Cl及P

血液剰除 「アルカ 」,

肺結核 ト肝臓機能

「コンゴロー ト」排泄試験

「がラク トーゼ」尿試験

「ウロビリソ」及 「ウロビ リノー ゲy」尿

血清高 田氏反感

結 欝

26.細 菌學的領域 ヨ リ爲セル結楼 ノ研究

蛇呂抗酸性菌 ノ分類二關 スル考察

(九州帝國大學聲學部細菌學敬室満洲 馨科大學微 生物學教室)

敏授 書學博士 戸 田 忠 雄

目 次
一、結核菌ノ多形態性 ト壁育形式

二、結核菌ノ源過型饅二關スル實験

1結 核菌液儘培地長期培養濾過試験

2結 核菌固形培地短期及ビ長期培養濾過試験

3鼠 癩菌ノ濾過實験

4自 然界抗酸性菌ノ濾過實験
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三、結核 菌 ・抗醸性晩却 斎就 テ

1非 抗酸性結 核菌培劉 鮒!1・試鵬

2二 、 三瓦斯牌 ・抗酸性破壊試鵬

四、結 核菌 ノ培養 二關 スルニ 三知 見 二就 テ

1酸 素搬生法 ニヨル 余導 ノー改良分離培餐 法

2糞 便内結 核菌培養法 ノ比鮫

五、結核ll'1ノ集 落解 離 九就 テ

1人 型結 核菌及BC(;ノ 集落解離

2白 然 界抗酸性 苗 ノ集落解 離

六、結核 菌 ノ菌 型 二蘭 スル 問題 ヲ;,1.mu1・シテナセ

,レ研 究

1牛 型結 核菌分離培養 二關 ス♪レr'三知見

イ 分離培養法 ノ注意

ロEugonischesWachstumヲ ぞ脊2・ノト型結核 菌

ハ 菌型決定 ノ豫備試験 トシテ ノ皮 内注射法

2鳥 型結核菌 二關 スノレ研究

3各 型結核菌 ノ満蒙産 「・・タ リス」二封 ス1L・感受

性 二就 テ

4結 核菌 ノ菌型轄換 二關 スル實験

5組 織球 ノ各型結核菌貧喰機 能 ト同細 胞内水素

「イオ ン」濃度

6.満 蒙 二於 ケノレ人髄 ノ菌型分布

七、免疫 二關 スルニ三知 見

1生 菌免疫 二就 テ、 特 二BCG及 ビTB16S二

、關 スル實験

2死 菌免疫 二就 テ、 特 二「つtル モ ワクチ ソ」一

關 スル研究

3結 核菌盤成分 二依ル 免疫特 二類脂肪雅免疫 二

依 ル「ア の レギー」ヲ件 ノ・ザル免疫 ノ成 立二就

テ

入、 抗酸性菌 ノ分類 二關 スル考察

1從 來行 ハ レタル抗酸性菌 ノ代表的分類 法蛇二

命名法 ノ批剣

2抗 酸性菌分類 ノ基準 トナ リ得 ベキ諸性状 二關

スノレ楡討

2総 括的考察

イ 病原性及人工培養 ノ能 否 ヨ リ見 タル 抗酸

性菌 ノ大別

ロ 各型結核菌及 ビ抗酸性 菌 ノ鑑 別 ヲ助 ク ル

ニ、三性状 ノ比較

ノ・ 集落色調 二 依 ル 自然界抗酸性 菌 ノ暫定 的

分類

九、 系占 諮

本 研 究 ・共 同作 業 者 ・・ノ1'ノ舘 氏 デ ァ ル。

廣 木

耐 本

井 上

川 村

27.

彦11∫ 占 部 薫

消 坪 崎 泊 男

廣,1、 本 多 嘉 則

・一 男

橋 本 多計泊

牙量 田 茂

箭 頭 正 男

腸結 核症 ノ病理解 剖學的研 究 「第四同郭告ノ

腸 二於ケル結核性病璽 ノ組織學的観察

黒 丸 五 鄭 「束京 市療 餐所)

第11回11本 結核病學會 二報告 シタ材斜 二就 キ、腸結

核症 ノ糸1職學的所 見二・B加報1吉スノレ.

1.結 桝 徽 瘍 二於 テ,潰 瘍 底表面 ・・t通常 」波 標細

胞組織 ヨ リ戊'レ.結 核結節 ・・潰瘍 ノ邊縁部 二圭 トシ

テ形戒 セ ラレ,叉澱傷 底面 ノ粘膜下組織或 ・・筋 層等 二

形 戒 セラル。 即 チ結 核結 節ノ・潰瘍 底表面 ニノ・形成 セ

ラ レナイ。 從テ若 シココニ結節 ヲ見ルナ ラバ、ソレハ

潰 瘍 が進 行 シテ,深 部 ノ結核結 節 ザ表面 二現 ハレテ來

,タモ ノニ過 ギナ イ。

2.結 核菌染色法 二依 ツテ、結 核性潰瘍 二於 ケル結核

菌 ノ配布状態 ヲ見ル ト、結 核菌 ・・潰瘍面 ノ上皮檬 細胞

組織 ノ細胞 内二最 モ多 ク見 ラ レ、叉潰瘍周園 ノ結核結

節 内ニモ見 ラ レ,レ。 一般 二壇死 著明ナ 病竈 二・・結核

菌 ヲ染 出スルコ トが 稀 デ アル。 叉堆殖性結核結節 内

一モ稀 デ ア'レ。 潰瘍面 ノ多核 白血球滲 出 ・多 イ所 デ

・・、上皮標 細胞組織 二比較 シテ菌 ・・少 イ。上皮糠細 胞

内デハ贋=菌 ノ凝集 ヲ見 ルが、多核 白血球 内デノ・コノ

傾 向 が少 イ。

3.結 核性潰瘍 ハ表面力 向二振 マ,レb共 二、叉深 部力

向 二振 マル。 一般 二大腸 ノ潰瘍 ・・表面 的二 廣汎性 二

撰 マル傾 向 ヲ有 スル が.小 腸 ノ潰瘍 ・・ヤ ・モス ル ト深

部 二振 マル。從 テ潰瘍 ノ穿孔 ノ・通常小腸 二起 リ易 久

大腸 デ・・稀 デア'レ。

潰瘍 ガ深部 二搬 マル時、潰瘍 ノ結 核組織 ガ、滲 出性或

ハ滲潤性 ノ場合 ニハ壊死 二昭 リ易 ク、深 部二披 マ リ易

イノデアノレが、又粘膜下組織叉 ・・筋 層等 二轄移性 二生

ジタ多倣 ノ堆殖性結核結 節 ノ壇 死破 潰 二 依 ツテモ 深

部 二振 マル/デ アル。從 ツテ潰瘍面 ノ組織 反鷹 ト、潰

瘍 ノ深 達性 トノ間 ニノ・特定 ノ關係 ヲ認 メ難 イ。

潰瘍 が深部 二進 ミ、筋層 が全 ク破壌 サ レテモ、穿孔 ハ

必 ズ シモ起 ラナイ。 之即潰瘍底 二、漿膜 ノ膠様結締織

が培殖 スル爲 デアル。 叉 コ ・二・・屡 ミ結核結節 が形

成 セラ レル。 コ ノ様 ナ場合、漿膜 ノ弼 力繊維膜 ハ破壊



第5號 】 趣 會 演 訊 要 旨 375

サ レ'レコ トア リ、叉 却 テ太 ク顯 著 ニ ナ ル コ トモ ア'レ。

4.粘 膜 上 皮 ノ再 生 ハ、結 核 性 潰 瘍 ノ浮 清 叉 ノ・治 癒 ノ

場 合 二見 ラ レル 現 象 デ ア'レ。 然 シナ が ラ之 ・・結 核 組

織 ノ消 失 ス ル以 前 ニ モ行 ハ レ、叉 時 ト シテ未 ダ壊 死 が

存 在 ス ル時 ニ モ行 ハ レ'レ。 從 テ 上 皮再 生 ・・必 ズ シモ

潰 瘍 ノ治dibZIS行 シナ イ。 ⊥ 皮再 生 ハ、潰 瘍 ノ邊 線 叉

・・底 面 ノー 部 二、一 列 ノ扁 不叉 ・・潴 干形 、時 トシテ圓

柱 状 上 皮 が 出 來 ル。 潰 瘍 邊 縁 ノ穿 掘 部 デ ハ結 核 組織

ノ治 癒 が遅 レル ノデ、一一旦出來 タ上 皮 が再 ビ脱 落 ス ル

コ トが アル。 腸 隠 窩 ハ 通 常 浮 清 サ レタ 潰 瘍 面 二出 來

ル。 從 テ共 下 層 二結 核 組織 ヲ 見 ル コ トハ稀 デ ア'レ。

隠 窩 ノ・最 初 潰瘍 ノ邊 縁 ノ 穿掘 部 ヨ リモ 底 面 ノ露 出部

二 出 來易 イ。 潰 瘍 邊 縁 ノ穿掘 者 明 ナ場 合 ニ ノ・、邊縁1

粘 膜 が浄 清 サ レタ 潰 瘍面 二 附者 ジ、 コ ・二移 植 サ レ

ル 。 從 テ邊縁 ノ穿 掘 部 カ ラ少 シ離 レタ 潰 瘍 面 二上 皮

叉 ノ・騒 窩 ノ再 生 ヲ來 ス。 再 生 シタ隠 窩 ノ 形 状 並 二配

列 ・・極 メ テ不 規 則 デ7ル 。

5.比 較 的 小 サ イ滲 出性 ノ潰 瘍 デ・・、壌 死 組 織 が速 カ

ニ脱 落 シ、潰 瘍 底 二膠 標 結 締 織 培殖 ヲ來 ス暇 ナ ク浮 清

サ レノレ。 併 シ通 常 、潰 瘍 ・・浮 清 サ レル間 二、病 竈 周 園

即 粘 膜 下 組織 ノ膠 様結 締織 が増 殖 シ、搬 痕 トナ ノレ。 コ

ノ場 合 ノ 結 締織 壇 殖 ハ 結 核 組 織 ノ 繊維 化 デ ア ノレコ ト

ガ稀 デ ア;レ。 潰 瘍 ガ 治癒 シテ モ 粘 膜 筋 暦 ・・再 生 シ ナ

イ。 筋 暦 が 破 壌 サ レタ 後 二 潰瘍 ノ治 癒 ヲ來 タ シタ場

合 二、稀 二筋 層 ノ繊 維 が一 部 分 粘膜 下 層 ノ膠 様 結 締織

内 二埋 浸 シ、堆 生 シ、繊 維 性 滑 亭筋 腫 ノ小 結 節 ヲ見 ル

様 ナ 所 見 ヲ示 ス コ トガ ア ル。

◎ 大 腸 粘 膜 面 二見 ラ レノレ息 肉状 堆 生 ・・、粘 膜 ノ腺 組

織 ノ培 生 シ タ モ ノ デ アル。 之 ・・殆 ド大 腸 二 特 有 ナ現

象 デ アッ テ、小 腸 デ ・・甚 ダ稀 デ アル。 即大 腸 デ ノ・潰 瘍

ガ廣 汎 性 二振 マ リ、融 合 ス ル傾 向 が多 ク、其 際 邊縁 ノ

粘 膜 ・・多 数 島喚 状 二残 サ レ、之 ガ壇 生 ス ノレノデ ァノレ。

小 腸 デノ・廣 汎 性 ノ潰 瘍 ヲ形 成 ス;レコ トが ナ ク、比較 的

廣 イ潰 瘍 ノ・帯 状 ヲナ ス ノ ヲ常 トス ノレノ デ、島 唄 状 粘膜

ヲ残 ス コ トガ殆 ドナ イ。

28.肺 結 核 症 空 洞 壁 二於 ケ ル 結 核 菌 所 見

隈 部 英 雄(東 京 市療 養所)

肺 結 核 症 空 洞 壁 二於 ケ ル 結 核 菌 ノ所 見 ヲ從 來 使 用 サ

レ テ ヰ ル 「ヵル ボ ー ル フ〃 シ ン」染 色 法 ト近 年 使 ノ・レ

テ來 タ 「ア ニ リ ン水 フ ク シ ン」染 色 法 ト デ 比 較 研 究 ヲ'

行 ツ タ。 「ア ニ リ ソ水 フ ク シ ン」染 色 法 ハ 從 來 ノ方 法

ヨ リモ 組 織 標 本 並 ビ ニ 臨 殊 的 脆i用雨 方面 二於 テ 結 核

菌検出寧 が著 シク良好 デ ア ル。 空洞蟄面 ノ組織標本
　

二於 テ菌 ノ状 態 ヲ大肥 三 ツ ニ分 ケ ル 事 が出 來 ル。 卯

チ1被 喰 菌 、2細1庖 肥 内繁 殖b3聚 落性 繁 殖 デ ア ル。

爾 空 洞 壁 二於 ヶ ル結 核 菌 ノ有 無、 配 布 、 形 態 、量、菌

相 互 間 及 ビ菌 ト細 泡叉 ハ 川 園 壊 死 物 質 トノ相 互關 係

ヲ述 ベ ル ガ、コ ノ方 ハ復 雑 デ簡 耶 二記 載 シ難 イ。 然 シ

要 ス ル ニ 壊 死物 質 内 ノ菌繁 殖 ノ状 態 ・・所 謂 死 物 寄 生

的所 見 ヲ示 シテヰ ル。

29.結 棲 屍a於 ケ ル ニ 三 形 態 異 常 ノ

生 物 統 計的 観 康

糸 川 欽 也

住 江 東 洋 造

結 核症 例 ノ外 形 二就 テ ノ形 態 的 特 殊 猷 候 二關 シテ ・・、

既 二臨 殊 學 的方 面 二於 テ観 察 セ ラ レ、無 力 性 膿 質 徴 候

ト シテ ソ ノ詳 細 二 亙 リテ 研 究 シ 盃 サ レタ ノレモ ノ ノ如

シ。 之 レニ反 シ、病 理 解 剖 學 的 方 面 二於 テ ・・荷 ホ蘭 明

セ ラ レザ ル所 ア リ。

印 チ演 者 ・・結 核 屍157例 二就 テ 形 態 異 常 ヲ 鍛 察 シタ

'レニニ、三 興 味 ア ノレ事 實 ヲ學 ベ リ。 以 下 ソノ成 績 ノ概

要 ヲ述 ベ ン ト欲 ス。

結 核症 ・・之 レヲ ソ ノ病 機 ノ 種 類 ニ ョ リテニ 型 四 稜 二

匠 別 セ リ。9Pチ 第1型 急 性。 之 レニ乾 酪性 肺 炎、粟 粒

結 核症 及 ビ磯膜 炎 ヲ配 セ リ。第2型 慢 性 。之vヲ 三 種

二匠 別 シ((イ)肺 臓 二 病 竃 ガ主 トシテ 占居 セ ル モ ノ、

(ロ)肺 蝦及 ピー 、二 他 臓 器 ノ侵 サ レタ ル モ ノ、(ノ・)汎

豪 性)是 等 四種 二就 テ観 察 セ リ。

観 察 成績

(1)卵 固 孔 開存 。(観 察 総 数141例)

(イ)141例 二於 ケ ル 獲 生 頻 度 ノ・21例14.8±2.990

%ニ シテ843例 ノ 非結 核 症 例 二於 テ ・・141例18.2

±1.328%ナ リ。 雨 者 ノ頻 度 ヲ比 較 ス ル ニ ソノ差 ノ・

偶 然性 ノモ ノナ ル ニ過 ギ ズ。(第1表B)

(ロ)結 核 症 例 ノ各 型 二就 テ、 ソ ノ頻 度 ヲ比 較 ス ル

ー、第1型 急性 例 二於 ケ ル頻 度 ・・第 皿型 二於 ケJレモ

ノ ニ比 シテ高 ク、ソ ノ差 ・・直 テ ニ以 テ偶 然 性 ト云 フ

ベ カ ラズ.

(2)轟 檬 突 起 ノ長 サ。

(イ)第1型 二於 ケ ル 長 サ ・・非 結 核症 例 二 於 ケ ル長

サ ニ比 シテ著 明 二長 ク、ソ ノ差 ・・毫 モ偶 然 性 ナ ル モ

.ノ ニ非 ズ シテ、斯 ノレ差 ヲ來 タ ス所 ニ ハ或 ノレ意 義 深 キ

原 因 ノ存 ス ル ヲ知 ル。

(口)第1型 二於 ケ ノレ長 サ ノ・第2型 二 於 ケ ル 長 サ ニ
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第1表 卵圓孔開存甑 度 ト納核病機1・ノ關係

型 別

A

非結核症例

紹核症例
1.第1型 急 性

2.第 ∬型慢 性

純倣

843

141

42

99

例数

154

21

11

10

百 分 串

B

C

18.2%±1.328

14.8%±2,990

26.296±6.783

10.1%±3、028

非 結 核 症 例 ト結 核 一.M1%コ 過2% 一=・1.0
症 例 トノ%ノ 比 較 べ/ml・,;2+叫%

鷲≒
2麗麟M

澗
型ロ第

較
ト
比

型

ノ

ー
%

第

ノ

第2表 幽標 突起 ノ長 サ

型

A非 結核症(10歳 以上例)

別1鰍 隣 均 値
7.6cm±0.08675

B結 核 症(10歳 以上例)

1.第1型

2.第 ∬型(イ)

廊

3.第U型 「・・)

20

一34

一29

8.Ocm王0.262

9.Ocm±0.465

均

値

ノ

比

較

7.8cm±0.327

M1～M2

Vm、2+m2互

7.4cm±0.422

第1型 トAト ノ比較3.ll

第1型 ト第ll型(イ)
トノ比 較2.11

第1型 ト第ll型 「・・)
トノ比 較2.55

第 皿型(イ)トAト ノ

比 較0・33

第H型(ハ)トAト ノ

比 較0.23

第3表 子宮腔 ノ長 サ

症例
別

腔長
別

(ZF均 年齢27.5L.」)
34例

A結 核症例{B非 結 核症例

(平 均 年 齢40.1L.j)
53例

3.0-3.9cm 25.88% 0一

4.0-4.9cm 1029.41% 11.88%

5.0-5.9cm 1544.1106 1120.75%

6.0-6.9cm 514,70% 2547.16%

7.0-7.9cm 12.9496 1324.52%

8.0-8.9cm 12.94% 35.6696

卒 均 値 5.16±0.174 6.36+0,121一

M1～M2

長サノ比較 》㎡ 耐=猫

比 シテ艮 ク,ソ ノ差 ハ直 チニ以テ仮然性 ナ リ ト云 フ

ベ カラズ。

(ハ)第H型 二於 ケル 長 サバ 非納核症例 二於 ケル長

サ ト殆 ソ ド異 ナラズ。

(3)f宮 腔 ノ長 サ。

(イ)18歳 以上例 ノ剖橡屍 二就 テ子宮腔 ノ長 サ ヲ測

定 シタル成績 二櫨 レバ.紹 核症例 二於 ケル卒均年齢

'・非結 核症例 二於 クル亭均年齢 二比 シテ着 キニ拘

ハラズ.輌 者 二於 ケ'レ子宮腔 ・長 サ ニ差異 ア リテ.

結 核症 例 二於 テ著明 二短 カン。 函者 二於 ケル差昊

ハ偶然性 二非 ズ。

結核症 ハ無力性燈 質 ト緊密 ナル 蘭係 ニアルハ 古來周

知 ノ事 實ナ リ。 而 シテ斯 ル無力性艦 質 ノ根底 ヲナス

モ ノノ・結締織 ノ搬育不全姓 二薄弱 ナ リ トス ルモ ノア

リ。余等 ノ・以上 ノ戒績 二徴 シテ、結締織 トソノ骸生學

的由來 ヲ等 シクス'レ亭滑筋組織 ヲ以 テ ソノ構成 成分

ノ大部分 が占メラル'レ所 ノ子宮 二於 テ、腔 ノ長 サ が結

核症 二於 テ短 カキ 事實 モ局所 性 二・・非 ズ シテ全 身性

間葉性組織 ノ螢育不全 ノー部現 象 二締 セ ン ト欲 ス。

蓋 シ(1)及 ビ(2)ノ 成綾 二於 テノ・・一般結核症 ト シ テ

裁察 シタル場合 二・・封照 ト異 ナル所 ヲ認 メザルニ反

・y、(3)二 於 テハ ー般結核症 トシテ 封 照 ト明瞭 ナル

差異 ノ存 ス レバナ リ。

叉(1)b(2)ノ 成績蚊 二第1型 二於 ケルモ ノハ ー般

二幼若ナIVモ ノナル 事實 二徴 シテ第1型 ノ者 二於 テ

ハ第ll型 ・モ ノニ於 ケ,レニ比 シテ 明 ラカニヨ リ低劣

ナ'レ儘質 ヲ有 ス'レモ ノナル ヲ知 ル。

討 論 須 藤 願 知

所謂無力性髄 質者が 特 二結核 二罹 患 シ易 キヤ 否ヤハ

今 日未 ダ不明 ノ問題 デアル。

30.實 駿 的肋膜炎 ノ研究

(東北 帝國大學 聲學 部熊谷内科教室)

若 宮 英 三

動物 實験 上一程 度結 核「ア レルギー」ヲ賦與 サ レ タ動

物 ト健康動物 トノ胸腔 内 二結 核菌 ヲ接種 スル時 ・・前

者 二於 テ容易 二 肋膜炎 ヲ豪生 スルモ ノナ リ トノ從來

ノ見解 二反 シ余 ノ實験 二依 レバ 雨者共 二 寧 ロ後 者二

例 数 ヨ リ多 久 著明 ナ,レ肋膜 炎 ノ骸生 ヲ観 タル事 ト、

併 セテ 胸腔 内 ノ滲 出液瀦溜 二・・縦隔膜 ノ炎症 ガ大 二

意義 ア リシ事等 ノ・第13同 結核病學會 二於テ報告 セノレ

所 ナ リ。其後余 ハBCGヲ 以 テ豫 メ虞 置 シタル海 瞑

ト、虞 置 セザル海猿 トニ人型結核生菌 ヲ胸腔 内 二接 種
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シ、俵 ツテ起 ル雨者 ノ病愛 ヲ比較 シタ リ。

全 ク健 康 ナ,レ海瞑36ヲ3群 二分 チb第1群 ハ生BCG

2竈 ヅツ全 量10瑳 ヲ2ケ 月牛 二左右 鼠膜部 二爽 互二

接種 シ、其後1ケ 月 ヲ経 テマ ソbウ 氏反慮陽性 ナル ヲ

確 メ、 更 二人型結核生菌0.OOOspaヲ 背方 ヨ リ右肺 門

部近 ク縦隔膜 二、第 皿群 ・・前虜 置スル コ トナク直 二等

量 ノ人型菌 ヲ、部位 ヲ第1群 ト同 ジクシテ、第 圏群 モ

亦前虜置 セズ 直チニ 人型菌 ノ等量 ヲ右腋窩腺 上 ■ り

胸腔内 二接種 セ リ。共後3日 回 リ31日 迄 ノ間 二各群

ノ肋物 ヲ劃照 的 二 順次屠殺 シ胸腔内及 ビ共他 ノ部位

二於 ケル病憂 ヲ戴察 シタリ。 叉實験 中 ノ症状、舘 生物

學的橡査蛇 二剖検時血液、膿汁 、尿、尿、及 ピ各臓 器

中 ノ菌 ノ培養的橡 出二努 メタ リ。

瀦溜液 ノ壁生 二關 シテハ次表 ノ如 〃

3存
数
＼

生
日
＼

＼

群

＼

7 11151719212325272931

1 0 0 0.2 0 0.14 0.25 0 0.35 1.3 0.15 0.2 0

H 0 0.4 0 8.0 1.0 25.5 4.6 11.05 4.8 0.95 0.45 8.72

1皿 0 0.2 10 1.0 2.7 0.4 3.2 9.3 1.2 1.4 0.8 0.5

第1群 ノ・殆 ソ ド全 テ観 ルペキ液 量 ヲ來サ ズ、第ll群 、

第 皿群 ノ・大 多歎例 二顯 著ナ)V液 量 ヲ來 ・y、就 中第ll群

ハ第 皿群 二稽 く優 ル。 液 ノ瀦溜 二圭役 ヲ演 ズル ト想

ノ・ルル 縦隔膜 ノ炎症及 ピ其 附近 ノ淋 巴腺腫脹 二 就 テ

蓮 ブ レバ、一般 二前塵 置群 二於テハ最 モ輕度 ニ シテ、

非 前虞置群 ノソレ・・遙 二高度 ナ リ。 叉第 ∬群 ハ第 皿

群 ヨ リ概 シテ甚 シ。

瀦 溜液 ノ圭 ナル所 見ハ、前盧 置群 二於 テ・・全 テ漿液性

シニテ液 中 ノ菌 ・・培養 ニ ヨ リ牛数ノ・陰性 ヲ示ス。 非

前盧置群 ノソレモ多 クノ・漿 液性 ナルモ 時二 稀薄血性

ヲ帯 プルモ ノ存在 シ、 菌ノ・線 テ陽性 ナ リ。

マ民反 癒ノ・前塵 置群 ノ全 例 二於 テ常 二陽性 ナ リ。 非

前盧置群 ・・菌接種後 荷ホ陰性 ヲ示ス 時期二剖検 セ,レ

モ ノノ中3例 ハ既二多少液 ノ瀦溜 ヲ來 シa1,.

剖検 時補 盟結合 反旛ノ・前虞 置群 二於テノ・最 初 ノ1例

ヲ験 キ他 ハ線 テ 陽性 ニ シテ 非前虞置群 二於テハ 菌接

種19日 以後 ノモ ノニ3例 陽性 ヲ見 タル ノミ。

剖検時血液 中ノ菌培養成 績 ハ 前虜 置群 二於 テハ 纏テ

陰性 ニ シテ、非 前虜 置群 二於 テノ・屡 《陽性 ヲ示 シ.共

ノ陽性例 中2例 ノ胸腔 内・・正常或ハ 病 愛輕度 ニ シテ

未 ダ液 ヲ來 ヌニ至 ラザルモ ノナ リ。

叉剖槍時實験動物全例 二 於 テ 胸部以外 ノ何 レカノ部

位(各 臓器、脆汁、尿、脈)二 培養 ニ ヨリ菌 ヲ詮明 シ得

タ リ。 サ レ ド前塵 置群 ・・非前塵置群 二比 シ陽性率顔

ル悪 シ。

別 二BCGヲ 以テ 前 記同様虜 置 シタlv海 瞑或 ハ慮置

tザ ル海猿 ノ胸 腔内 二 部位 ヲ異 ニシ滅菌血炭粉7.5

選 ヲ注入 シ、以テ機械 的刺 戟ニ ヨル滲 出性肋膜炎 ヲ成

立tシ メ得タ リ。i欠表 ノ如 ク注入直後 ヨリ19日 迄剖

楡 匂 レヲ前慮置、非前虞置群 二二大別 シテ観 ルニ、

生{
＼日存庫後～

群糟1/24
118 114

Il

1/2il

i

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

1
12113
1

14 15 16 17 18

1

19

盧 置 一
1.0

0.9
-

1.5
一
7.5讐1

6.〇
-

6.2

iPL立
0,415.0

1.α0.45 3.0
-

0

』
0

一
〇.5

』
0

堕LL
IqO

⊃一
〇.2

⊃一6
0.15一 一

q前虞置 0 蕊1「「

其輕過 ノ・前塵 置、,非前虞 置 タル ヲ問・・ズ、略 く液量 ヲ

等 ジク シテ注入後112日 ヨ リ4日 ノ間 二最高位 ヲ示

シ、其後比較 的早 ク吸牧 二向 ヒ8日 以後ハ多数 二於テ

液 ヲ示 サ ズ、瀦 溜液・・雨群 共 二多 ク血漿性 ナ リ。 注入

サvタ 血炭 粉ノ・15分 一 シテ既 二 他側胸腔内 二移行

ス。叉血 炭粉 ・・胸 腔内 二於 テ・・縦 隔膜 二最 モ 濃厚 二

附著 ス。 此 ノ機械的刺戟 二依ル 滲出性肋膜炎 ノ際 ニ

モ縦隔 膜 ノ炎症 ・・相 當高度 ナル ヲ観 タ リ。

以上 ハ實験 ノ大盟 ヲ蓮 ペタル モ、要スJレニ非前慮 置動

物 ノ胸腔 内二結核菌 ヲ接種 ス レバ、共大 多数 二於 テ著

明ナル 滲 出性肋膜炎 ヲ惹 キ起 シ就 中縦隔膜 附近 二菌

ヲ接種 セルモ ノハ 他 ノ部位 ヨ リ胸腔 内二接種 セルモ

ノニ比 シ其滲 出液量優 ル。

BCGヲ 以テ或 ル程度 ノ「アv]レ ギー」ヲ賦輿 シタル動

物 ・・縦隔膜附近 二菌 ヲ接種 セ'レニモ拘 ハラズ多薮例

二於 テ殆 ン ド観 ルペキ滲 出性肋膜炎 ヲ來 サズ。

胸腔 内二 菌接種後未 ダ何等 ノ症状 ヲ現 ハサズ 叉剖検

スルニ肉眼的 二殆 ソ ド璽化 ナキ 動物 二於 テモ 既 二流
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血 中或 ・・胸 部 以 外 ノ部位 二菌 ヲ識 明 シ得 タ リ。

動 物 二於 ケ ル 肋膜 炎 ト諦 生物 學 的 反 慮 トノ關 係 モ亦

入類 二於 テA.El-・一・一般 二認 メ ラル ル画 ト略 ζ一 致 ス。

叉 機 械 的刺 戟 二依 レバ 前塵 置、非 前 虚 世動 物 共 二比 較

的 著 明 ナ ル 滲 出 性 肋 膜 炎 ヲ獲 生 ス。 而 シ テ共 維 過 ト

前 記 胸 腔 内菌 接種 ニ ヨ ル 肋 膜 炎 ノ ソ レ ト封 比 ス'レ コ

トニ ヨ リ ー・般 二 機 械 的 刺 戟 ニ ヨル 肋 膜 炎 ノ腰 生 ハ急

性 ニ シテ ー過 性 ナ ル モ、菌 二依 レバ比 較 的慢 性 ナ ル ヲ

知 ル。

追 加 本 間 英 史

只 今 ノ御 實験 ハB.C.G菌 ヲ以 テ ノ前 慮擢 が、 感 染

豫 防 二、大 二意 義 ア ル コ トヲ示 サ'レ ・ ト同 時 二、叉 肋

膜 炎 ・成 立 が、結 核 菌 ノ感染 及 存 在 二至 大 ノ閲 係 ア'レ

モ ノ ナル ヲ示 サ レ タモ ノデ、稗 盆 ス'レ トコ ロ勘 ク ナ イ

ト存 ジマ7.カ ●、今 若 シ後 ノ注 射結 核 菌 量 ヲ2干 分 ノ1

琵1ト云 フ標 ナ大 量 デ ナ 〃、2萬 分 ノ1ト 力或 ・・20萬

分 ノ1b力 或 ノ・爾 少 ナ 〃2百 萬 分 ノ1選 位 ヲ用 ヒ テ

セ ラ ル'レナ ラバ、御 實験 ノ成 績 ヲー層 良 好 ナ ラ シム ル

モ ノ ト考 ヘ マス。 夫 レノ・、 結 核 菌 ノ1モ ル モット」最 小

感 染 量 ノ・、5百 萬 分 ノ1或 ハ1千 萬分 ノ1彪 位 ノ微 量

デ モ ア リウ ル ノデ ア リマ ス カラ、 凡 ソ ソ ノ10倍 トカ

百 倍bカ ノ 微 量 ヲ 用 ヒテ セ ラ;レ ・ナ ラ・《、或 ・・第2

群 、第3群 ノ如 キ ・・、罹 ラナ カ ツタ カモ知 レ ヌ ト思 フ

ノ デ ア リマス。 從 ツテ、御 實験 ノ成 績 ヲ、一 層 良 好 ナ

ラ シム,レコ トが出來,レ カ ト考 へ 一言 追 加 致 シマ ス。

31.實 験 的 急性 廣A性 無 気 肺 ガ 肺結 核 感染

二 及 ボ ス影 響 二就 イテ(第 二 報)

大 阪 市 立 刀根 山病 院(院 長 太縄 博 士)

河 端 明

曇 二 演 者 ・・家 兎 ノー 側 圭 氣 管 枝 ヲ 武 田 氏 法 二依 リ肋

膜 外 二於 テ 結 紮 シ ー側 肺 ヲ急 性 廣 汎 性 無 氣 肺 二昭 ラ

シメ、コ レが静 脈 内接 種 二 由 ル實 験 的 結 核 登 生 二封 ヌ

ル 影響 ヲ見 タ ル ニ、無 氣肺 側 ノ・非 術 側 二比 シ ソノ病 竈

著 シ ク僅 少 且 ソノ病 憂 ノ著 シク 輕 微 ナ ノレ事 實 ヲ認 メ

昨 年 本 學 會 二 報告 セ リ。

無 氣 肺 側 二於 ケ ル コ ノ顯 著 ナ ル 登 病 阻 止 作用 ノ・如 何

ナ ル機 縛 二依 ル モ ノナ ルヤ ヲ究 明 セ ン トシテ、前 同 同

檬 家 兎 左側 圭 氣 管 枝 結 紮 後 比較 的 早 期 二於 テ、即 チ術

後3時 間 、12時 間、84時 間 ノ3群 二就 キ(各 群6頭)、

生 結 核 菌 乳 剤 、 菌 量10竈 、 蛇 二Talens製 墨 汁4倍

生 理 的 食 盤 水 稀 葎 液(注 入 液 量何 レモ4粍)ヲ 夫 々耳

静 脈 内 二注 入 シ、注 入 後30分 及 ビ6-10時 間 ノ2同

二分 チ屠 殺(延 髄澗輌注射)、 以テ注入後比較 的短 時

間 内 ノ當 該雨物 質 ノ 嗣側肺 二 於 ヶル分布蛇 昌沈 著状

態 ヲよヒ較鋭察 セ リの

1.吊 汁11=入試囎

組織秘的 二無氣肺側 ・・一般 昌 非術 側 二比 シ炭末沈 著

高度 ニ シテ 而モ ソノ分布 ハ 均 箪灘蔓 性 ニヴテ ヨク微

細顎粒若 クノ・球状 トシテ 細胞 内二寅 喰 セラルルニ封

ヴ、非術側肺 ハ散在 性 二分布 シ、履 ζ毛細管内二大 キ

針金状 若クハ珠敷朕 二栓塞 スルモ ノ多ク、被貧喰性 ノ

モ ノ少 シ。

今臓器 ヲFormalin固 定後.雨 肺 下葉 ヨ リ乾燥組織2

瓦宛 ヲ探 リCorper二 從 ヒ畢位親織 内含有炭末 億 ヲ比

色定量 スルニ(第1表),

各群共注入後極 メ テ魁 時間内(30分 ノニ於 テ、 ソノ分

布量 ハ明 カニ無氣肺 側 二於 テ優 リ、コレヲ全 肺葉 二換

算 スルニ ソノ分布 ハ 雨側略相等 シキ 力術側硝=優 ル

コbヲ 知ル。 注入後6-10時 間 ヲ縄過 ス レメ 沈著量

ノ・雨側共減 少ス ルモ、無氣肺側 ノ減少 バー層著 明ナル

が如 シ。

2.結 核 菌乳剤 注入試験

雨側肺 下葉 中央部 横断面 二於 テ 全組織 内 ノ沈著結核

菌 ヲ組織學 的 二Zieh1・Neelsen氏 法 二依 リ染色、算定

スルニ、炭末 ノ場合 ト大 イニ趣 ヲ異 ニ シ無氣 肺側 二於

ケル沈著結 核菌数ノ・、注入後極 メテ短時間 内二於 テ既

二非術側肺 二比 シ遙 カニ少 数 ナ リ。

今結 紮後3時 間群家兎 二於 ケ ル成績 ヲ表 二 示 セバ次

ノ如 シ。(第E、m、IV、V表)

i)総 沈著菌数 ノ・(第ll表)各動物及 ビ雨側肺 二於 テ

比較 的 ヨクー致 シ、上述 ノ如 ク注入後30分 ニテモZF

均非術 側 ノ115ト ナ リ、注入後10時 間 ニノ・雨側共相

牛減 セ リ。

ii)更 二組織 内結核菌分布状 態 ヲ詳細 二分類 シソノ

百分 率 ヲ示セバ(第 皿表)、 非術 側肺 二於 テ ハ注入後

30分 ニテ総沈著菌 ノ約牛鍛 ノ・貧 喰セ ラv、10時 間後

二於 テ ソノ被貧 喰率 ハ稽 ヒ培加 ス ルニ過 ギザルニ、無

氣肺側 ノ・30分 後既 ニ ソノ62%ノ ・貧喰 サv、10時 間

後 ニノ・更二著 シク堆加 シ76%ト ナ リ、從 ツテ遊離菌

ノ・甚 ダ少 数 トナ リ極 メテ 旺盛 ナル 貧喰機能 ヲ曇揮 セ

ル コ トヲ知 ル。

iii)次 二肺胞 中隔 内 二活動 セル貧喰細胞 ノ種類 ヲ見

'レニ(第IV表)、 注入 後短時 間内 二於 テノ・雨側共多核

白血球 が線貧喰細胞 ノ約牛数以上 ヲ占メ、從 ツテM/L
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(貧喰組織球性細胞鍛:貧 喰多核 白血球数)ハ 何 レ モ

1以 下 ナ リ。

但 シ1例 二於 テ 既 二無氣肺側 二著明 ナル 組織球性貧

喰機能 ノ元進 ヲ示スモ ノア リテ 卒均 二於 テ 無氣肺側

ハ1ヲ 凌駕 ス。注入後10時 間 ヲ経過 スレ・《雨側肺 共

組織 球性食喰機 能頗 ル 旺盛 トナ リ、M/Lハ 非術側肺

二於 テモ何 レモ1ヲ 越 工、無氣肺 側 ・・一贋者明 ニシテ

卒 均2.35ヲ 示 ス。

iv)次 二肺胞 中隔内遊離結核菌 ノ沈 著状態 ヲ見ルニ

(第V表)、 雨側肺共大部 分 ・・孤 立菌 ナ レ ドモ、非術側

肺 ニハ 多数菌 ノ集合 セルモ ノ叉二三ク疏集 セルモ ノ

等稽 ζ多数 ヲ詮 明 シ、永 ク停滞 スルニ封 シ、無氣肺側

ニバ カ ・ル密集菌群ハ之 ヲ認 メ ズ、少鍛存在 セル疏集

菌群 モ注入 後時 ヲ経 レバ全 クソノ影 ヲ潜 ム。

更 二興味 アルノ・遊離孤 立菌 ノ形状 ニ シテ、無氣肺 側 二

於 ケルモ ノノ・一般 二倭少或 ノ・菲薄織弱 ナルモ ノ多 〃、

屡lFuchsin二 封 ス,レ染色性悪 ク叉菌饅 内二数ケ ノ

穎粒 ヲ有ス ルモ ノ等存 シ 明 力二 菌 ノ璽性萎縮 ヲ思ハ

シψ・'レモ ノ多 シ。 コ レニ反 シ非術側肺 二於 テ・・轡曲

長大 ナ ・レ菌頗 ル多 シ。

以上墨汁蚊 二結核菌乳刺注入試験 成績 ヲ総括スルニ、

固 ヨリ コ ノ際雨物質 ノ組 成及 ビ ソノ濃度 ノ・同一ナ ラ

ザルモ、微細 異物 タ'レ鮎 ハ共通 ニ シテ、ソノ沈著状態

ハ雨實験共 ヨ〃相一致 セ リ。 即チ非術 側肺 二於 テノ・

密 集、粗塊性 二中隔内 二栓塞セルモ ノ多キニ反 シ、無

氣肺側 ・・組織 内ニ ョク分散 サ レ且 ソノ貧喰機能 ハ非

術側 二比 シ甚 ダ旺 盗ニ シテヨク 之 ヲ概取清 化 セ リ。

然 ルニ今注入後極 メテ 短時間 内二於 クル 分布状態 ヲ

比較 スル ニ雨物 質問 二甚 ダシキ相違 ヲ示 シ、無 氣肺 側

内 ノ炭末 量ノ・非術側肺 二比 シ決 シテ 僅少 ナラズ寧 ロ

軍 位組織 内二於 テハ優 ル レニ拘 ラズ、結 核菌 ノ場合 ニ

ノ・、無氣肺 側 ハ既二甚 ダ僅少ナ リ。惟 フニ圭氣 管枝結

紮 二依 リ ソノ瓦斯交換 ヲ急 劇且 完全 二杜絶サ レタル

術側肺 ハ残留 「ガスjノ 吸牧 ト共 二 完全 ナ,レ無氣状 態

二昭 リ、更 二高度 ノ髭血 ノ・、局所 的 二極度 ノ酸素鉄 乏

血状態 ヲ來 シ、最 モ好氣性 二富 メル結 核菌 ノ・甚 ダシク

ソノ生活力 ヲオビヤ カサ'レlvハ明 ニシテ、術側肺 中隔

内 ノ遊離菌 二 各種愛性状 態 ヲ示スモ ノ 多 キノ・コノ間

ノ清息 ヲ告 グルモ ノノ如 シ。 斯 〃 シテ既 二 多数 出現

シ機能 旺盛ナ,レ貧 喰細胞 ノ容易 二振 取消化 セ ラルル

所 トナ リ、沈 著菌 ノ大 部分ノ・極 メテ短 時間内二壊滅 セ

ラルルモ ノ ト考ヘ ラIV。

要之 、氣 管 枝 閉 塞 性 無 敏 肺 ・・結 核 螢 病 阻 止 ニハ 極 メ テ

好 都 合 ノ要 約 ヲ具 備 セ ル モ ノ ト云 フベ ク、卯 チ雛 血 損

張 セ ル毛細 管 ハ薗 ノ栓 塞性 停溜 ヲ許 サ ズ、級 慢 ナ ル血

流 ハ食 喰 機 能 ヲ 更 二 螢 揮 セ シメ 且沈 著紹 核 菌 ハ局 所

的 高 度 ノ酸素 鉄 乏血 ノ タ メ甚 ダ シ〃障 硲 ヲ蒙 リ、極 ノ

テ知 時 間 内 二大部 分 容 易 二食 澁 サ レ、残 存 セル紹 核 菌

モ ソ ノ後 ノ搬 育不 良 ニ シテ、 ソ ノ駁 生 スル結 節 ノ、極 メ

テ 少 倣 且病 塑i甚 ダ鰻 徽 タル所 以 ナ リ。

以 上 ノ事 實 ・・叉 肺臓 ノ結 核 二 封 ス'レ所 謂臓 器感 受性

ノ根櫨 ヲ裏 面 ヨ リ實 験 置 明 シタ'レモ ノ ト云 フ ベ ク、又

肺 結 核 ノ所 謂虚 股 療 法 ノ治 癒 機 榑 二關 シ、Atelektase

二依 ツテ葱 起 サ,レ'レ琶 血 就 中酸 素 畝 乏 状 態(Anoxae・

mia)カ'極 メ テ重 要 ナ ル 因 子 ナ ノレコ トヲCo叩er及 ビ

Coryllos等 ト共 二信vン トス ル モ ノナ リ。

32.實 駿 動 物 海 猿=於 ケ ル 結 核 卜所 謂

Gartner氏 菌 トノ關 係 二就 テ

高 崎 保'東 京1!1鴻 上病 院

結 核 菌 ヲ以 テ ス ル 實 験 動物 ト シテ 落 ク ヨ リ使 用 サ レ

最 モー般 的 ナ ル ・・海 瞑 デ ア,レ。 結 核 二 感 受 性 ノ高 イ

該 動 物 ハ 自然 的 免疫 即 抵 抗 紗 ク 他 ノ種 々ナ ル 菌 ニ ヨ

リ侵 サ'レ ・事 モ亦 屡 ζデ ア'レ。 演 者 ハ 数 年 來 此 ノ實

験 動物 海猿 ヲ 不 明 ノ原 因 二 依 ツテ 弊 死 セ シム ル コ ト

ニ就 テ細 菌病 理解 剖 學 的 二観 察 ヲナ シ、所 謂Gtirtner

氏 菌 ニ ゴ,レモ ノ が甚 ダ多 イコ トヲ知 ツ タ。尚(篭rtner

氏 菌 ニ ヨ'レ假 性 結 節性 病 愛 ガ 肉 眼 的 二 ・・勿 論 、組 織 學

的 ニ モ 結 核 性 愛 化 ノ壁 現 状 態 ト海 猿 ニ オ イテ 甚 ン 〃

相 類 似 セ ル黙 ヲ指 摘 シ之 二封 ス ノレ圭 ナル 鑑 別 要項 ヲ

述グ 。

33.結 核 菌 ノ腸 管 侵 入 二 關 ス ル 實 駿 的 研 究

(慶 態 大學 署學 部病 理 細 菌學 敏 室)

角 井 頚

腸 結 核 二就 テ ・・1800年 代 ノ末 期 二始 マ リテ 多籔 ノ研

究 ア リ。Behringガ 乳 見 二 用7Jレ 乳汁 力'結核 蟹 生 ノ

源 泉 ナ リ ト唱 ヘ シ以 來 、腸 管 ・・結 核 感 染 門戸 ト シテ ー

段b注 意 ヲ惹 ケ リ。 人 膿 二就 キ テGohn及 ビRanke

ノ結 核 初 期 憂 化 群 曜 立 サ ル ・二及 ビ、結 核 ノ初感 染/

意 義 明瞭 トナ リ、 外 國 ニ テ ・・Gohn&Pototschnig

以 下 、 我 國 ニ テ ノ・緒 方 ・岡以 下 ノ腸 初 期 愛 化 群 ノ報 告

ア リ。 一 方 動 物 實 験 ヲ行 へ,レモ ノニKlebs以 下 多 歎

ノ報 告 ア リ、我 國 ニ テ モ熊 谷 ・石 黒 ・大 串以 下 ノ實 験 ア

リ。 カ ク ノ如 ク結 核 菌 が 腸 管 ヨ リ 侵 入 シテ 個饅 二結

核 症 ヲ惹 起 セ シメ 得 ル コ トノ・事 實 ナ リ。 然 シテ腸 管
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が絡 核 菌 侵 入 ノ門 戸 トナ ル場 合、腸 ノ如 何 ナ ル部 位 ヨ

リ吸 牧 サ ル ・カ、吸 敗 部 位 ノ腸 幣 昌原 壁 竈 ト唱 へ得 ル

病 璽 ヲ呈 ス ルヤ 、更 二如 何 ナ ル侮 播 経 路 ヲ辿 リテ病 機

ヲ臓展 セ シムル ヤ ノ＼ 顧 ル興 味 ア ル問 題 ニシテ℃随 ツテ

コ'方 面 二 貫 厭 セ ソ トス,レ幾 多 ノ動 物 實 験 が 繰 リ返

サ レ タ ル モ、成 績 旺 々ニ シテ定 肌 ヲ得 ル迄 二至 ラ ズ。

余 ハ コ ・二 腸 問 膜 淋 巴腺 ヲ 腸 管 ノ慨 城 二慮 ジテ 旺 分

シ、之 ヲ比 較 観 察 スル コ ト昌電 鮎 ヲ置 キ テ コ ノ力 面 ノ

問 題 二關 ス ル動 物 實 験 二從 事 セ リ。

本 實験 ヲ行 フニ先 立 チテ、有 形物 質 トシ テ「カ'レ ミソ」

粉 末 ・墨 汁 虹 ビ ニ 死 結 核 菌 ヲ経 ロ的 二海狽 二奥 ヘ テ ソ

ノ吸 敗 状態 ヲ検 セ リ。

第 一、 「加 レ ミソ」粉 末 ノ経 口的 投 與 實 験

實 験 方法 、 動物 ・・後 二 結 核 菌 ヲ 使 用 ス ル 場 合 ノ椛 衡

上200瓦 前後 ノ幼 弱 ナ ル海 猿 ヲ用 ピ タ リ。Grtibler製

Carminrubr.ヲ 毎 日0.5瓦 宛 食 餌(圭 トシテ 雪 花 茱 ・

大 萎)二 混 ジテ輿 へ、7日 目 二1匹 ・14日 目 二1匹 ・21

日 目 二1匹 ・28日 目 二2匹 ・35日 目 二2匹 ・42日 目 二

3匹 ・49日 目 二1匹 ヲ殺 シテ 級 察 セ リ。 即 チ十 二指

腸 ・空 腸 ・廻 腸 ・廻 朋 最 下 部 ・盲 腸 ・結 腸 ・胃壁 虹 ビ ニ 夫

々 二隔 ス ル 淋 巴腺 及 ビ肺 臓 ・心 臓 ・肝 臓 ・脾 臓 ・腎臓 ヨ

リ切 片 ヲ取 リ、「パ ラフィソ」包 埋 法 ヲ用 ヒ、「ヘ マ トキ

シ リ ン」軍 染 色 ヲ施 ンテ検 索 セ リ。

實 験 成 績 、 「カル ミン」吸 牧 ノ度 ハ廻 腸 、盲 腸 、空 腸1

順 ニ シテ 十 二指 腸及 ビ結 腸 ニテ ノ・吸 敗 サ レタ ル 像 ヲ

認 メ ザ リキ。 組 織 學 的 ニ ハ 腸 壁 ノ淋 巴漉 胞 部 ヨ リナ

サ レ、濾 胞 部 ヲ蓋 ヘ ル 粘膜 上 皮 細 胞 原 形 質 内 二吸 敗 サ

レ、次 デ濾 胞 内 ノ遊 離 組 織 球 或 ハ網 状 織 内皮 細 胞 二振

取 サ ル。 ソ ノ他 胃 ・心 ・肝 ・脾 ・腎 ・肺 等 ニ ノ・認 メ ザ リ

キ。 淋 巴腺 二就 キ テ 見 ル ニ 廻 腸 二 属 ス ル モ ノ最 モ高

.度 ニテ、廻 盲部 二隠 ス ル モ ノ及 ピ空 腸 二隠 ス'レ淋 巴 腺

ノ順位 ナ リ。 而 シテ 淋 巴 腺 内 二於 テ ハ ソ ノ網 状 織 内

皮 細 胞 及 ピ遊 離 組 織 球 内 二振 取 サ ル ・像 ヲ見 ル。

第 二 、 墨 汁 ノ経 口的 投 輿 實 験

實験 方 法 、 同 ジ ク200瓦 前 後 ノ 海猿 ヲ 用 ヒ1日3cc

宛 ヲ食 餌 二混 ジ テ 與 へ 、10日 目 二3匹 ・21日 目二1

匹 ・25日 目二1匹 ・35日 目 一1匹 ヲ殺 シテ ソ ノ吸牧 状

態 ヲ検 索 セ リ。組 織 標 本 ノ・「パ ラ フィソ」包 埋 法 二 笥 リ、

`リ チ オ ソ カル ミソ」軍 染 色 ヲ施 セ リ
。

實 験 成績 、 「加 レミy」 投 輿 ノモ ノ ト大 盟 二 於 テ 同 ジ

ク、腸 壁 ニ テ ハ廻 腸 ヨ リ吸 牧 サ ル ・コ ト高 度 ニ シテ 盲

腸 次 デ空 腸 ナ リ。 コ ノ場 合 二35日 目 ノモ ノ十 二 指 腸

及 ピ上 行 納 腸 ノ濾 胞 部 二 輕 度 ノ吸 敢像 ヲ 見 タ リ。 淋

巴 腺 ヨ リ見'レ時 ハ廻 腸 二届 セ ル 淋 巴腺 ・廻 宵 部 二魁 セ

ル淋 巴 腺 ・空 腸 二嵐 セ ル淋 巴 腺 ノ順 ナ リ。35日 目 ノ唖

ノ ラ テ ハ紹 腸 上 郁 二 罵 スル 淋 巴腺 二 毫 吸 敢 サ レタ 〃

・トヲ認 ム。 ソ ノ組 織 像 ノ・「カル ミソJノ 場合 昌準 ズ。

第 三、 死 結 核 商 ノ纏 口的 投 輿 實 験

實 験 方 法、 動 物 ハ同 ジ ク200瓦 前 後 ノ灘 冥ヲ用e,結

核 菌 ハ人 型 菌 ヲ百度 一 時 間 殺 菌VSlvモ ノ ヲ用 ヒ.1

日0.3瓦21臼 間 、ヌ、ハ1日0.7瓦30日 間 食 餌;zae

テ投 興 セ リ。 前實 験 卜同檬 ノ箇所 ヨ リ切 片 ヲ 取 り、

「パ ラ フ
ィン1包 埋 法 二 冒 リ チー ル ネー ル ゼ ン氏 結 核 薦

染 色 法 ヲ行^り 。

實 験 成 績 、1日0.3瓦21日 ノモ ノー テ ハ2匹 共何 塵

ニ モ菌 ノ吸 敢 サ レ タル モ ノ ヲ 見 メ。1日0.7瓦30日

ノモ ノニ於 テノ・廻 腸 二最 モ高 度 二.次 デ 盲腸 ・空 腸 ノ

順 ナ リ。 十 二 指 腸 及 ビ結 腸 其 他 ノ 臓 器 ニ テ ハ 認 メ ラ

レザ リキ。 而 シテ 網 状 織 内 皮 細 胞及 ピ 遊 離 組 織 球 二

喰 菌 サ ル ・像 ヲ見 ル。 淋 巴 腺 ニ ノ・菌 ヲ槍 出 シ得 メ。

第 四 、 生 結 核 菌 経 ロ的 投 與 實 験

實 験 方 法、 動 物 ノ・200瓦 壼 ノ比 較 的 幼 弱 ナ ル 海 瞑 ヲ

用 ピタ リ。 結 該 菌 ノ・人型 「フ ラ ン〃 フ ル ト」菌 株1ヶ

月培 養 ノモ ノ ヲ1匹 ニ ツキ150瑳 宛 投 奥 セ リ。 消 息

子 ト"/テ ネ ラ トン氏 「カテ ー テJV」3號 ヲ用e、 先 塩 ガ

胃 二達 ・Yタ2v後 「カテ ー テ ル」二注 射 器 ヲ蓮 結 シ、0.5

煙 中 二150瑳 ヲ含 ム菌 液 ヲ注 入 ・y、更 二2糎 ノ浮 水 ヲ

注入 シツ ・「カ テー テ)1/」ヲ抜 キ タ リ.實 験 動 物 ヲ2

列 二分 チ、 第1列 ハ 短 期 間 ノ成 接 ヲ 見)vfi=、2時

間 ・4時 間 ・6時 間 ・12時 間 ・24時 間 ・2日 ・3日 目 二殺

・y、第2列 ハ比 較 的長 期1モ ノ ヲ見 ル貫 二2日 ・3日 ・

1週 ・2週 ・3週 ・4週 ・5週 ・6週 ・7週 ト順 ヲi追 ヒ テ

剖 見 シタ リ。 前 實 験 二 見 タ ル 箇 所 以 外 二、 頸 部 淋 巴

腺 ・魚 管枝 淋 巴腺 ・盟 腔 淋 巴腺 ヲモ 検 索 セ リ。 以 上 ノ

箇 所 ヨ リ切 片 ヲ トリ、 「パ ラフィン」包 埋 法 ニ ョ リ、「^

マ トキ ジ リ ソ・エ オ ジ ソ」染 色 及 ビ チー ル ネル ゼ ン氏

結 核 菌染 色 法 ヲ施 セ リ。

第 一 列 動 物 實 験 成 績 、 第4時 間 目 ノ モ ノ ・1例 ノ廻

腸 、6時 間 目 ノモ ノ ・1例 ノ廻 盲 部 、2日 目 ノモ ノ ・

1例 ノ空 腸 二1個 乃 至2個 ノ結 核 菌 ガ、濾 胞 ノ遊 離 組

織 球 叉 ハ網 状 織 内 皮細 胞 二 喰 菌 セ ラ レア ル ヲ見 タ リ。

シ カ レ ドモ病 的組 織 像 ヲ呈 セ ル ヲ見 ズ。

第 二 列 動 物 實験 成 績 、3週 ノ 終 リー 至 リテ 廻 腸 ニ

ス ル淋 巴 腺 二結 核 病 竈 出現 セ リ。4週 ノ終 リ_ハ 爾 廻
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盲部淋巴腺、盲腸及 ピ空腸 二罵 スル淋 巴腺 呂紹核病竈

ヲ見ル。 第5週 ノ末 ニテハ4週 ノモ ノヨ リ進行 セル

病竈 ヲ認 ムvド 侵 サvタ ル淋 巴腺 ノ範園 ハ4週 ト同

ジ。6週 ノ終 二至 リテハ 結腸及 ビ十二指腸 二罵 スル

淋 巴腺、頸部及 ピ氣管枝淋巴腺、腹腔淋巴腺蚊 ビニ廻

腸 ・空腸 ・盲腸 ・結腸漉胞部 ニモ結該病竃 ヲ認 ムル ニ至

ル。其 他臓器中 ニテ脾臓 二始 メテ結核性病竈 ヲ呈ス。

第7週 末 ニテハ 侵 サ,レ・箇所 ハ6週 ノモノ ト同 ジケ

レ ド、 淋 巴腺 二於 テハ 肉芽性結締織 ノ堆生著明 トナ

ル。以上 ノ實験成績 ヨリシテ結論スル コ ト次 ノ如 シ。

1.海 猿 二於 テ経 ロ的 二腸 二達 セル結核菌 ハ、圭 トシ

テ廻腸・盲腸・空腸 ノ淋巴濾胞部 ヨ リ吸牧 サル。 就中

廻腸 ヨリノ場合最 モ多 ク、次 デ盲腸、次 デ空腸 ノ順位

ナ リ.

2.結 核菌 ガ腸 ヨ リ侵入 ス)v場 合、海猿 ニテハ腸壁 二

原 駿竈 ヲ惹起 セズ、先 ヅ吸牧部腸管 二囑 セ'レ腸間膜淋

巴腺 二至 リテ病 竈 ヲ呈ス。

3.海 猿 二於 テ・・腸管 ヨ リ結核 二感染 セJV場合、局所

腸 間膜淋 巴腺 二結核性病愛 ヲ生 ジ タ ル後血行性蔓 延

ヲ起 シ來 ル.

34結 核家兎 呂於ケル 實駿的動賑硬塑症二就テ

(績報)阪 大 小 倉 勇

私 ハ 昨年 ノ本學會及 ビ大阪醤學 會 デ結 核家 兎及 ビ其

ノ菌毒 ヲ以 テ虞置 シタ 家兎 二於 テル 實験 的動脈 硬璽

症 二就 キ報告致 シマ シタ共 ノ成綾ハ 結核家 兎及 「ツベ

ル クリン」盧置家兎 二於 テノ・「ヒヨレス テ リン」型及 「ア

ドレナ リソ」型大動脹硬髪症 力'健康家兎 ノ成績 二比 シ

輕 ク現 ノ・レ結 核死菌 ヲ以 テ 庭置 シタ 家兎 デノ・精 ミ輕

度 二表 ル事 デア リマス。

今 同ハ 肺動脈 二 於 ケル 「ヒヨレステ リン」型動脹硬愛

症 ノ成棲 ト今迄 慶表 シマシタ 成績 ノ概 括 ヲ オ話 シ申

シタ イ ト思 ヒマス。

1.結 核家兎 二於 ケ ル 「ヒヨレステ リソ」型肺動脈硬

憂症 デア リマス。

之 ・・前後2同 二就 キ 行 ツタモ ノデア リマ シテ 其 ノ肺

動脹 ノ硬憂 ノ程度 ハ 雨側 ノ肺動脈枝 二於 ケル 動脹 硬

髪 ノ数 ヲ基準 トシテ決 メマ シタ。

即 チ、(十)ハ 肺動脈枝 ノ3個 以 内二動脈 硬愛 ア,レモ ノ

(H)ハ 肺動脈枝 ノ3個 以上6個 以内 二動脹硬愛

アルモ ノ

(柵)ノ・肺 動脈枝 ノ6個 以上9個 以内二動脹 硬髪

ア2レモ ノ

(鼎)ハ 肺励脹枝 ノ9個 以上 二 動脹硬璽 ア ル 患

ノ

ソレ デ共 ノ切 片 ハ 肺 門 部 二近 イ 比 較 的 同 一一部 位 ノモ

ノニ ツ キ行 ツ タ モ ノ デ ア リvス 。

今 表 ノ椴 二 結 核 宗 兎 ノ肺 動 脹 硬 璽 症 ハ 鯉 康 家 兎 ノ成

績 二比 べ 輕 〃起 ツテ 居 リ 共 ノ程 度 が 大個 紹 核 病 慶 二

反 比例 シテ 起 ヅテ 居 リマ ス 中 ニ ノ・陰 性 ナ ル モ ノモ ア

V?ン タ.又 脂肪 沈 著 モ肺 結 核 病 曼 部 以 外 ノ場 所 デ ハ

健 康家 兎 二比 べ輕 〃 ナ ツテ居 リVス 。

2.次 二 菌毒 虎 置家 兎 ノ 本 型 肺 動 脹 硬 璽 症 ニ ツ キ 其

ノ成 績 ヲ 見 マ ス ト 「ツベ ル ク リ ソ」虜 置 家 兎 ノ成 綾 ハ

健 康 家 兎 ノ成 績 二比 ぺ輕 〃起 ツ テ居 リマス.結 核 死 菌

デ ハ健 康 家 兎 ノ成 綾 ヨ リノ・精=輕 ク 起 ツテ 居 リマス

が高 度 ノ憂 化 ア ル モ ノ モ ア リマ ス。

次 二

3.今 迄 得 タ、動 脹 硬 璽症 ノ成 績 ヲー 括 シ テ御 報 知 申

ンマ ス。

之 ハ(第4表}「 ヒ9レ ス テ リ ソ」型大 動 脈 硬璽 症 ノ成

績 ノー括 シタ モ ノデ ア リマ ス が表 ノ如 ク、結 核 家 兎及

「ツ ベ ル ク リ ン」虜 置家 兎 ノ大 動脈 硬 愛症 ハ 健 康 家 兎

二比 べ輕 度 二起 ツテ居 リマス、死 菌 群 ノ成 綾 ・・健 康 家

兎 ノ成 績 ヨ リハ 精 ミ輕 ク 起 ツテ ヰ マス が 高 度 ノ髪 化

ヲ起 シテヰ ル モ ノ モ ア リマ ス。次 二「ヒ ヨ レス テ リン」

型 肺 動脈 硬髪 症 ニ ツ キ見 マス ト.

此 ノ第5表 ノ標 デ ァ リマ ス。

之 モ大 動 脈 二於 ケ ル所 見 卜同襟 二 結 核 家 兎 及 「ツペ ル

ク リソ」虞 置 家 兎 ノ成 績 ノ・健 康家 兎 ノ成 績 二比 べ輕 度

二起 リ死 菌塵 置家 兎 デ ハ 健 康家 兎 二比 べ 精=輕 度 二

起 ツテ居 リマス。

次 二「ア ドレナ リ ソ」型 ノ大 動 脈 硬 愛 症 ニ ツ キ 見 マ ス

ト策6表 ノ様 デ ア リマ ス。

即 結 核 家 兎 及 「ツ ベ ル ク リ ソ.及 死 菌 虞 置 家 兎 ノ成 接

ノ・陰 性 ナ,レ成 綾 ヲ示 シ タモ ノ ガ約 牛 数 ア リ、 就 中 「ツ

ベ ル ク リ ン」虞 置 家 兎 ハ 三 者 ノ 中最 モ陰 性 率 が多 イデ

スo

其 ノ登 現程 度 ノ成績 モ 健 康 家 兎 二 比 べ,レ トー般 二輕

ク起 ツテ ヰ マ スが 死 菌群 デ ハ 高 度 ノ髪 化 ア,レ者 モ可

成 リア リマ ス。

追 加 阪大 井 下 勝 馬

「ヅベ ル ク リ ン
」慮 置 家 兎 ガ 動脈 硬 愛 ヲ 封 照 二比 シ輕

度 ナ,レ・・只 今 ノ實 験 デ明 ラカナ ル所 デ ア,レ。叉 「ツ ベ ル

ク リ ソ」注 射時 血 屋 が下 降 スル事 モ 明 ラ ヵデ ア,レザ コ
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ノ血 歴 下 降 物 質 ・本 態 二聞 シテ 未 グ 報 告 ナ シ。 私 ハ

之 ヲ究 メ ソ トシテ 「ツベ ル 〃 リ ン」ヲ種 々「ッ ラ〃 チ オ

ン」二分 チ、三 顧 化酷 酸 ニ テ沈 激 セ ズ「エ ー テ ル」不 漕 、

無 水 「ア ル コ ホ ルJ不 溶 ノ 「フ ラ 〃チ オ ン」中 二上 トer

テ ア ル事 ヲ見 マ シ 久 ヨツ テ コ ノ 「フ ラク チ オ ン」ノ物

理 的 化學 的 性 状 藥 理 作 用 等 ヲ 検 ベ コ ノモ ノ ガ「ア デ ノ

シ ン」棟 物 質 ニー一致 スル ヲ認 メ マ シタ、ソ シ テ コ ノ1フ

ラ 〃 チ オ ン」中 ニ ハ 他 二血 歴 ヲ下 降 セ シメ2V物 質 ハ認

メ ラ レヌ、依 ツ テ「ツベ ル ク リン」中 ノ血 歴 下降 物 質 ハ

主 トシテ「ア デ ノシ ン」標 物 質 二 司 レ ト思 フ。

35.腎 膿 結 核;關 スル 實 駿 的 研 究(緬 報)

腎 粟 粒 結 核 及 ビ腎 露 ノ狡 生 二就 テ

多 賀 一 耶(金 澤 大 谷 野 内科)

使 用 動 物 ・・榿 重2kgノ 健 康雄 家 兎 ヲ川 ヒ,結 核 菌 ・・特

二家 兎 腎 臓結 核 尿 ヨ リ培 養 ・y、滅 菌 生理 的 食 盟 水1cc

中 二1mgノ 浮 游 液 ヲ作 リ、之 ヲ耳 静 脈 内 二注 入 シ、3

日 ヨ リ30週 二至 ル迄 各週 コ レヲ致 死 シ、 尿 血 液 培 養

ト共 二腎 臓 ノ肉 眼 的 蛇 ビ ニ 組 織 學 的 槍 索 ヲ偶 シタ リ。

以 上 ノ實 験 ニ ヨ リ余 ハ次 ノ結 論 ヲ下 ス ヲ得 タ リ。

(1)2週 以 後 二致 死 セ シ家 兎 二於 テ ノ・、組織 學 的 二

100%二 結 核 性 愛 化 ヲ見、 肉 眼 的 二 ・・4週 以 後100・ 。

講二結 節或 ノ・結 核 性 病 竈 ヲ認 メ タ リ。
「「'(2)尿 培 養

二於 テ ・・早 キモ ノ・・5週 ヨ リ、逞 ク モ12

週 ヨ リノ・大 多 数 二陽 性 ノ成 績 ヲ得 、血 液 培養 二於 テ ・・

陽 性 率 非 常 二低 ク127例 培養 中、3例 陽 性 ニ シテ時 間

的 二關 係 ナ シ。

(3)腎 粟 粒 結 核 ・・皮 質 二多 ク初 號 シ、綜 毬饅 ノ近 傍

即LudwigDehoffJk血 管 二相 當 ス1レ部 或 ・・輸 出血 管

ノ毛細 血 管 二移 行 ス ル部 二最 モ多 ク認 メ ラ レ、練 毬 盟

ヨ リ生 ゼ リ ト思 ノ・シキ モ ノ ヲ見 ズ,病 竈大 トナ リテ モ

尚 新i毬膿 及 ビ 潤 管 ノ比 較 的 健 在 ス'レ ヲ 見 テ モ 此 ノ部

ノ・他 ノ部 二比 シ抵 抗 強 キモ ノ ト思惟 セ ラ,レ。

(4)髄 質 二於 テノ・、結 核 性 病 墾 ノ・早 期 二於 テ ・・皮 質

二比 シ非 常 二少 ク且 ソ錐 盟 ニハ 初 登性 病 竈 ヲ見 ズ
、6

週 以 後 ニ ナ リ 皮 質 及 ビ 髄 質 外 層 ノ病 竈 ノ配 下 二 連 績

的 二錐 饅 二至 ル病 竈 ヲ見、叉結 核 菌 ヲ無 数 二有 ス ル結

核 性 破 壊 物 質 ヲ満 セ ル 細 尿 管 ヨ リ 肉芽 組 織 ノ壁 生 セ

ル ヲ見 テ モ 腎 疹 ノ・排 泄 的 二 形成 セ ラノレ ・モ ノ ト考 ヘ

ラ ル。

(5)血 液 培 養 ノ成 績 ヨ リ 見 テ 同一 盟 内 二於 ケ ル血

流再 感 染 ハ全 ク考 ヘ ラ レ ザル ニ非 ザ レ ドモ、ソ ノ機 會

タ ル ヤ非 常 二少 〃、尿 培 養 ノ結 果 ヨ リ見 テ腎 瘍 ノ髪 生

ハ排泄性 二形戒 セラル愚 ノ ト考 ヘラル.

(6)6週 以後侍 一15週 以後 二於 テノ・,小 腎毒腔 内

二大量 ノ結核 性破壊物質 ヲ浦 シ.乾 酪化 シ、錐盟 ヲ覆

ヒ、蔽 シキニ至 リテハ小1得蓋月空損人 ス'レト共 二 錐髄

腿 セラ レ塑形 匂 レモ ノア リ.カ ・ル 物質 中二・・無鍛

ノ納核 菌 ヲ含有 ス。

(7ノ カ ・ル結核性 破壌物質 ヨリニi欠的 二 錐盟 ノ周

邊 二肉芽組織侵入 シ、カ ・ル物 質 ノ集合管内 二逆流 シ

ソvロ リ腎1虜螢生 スル像 ヲ多鍛 二見 タ リ。

討 論

束北帝 大熊谷 内科 佐 弾 榮

余及 ビ宮坂 ノ・多賀氏 ト同襟 ノ實験 ヲナ ンタ。 但 シ流

血 中及 ビ尿 中 ヨ リ結核菌 ヲ分離培養 ス'レニ 小川 氏法

及 ビ佐藤法 ヲ用 ヒa。 家兎4例 二就 キ 各異 ナル 菌株

ヲ注射 シタが各例共1-4月 後死亡 シタ。培養成績次

ノ如 シ。

奮謡 綴
Nr.1菌 注 射 後(60ケ 十ノ

Nr.2菌 注 射 後6(yx+ノ

Nr.3菌 注 射 後ぐ60・',xt十ノ

Nr.4菌 注 射 後160,X十 ノ

結 核
菌血症

IY(十)・ ・死 亡 前3日(十 ♪3日'+

6:0・十)・・死 亡 前10日(十)5日1十

30'(十 〉 ・死 亡 前50日 ・+ノ1日r十

2日 目(+)… 亡 前 一ノ3日(十

一 　 一 一　

結 核
菌 尿
3日'+)

5日 ・十)

1日 「十)

3日(十)

叉 牛型4株 二就 キ各2例 、人型7株 二就 キ9例 二就 当

同様 ノ實験 ヲナ セ リ。 菌血症 ・・菌注射後60ノ ニ シ テ

牛型6例.人 型8例 二於 テ陽性 ヲ示 セ リ。 菌尿 二關 シ

テ ノ・次 ノ如 シ。

牛型5例 、人型3例 菌注射後10ノー30ノデ菌尿陽性

牛型3例 、人型3例:菌 注射 後6(y-3時 間 デ 菌 尿

陽性

人型2例:菌 注射 後2日 目デ菌尿陽性

人型1例:菌 注 射後3日 目デ菌 尿陽性

菌血症及 ビ菌尿 ノ・菌注射後10-3(ソ ニ シテ出現 シ2-

3日 ニ シテ最強度 トナ リ以 後、 漸 次弱 クナ リ10-15

日一 ・yテ陰性bナ ルモ ノ多 ク死亡 前約10日 以後再 ビ

陽性 トナル。 即 チ菌血症 ・・牛型3例 、人型6例 二、菌

尿 ・・牛型5例 、人型8例 二於 テ再度 陽性 ヲ示 ・Yタ。陽

性率 ・・菌量及 ビ菌株 二依 リ差異 ア リ。 結核菌血症 二

關 シテハ爾 同僚 岡君 ノ實験 ア リ、決 シテ稀 ナ ラズ ト云

フ。 要 スル ニ 菌血症 及 ビ菌尿 ・・結核感染 ノ初期及 ビ

晩期 二起 ル事ノ・割合 二多 イ。

答 辮

金大谷野 内科 多 賀 一 郎

菌血症 二就 テノ・昨年 壁表(本 會)シ タモノら 依 レバ結
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核 菌15-50mgヲ 耳静 内 二注 入 シ時 間 的 二24st迄 血

液 ヲ ト リ培 養 セ シ結 果 二於 テ ハ6時 間 迄 ハ 大燈 二陽

性 ナ,レモ其 以 後 二 於 テ・・非 常 二少 ナ イ 成 績 ヲ征 マ シ

タ.

36.實 駿的結核海撰 ノ酸素消費■ 呂就テ

(箒==報)

績 木 正 大(餌 染病研究所)

實験的 二結核 二 杷 ラ シメタ,レ海瞑 ノ酸素消費貴 ヲ"

定期間毎 二測 定 シ、最後 二全海狸 ヲ解剖 シ、其栂患程

度 ト酸素泄蛮量 トノ關係 ヲ見 ン トス。

結核海猿 ハ 傳染病研 究所保存 ・人型菌 ヌル 上池三代

菌 ・1.om笹、O.Olre、O.00)1晒 ノ3種 菌量 ヲ以 テ盟重

約300-350瓦 ノ各10頭 ヲ感染 セ シメ、 別 二10頭 ノ

健康海瞑 ヲ封照 トシテ使用 セ リ。 酸素消費量 ノ測定

ニバ クニ ツピ ソグ氏瓦斯代 謝測定装置 ノー部 ヲ改造

セルモ ノヲ用 ピ タ リ。 感染前豫 メ全動物 ノ酸素消費

量 ヲ測定 シ、其後2週 間毎 二反復測定 シ、第10週 ノ

終 二最後 ノ測定 ヲナス ト共 二全動物 ヲ解剖 セ リ。

以上 ノ實験 ニヨ リ結核 海狸 ノ酸素消質量 ハ 大盟 二於

テ結核罹患程度 ノ高 キモ ・程少 ナキ事 ヲ認 メタ リ。而

シテ感染後第4週 頃迄・・酸素消費量 ハ急劇 二 低下 シ

第6週 ヨリ第8週 ノ頃稽 竃上昇 ノ徴 ヲ示 シ、輕症 ノモ

ノハ其儘徐 々二上昇 ヲ績 クル傾向 アルモ、重症 ノモ ノ

ハ再 ビ低下 スルヲ認 メタ リ。

37.Biscoclaurin系Alkaloid類 ノ實験的

結 核二及 ボズ影響 二就テ(績 報)

鷺 蠣 謀::::(棘高箇継 物)
富 田 眞 雄 一 ・・(乙卯研 究所)

余 等 ・・曇 二Biscoclaurin系Alkaloid類 中 ノ或 種 ノ

物 質 ガ 海 狸 ノ實 験 的 結 核 二 封 シテ 結 核 形成 阻止 作 用

ア,レ事 實 ヲ認 メ第1同 報 告 二於 テ・・Cocculustrilobus,

Cocculussarmentosus中 二含 有 セ ラ'レ ・Trilobin及

ビIsotrilobinガ 結 核 形 成 阻 止 作 用 ヲ有 シ、 更 二第2

同 報 告 二於 テ ・・塁 薄 産 植 物Stephaniacepharantha

中 二含 マ ル ・新Alkaloid,Cepharanthin,及 ビlsotet'

andrin・ ・更 ニ ソ ノ作 用 顯 著 ナ1レ事 實 ヲ報告 セ リ。 今

同 ノ報 告 二於 テ ・・Menispermumdauricum中 ノDa-

uricin,BerberisvulgarisL中 ノBerberin,及Step-

haniacepharantha中 ノ総 「ア ル カ ロ イ ド」、ソ ノ他、

合 成 物 質 トシテDiphenylendioxyd核 ヲ有 ス ルN異

項 理 盟 、及 ビ ソ ノ類 似 化合 物 類 ノ實 験 的 結 核 二及 ボス

影 響 二就 テ述 ベ ソ トス。

實 験'結 果 ハ 線 ゼア ル カ ロ イ ド」ノ作 用 最 モ 強 力 ニ シ

テ 、C('1⊃haranthin.lsotetrandrin此 二 次 ク・事 實 ・・一一一般

ノDrogenノ 作 川 トs〃 ・・致 ス'レ モ ノ ナ リ,,Berbamin,

及Dauricin・ ・夫 々橋 状 酸 素 ヲ前 者 ・・2個 、 後 考 ・・1

個 ヲ イ∫ス'レ モ 、 何 レ モ 、Diphenylendioxyd核 ヲ有 セ

ブも 而 シ テ ソ ノ結 核 形 成 阻 止 作 用 モ 極 ノ テ 弱 シ
,ソ ノ

他 、Diphonylendioxyd核 ヲ基 核 ト シ タ'レChinolin

化 合 物 及 ピ コ レ ニ近 似 セJvua種 ノ化 合 物 ト シ テ 、6,7・

phenylendi()xy・N・methyl・1,2,3,4・tetrahydrochinolin・

HCI,(a)6,7.titylendioxychinolin.HC1(b),6,7・5thyl。

endioxy・N・methy1・1,2,3,4tetrahydrochinolin・HClr .c).

6,phenoxy・N・methy1・1,2,3,4-tetrahydrochinolin・HCl

(d),6-phenoxychinolin・HCI(el.等 二 就 テ 實 験 セ'レ ニ

(a)ハ 水 二難 溶 ・ タ メ ニ 注 射 量 少 ク、 結 果 ノ・悪 キ モ 、

前 同 二 報 告 セ,レ 如 ク6,7・phenylen・dioxychinolin・HCl

二 封 慮 ス 可 キ モ ニ シテ(a)二 於 テ モ 多 量 注 射 ス ル 場

合 ニ ノ・幾 分 数 果 ア,レ モ ノ ト認 ム。

(b)及(c)・ ・Diphenylendioxydニ ア ラ ズ シ テ 、 ソv

二 比 較 的 近 似 セ'レBenjodioxan核 ヲ基 核 ト セ'レ 誘 導

胆 ニ シ テ ソ ノ結 果 ・・作 用 殆 ン ドナ シ。

(d、,(e.)・ ・Dipheny15therヲ 基 核 ト シタ,レChinolin

化 合 禮 ニ シ テ 此 ノ結 果 モ 同 標Diphenylendioxyd核

ヲ基 核 トセ ル物 質 ト比 較 ス ル ト キ ・・ソ ノ結 果 悪 シ、結

局 、 今 日 マ デ ノ成 績 ニ テ ・・Isotetrandrinノ 例 外 ヲ 除

キ 、 橋 状 酸 素 ・・Diphenylendioxyd核 ヲ 中 心 ニ シ タ

'レモ ノ ニ シ テ 初 メ テ ソ ノ作 用 ノ原 因 二 蹄 ス ル コ ト ヲ

そ!}。

尚 該 核 ヲ中 心 ト シ テ ノ 合 成 品 ノ 試 験 二就 テ ・・次 同 ノ

報 告 二 譲 ル 。

叉 、 前 記 物 質 ノ結 核 菌 二封 ス ル 號 育 阻 止 力 ト、 結 核 形

成 阻 止 作 用 ト ノ間 二 ・・何 等 ノ 蚊 行 現 象 ナ シ

爾 、 菌 量 、1/1000mgr接 種 セ,レ 動 物 群 二5週 間 ヲ経

テSt.cepharanthaノ 総 「ア ル カ ロ イ ド」ヲ注 射 ・シ テ 、

治 癒 セ ル 動 物 ヲ70日 目 二 殺 シ テ ソ ノ脾 臓 ヲ鏡 楡 セ ル

ニ 、實 験 動 物 群 二 於 テ ノ・GranUlationsgewebe,Wuch・

erungノ 著 明 ニ シ テVerk5sung少 キ ニ 比 シ テ 封 照 二

於 テ ノ・肉 眼 的 二 略 く、實 験 動 物 群 ト同 様 ナ リ シ モ ノ ニ

テ モ 、Verk5sungノ 傾 向 甚 タ●シ。

實 験 群 ニ シ テ 結 節 ア ル モ ノ ノ・封 照 ノ 結 節 最 モ 少 キ モ

ノ ニ ー 致 ス 。

38.モ ノ ・四 ・「ク ロ ー ル チ ミ ー ル 」燐 酸

「ナ ト リウ ム 」(チ モ フA一 ゲ ン)ノ 生 艘 二 及
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ボ ス 影 響 卜結 根 酸生 呂及 ボ ス作 用 二就 テ

佐 々 木 幸(北 大 有 馬 内 科)

Cク ロー ル チ モー ル」が弧 イ 殺 菌 力 ヲ 有 ス ル コ トノ…

{レ ル が既 二瞳 明 シ、叉 北 大 屠 化學 鮎 川 助 敏 授 ハ酵 棄

化 學 ニ ソ ・基 礎 ヲ置 キ、「ク ・一'レ チモ ー'レ」ヲ生 髄 二

無 寄 ナ燐 酸1エ ステル」ノ形 ニシタ,レ「モ ノ」・四 ・「〃 ロー

)vチ ミーJVJ燐 酸1ソ ー ダ」ナ ル ー有 機 化 合 物 ヲ合 成 シ、

之 ハ 各 臓 器 「フ オス フ アタ ー ぜ」 一 鰯 リ分 解 サ レ 四 ・

「ク ロー ル チ モ ー ル」 ヲ遊 離 スル ・・トヲ 報 告 シ之 が亦

結 核 病 竈 二封 シ有 敷 二作 用 スル デ ア ラ ウ ト暗 示 シ、余

ハ ソ ノ意想 ノ合 理 的 ナ ル ヲ 以 テ 人 結 核 患 者 二 患 用 セ

ンタ メ ソ ノ前 提 トシ 家 兎 ヲ用 ヒ 些k艦勉 二 賞 験 的 結 核

二及 ボ ス作 用 ヲ検 シ報告 ス ル ノデ アル。

第1表 ノ如 ク 健 康 家 兎 耳 静脹 内0.4瓦 隔 日注 射1ケ

月 二至 ツ テ モー般 状 態 良 好 ニ シテ 著愛 が ナ イ が、0.6

瓦 以 上 デ ・・耳翼 二 浮 腫 或 ・・壊 疽 ヲ生 ジ易 ク長 期 ノ注

射 二耐 ニ ナ イ。1.8乃 至2瓦 注 射 二於 テ ハ家 兎 ハ ソ ノ

直 後死 亡 ス、 約 「プ ロキ ロ」1瓦 ハ 致死 量 ナ リ。

海 猿 腹 腔 内注 射 ヲ 見 ル ニ 蒸 鯉 水或 ハ 葡 萄 糖 ヲ以 テ稀

re・yテ 用 ヒ テモ3日 後 二 ・・饅 重 減 少 シ 死 亡 ス ルモ ノ

多 ク開腹 シテ見 ル ト出血 性 腹 膜 炎 ノ状 態 著 明 デ ア リ

マ ス、 封 照 ノ蒸 鱈 水 ノ ミ注 射海 猿 ハ 健 全 デ ア リマ シ

タ。

第2表 二見'レ如 ク「チ」注 射 後 血球 数 ・・凡 テー 時 減 少 ス

ル が翌 日 一・・奮 値 二返 リ、「チ トラー ト」ト血 液 ヲ等 量

二稀 葎 シタ 赤沈 速 度2時 間 値 デ ・・甚 ダ 速 進 サ レテ ヰ

ρレが一 般 二 血 液毒 トシテ ノ作 用 ・・認 メ 得 ナ イ ノデ ア

リマ ス。

「チ」ガ有 離 分 解 サ レ テ 「チ モー;レ」ヲ生 ズル トス レバ

バ ウマ ン ノ設 ノ如 〃 之 ノ・「グ'レク ロ ン」酸 及 ビ硫 酸 ト

結 合 シ饅 外 二 排 出 サ レ'レベ キ モ ノ ト 考 ヘ ラ レル ノデ

第3表 以 下 二示 ス如 ク 先 ヅ 「チ」注 射 後 ノ尿 中 「エ ー テ

ル」硫 酸 ノ ミニ就 テ 測 定 シタ'レ トコ ロ注 射 翌 日ノ・尿 量

ノ培加 ト共 二 何 レモ 硫 酸 壁 ノ培 加 ヲ 來 シテヰ ル ノデ

ア リマス。 比 重 、蛋 白 二著 愛 ナ ク反 慮 ハ極 ク僅 二弱 酸

性 ラ シク認 メ ル が概 シテ 中性 デ ア ツ タ。 然 モ 「ク ロー

JVチ モ ー ル」ノ排 出 ・・甚 ダ早 ク2日 後 ニ ノ・奮 値 二復 シ

テ ヰ マス 。

以 上 ニ ヨ リ「チ」ノ適 當 量注 射 ・・家 兎 二 於 テ 障 害 ヲ來

サ ナ イモ ノ ト認 メ ラ レマ ス。

次 二結 核 菌浮 游 液 ニ ヨ リ家 兎 ノ實 験 的肺 結 核 二及 ボ

ス 影響 ヲ観 察 シ マ シタ が菌 注 射 量 ノ・0・1mgヨ リ0・8

gmマ デ ヲ川U、1群4頚 トシ菌 注 射 ト同時=、 叉 他

ノ1群 二・・1週 間迎 レテ 各 々 「チJ注 射 ヲ始 メ1ケ 月

後 撲 股 シ肺 紹 核 竈 ヲ尉 照群 ト比較 シタ が 先 ヅ 縞 核 家

兎 ノー・般 状 態 ヲ1例 丈 二 就 テ ミ'Vb第4表 ノpme試

験 群 二於 テ モ髄 重 ヲ僅 カナvr場 加 シ,一 般 状 態 良好

二維 過 ン、甥 照 群 二於 テ モ同 檬 デ外 見上 著 愛 ヲ認 ノ ナ

イ。

之 ヲ1ケ 月 後 剖 橡 スル ト何vモ 紹 核 形 成 著 明 二Vテ

ソ ノ結 節 数 、 、kイサ、質 的 戴 察 ニ ヨ リ十 ノ歎 二eリ 列

記 ス レバ第5表 ノ 如 〃 ニ ナ リ、(十)1ケ ヲ 方 眼 紙 小

旺 劃 ノ翠 位 ト シテ 順 次 加 《・積 ミ上 ゲ 之 ヲ 園 示 ス レバ

下 ノ圃 型 ノ如 ク ニ ナ リ 各例 ヲ通 ジ テ 劉 照 例 ヨ リモ結

核 形 成 ハ ヤ ・輕 度 ノ如 ク デ ア リマ ス、嫁 二注 入 結 核 萄

量 ノ少 ナ,レ程 戒 績 良 好 デ ア ツ テ、菌 量 大 ナ レメ差 異 ハ

不 明 二近 ク ナ ッ テ ヰ マ ス。

サ テ結 核 治療 二 關 シ 化 學療 法 ソ ノ他 ノ研 究 ハ 進 歩 セ

ラ レツ ・ア リマ ス が未 ダ完 成 ノ域 二達 シナ イ折 柄.余

等 ノ「チ モ フ オー ゲ ン」が生 盟 内 二於 テ 「ク ロー ル チ モ

ー'レ」ヲ有 離 ス'レコ トヲ認 メ タ ザ、 然 シinvivO二 於

ケ'レ殺 菌 力 ソ ノモ ノニ就 テ ノ・未 ダ 全 ク 面 明 サ レタ ワ

ク デ ・・ナ イガ、「エ ー テIVJ硫 酸 形 成 母 地 タ ル網 歌 織 内

被 細 胞 系統 ヲモ 刺 戟賦 活 ス ル ノデ ノ・ナ イ カ ト推 察 サ

レ從 ツ テ 結 核 形 成 二封 シ免 疫 學 的 ニ モ アル 種 ノ作 用

ヲ及 ポ シ得 ル モ ノニ 非 ズヤ ト思 考 ス ァレ ノデ ア リマス 。

以 上 結 論 トシテ

1.健 康家 兎 「プ ロ キ ロ」0.2瓦 静 脈 内注 射 ノ・障 害 ナ

ク

2.海 狸 腹 腔 内注 射 ノ・出血 性 腹 膜 炎 ヲ 生 ジ 死 亡 セ シ

ム

3.生 髄 内 「ク ロー)vチ モ ーlv」 ヲ有 離 シ尿 中 「エ ー テ

ル」硫 酸 ヲ増 加 セ シム

へ 實験 的 結 核家 兎 試 験 二於 テ ハ 生 饅 内結 核 菌 殺 菌

作用 ・・疑 ・・シキ モ、結 核 形 成 二i封 シ阻 止 作 用 ア ル モ ノ

ト認 ム ル ノデ ア ル。

39.諸 種 ノ無 機 還 元性 物 質 ノ實 駿 的 結 核 呂

及 ボ ス影 響;就 テ

柳 澤 謙(傳 染 病 研 究 所)

サ キニ青 木 氏 ノ・璽 酸Phenylhydrazin二 就 テ、黒 屋 氏 ・・

唖酸P・Toluidin及 ビ璽 酸Tolydmzin二 就 テ、 白井

氏 ・・Pyrodin,Cryogenine及 ビMaretin二 就 テ實 験 的

結 核 二及 ボ ス 影 響 ヲ 検 シ是 等 ノ結 核 病 愛 形 成 阻 止 作

用 ヲ詮 明 シタ リ。 夏 二最 近 佐 藤 、安藤 雨 氏 ハ酸 化還 元
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標 示色 業 中、酸 化湿 元 電 位 ノー 程度 以 下 二低 キ モ ノ ニ

於 テ、即 チNilblue,Indigo・di・SurphonicPotassium,

Neutralred及 ビSafranin二 於 テ結 核病 憂 形 成 阻 止

作 用 ノ著 明 ナ,レ ヲ 報 告 セ リ。 余 ハ 是 等結 核 病 璽 形戊

阻 止 作 用 ヲ有 ス ル物 質 ヲ通 観 シテ、何 レモ、 ア'レ程 度

ノ選 元 作 用 アル ニ 氣 付 キ、結 核病 愛 形成 阻止 作 川 ト物

質 ノ還 元 作用 トハ 何 等 カ ノ關係 ヲ以 テ 結 バ レ 居;レ ニ

非 ザ ル ヤ ト思 考 セ リ。 依 ツ テ 極 メ テ 化 學 的 構 造 ノ簡

軍 ナ ル諸 種 ノ無 機 選 元 性 物 質9ifgllチ 顛 化 第 一一ew、盤

化 第 一 「マ ンが ン」、 麟 化第 一 錫 、「チtJ硫 酸 曹 達 、硫

化 「ナ ト リウ ム」、 亜 謂 酸 、 硫 黄 「コ ロ イ ドJ、 鐡 「コ ロ

イ ド」及 ビ銅 「コ ロ イ ド」ヲ選 ビ、 コ レ が實 験 的 結核 二

及 ボ ス 影響 ヲ明 カニ セ ン ト企 テ タ リ。

實 験 方法 ノ・上 記諸 氏 ノ方 法 ト略 ζ同 様 ニ シテ、佐藤 激

授 提 案 ノ剣 定 方 法 ヲ以 テ 統 計 的観 察 ヲ行 ピタ リ。 實

験 成 績 ヲ要約 ス レバ次 ノ如 シ。

1)1チ オ」硫 黄 曹 達 ノ・結 核 感 染度 叉 藥 物 注 射 開始 期

トハ無 關 係 二結 核 病 愛 形 成 ヲ著 シク阻 止 ス。

2)唖 化第 一 鐵 、 硫 黄 「コ ロ イ ド」、鐵 「コ ロ イFJ、 及

ビ銅 「コ ロ イ ド」モ 明 力二 結 核 病 塑 形 成 ヲ 阻 止 ス。 但

シ、是 等 ノモ ノ ・結 核 病 愛 形 成 阻止 作 用 ノ・結 核 感 染 度

ト桑 物 使 用 法 トニ密 接 ナ ル関 係 ア ル ガ如 シ。

3)顛 化第 一 「マ ソが ン」硫 化 「ナ ト リウ ム」及 ビ亜 硝

酸 曹 達 ハ結 核 病 愛 形 成 ヲ著 シク促 進 ス。

4)盤 化 第 一 錫 ノ・結 核 病 愛 形 成 二何 等影響 ヲ及trサ

ズ。

40.Aurothiopheno1・m-carbonsaures

Natrium,Dithiopheno1・m・carbonsaures

Natrium及 ビThiophenol・m・carbonsaures

Natriumノ 實 駿 的 結 核 二 及 ボ ス 影 響;就 テ

留 馨 藁(傳染病研究所)

余 等 ノ・無 機 還 元 性 物 質 ノ實 験 的結 核 二 及 ボ ス 影 響 ヲ

検 索 シタ ル ニ、「チ オ」硫 酸 曹 達 ノ結 核 病 璽 形 成 阻 止 作

用 ノ著 明 ナ ル ヲ 認 メ タ リ。 「チ オ」硫 酸 曹 達 ノ化學 式

トSanocrysinノ 夫 レbヲ 比 較 スJレニSanocrysin・ ・

「チ オ」硫 酸 曹 達 ノ分 子 中 ノ1個 ノNaヲAuニ テ置

換 シタ ル モ ノニ シテ、 ソ ノ治 数 作用 ノ・Auノ 加 入 ニ

ヨ リテ 生 ジ タ ルモ ノ ト思 考 ス ル ヨ リモ、寧 ロ チ オ」硫

酸 曹 達 ソ ノモ ノ ニ ヨ'レガ 如 ク 信 ゼ ラ ル。 之 ヨ リ類 推

ス ル ニ、 從來 結 核 治 療 二使 用 セ ラ レタ ル金 製 剤 中、.敷

力 ア リ ト認 メ ラ レタ ル モ ノ ニ於 テ、ソノ治 敷 作 用 ・・化

合 物 中 ノ金 分 チ ニ依 ル ニ非 ズ シテ、金 以 外 ノ分 子 二依

ル モ ノナ ラ ズヤ ノ想 像 ヲ抱 ク ニ至 レ リ。

恰 、 武 田畏 兵 衛商 店 ノ製 出 セ ル金 ノー 新 製剤Aurot・

hiophenol・m・carbonsauresNatriumヲ 得 タ1/1t,之 レ

が實 験 的結 核 ン及 ホ'ス影 響 ヲ検 ス ル ト同 時 二,ソ ノ基

本 化合 物 ナ'レThiopheno1・m・carbOnsauresNatrium及

ビ ソ ノ分 子 紹 合 ヨ リナ'レDithiopheno1・m・carbonsuure8

Natriumノ 實 験 的結 核 二及 ボ ス影 響 ヲモ併 セ検 シ、是

等3化 合 物 ノ實 験 的 結 核 二Jkntス 影響 ヲ比 較 シ,以 テ

上違 ノ想 像 ノー 端 ヲ解 決 セ ン トシタ リ。

實 験 方 法 ・・全 〃 佐 藤 教 授 堤 案 ノ方 法 ト同樋 ナ リ。 實

験 ノ結 果次 ノ如 キ結 論 二達 シタ リ。

1)3化 合 物 トモ ニー般 結 核 病 墾形 成 ヲ多 少 阻 止 ス'レ

傾 向 ヲ有 ス。殊 二肺 臓 結 核 二於 テ阻 止 作 用 著 明 ナ リ。

2)3化 合物 二於 テ、特 ニ ソ レ等 結 核 病 愛 形 成 阻 止 作

用 二順 位 ヲ附 シ難 シ。

41.年 齢 別 「ツペ ル ク リ ン」五 窟 陽 性 率 曲 線

卜年 齢 別結 楼 死 亡率 トノ關 係 二就 テ

佐 藤 秀 三(傳 染 病 研 究 所)

最近 歎 年 ノ間 二 我邦 ノ各 方面 二 於 テ 「ツ ベ ル ク リン」

反 感 ノ槍 セ ラ ル ・コ ト甚 ダ多 蝕 二上 リ、之 レニ ヨ リテ

我 邦 ノ結核 惑 染 ノ分 布 ヲ 知 ル コ トヲ得 テ 結 核豫 防 ノ

上 二甚 ダ 有 盆 ナ ル 資 料 ヲ提 出 ス ル ニ至 ソタ ノハ 同 慶

ノ至 リデ ア;レ。

余 ハ是 等 ノ調査 報 告 ヲ集 計 シ、「ソ ベ ル ク リ ン」反 磨 陽

性 榑 化 後 ・豫 後 ヲ各 方面 ノ資 料 ニ ソ キテ 考案 シ、之 レ

ヲ我 邦 ノ結 核 死 亡 ノ年 齢 別 ノ死 亡 卒 ト比 較 ス ル ー 嘗

リテ、雨 曲 線 ノ間 ニー 定 ノ数 量 的 關 係 ノ存 スル ヲ信 ズ

ル ニ至 レ リ。

即 「ソ ベ ル ク リ ン」陽 性 率 ノ・生 後5年 間 二急 劇 二 上 昇

シ、之 レヨ リ極 メ テ徐 々二上 昇 シ、青 年 期 二於 テ再 ビ

急 劇 二上 昇 シテ30歳 ヲ過e'1レ 頃 二至 リテ100%二 近

力 ラ ム ト ス'レ傾 向 ア リ。 而 シテ 結 核 死 亡 率 ・・此 ノ急

副 二「ツ ベ'レク リン」反 磨 ノ陽 性 率 ノ培 加 ス ル 時 二 急

劇 二培 加 スル ヲ示 ス ヲ以 テ、「ッ ベ ル ク リ ノ曲 線 ノ横
dx軸

ヲtト シ縦 軸 ヲxbス レ バ 此 ノdt 二登 病 シテ9

リ死 亡迄'年 鍛 ニ ヨ ル 修 正 ヲ 加 フ ル コ トニ ヨ リ年 齢

別死 亡 率 ノ曲 線 ・・訊 明 シ得 ラル ベ シ。

42.「 ア イ ヌ ・見 童 ノ結 核 感 染 二關 ス ル調 査

(第 二 報)

有 馬 英 二
大 澤 信 之

吉 田 亮 吉



蹴 趣 會 演 訊 饗 旨 【第14巻

昨 年 我 々・・北 海 道 日高 地 方 ・ 「ア イ ヌ」免童 二 付 テ ノ

結 核 感 染 調 査 ノ報 告 ヲ致 シマ シタ が、今 同 ハ第2部1・

致 シマ シテ 膿 振 管 内 二 於 ケ ル 「ア イ翼」免童 結 核 感 染

調 査 ノ報 告 ヲ致 シマ ス。

我 々ハ膿 振 管 内 二於 テ最 モ 多数 二、「ア イ ヌ」兜 童 ヲ牧'

容 シテ居 リ マ ス 異 標 似 溜 肚 楽 白老 知 床 元 室 蘭 有 珠 ノ

七 小 學 校 二於 テ 前年 同棟 薄 「ツtClvク リ ン」溶 液(1千

倍)0.1cc皮 内 注 射 ヲ行 ヒ マ シテ、24時 間 後 二於 ケ'レ

反 磨 成 績 ヲ以 テ結 核 感 染 ・陽 否 ヲ決 定 教 シマ シタ、其

成 績 ノ・表 ノ通 リデ ア リマ ス。

被 検 線 倣1112名 二付 テ陽 性 見 童163

陽 性 率14.7r'・

共 ノ内 和 人796名 陽 性 見童 倣118

陽性 率14.8%

土 人316名 陽 性 見 童 数45

陽性 率14.2%

デ ア リマス。 右 ノ数 値 ヲ昨 年 日高 不 取 地 力 二 比較 致

シマ スlv二 、線 見童 二付 テ ・・2.5%ノ 堆 加 ヲ示 シテ居

リマ シテ、就 中和 人 見童 ニオ キマ シテ ・・4.5%ノ 培 加

二 當 リ土 人 見童 二於 テ ・・1.28%ノ 減 少 トナ ツ テ居 リ

マス、同 一 小學 校 内 二於 ケ ル和 人 封 土 人 見 童 陽 性 率 ヲ

見 マス ト、 元 室 蘭 知 床 、 肚 窒 ノ 三 小 學 校 二 於 キ マ シ

テ ・・土 人 見 童 ノ陽 性 率 ・・和 人 ノ ソ レ ヨ リ遙 力二大 デ

ア リマス カ'、有 珠 、似溜 異標 ノ三 小 學 校 二於 キ マ シテ

ノ・、反 封 二和 人 見童 ノ陽性 率 ・・土 人 ノ ソ レニ比較 シテ

甚 ダ大 ナ ル モ ノガ ア リマ ス、此 ノ結 果 ヨ リ裁 察 致 シ マ

ス ト、同一 部 落 内 二住 居 ス ル和 人、土 人 雨 種 族 ノ結 核

二封 ス ル感 受 性 ・・絶 封 的 ・モ ノデ ノ・ナ クテ、部 落 ヲ異

ニス ル時、換 言 ス レバ環 境 ノ異 ナ ル ニ從 ヒ或 ・・和 人 一

大 トナ リ、或 ・・土 人 二大 トナ ル ト云 フ事 が出 來 ル ヤ ウ

デ ア リマ.ス。

陽 性 率 ノ最 大値 ・・奮 土 人 側 二於 キ マ シテ ・・、元 室 蘭 小

學 見童 ノ22.9%、 最 小 値 ・・似 轡 小學 校 ノ21.8%デ ア

リマス、 此 ノ雨 極 端 ヲ 除 ケ バ 他 ・・10-15%ノ ・三 校

(異 標 白老 有 珠)、15-20%二 校(肚 皇、 知 床)デ ア リ

マ シテ、 結 局此 ノ地 方 ノ「ア イ ヌ」ノ・見 童 期 二於 テ10

%以 上20%以 下 ノ結 核 感 染 ヲ受 ケ ル モ ノ ト見倣 ス コ

トが出來 マ ス、翻 テ和 人側 二於 キマ シテ、最 大値 ハ有

…珠校 ノ20.6%最 小 値 ・・元 室 蘭 校 ノ6.0%デ ア リ マ

ス、最 大 値 二於 キマ シテ 「ア イヌ」見 童 ノ最大 値 ヨ リモ

著 シ〃小 デ ア リマ ス ガ,最 小 値 二於 テノ・遙 カ ニ大 ナル

モ ノカ●ア リマ ス、 此 ノ雨 極 端 ヲ除 キ10-15%・ ・二 校

(糺壷知床)15-20%・ ・異標 似禰 ノニ校 デ ア リマ7・b

故 二「アイヌ」ト同橡 本地方1和 人 ノ・小 兄期 二於 テ10

%乃 至20%ノ 納核感 染 ヲ受 ケlt/Eノ デ ア リマス。

今 回 ノ調査 ハ 東ハ 日高國卒取村 卜境界 ヲ接 スル鵡川

流城 ノ渓谷 地 二染 團スル「アイン」卜四 ハ 喧 火濁 二面

スル 元室 蘭伊達有珠 地方 ノ最モ古 ヨリ和人 ト交渉深

カ リシ海岸 地方 「アイコ」二及 ピマ シテ 其 ノ中間 二位

スル白老地 方 ハ地理的 ニハ 後者 二周 シテ居 〃海濱居

住養 デア リマス.斯 ク地理的状祝 二大 ナル 懸隔 ガア

リ、 從 テ,風 習等 二付 テモ 東四大 二趣 ヲ異 ニ シテ居

リ,殊 二部落形 成 二付 テ・・白老力面迄 ハ菖土人 ノ集四

的部 落 アルモ 噴 火灘方面 二於 テハ 和人 卜雑 居 シテ部

落 ヲ形戊 シテ居 リマセ ヌ、術 生的方面 カラ観 マ シテモ

噴 火淘地 方「アイヌ」・・似淘 或 ノ・白老地方「アイヌ」二

比 シ頗 ル優位 ニアル ガ如 ク、一般生活歌態 モ向上 シテ

居 リマス ノ・・多年和人 ト雑居 シテ 居 ル 影響 トシテ疑

無 イ トコロデア リマス。

此如 ク 脆振管内「ア イヌ」・・地理的並 二 衛生學 的差異

ヲ有 スル地方色 ヲ示 シテ居 リマス ノデ、結核 ノ如 キ丈

明病 ノ浸潤 モ 必 ズヤ 此 レが影響 ヲ蒙 ルコ ト大 ナルモ

ノアル可ク期待 セ ラレテ居 リマ シタガ、小學見童結核

感染 等 二付 テ 裁 ル時 ノ・異標似海 ノ東部 地方 ヨ リノ・杜

墾 白老知床 ノ中部地方 ガ、叉是 等中部 地方 ヨ9モ 元 室

蘭有珠 ノ南西部地方 ノ方 ガ纏 計的陽性 率大 ナルヲ以

テ上 記 ノ推測 ノ詮 明 ト見倣 スコ トガ 出來 ル ノデ ア リ

「7ス
o

1部 落盤 姦人嶢童矧 陽蝉
ル ベ シ

東地綱 ぴア 70 7 10%

1吐壷一
中部 地方 白老一147

知床

2114.3タ6

1

西南部地院 室蘭
方1一 有珠

99 17 17.2%

但 シ和人見 童 二付 テハ斯 ノ如 キ 地理的差異顕著 ナル

モ ノ無 キハ注 目二債 ス可 キコ トデ ア リマス。

麻 見童嶢童矧 陽性率

東部地方

中部地方

慶 部地

236

179

381

37

22

59

15。6%

12.3%

15.5%
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以 上 ハ 日本 學 術 振 興 會 「ア4コ 」調査 班 ニ ヨ リ昭和10

年7月 行 ハ レタ ル業 績 デ ア リマス。

弼.札 幌 健 庫 相 談 所 第2年 目 ノ肺繍 穫臓 察

金 井 進

第2年 目 二於i」JV肺 結 核 ノ観 察

札 幌 健 康相 談 所 第2年 目 二於 ケ)v肺 結 核 二就1テ ノ

卿 察 デ アJL・。 第1年 圓 二於 ケ)v成 接 二就 イテ ハ 既 二

昭 和10年 度 北 海 道聲 學 會纏 會 二於 テ報 告tリ 。

1個 年 間 二於 ケ'レ新 來 者 数 ハ3292名 ニ シ テ内結 核 性

疾 患 敬 ・・665ニ20.20%二 富 ル。

年 齢 的 二見 レ・・16-20歳 ノ136ヲ 最 高 トスpv。 注 目

ス ペ キ ・・何 レノ年 齢 二 於 テ モ 實 歎 二於 テ モ 百分 率 二

於 テ モ 男 子 ・罹 患歎 ハ 女 子 ノ夫 レニ 勝 ル ノデ アル ガ

唯11--15歳 代 二 於 テ ノ・女 子 ・・遙 カニ男 子 ヲ凌駕 セJV

罹 患率 ヲ示 ス。 即 手年 齢 的 二女 子 ノ・早 ク 青 年 期罹 患

頂 塾 二達 ス'レ。 コ レノ・前 年 度 二於 テ モ同 糠 デ アル。

肺 結 核 ・分 類 二 就{テ ・・圭 トシテ 「レ」像 二 俵 ッ タ。

W.Neumam,Braeuning,Ulrici,熊 谷 敏 授 、 有 馬教

授 等 ノ分 類 法 ガ ア,レガ 余 ノ・濁 自 ノ経 験 ヲ通 ジテ 簡 軍

ナ分 類 ヲ試 ミテ ヰ ル。

浸 出型 、結 節 型 、混 合 型 ハ共 二青 壮 年 期 二多 〃、急 性

粟 粒 結 核 ノ・何 レモ幼 少 年 二限 プ レ、慢 性 型 硬 化 性結 核

ノ・圭 トシテ 壮 老年 ノ結 核 二 見 ラ レタ。 肺 門 ヲ中心 ト

ス ル初 感 染 ノ・殊 二15歳 以 下 ノ少 幼 年 二多 ク 見 ル ガ然

シ30i義 ヲ過 ギタ モ ノニ モ定 型 的 ナ肺 門浸 潤 像 ヲ呈 セ

ル モ ノ ア リ。

初 感 染 ヲ除 ク所 謂Rankeノ 第3期 肺 結 核 ト稽 ス ペ キ

モ ノ ニ於 テノ・何 レモ 廣 範 二 侵 サ レタ モ ノ ザ 多 数 ヲ占

メ テ ヰ'レ。 即初 期 結 核 ノ套 見 ノ・患 者 ヲ 待 ツ テ ヰ タ ノ

デ ノ、イケ ヌ。

月 別 表 二見 ル 敷 二於 テ 本 年 度 ノ2月 中 二 噺 然bシ テ

肺 結 核 敷 ノ堆 加 ヲ見 タJレハ1月 初 旬 ヨ リ起 ツ タInflu-

enza/Endemie二 影響 サvタ ノデ ノ・ナ4カ ト思 ハ

7レo

感染 系路殊 二家族感染 二就 テ 最 モ 重大 親 サルペ キモ

ノノ・同胞内 ノ惑染 デアル、 次 ガ母、 父、子、同居者 ノ

順 デ アル、組母 ・・租父 二比 シテ多 ク感染源 トナツテヰ

)レo

家族 中 二於 ケル結 核罹 患者数 ヲ問診 シタ ノザ 第6表

デアル。 全 ク健康 ナ家族 ヨリ來 タ 患者即 チ感染系路

不明 ノモ ノが264デ ァJレ。

肺結核経過 中 二於 ケノレ結核性合併 症 二就 テノ・第7表

ガ明 示 ス ル。 最 モ 多敬 二見'レ ハ温 性 肋 膜 炎 ノ44デ 圭

ト シテ 初 感 染 二 件 ア.`1馬 、 小 林 氏 等 ノ所 設 ニー 致

ス.次 ハ喉 頭 結 核 ト腸 織 核 が同敬14デ アル。

喀 媛 中 二於 〃 ル 縞 核 繭 陽 性 奉 ハ 楡 査 態 募 人 鼓 ハ209

.…一シテ 陽 性 ・・98=42.14ee二 富 ル。 表 示 ス ル如 ク何

レ モ限 局性 二少 ワ廣 範性 二多 イ、最 モ少 キ ハ肺 門結 核

デ ア ル。

孤 在 性 空洞 ハ35例 二於 テ見 う し、 喀 血 ヲ訴 ヘ タモ ノ

54例 デ アル、 コ レ ト菌陽 性1・ ヲ?kdl・tJVh'第9表 デ

ア ル.

結 論

是 等 ・観 察 ヲ 通 ジ テ 結核 ノ 杜 台 疫 學 的 二 重 要 ナ 駄

ノ、

1.女 子 ハ男f'ヨ リ早 〃結 核罹 患年 齢二達 ス ルコ ト

故 二 珠 二 女子高等小學 叉ノ・女學校初學 年期 二於ケ ル

養護 ザ重 ノくデアル。

2.自 畳症 ヲ訴 ヘテ來 ル 患者ノ・主 トシテ 重症 者 デア

ル、最 モ数果的 ナ結核豫 防即 千早期 二獲見 ヌルモノハ

積 極的 二家族検査 又ハ周園樵査 ノ必要 ア リ。

3.感 染系路bン テ ・・最 モ重大+意 義 ノ・家 族内感染

ガ有 シテヰ,レ、 殊 ニモ同胞間 デアル。 故 二隔離的 二

傳染 ヲ防 ワ'コト即 千 官 公立療 養所 ノ建設ハ 眉薩 ノ曇

要事 デアル。

追 加 近 藤 乾 郎

私 ノ・「ツヘル ワリ}」反感最初 陰性 デ其 雷時一レニ綜 喜眞

血沈等 ヲ検査 シ健康 ヲ認 メシニ青年共後蟹病 セ シ確

實 ナル 大都會 二 於 ケル 青年 ・初感染病竃 ヲ有 スル2

例 ヲ有 ス。

大都 會 二於 テモ 蓋 シ青年 ノ初感染病竃成立 ノ・左程構

レナルモ ノニ非 ラザ,レガ如 シ。

追 加

長 井 盛 至(紳 奈川縣健康相談 所)

紳奈川縣健塵相談所昭和10年 度 ・相談 者實歎ハ14.49

ニ シテ次表 ノ如 ク
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1.65011.↓-ls6

2.811

2.954

7.004

14.419

ソ ノ 中 肺 結 核 ノ・1.650例 二 ・ テ 総 膿 ノ11・"5;二 當

リマ ス.之 ヲ 只 今 ノ札 嵯 二 於`・!レ 肺 結 核 ・18・15'6
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二比 シテ 帥 奈 川 縣 下 二於 テ ハ 肺 縞 核 ハ 勘 イ ・卜ニナ

リマ ス。

爾札 幌 二於 テ ハ 弱 年 者 二於 テ ハ 男 子 ヨ リ女 チノカ が

結 核 罹 患 串 が高 イ ト 報告 サ レタ コ トニ 謝 シテ 覗 々モ

大 二共 鳴 スベ キ事 實 がア ル ・デ ア リマ ス。 帥 チ、

男 女

O-9歳 迄 ノ・2.18961.41%

10-11.歳5.389611.40%

デ ア リ?シ テ15-一一19歳 ノ年 齢 二蓮 スpレト漸 次 男f.多

ク ナ リ20-24歳 二於 テ ・・瞭 二男 子 ノカ カ'優越 シテ ヲ

リマ ス。

ソ ノ他 遠 ペ タ イ コ トが ア リマ ス カ 奥 ヘ ラ レ タ 時 間 が

塗 リマ シタ ノデ コ ノ位 ニ シテ オ キ マ へ 勃 レマ トノテ

報 告 イタ ス豫 定 デ ア リマ ス。

14.統 計 上 ヨ リ観 タル 眼 族 内 感 染 卜家 族

外 感 染 卜呂就 イテ

(特 二 結棲 感 染 ノ分布 二就 イテ ノ

立 花 次 郎

小 松 雄 吉(東 京 市 大 塚 健 康 相 談 所 ノ

北 尾 勤

余 等 ノ・昨 昭和10年 小 石川 匠 二於 テ全 匠 小學 見童 ノ健

康 調査 ノ際 施 行 セ ル 「マ ン トー氏 反 慮 」(M.R.)・ 被 楡

見童(尋 常 科)13164名(在 籍 見童15037名)(但 ン高 等

小 學 見童 ・・M.R.ヲ 施 行Vレ モ分 布 二 特 異 性 ア ル ヲ

以 テ 除外 セ リ)二 就 キ 各 住所 ヲ精 査 シ之 レ ヲー 黙 一 人

ノ割 合 ニ テ 小 石 川 匠 全 圖(5000分 ノ1)内 二記入 シ結

核 感 染 ノ分 布 ヲ観 察 シタ リ(附 圖 第2、 第3圖 参 照)。

次 二 同様 ナJV方 法 一 テ 過 去3ケ 年 間 吾 大 塚 健 康 相 談

所 來 所 者約3,2000人!小 石 川 匠 内 ノミ ・相 談 者 中進

行 性 肺 結 核 ト診 噺 セ シ患 者1000名(來 所 者7281名)

及 同過 去3ケ 年 間 二 於 テ 小 石 川 厘 内 二於 テ 死 亡 セJV

結 核 患 者988名 二付 キ ソ ノ分 布 状 態 ヲ観 察 シタ リ(附

圖 第1圖 参 照)。

以 上 小 學 見童 中M.R.實 施 者 、 取 扱 肺結 核 患 者及 死

亡 者 ノ分 布 状 態 ニ ヨ リ次 ノ諸鮎 ヲ精 査 セ リ。

1)結 核 ノ・全 匠 二蔓 延 セ ル ヤ。

2)特 二或 ル ー 部 分 二蔓 延tlレ ヤ。

3)蛋 病 及 死 亡 ト感染b.ノ 關 係。

4)感 染 ノ諸 要 約 。

(イ ノ地 勢 的 關係(ロ)人 ロ(・ り人 口密 度(二)生

活 状 態

∬、 解 訊

附 圖第1、 第2、 第3圖 二俵 リ各 分 布状 態 ・・或 「流 レ」

ヲ持 チ 叉 ・'り・iプ ロ ツeJヲ 作 レル 傾 向 アル モ 詳 細

二戴 寡 ス し・《第1、 第2、 第3ロ ニ於 テ多 少 ノ特 異 ナ

'レ所 ア'レ ヲ知 リ得 タ リ 卵 チ 第2口(死 亡及 患 者 分 布)

;於 テ ハ撒 布 性 ヲ儒 ビ第2圏(M.R.陽 性 分 布)二 於

テ ハ撒 布 性 少 〃、 第3圖(M.R・ 陰 性 分 布)二 於 テノ・

第2圃 ト相 似 セ ル モ 支 流 或 ハ他 ノ「プ ロ ツ ク」ヲ見 ル。

次 二全 小學 見童 約14000名(他 匠 内 ヨ リ ノ通學 濤 ヲ餓

〃)・ 分布 周(第4圃 ♪ヲ作 戊 シタ ル ニ是 ハ 小 石 川 鰯 ノ

全 人 口146950名 ・約1割 二 嘗 リ人 ロ ノ1110分 ノ縮

凋 トぢヘ テ 差 支 ヘ ナ キモ ノ ニ シテ 比 較 的 正 確 ナ'レ人

口密 度 ヲ示 シ住 民 ノ撒 布 状 態 ヲ示 スモ ノナ ノレヲ知 ル.

之 ・圓 二 依,J.前3周 ノ圭 流 ヲナ ス所 ・・人 口桐 密 ナ ル

場 所 ニー 致 セ ル コ トル ヲ明 ニ シタ リ。

次 二 小ti川 匹 高 低 圖(第5圖)二 俵 リテ 見'レ ニ 本 匿 ハ

入饅 二於 テ 山b谷 トニ 匠 別 サ レ 第4圖 「人ロ密 度ノト

較 プ レパ 人 口密 度 ・高 キ所 ノ・概 ネ 谷 ノ部 仰低 地 ニ ア

'レコ トが明瞭 ナ リ。

以 上 ノ分布 圖 二 依 リ結 核 感 染 ノ状 態 ヲ仔 繍 二 観 察 セ

ン が ヌ メニ全 匠66町 ヲ地 勢 的 且 人 ロ的 二 整 理 シ25

匠 分 別 ニ ナ シタ リ。 更 ニ ソ レ ヲ 地 勢 的 高 垂 ト低 地 ト

ノ部 二四 大 別 シタ リ。

次 二 更 二 之 ヲ全 高 地 全 低 地 二 二 大 別 シタ ザ 第6圓)。

以 上25匿 別 二依 ルM・R・ 陽性 李 ヲ表 示 ス レ・c最高 率

41・56frv(白 山 御 殿 町 低 地 一 ア リ)最 低 率21.339、(林

町 ニ ンテ高 壷 二位 シ居 レ リ)ヲ 示 セ ル コ ト ヲ観 察 セ

リ。 是9要 ギ」ス レバ 低 地 ニ ア リ 且人 口稠 密 度 ・高 キ

所 ニ アノレ各 地域 ・・M.R陽 性 率 高 キ コ トヲ 示 一7・モ ノ

ナ リ 更 二 患 者及 死 亡 者 ヲ前 記25匠 分 然 モM.R.陽

性 率 高 キ順 二 依 リ分 類 シ 且人 ロ トノ封 比 コ 求 メ タル

ニ 尺 口封 患 者、人 口封 死 亡 者 ・封 比 ・順序 ・・必 ズ シモ

M・R陽 性 李 ・高 低 二 從 ハ ズ 患 者 及 死 亡 者 ・数 ニ ヨ

リテ ・憾 染 状 態 ヲ認 識 シ得 ザ,レ コ ト ヲ實詮 セ リ。

爾 四 大 別及 二大 別 ニヤ ル 特 定 匠域 ノ 見 童 ヲ 各學 年 別

二俵 リ ソ ノM.R .陽 性 率 表 叉 ・・「グ ラ フ」二 俵 リテ 見

ル ニ人 口密 度 疎 ニ シテ 高 キ地 域rA+C)ノ 見童 ノ陽性

率 ヨ リモ 「＼口欄 密 ニ シテ且 低 地 ・B.Dbス)ニ ヨル 見

童 ノ其 レハ入 學 當 時 節1年 生 二於 テ 既 二約10∫ 。 ノ高

キ差 ヲ以 テ 進 メル コ トヲ 知 リタ リ。 次 二患 者 及 死 亡

者 トM・R・ 陽性 者 トノ封 比 ヲ求 メ タル ニ 匠 域 的 二列

然 タ ル差 異 ヲ認 メ タ リ 即 チ(B+D)地 ニ ア リテ ・・患 者

及 死 亡 者 二比 シM・R.陽 性 者 多 ク、(A+q地 ニ ア リ

テ ハ此 レニ劣 レ リ。 此 事 實 ・・一 定 地 域 二於 ケ ル 感 染
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ガ熾 ナ'レコ トヨ 示 スモ ・ニ シテ 患 者 及 死 亡 者 ハ 感 染

ノ中 心 トナ'レモ 他 ノ要 素 即 千 地 勢 就 中人 口 ・密 度 ガ

重 大 ナ ル 役割 ヲ演 ズ ルモ ノナ,レ コ トヲ知,レ。 爾斯 如

キ感 染 ノ高 キ 場 所 ヲ 更 二情 査 スル ニ 當 該 圃域 ノ感 染

率 ヲ支 配 ス'レー 足 ル 程 ・高 率 ヲ示 ス ・定 匹域'有 ル

コ トヲ知 リaリ(第7圓 及 参 考圖)。

個1感i染 率 ヲ支 配 セ ル ト昼 ポ シキ 匪 域 ハ 衛 生 的 且 生活

的 二最 下 位 ニ アIL所 ナ ル コ トヲ 實 地 踏 査 二rリ テ 廉

詮 シタ リ(参 考 鳥 眞)。

皿、 結 論

1)都 會 二於 テ 結 核i・ 登 病 及 死 亡 ・時 期 二 ・・多 ワハ

播 種 状態 二隅 レ リ故 二 人 ロ ト死亡 蕎 ト ノ封 比 二依 リ

テ ・・正確 ナ ル結 核 感染 ノ分 布 状 態 ヲ知'レ能 ハ ズ。

2)患 者及 死亡 者 ハ人 ロ密 度 二多 少 比 例7・。

3)結 核 感染 者 ト 死 亡 者及 患 者 ト ・封 比 關 係 二依 リ

テ或 一 定 匠 域 内 二於 ケ,レ感 染 程 度 ヲ知 リf!},レ。

4)(イ)地 勢 的 ニ ハ低 地 二於 テ ノ・感 染 率 高 シ

(ロ)感 染 ト人 ロ トハ比 例 セ ズ

(ノ・)人 口密 度 ハ 感染 度 ヲ高 ム'レ 重 大 ナ ル 要 素 ト

ナ ル。

(二)尚 或 特 定 匠域 内 二 於 ケ'レ 惑 染 挙 ノ上 昇 ハ ソ

ノ匠 域 二 於 ケ ル ー定 住民 ・生 活 状 態 二 支配 サ レ

レ モ ノ ・如 シ。

質 問 旗 問 英 史

只 今 オ話 ・小 石 川 匠 ノ低 地 ニ マ ン トー 氏 反 懸 陽性 率

ガ多 ク、高 地 二少 ナ キ コ トハ、如 何 ニ モサ ル ゴ ト ・考

ヘ マス ガ、低 地 二於 ケ ノレ結 核 死 亡 率 ト高 地 二於 ケ ル死

亡 奉 トノ 割 合 ガ 如 何 デ ア リマス カ。 印 チ低 地 ノ方 ザ

死 亡李 多 イ ノデ ス カ、叉 ノ・高 地 ・方 多 イ ノデ ヌ カ伺 ヒ

タ イ ト存 ジ マス。

其 理 由 ハ 結 核 惑染 地 叉 ノ・熟 地 トモ 云 フベ キ トコ ロニ

ハ患 者 ノ・多 イが死 亡 者 ザ割 合 二少 ナ 〃、結 核 感 染 ノ紗

ク ナ イ庭 、 卸 千、結 核 庭女 地 二 於 テ ノ・死 亡 率 が高 イ ト

云 フ コ ト ハ欧 米 ナ ドデ認 メ ラ レ、 フォン・ノ・イエックナ

ドモ 之 ヲ報 告 シテ 居 ル トコ ロデ アル カ ラデ ア リマ ス。

夫 レデ ス カ ラ、ソ ノ關 係 が御 調 べ ニ ナ ツタ小 石 川 匠 二

於 テ モ 現 ・・レテ 居,レ カ ドウ カ ヲ 切 角 ノオ調 べ デ スカ

ラ オ伺 ヒ致 シテ置 キ タ イ ノデ ア リマ ス。

答 辮 立 花 次 耶

死 亡 又 ハ 患 者 ノ登 生 ニ ヨ リテ 人 ロ トノ封 比 ヲ求 メ ツ

ツ アル ノ・各 國 同様 ナ ル モ 是 レニ俵 リテ ・・結 核 感 染 ノ

正 確 ナ;レ 認 識 ヲ得 ル 能 ・・ズ。 感 染 ノ重 大 ナル 「フ7ク

ター トシテ人 目密 度 が存 へ'レ事 ヲ強調 セン ト ・。

45.仙 憂市 二於ケル牧入 卜結穫死亡率 トノ

關係 二就テ

(東北帝 國 た學醤學部熊谷内科敢室♪

堀 川 勇

結核椛 患叉 ハ 死亡率 ト杜會 的地位 トノ閾係 ハ 頭 ル密

接 ナル事 ハ 欧)k・ 統計 ニハ 嵜明 ニアラバ レテ屠 リマ

2-
o

ハ}ブ ル ヒ、ブ レ スラ ウ其 他 ノ統 計 デ ミ'し ・ウニ敗 入

・少 ナ キ階 級 ニ ハ牧 入 ノ多 イモ ・ヨ リ3倍 乃 至10倍

モ多 イ ト云 フ事 カ ラ、結 核 ・・貧 民 病 デMosseノ 如 キ ノ・

結 核 問題 ハ 胃 ト佐 宅 ノ問 題 テ'ア'レ ト極 言 シテ か}ル位

デ ア リマス(欲 米 表)。

以 上 、此 ノ事 實 ・・其 ノ儘 我 國 ノ實状 二 宿 テ ノ・マ ル カ ト

申 シ マ スニ是 二關 ス'レ 調査 ハ 私 ノ知 ツテ ル 範園 デ ハ

見 當 リマ セ ン唯 明治20年 代 二出 版 サ レマ7タ 東京 帝

國 ノく學 教 師 デ ア ツ タ、 べ'一 ソ先 生'内 科 書 ニハ.他 園

二於 テ ハ 肺 結 核 ノ・下 層階 級 ニ ハ 上 層階 級 ヨ リ多 ク且

ツ危 隙 デ アル ガ 日本 ・於 テ ハ 全 ク 之 ト反 封 デ ア'レ ト

書 カ レテ ア リマ ス。

其 ノ理 由 ・・

(1)日tc二 於 テ・・上流 ・父 母 ハ臓 弱 二 予 盤 格悪 シ

キ タ メ弱 キ小 見 ヲ産 ム コ ト。

(2)日 本 二於 ケ ル 貧 民 ハ 欧 羅 巴 ・工 業 都 市 二於 ケ

ル貧 民 ノ如 ク極端 二 悪 シキ食物 ヤ過 度 ・'勢働 、換 氣 ノ

悪 シキ住 居 二 ・・居 ラザ ル コ ト。

(3)日 本 二於 ケ'レ上 流 杜 會 ノ運 動 不 足、誤 リタル生

活 檬 式 ヲ ア ゲテ 居 リマ ス カ●此 ・問 題 二就 テ ノ・我 國結

核 豫 防上 重 要事 項 デ?リ ・7ス カ ラ 私 ハ 仙 垂 市 二 於 テ

調 査 シテ 見 マ シ タ。

基 本 材 料 トシテ ・・埋 火葬 認 許謹 、戸 鼓 割 賦課 徴牧 範、

仙 …錘市 史、仙 垂 市事 務 報 告 、其 レニ加 ヘ テ内 閣統 計 局

調 査 日本 死 因統 計 ヲ 参 考 ニ シマ シタ 又 病 名 ノ整 理 モ

必 要 ト感 ジ 可 成 リノ修訂 ヲ 加 ヘ マ ンタ 御 承知 ・如 ク

我 國豫 防衛 生知 識 ・普 及 向上 セ ザ ル 結 果 ザ 未 ダ 本病

恐 怖 ノ妄 想 ニ カ ・リ 死 亡 者 屈 出 ヲ 忌避 ス … 結 果 ト

ナ リ惹 イテ ハ 腎 師 ・申告 サ ヘ モ 不 正 ニ ユ'・ ノ現 況 ニ

アル ノ デ是 等 ニ ノ・可 成 リ ノ勘 酌 ヲ加 へ で シ な。

斯 ク シ テ 牧録 セ ル 本 病 者 名 ヲ豫 メ準 備 セ ル 帳 簿 二 町

名 番 地 別 二 記帳 シ 戸 数 割 賦 課 徴牧 簿 二 封 照 シ 課 税 者

ト所 謂 課 硯 免 除 者 ト ヲ選 別 シ、表 示 ノ 通 リ 當 該 所 径
の

牧入者 ヲ各階級 別二配 當 シ本病 ニ ヨ リテ 死亡 セル所
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得 税納 入 蕎 ノ實 数 ヲ 得 」レ ヨ リ 所 得 枕 靹 人 仔戸 敷 丁・

戸 封 比 率 ヲ算 出 シ、仙 壷 市 一・戸 富 リ'家 族 倣 ヲ乗 ジ人

1.11謀貰当討,Lヒ3糖ヲ1!rt■"ノテ"ズリ 賜∵t-o

然 シテ 結 核 ・・從 來 無 産 者病i・柵 ヘ ラ レル 關 係 力う無

産階 級 ・へ 凋査 シ檬 ト思 い シ効'、SK種 ・事 情 ア澗 査

シ得 →・勿'tPt/1・ 甚 ダ 遺 憾,一 次 第 テ'アリ∵ ソが 」 レ

・;・'ハ調 査 スル 」ト ノ 絶 剴 二tN能 ナ三三ツ ノJcキ ナm!lis

ガ 伏 在 シテ入畳}ルノア ・リツ ス,

第 一 ノ理 山 トシテ'、 賦`1果免 除 二IJ・ り 所 謂 免 税 名tJ'

市5こ11敬 中約800戸 乃 至50戸 、何 しモ氏 名 不 詳 ラつ'

リシ コ ト。

第2・ 理 由 ・・調 査 シ 得 サ1)シ モ ノ例 へ/{戸 倣 割 賦 課

二際 シ調 査 漏v、 調 査'徹 底gMキ ワル モ ・約 千 戸 ヲ'

ル コ ト。

第3・ 理 由 トシテ ・・榑 入 セル モ ノデ 課 税 圭 船 ヲ 骸 見

シ得 ナ イモ'約 千 戸 ア リ マ^。2P千 線 人llノ 約1割

乃 至2割 ハ 常 二絶 工 ・ご動 樒 シテ屠 ルaメ ニ 調 査 シ得

ナ カ ツタ ・デ ア リマ ス。 以 上 ・理 由 ニ ョ ツテ 本 調 査

作 成 ノ基 礎 トナ ル ベ キ 無 産 階 級 ノ調 査 完 成 ヲナ シ 得

ナ カ ツタ ノハ實 二遺 憾 二存 ジテ 居 リマ7・(第2、 第3

表 、 曲線 。

斯 ク シテ得 タ ル 調 査 成 績 ヲ 通覧 ス ル ニ 仙 垂 市 二於 〃

'レ本 病 ノ分布 状 態 ・・貧 困 階 級 ト目 サ ル ・ 階 級 二少 ナ

ク市 ノ上層 二 却 ツテ 後 上 リー 堆 加 ス ル 不"∫思 議 ナ現

象 ヲ駿 見 ス1レノデ ア リマ シテ コ レ が 將 來 検 討 ス ペ キ

問 題 デ アル ト思 ノ・レマ ス。

(コ レニ類 シタ調査 デ ハ)既 述 ノ濁 逸 ノ・・ンプ ル ヒ、プ

レス ロ ウ、巴 里 其 他 カ ラ登 表 セ ラ レタ モ ノが ア リマ ス

ガ コ ノ調 査 二=リ マ7・ ト我 ガ 仙垂 市 二 於 ケ ル モ ノ ト

ノ・全 ク相 似 ス ル 結 果 ニ ナ 暫㌧'テ居 リマ ス コ レ ハ 表 ノ上

デ充 分 合 黙 ノ行 力'レ ・コi・ ・思 ・・レマ ス。 即 千・・ン

プJレヒ市等 ノ調 査 デ ハ 貧 困 階 級 帥 千第1階 級 二 艦 ス

ル モ ・二頗 ル多 ク 漸i欠資 産 ノ多 ク+ル ニ從 ツテ 減 少

シ最 高 所 得 牧 入 者 二於 テ最 モ少 ク ナ ツ テ居 リマス。

殊 二興 味 ア;レハ大 正5、6、T、8年 頃 ノ好 景 氣 時代 二

日本 全 國 ・結 核 死 亡卒 ガ 堆 加 シ テ 居 リマ ス が 仙 垂 市

二於 テ モ矢 張 リ 培 加 シ 此 ノ中殊 二 培 加 シ〃 モ ノ・・中

産 階 級 デ ア リマ ス 生活 が豊 力 二+ル ト結 核 ガ 堆 加 ス

ル トノ・欧 米 流 二 考 ヘ テ 全 〃 不 可能 ノ コ トデ ア リマ ス

が、 コ レ・・日本 特 有 ノモ ノデ ア ラ ウ ト考 ヘ マ ス。

殊 二不 可思 議 ナ,レハ大 正10年 頃 ヨ リ死 亡率 ガ遜 下 シ

テ來 テ居 リマ スガ 最 下 屠 二 於 テ ノ・殊 二著 明 二減 少 シ

テ帰 リマ ス此 ノ事 ノ説 明 ハ ぐ飯 二遠 べ 〃{皇 ル ヅ先 生 ノ

曝 ゲ 〃理 山 がIE當 デ ア ル カ他=環 由 ガ ア ル カ バ)コ レ

ハ皆 サ ン1・共 二深 ク熟Pi・7〃 什 思 ヒVフ

鰯.「 ピ リル ピ ン」卜館 穫

ノ〈阪 帝 団 大學 教 綬 祷學 博1:

今 村 荒 男

日 次

鮒 誘。 第 一・章 鯉 康 κ ・血 清 ビ リ・レビ ノ」蟹。第

二章 肺 鮎 核 患 指 ・血 清 ビ リ'レビ ン,翅 。第 三 章

人 血 液 筋 肉 荘 射 卜血 消 「ビ リル ビ ン 量。 第四 章

肋 膜 炎 渚 出 液 中 ・ 「ビ リル ビ ン」et:。第 五章 ビ

リル ビ レ」・紹 核 菌,及 ボ ス影響 。 第 六章`ビ リ

ル ビ ン」ヲ以 テ セ ル 治 療 二鯛 ・ル 研 究.甲.結 核

海 旗 二於 ケ ル肺 内il三射 買 融.乙 。 人髄 二於 ケル 試

用 。 附 、 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル ビ リ'レビ ノJノ 員荷

試 験 成 績 。 丙 、 「ビ リル ビ ン ・造 血 作 用,交 歌。

藷 言

昭 和9年 第12回 日本 結 核 病 學 倉 祷題 報 告;"絹 菌 免

疫學 的 方 面 ヨ リ観 タ'レ 肺 結 核 ・豫 後 一 二於 テ 第 四 章

脆 汁 色 素 ト結 核 」二就 テ、又 日本 消 化機 病 學 會第22同

総 會 宿題 ② 「腸 結 核 卜貧 血,第 三章 戸結 核 貧 血 ノ療 法 一

中 二 「ビ リル ビ ン」静 脈 注 射 二就 テ 報 告 セ リ.今 同 ハ

其 後 ノ研 究 ヲモ 加 ヘ テ 「ピ リル ビ ンJ"kt核:・ ノ關 係

二就 テ報 告 セ.ト λ。 爾 實 験 二用 ヒ7.レ ビ リ しビ ンー

・・最 初 ・・ラ ・ ダ ウ、 フ レ ・ケ ル製'モ ・ヲ用 ヒ.後 二

・・雷 研 究 所 二 於 テ 牛 黄 ヨ リ32リ チ ア ー ドノ方 法 二從

ヒテ製 成 セ ル モ ノヲ用 ピ タ リ。

第 一章 健 康 者 ノ血 清 ピ リル ビ ンー量

從 來 血 清 ビ」量 二 就 テ ハ{3,ヴ ア}・ デ>eペ ル ヒ ノ登

表 以 來 多 数 ・報 告 ア リ。然 レ共 其 例 薮 少 ワ未 ズ 系統 酌

調 査 ヲ見 ザ ル ナ リ、健 康 人 血 清 τピー量 ハ ヴ ア ン・デ ン・

ベ ル ビ ・他 外 國 ニテ 十 歎 氏 ノ 報 告 ア リ.邦 人 ニ テ

ノ・㈲秋 山 、{5⊃長 岐 、(6}副 島、 σ,栓野,s仙 中、角 尾C9)、

村 田10)、諸 氏 等 ノ記 載 ア リ。 教 室 米 田庄 三郎 ・・健 康 者

1281人 、肺 結 核 患 者532人 、其 他 諸種 疾 病 患 者 ノ血 清

「ビ」量 ヲ
、ヴ ア ・・デ ン・ペ ル ヒ ・血 清 「ピ」定 量 法 二從

ヒ調 査 セ リ。 余 ・・拉 二其 成 績 二就 テ報 告 セ ノ トス.

年 齢 ・・16-40歳 ニ シテ血 清 「ビ」・・健 康 者 二於 テ 相 富

動 揺 セ リ。 若 年 婦 女 子 二 於 テ ・・一 般 二血 清 「ビ」量 少

キ傾 向 ア リ。 一 般 的 二観 レバ 男 子 二於 テ ・・0.2-1.O

B.E.ノ 者 最 モ多 シ。1.OB.E.以 上 ノ者 二於 テ モ尿 中

「ビ」反 慮 ヲ呈 セ ズ。
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第1表 健 康 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量(米 田)

血 清1ビ

リ ル ビ

ン」量
1(B

.E.)

一

±

0.2一 一 〇.5

0.5-1.0

11.0-1.5

1.5-2.0

2.0-3.0

3.0以 上

1計

看 護 婦

入釧%
7111.1

_」1

21

學 生 ♂

沐 数1 つ0

4.6

14.6

14.6

工
1933年 澗

人 数レ
3.7

工

193541… 調

R
U

FD

ウ
、

-
■

¶
」

33.3

28.5

23.8

0

6

δ

「名
「
63

へ 　

3.3i

O

O

O

i

6ト

19・

19

6046.1
　ト

1511・5
.一

一一4_一3.0

75.3

:15

141

1127

164

46
一.___1

4

10.0

31.8・

41.0

16.5

1.0

1.0

0.2

人 酬
　 　 サ　　

】21

39

199

1324
14一 『一=;}

1'.)

66

1.7

5。7

29.0

47.2

1`,.9

÷一L

純 計

0

130名

0

人 制%
40'3.1

120
_L9・3

363128.3

56343.9

盃2名1

2313.3

1"「 量 一1
210.31

686引 … 一…

31

11281名 、1

13810.7

312.7

231.8

0.2

第2表 食事 ・影響 健 康者及肺結核患者)(米 田)

蒔 劇 血清「胸 ルビ揖(BEウ姓:聖 岳 覆
2時3時4時

間後間 後 間後

5時

間後
30♂ ・1.4δ1.64 1,521

1

　『 一一

1.44 1.36一
　 }一 一

27♂144
」

1.5211.481一
、0.74 0.80一 31♂0.78

1-20♂0
.600.64 0.60 0.54 0.561一

19♀ ρ.96 0.84 0.78 1.00一
25♀0.56

一
〇.78

0.60 0.56一一 一1-
23一 ♀一ユ.00

一 一
一 0.90

一 　一

1.20

0.48一

ll

19♀ ・1.121.04
一一:一

18・ ♀0.500.56
_1_

1.12

唾
1.08
一.

唾
0.86

一一 一「
一

一

17♀ ・0.40
_←_一

一

1一一一一■一

:0.9020・ ♀0.9410.80

一 一

一
一 一

24♀ ・10.501
_T一 一 一 一

一
一}一 一 一 一一 一

『 　 一一 一 一 一一 一一 一}一 一 　 一 一一 一_一

0,440.44

似.曜 康 者)一一一
〇.2乏0.27♀ ρ.25、一47

♀ …± ・± 「 ±1±1_i18
1-I

I・ ♀ ±}

1

,± ±
._1_

一125
lIヨ ゴ

♀ 一1
1』 一

〇.28

一122

♂0.30　

「0
.32

1
一125

爾 ♂ ・1.421
1

1.28ii1.36

1

一
♂1一 一l

ll

,!
一 ■■■■■

ll
一 一7

i[♂0
.3210.30:0.301一152

1・♂10
.56;0.5810.56一12・

♂ 二 一 一 二 ・ ・一1一"、隔 一一 一一一一 一 一 一 一一一

(以上肺結核 患者)

卜

一;28

血 清 「ビ」 ・直 接 反 磨 ・・陰 性 ナ ノレニ 伍 リ 黄疸 症 二伽 レ

遍 「ビ、血 症 二非 ズ、サ レ ド之 が如 何 ナ ル原 因 二佐 ル カ

ノ・伺 研 究 ヲ要 ヌ。

最 初(11)Lepehne・ ・同 一 個髄 ノ血 清 ㍗ビ」量 ・・常 ニー・定 値

ヲ保 ツ ト違 ベ タ リシ ガ;12)MeyerandKn廿P旋r,(1T,

MeyerundHeinelt,1`'FellingerandPHeger等 ・・食

物 拓 取 後血 中 「ビ」猛減 少 ・ 空腹 時 ニ ハ 上 昇 ス ル ヲ認

メ タ リ。然 レ共 第2表 ノ如 ク普 通 健 康 者及 ビ肺 結 核 患

者 ノ如 〃血 清 一ビ 量 ・特 二高 力 ラザ ル=者二於 テ ・・普 通

食 餌 及 ビ生 活状 態 二 於 テ ハ者 シキ ーa動ア ル ヲ認 ノズ。

第3表 ハ 健 康状 態 ヲ 持 続 セ ル者 ノ血 清 「ビ」量 ヲ比較

的長 時 日間 隔 二於 テ 観 察 シ タル モ ノ ナ'レが 多少 ・変

動 アル ヲ免 レ プ。

第3表 健 康 状 態 持 続 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」

量 ノ動 揺(米 田)

量モビ
)

ル
且

勺
8
杷精血

奪2
後

軍唖
暖

〃
後

6
朔

ヶ
後

一3
頃利目再

齢
性

年
及

名姓號番

」=」一一 型L宣
21-31↑10.78rOO

…1.4811.641.442001.50

3

}4

=
D

ρ〇

一
7
・
一Ω
U

9

10

11

12

13

14

15

一20
-119
-23

♀
_0.60

一♀・0 .96

・♀1 .00

一20♀0.94　 ト

ーt20」F.2.00
き

一[20♀ ㌧1.06

10.54:0.64

1.04

鰹

1.20

0.90

　

:1.74 1

一127_♀ 一10.86

一19♀ ・一

一}16♀ ±

一:21♂0.56

一20・ ♀0.22

1-.20

O
I.60

±iO.25

±

0.87

±

1.00

10.86

一18♀;0.32

■20♀:±1

0.25

±

1
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第4表 血 消 ノ徽PtJSCM1・ 血 滴 「ヒ9リ,レビ ン照

(米 田 他)

徽 毒

反 慰

B.E.'＼

猫陽

29名

0

7

陽性}疑 陽
1

22名i13名

OlO

陰性

622名

12

譜1・

12

一

一

__轍 一 τ一 曽炉一 「"■■■國■騨

± 1 2 0 36・ 39

0.20-0.29 1 212
1

59 64
r一 一 一 一■門㎝ 噌一}

0.30-0.39 3 1・O

l-一 一一一一

i2

59 63

0.40-0.49 4 4 62 72

0.50-一 一〇.59 6 211 80 89

0.60-0.69 4 2i1 58 65

0.70-0.79 4
一一 一

:3
1

312

一

62 72

0.80-0.89 2 2 56 63

0.90-0.99 1 2}0 32 35

1.00-1.49 3 02 70 75

1.50-1.99 0 111 21 23

2.00-2.99 0 00 12 12

3.00-・5.00 0 0{0 2 2

徽 毒反 胞レ・旦氏 、 村 田 氏 、 ザ ワ 〃 ス・ゲ オル ギー 氏 反

慮 ヲ施 行 、三 反 鰹 共陰 性 及 ビニ 反旛 陰 性 ニ シテー 反 巖

(±)ナ ル モ ノヲ陰 性 トン.三 、反慮 共 陽性 ナ リ シ者 ヲ鵬

性 、 ソ ・閲 ヲ疑 陽 ト λ。

徴 毒 二於 テ ハ肝 臓 二諸 種 ノ病 痩 ヲ來 ス そ ノ ナル モ.●

毒 反 晦 ト血 滴 「ビ」蔽 ト ノ間 ニハ 特 記 ス'く キ 關 係 ヲ記

メ ズ。 之 ヲ以 テ見 レバ 第1表 二於 ケル 健 康 者 ノ中 二

徽 概反 胞1陽性 者 ア リ トモ「ビ」量 二侍 別 ナ ル 影 ● ナ シ

ト考 フ。(埆 粂川 氏 ハ 「サ'レ ・《ル サ ン」注 射 後1時 的 二

血 中 「ど」t,1ソ堆 加 ヲ來 ス ト云 ・モ 余 等 ハ 之 ヲ追 試 セ

ザ リキ。

1昭和9年 當 學 會 二 於 テ 某 染 料 曾 紘 職 ⊥ 身 儘 検 査 成 搬

及 ビ血 清 「ビ」ltl二就 デao報 告 セ リe本 年 再 ビ嚴 密 ナ

'レ寛 髄 検 査 ヲ施 行 シ赤 沈,血 液像.尿 蛋 白及 ビ尿 糖.

「ウ ・ビ リ ン:,「 ウnビ リノー ゲ ン」等 ・反 旛,震 便 中

ノ寄 生 幽 卵.「 ツ ベ ル 〃 リ ノ」反 慮 等1・血清 「ビ」藍 トヲ

比 較 考 案 ヲ試 ミ〃 リ。 勤 績 年 鍛 ト血清 「ピ.量 トノ間

二 ・・第5表 ノ如 キ關 係 ヲ見 ル。

第5表 染料會鮭職工入紅後経過 トノ關係 ・'米田共他)

血 清 「ビ リ ル ビ ン」 量(B.E.',

±1・ ・2-・ ・51・・5-… il・・-1・5,1・5-2・ ・12・・一一一3・・i3・・ 肚

員 薮

1入 杜1ケ 月以 内

豆入碍 舞 籍

皿 入1辻1ケ 年以上

13.2ec:

1・1㌘

1.O"・.

27.3%

6.7タ6

一 一一l

t

3.8"■rv

31.2・6

23.6ラ 。

31.8'6

21.1%

46.9%

48.0ク 〆

5,4タ61.5タ6 0 0

・
128名

16.2ク61.6つ!12.6つ6

1・.4・ ・。 ,3.・%11.3・r一

1.1ク6266名

0694名

t計1088名

即 チ 入 社1ケ 月 以 内 ノ者 二 於 テ ・・比 較 的 血 清 「ビ」量

低 キ者 多 ク2.OB.E.以 上 ノ者 ナ シ。之 二反 シ入祉 後1

〃月 以 上1年 未 滞 ノ者 一 於 テ ハ 「ビ」反 慮 痕 跡 的 ナ ル

者 減 少 シ2.OB.E.以 上 ノ者10名 ヲ撒 フ。1ケ 年 以上

ノ者 ニ モ「ビ」反磨 痕 跡 的 ナ ノレ者比 較 的少 シ。 全髄 的

二 見 テ入 杜1ケ 刀以 上1年 未 浦 ノ 者 二 血 清 「ビ」量 高

第6表

キ 者最 モ 多 シ。

㈹ ラザ ー ル等 ・・筋 勢 作 ド ビ」量 トノ關 係 ヲ楡 シ。筋 勢・

作 後 二 血 中 「ビ」量 ノ上 昇 ヲ 認 メ タ リ。 此 工場 二於 テ

・・筋 勢働 ・・比 較 的少 ク、寧 ロ新 入 者 二筋 勢 多 キ モ血 清

「ビ」量 ・・稽 こ古 参 者 二 多 キ ヲ以 テ
、此 成績 ニ ハ筋 勢 作

ノ影 響 ・・大 ナ ラザ ル モ ノ ト考 フ.

所謂健康者 ノ血清 「ビ リルビ ン」量 ト赤沈 トノ關係(米 田其他)

＼
＼ 血 清 ビ」＼型 肌)

愁w)＼ ＼

(一)一(±) 0.2-0.5

u
li・

0。5-1.01.(1以 上

li
計

O-mm Z6(4.8つoノ 180で33.0%)

11--20 7(10.896) 32(42.1%)

21一 以 上 15(20.8ク6, 22(30.5%)

線 籔 48ぐ6.9ク6へ)234r34.1%)

241(44.2?rJ)

28(36.996)

30(41.6タ6)

299('42.8ヲ6)

98(18.0タ θ)1545(10006)

9(11.8タ6) 76(10096)

、、llllll;編1藷1
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第7表 所 謂健康者血液像 ト血清 「ビ」量

(米田共他)

血清 「ビ」琶

(EEウ
ー 一 一一___

(一)一(±)

赤血 球数 ×104
1血 色 素 量%

349

以
下

350
14
49

450
1

549

550

以
上

65

以
下

66

1

15_

遇
75

1
85

76]85

以

上一{

101 16 29 1 0 14
-

990.2-0.5 3 89 130 9 8 32
-

47一0.5-1.0 8 120 159 11 12
1-一一一一

941118

廊腫1.0以 上 0 42 55
-

373

1 3 23一
計 12 267 22

一
23 齋 「痂 112

M,表 二俵v2gZls均 的 二見 テ 赤沈 早 キ 者 二血 清 「ビ」量少

ナ キ モ ・多 キ ヲ 見 ル。 赤 沈 速 進 ス ル モ ノ ニ於 テ マ ン

トウ氏 反 慮陰 性 者5名 ア]vヲ 以 テ 見 レイ 赤沈 速進 ヲ

結 核 罹 患 二錦 ス ル能 ハ ズ。

赤 血 球 倣 ト血 清 「ビ」量 トノ關 係 バー定 セ ズ、血 色 素 量

少 ナ キ者 二於 テ モ 「ビ」量特 二多 シ ト云 フ 事 ナ シ。 本

工 場 二於 テ染 料 製 造 二際 シ 生 ズ ル 血 液毒 二依'レ 貧 血

多 キ ヲ疑 ヒ シモ豫 期 二反 シ、貧 血 者 多 キ ヲ認 メズ、叉

血 清 「ビ」量 モ特 二多 シ ト云 フ能 ハ ズ、然 ル ニ結 核 罹 患

ノ・10年 來 少 シ。 本 工 場 二何 故 二結 核 罹 患少 キ カ・・未

ダ關 明 ス,レ能 ノ・ズ、荷 白血 球 数 ト血 清 「ビ」トノ關 係 モ

ー定 ナ ラ ズ、 淋 巴球30%以 上 ノ者456名(693名 中)

ヲ算 シ、淋 巴 球 培 多 アル者 多 シ。 「エ オ ジ ン」嗜 好細 胞

培 多 アル モ ノ(5%以 上)138名(616名 中)「エ オ ジ ソ」

第8表 染 料 職 」二尿 「ウ ロ ビ リ ノー ゲ ン」.

反 慮 ト血 清 「ピ リル ピ ソ」量 ノ蘭 係
1

＼ 尿 「ウ ・ ビ リ

ぐ 雛

蝉 ㌫」這＼

一 十 什 柵 計

(一)一 一(±) 19.2% 55.3% 17.2% 8.5% 100%

0.2-0.5 20.3% 41.0% 31.5% 7.3% 100%
一 一 一

〇.5-1.0 12.5% 46.6% 31,696 9.4% 100%

1.0以 上 19.2% 21.2% 38.4% 21.2% 100%

嗜 好細 胞 、淋 巴球 増 多 、核 左 傾 ト血 清 「ピ」硅 トノ間 二

・・一 定 ノ關 係 ヲ見出 シ得 ズ。

尿 中 「ウ ロ ビ リノー ゲ ソ」反患 強 陽性 者 ニノ・「ビ」量 高 キ

者 多 ク之 二反 シ低 キ者 比 較 的 少 シ。

第9表 二依 レバ 、「ツ ペ]V〃 リソ」反 慮 強 陽 性 者 ニ ハ血

中 「ビ」量 多 キ傾 向 ア リ、叉 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮 陰性 者

二 ・・「ビ」量 少 キ傾 向 ア リ。此 ノ場 合 「ツ ベ ル ク1,ソ 」反

感 ・・奮 「ツ ペ,レク リソ」4000倍0.1ccヲ 皮 内 二注 射 ・y、

24時 間及 ビ48時 間 後 二 於 テ検 シ0.5cm以 下 ノ充血

腫 脹 ノモ ノ ヲ 陰 性 者 ト見 倣 セ リ、 健 康 者 ノ陰 性 者 ハ

669名 中52名 、 部 チ7.6%ニ シテ、 感 染 李 ヨ リス レバ

敢 テ少 シ ト云 フ能 ザ ル モ、 結 核 擢 患率 ハ甚 ダ少 シ、 此

表 ニ ヨ リテ見 レバ、結 核 感 染 ニ ゴ リテ血 中 「ビ」量 堆 加

ス ル傾 向 ア リ、 昨 年(1η米 田 ノ蛋表 セlv看 護 婦 二於 ケ

ル成績 モ 之 ト傾 向 ヲ同 ジク ス。

第9表 ツ ペ ル ク リ ン」反N.bノ 關 係

性 別

置ソ ベ ル ク リソ」反応

ル
ビ

ソ
」

血

清

「ビ

リ

寡 小(一)一(±)

通 常(0.2-1.OB.E.)

過 多(1.0以 上B.E.)

計

健 康 者

含

一i刊 什

31442

20

3

65

166

44

一

28

27

20

18

0

+1什

2211

15

1

504636224

♂339(計447)♀108

13

2

26

肺 結 核 患 者

♂ ♀

一1+

2358

5

1

29

52

15

"1-1+1什

3278449

25

19

39 59

12547

♂201(言 †520-♀-319

09

561-i詑

56

10

112

第二 章 肺 結 核 患 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量

第10表 ・・肺 結 核 病 竈 ト血 清 「ビ」量b關 係 ヲ見 タ ル モ

ノニ シテ ー 昨年 ノ報 告158名 二374名 ヲ加 ヘ タ ル532

名 二就 テ調 査 セル モ ノナ リ、之 ニ ヨ レメ病 型 ノ如何 ヲ

問 ノ・ズ重 症 者 ニノ・血 清 「ビ」量 ノ減 少 セル モ ノ多 ク、帥

チ痕 跡 以 下 ナ,レ モ ノ断 然 多 シ 輕 症 者 ト中 等症 者 ヲ 比

較 ス ル ニ 中 等症 者 ・・卒均 的 二見 テ血 中「ビ」量 高 キ傾 向

ア リ。

滲 出性病 塑 ノ圭 ナ ル 重 症 者 二 於 テ ノ・血 清 「ビ」量 甚 ダ

シク低 シ、各 種 病 型 ト「ビ」量 トノ間 ニ ノ・特 別 ノ關係 ヲ

認 メ難 シ。

腸 結 核 、喉 頭結 核 ヲ合 併 匂 レ者 ・・血清 「ビ」量 ・減 少 ノ

傾 向更 二著 明 ナ リ。

豫 後 不 良 ニ シテ3ケ 月 内 二死 ・轄 蹄 ヲ 取 リシ 症 例 ニ

テ ・・血 清 「ビ」量 多 キ者 無 ク 増 悪 セ ル 者 ニ モ 斯 加 レ傾

向 ア リ。 之 二反 シ、豫 後 可 良 ナ ル者 ニ テノ・血 清 「ビ」量
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第10表rレ ン1・ゲ ン」像 ヨ リ戯 タ'レ肺結 核 病 竈b血 滴 「ピ リル ピ ソJ量(米 田)

、

血 清 ・ビ リ,レ ビ ソ揖(BE)1
,

1

旨 〇-

」

±

0.2
1

0.5

0.5
1

1.0

1.011.51計

1!512!。{

11 28 56i42 13121152-rヒ ー 　7
7一 噌一 薗一一'一

肋膜炎性疎 欝性)陰影 1 3 7i7

}

1.輕 症

一 噌,一 一一一 一

肺門部(及肺門腺)陰影
_一 ■層■■■■■■■一■一・一 一●一臨一 一 一一

肺 尖 部
一 一 一 冒

9 23 44
129

6

0,
.__1_一.__

01111
…-1-

1401 2 15 2
一 一 一

小 量1隻期 鞭 潮
■■■圏■■齢r-■噛■一h_-,_噛 ■幽F-

2.中 等 症

〇
一 亭 一一 畠一

14

O
o

_生 一

1 i1 2しjL _旦
171149i281弱 26: 18 1

D● ● ●

}

薗　一

013i一冨-[τ!
10

一
815}632

_-r-■.層 一 一一 一 一画圏一■闇■■■■9り

1腸縦 膿 離 一一1 一 3
-一 _星_i

3!

2

一

5!鳥二i略ノくll覧期浸 潤 ・] 1
}一}一 一 一

7 12 24
'gi4

_解「誘一一 一

21130
,一一一 一}-

Oioi30 -
「 万…14_一 一
106
1

其他ノ肺酬 灘 筈1
5 10 8 4

一 響一

2
一

3.肺 上 葉 炎 ・・… ・ 7111 10
一
翠 純 性

_一.L

l3i5i4
1

1

2目o
o

一 一一 一

下垂 匂 レモソ113
12

0 0
一 　一}

他側 二及 プモ ノ 313
1

4 0
5

01010

蛋 播種性肺結核 二二 16124 12i13

一 一 一
30L(潟

中 等 症 0:1 212 110i6
一}

重 症 膿 離 一!Oi3
L8i1 ト斜鐸!8

「

110 2.1111

1齢 著明18 {m ・ …21・i・21
一 一 島

5.重 症 謎6912・i9;11・ 婁

主堵殖性3
!

21615}0016

1齢 性14 37i7・3[一 冒T一 歪一l

l主滲出性8

;16
13[00027

一一 一}一

一
肺 炎 性}gl14 !41一 丁 一TI 0・28

第11表 合併症 アル肺結核患者血清 「ビ リJVビy」 量(米 田)

者併合核結頭喉

、

者併合核結腸血7

籔
ゼω以-。51。0[0

600

、

π

…

1

02如
陶
0̀(U

O 10
,
00(U

O 跡0ーー

000α

30●0

100

400,

肪00
1

815

人Oi-

1

㎎

螂
-

ーー

i

[±「1

一人

数
}

1

0

O

l 2-l
lー

ー7

0

0

AU

2

1

011
}
[
}

24

1

2

0

1

0

1}
l1

3

0

3

12

0

2

1

,

l

li

i

i

8ー

田釦樹21
13

虹
1

似
12

5

14

姐

5

6

1

12

615

0創

00飼

01

0↓02

0蓼pi-ー
6

011

0「1踊2

00

0亀
0駒

1

0

1

2

8

P

以

上1ーー.。ol』

AU

ーム

ー

ー②1あ0±

一
i
I
,肺

5
!

3酬

3釧

66

20-21;ー

ー計小 0釦性殖壇圭

2

0

2

22

℃
了

9

t

ー

ーー

0性種播

5

%

ヒ,

ーリ岨恥ビンB
鑑

、
ー

:
一

3

一

1＼性

一

製
}

形合混

性出滲圭

型良

{
性種播症

蟄

2性出滲圭

計小

計

ー
1-

t
l

ー

ト

ー

重

中
等
症
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高 キ者 多 シ、 叉病 勢 ノ進行 ス ル ト共 二 血 清 「ビ」量 減

少 シ、 良 好 ナ ル脛 過 ヲ取 リ シ症 例 二於 テ 血 清 「ビ」量

ノ」曾加 スJVモ ノア リ。

赤 沈 速 進 ノ著 シキ モ ノニ ノ・血 清 「ビ」量 ノ減 少 著 明 ニ

シテ 速 進 ナ キ モ ノ ハ 概 シテ 「ピ リル ピ ソ」最 多 シ。 、181

上 マ.三ブ イ ツニ依JV二 、「ビ リル ビ ン」ハ試 験 管 内 二於

テ ・・赤 沈 二 影響 ヲ 與 ヘ ズ ト云 フ。 之 コ リ見 レバ赤沈

ト「ビ」量 トノ間 二 存 ス ル 此 關 係 ・・直接 的 ・モ ・ニ ア

ラ フごシテ、赤洪 速 進 著 明 ナ ル モ ノ・・概 シテ重症 者 ナ,レ

故 二血 清 「ビ」量 減 少 スル モ ノナ リ ト考 フ。

熱 トノ關 係 二就 キ テ(19)レオ ニ ・・肺 結 核 患 者 ノ血 滑 ビ」

含 量 ハ 患 者 壁 熱 トー 致 シ 壁 熱 高 度 ナ ル者 程 減 少 著 明

ナ リ ト云 つ。 本 表 ノ成 績 モ亦 之 ニー 致 ヌ。

貧 血 著 明 ナ,レ者 ハ 概 シテ「ビ」量 低 シ然 レ ドモ 貧 血無

キ者 必 ズ シモ 「ビ」量高 シ ト云 フ能 ・・ズ。

第14表 納核患者 二於 ケル駁熟 トノ關係

(米 田)

血'ビ リ ル
＼ ピ ン

1量

(B.E.)

壁 、、

熱 ＼;

36.8℃ 以 下110

36.9℃-38℃14

38.1℃-38.5℃

38.6℃ 一一39.5℃

万

±

22

54

62

2120

ifri-iガ

:1:;11:翌㌦
t

63142

上i

28116
へ 　　　　　ロロへ へ

561』112311

第12表 豫 後 トノ關係(米 田)

39.5℃ 以 上

1

1
金

-
■

-

一

3

寿

0

6

一
1

0

一

〇

ρ0

0

2

　
清
報

＼＼

＼

豫

U0死i311021

ig悪}、 、25-Li… 「 。
旨

0 49

不 墜11838732011160

良 925214132 128

第13表 肺結 核患者赤沈 トノ關 係(米 田)

ボ瘡駕 霧
}

過

1

多

)(鉱OR呈)
0-10mm 6 161 9

11_20} 51 44: 7

21-30 46 64 30

31-501 461
1

25 4

50以 上 101、 19 0

第9表 二示 セ ル如 〃、「ツ ベ ル ク リ ンー反 感 張 キ モ ノ・・

血 清 「ビ」量 高 〃、之 二反 シ陰 性 「ア ネ ル ギー」ノ者 ハ殆

ン ド全 部 血 清 「ビ」反 慮痕 跡 以 下 ナ リ。

肺 結 核 患者 二於 ケ ル血 中「ビ」量 二就 テ ・・箆 レオ ニ ハ患

者81名 二就 キテ、 叉(20)ワJレネ ツ ケノ・134名 二就 キテ

観 察 シ、重 症 肺 結 核 患 者 血 中1ビ 」量 ・・減 少 ス ト述 プ、

他 ノ数 氏 麗 圏 モ亦 少 数 例 二於 テ 同様 ノ事 實 ヲ記 載 ス 。

山 中氏 ・・14例 中8例 ・・著 愛 ナ ク2例 減 少4例 ノ・過

「ビ」血 状 態 ニ ア ル ヲ見 タ リ。倒 ドラ プ キナ ・・重症 肺

結 核 患 者 二於 テ 血 中 「ビ」量 高 キ ヲ 見 タ リ ト云 フ モ彼

ハ6聴9。(12B.E.)ヲ 以 テ正 常 範 園 トシ.結 核 患 者 二於

テ ハ之 ヨ リ増 加 ス ト 構 ス レ ドモ 其 ノ成 績 二就 キ テ ハ

余 ノ解 ス ル能 ノ・ザル所 ナ リ。

政 上 健 康 者及 ビ肺結 核 患 者 血 清 ヒち 量 弓見 ル 三、

1.結 核 感 染 ナ キ者 ハ血 中 「ビ」量 少 キ傾 向 ア リ。

2.結 核 感染 者・・非 感 染 者 司 リモ 血 中 「ビ 量 多 キ傾

向 ア リ。

3.結 核 罹 患 者 二於 テ 更 二 血 中 「ピー量 多 キ 傾 向 ア リ

千或 程 度 迄 ハ 結 核 ノ…進展 ト 李 行 シテ 培 加 ㍗'モ ノ ・

如 ・。

先 然 レ共結 核病 曼 更 二 進 展 シ テ 重症 二至 しバ 血 清

「ピー量 ノ減 少 ヲ來 シ、同 一 個 麗 二於 テ病 勢 曼 化 ノ際 ノ・

血 清 「ビ」量減 少 シ 輕 快 二 向 ヘ バ 「ピー量増 加 ス'レ事 ヲ

患 者 二於 テ追 及 シ得。

5.血 清 ビ」量 ノ・肺 結 核 ノ豫 後 ヲ ト知 ス ル ・資 料 タ

レモ ノナ リ。

然 レ共 是 等 ノ血 清 「ビ」量動 樒 が 何 二 俵 リテ 起 ・カ・・

興味 ア'レ問 題 ナ レ共 、之 ノ實験 的 及臨 昧 的 實験'・ 余 等

・追 及 ノ 尚 及 バザ ノレ所 ナ リ
。 リ ル ネ リ〃 ハ重 症 患 者

二 於 ケ ル 血 中 「ビ」量 減少 ノ 原 因 ヲ 肝 實 質細 胞 網 状 織

内 皮細 胞 系統 ・中 毒性 障 碍 及 血色 素 ト酸 素 ト ノ 結 合

不充 分 ナ'レ爲 ナ ラ ノ ト推 論 セ ル モ、實 験 的根 糠 コ有 ス

レ ニ非 ズ。 一 般 二 肺結 核 患 者 二 於 テ ・・蛋 白撮 取 多 キ

モ、之 ニ ヨ リテ ・・血 清 「ビ」量 二隻 化 ヲ來 ス ト ・・考 つぺ

カ ラズ。

2σ・㍉レ トラネ ツ千 ノ・蛋 白性 食 餌 ニ テ ・・5時 間 後 二血

清 「ビ」量 ノ低 下 ヲ見 、澱 粉及 脂 肪 性 食餌 ニ テ ・・3時 間

後 二低 下 シ、5時 間 後 二・・奮 値 二復 ヌ ト云 一■モ、持 績

的 二蛋 白 ヲ 多量 二 與 ヘ タ ァレ場 合 ・血 清 一ビ」量 ・動 揺

二就 テ ・・余 等 ノ知'レ虞 ニ ア ラ ズ。

尚 後 二違 プ ル が如 ク、肺 結 核 患 者 二於 テ ・・血 行 内 二與

ヘ ラ レタ ・レ「ビ リ'レビ ン:排 泄 機 能7・ 容 易 二 低 下 セ ザ
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第15表 肺 紹 核 患 者 二 於 ケ ル血va像1・ 血 清 「ビ リJt/U'ンJ量 ノ關 係(米 田)

ー

! ♂

血 清 「ビ リ ル ビ'

》」世(B.E.)

赤血球 数 ×1伊 血 色 棄 蹴%

総ili臨
1-一 一 一 一 一一圏騨

括 匡ρ 以上
計

♀

35145150151

4痴1呈 挙!7(,

23324

赤血球 数 ×10s

350

以

下

4

6

0

　

重1器器1

10

氣

τ

1.0以 上0症

計8

中離票R
蓋巨巫;・

2計

27

8

59

15

マ

1

23

3

23

19
　-

7禧「

17

℃

1

24

6

3

0

5

ー

ム

一
〇
り

71一 盟350

以 以

上 下

2(S石 捻

2231

0字7

1h91

18

茎L
〇

一
9

5

り
」
・

}

一
1

丑
」

一

一

16

一4

…8

22

■

5

一
10

0

軸
5

.
-

　

一

4

7

一
〇

1

1

1

一

351

1
420

48

血 色 素 量%

0.2以 下

輕 ・蕊_1 .0

0

0

1.0以 上10症

計0

06

一
FO

16

6

12

2

20

4

[̀

17

10

13

11

34

0

0

1

0

0

0

0

3

(U

一
8
・

3

8

0

11

10

12

26

13

一
17

13

43

2

一〇

3

0

」l

X
U

1

41

㎝
9

98

35

…9

」

45

一8

50
以
工

3

劉

τ

-

1

0

PO

ワ
●

71
以
上

24

ウ
齢
芦
0

ー
ム

一
7

1エ1■or・IE・
151腰

18230 25

6210 10

0 0 0 1

124440 36

4 1

1350

8 7 0

39

4[6
213

2916 1 9 38

518 0 4 9

1913 0 3

05

24}36

0 1

0 8

17

14

40

ル 故 二、輕症 及 中 等症 患者 二於 ケ'レ「ビ リ,レビ ン」壕 量

ヲ以 テ排 泄機 能 ノ低 下 二 因 ス'レモ ノ ト見 倣 ス能 ハ ツで。

重 症 肺 結 核 患 者 二於 テ ・・、「ビ」排 泄 機 能 勿論 速 進 セ ル

者 無 〃、 寧 口排 泄 機 能 低 下 二傾 ク モ ノア リ。

然 ル ニ猴 血 清 「ビ」量 ノ減 少 ス ル ・・共 原 因排 泄 機 能 ・

堆 加 二依;レ モ ノ ニ非 ズ。 是 等 ヨ リ考 つル ニ 結 核 感 染

ニ ヨ リ 血 清 「ビ」量 ノ増 加 スル ハ 網 状 織 内皮 細 胞 ノ刺

戟 賦 態 ニ ヨル モ ノ ト想 像 シ、重 症 者 二於 テ ノ・、肝 臓 障

碍 及 網 獣織 内 皮細 胞 障 碍 蛇 二 血 色 素 代 謝1障 碍 二俵

リテ 「ビ リル ビ ン」産 生 ノ減 少 ス7レニsJレ 爲 ナ ラ ソ力

詳 シ ク考 フベ シ。

第16表

第 三 章 人血 液 筋 肉 内注 射 卜血 清 「ピ リル ピ ンJ量

(2)余・・昨 年 日本 清 化 機病 學 會 二 於 テ 肺 結 核 患 者 二他

人 血 液筋 肉 内 注射 療 法 二 就 テ 岩 田長 坂 ト共 二行 ヒ 得

〃'レ成 績 二就 テ報 告 セ リ.其 後 モ患 者 二之 ヲ行 ヒ ツ ・

ア リ。

肺 結 核 患 者 ニ シテ20同 以 上 他 人 ノ人 血 ヲ筋 肉 内 二注

射 セ'レ40例 中経 過 良 好 ナ'レモ ノノ・25例 ニ シテ、其 注

射 ノ前 後 二於 テ血 清 「ビ」:、::ヲ測 定 セ ル14例 二就 テ第

16、17表 ヲ得 タ リ。血 清 「ビ」ljig加 セ'レモ ノ ・・8例b

不 愛 ・者5例 、減 少k]レ 者1例 ヲ見 タ リ。 岩 田 ノ・結 核

海 猿 ・腹 腔 内 二隔 日毎 二2ccノ 海 猿 血 液 ヲ30同 注 射

重症肺結核患者 二於 テ筋肉内血液注射療法 ヲ行 ヒ経過良好 ナ リシ者 ノ

注射 前後 二於ケ'レ臨駄所 見比較(岩 田)

患
者
番
號

性

年

1!23♂

一l

lll23♂

_1

皿126♂
5

診
i注 射同倣!盟

断 及1同 量

(cc) 温

1赤 中1赤

　

(轟♪i灘 き

経

過

嬉

ビ
局

血
清

「
ビ

①
戸
%
)

嗜

好

細

胞

「
エ
オ

ジ

ソ
」

9
。
)

血

色

素

醐 肺 結 核Wa型1・41!1・-2・1下 熱42.・ 一一4・.・
1_

雨側肺結核混合型

雨側肺結核 左混合
型 右小病竈中等度

8315_20撫51.8--45.7

3711・ 下 熱52.4-56.8

4745071 -77481470

9
旬
00

∩」

9
～

FO

に
」

9
6
ー
ム

「…齋
490

罵
}570

96--95

88-100

4.0,0.3

17.5iO.3

9
0
0δ

(U

O

0

(U

g
J
4
昌

PO

一b

¶
⊥
-
二

0.25

0.3

良

良

一
良
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IV 44♂
閥 肺結核 空洞混;5・

10下 熟
:

54・レ61・2腰
____1

}

粥
題81粛

璽1
4601
450i

-_

4001

翌9:
4701

470

ま18i73-8・
_L一

9:1
0.25

0.2 良

V 21♂ 雨側肺結核 病竈散i
在性 一部融合

1　

52

冨

_-

K・1下 熟

!

51.2-59.6 ll
46085 -100520

1

12.0

11.0

0.25

0.3 良

竺
皿

29♂
騨 肺結核 囎 矧

量

2(一 下 熟: 46.4-48.0 51-61 8δ 1:1 ±
0.25 良

27♀

1一

麓 鷹 核 氣管枝i8・

ヒ

15徹 熱
1

48.5--50.・1
33

28

188 1.0
5.0

0.25

0.35
良
一

良
一

良
一

皇

皇
良

V皿 31♂ 雨側肺結核 翌
54

-

35

15

一 噛一_-r

56.3一 不 測

一},一 一

54.9-61.5

-一 一 一_

1§ }器 §:言

　 一

。圭

IX 39♀ 雨側肺結核 混合型

1一

趣
12

ql微 熱

徹 熱

塁塁 ll
2.0

5.0

0.3

0.3

X 61♂ 雨側肺結核 混合型

一 一 一

2rl ll 8; 0.5

14.5 8:葦

XI

一

即
一

畑

33♂ 左側肺結核 混合型
圭滲出性

2"下 熱

r--

38.4-40.0 ll
75

85

2.5

5.0
0.25
0.3

30♂ ・塔轟 結核 播灘

25!
-

63

ト
20

-

129

一
11。

一 一___

不 測 一49.9 題
1-360
1601

400176
0.

10.5
(一・)(
一・)

28♂ 雨側肺結核 混合型

　一

下熱
1____9

10下 熱
一

下熟

48.6-51.5 否 餐8一 18
1.0

8.5
(±)0
.3 良

一

良XIV 26舎 雨側肺結核 混合型 2{1

一 一

不 測 器 葦181 孚1
0.5

23.0
(±)
(+)

第17表 縛括表(岩 田)

笥劃譜 綴
遅延5堆8 墳11

磐1磐3
不憂8

速進1

赤血球数

培8

不窒4

減2

血色素量、

培9一

不愛3

減21

・y、 注 射 前及 ビ10回 毎 二血 清 ノ「ビ」反 慮 ヲ検 セ シが

常 二陰 性 ナ リキ。 叉 家 兎 二溶 血 家 兎 血 液(家 兎 血 液2

ccヲ 蒸 鱈 水 ヲ以 テ 溶 血 セ シメ タ リ)ノ 静 脹 内 注 射 ヲ試

ミタ ル モ、海 瞑 ト同 シク`ビ 」反 庶 陽 性 ナ'レモ ノ ヲ認 メ

ズ。

以上 ヲ以 テ 見 レバ、肺 結 核 患 者 二於 テ経過 良 好 ナ リ シ

者 二血 清 「ビ」量 堵 加 ヲ見 タ ル ハ、注 射 血 液 直 接 ノ影 響

二俵 ラ ズ シテ ー般 状 態 ノ改 善 二 依 ル 網 状 織 内皮 細 胞

ノ機 能 増 強 二 依 ル モ ノ ト考 ヘ ラル。 爾 他 人 人 血 液 筋

肉 内 注射 二際 シテ経 過 良 好 ナ ル場 合 、赤 血 球 血 色 素 ・

堆 加 ヲ來 タ シ、 白血 球 像 モ改 善 セ ラル ・ガ、 特 二「エ

オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ培 加 ヲ見 ル モ ノ多 シ。 斯 ル モ ・一

ノ・血 清iビ 」量 培 加 ヲ來 セ ル モ、之 ト「エ オ ジ ン」嗜 好 細

胞 トノ關係 二就 テハ知 ル所 ナ シ。欝 鋤

第四章 肋 膜炎滲 出液 中 ノ「ビ リル ビン」量

此 ノ場 合 ノ肋膜炎 ノ・、大部分結核性 ト認 ムベ キモ ノニ

シテ今 村内科入院患者 ナ リ。表 二示 スガ如 ク、漿液性

胸水 二於 テノ・、 痕跡 的 ヨリ2.OB.E.二 及 プ間接 反庶

性 「ビ」ヲ謹 明ス。 同一患者胸水 二就 テ2同 以上 調査

第18表 混 性 肋 膜 炎 患 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン

nt'及胸 水 中 ノ「ビ」含 有(A)(米 田)

ll蕪靴 撫隆葦
1 1.560.540.98241十 一ト0.800.87

2 1.87。.96。.4225b云4・ 。ラ512.3。2.認
り0

■-

「
260.2710,250,430.58

:

1

1.2411.。 。r.3。 【
一一 一ll--1

1・56i輿0・88271± ±10・35

1}

FO

ρ
0

7・

0.960.750.5α0.672810.86!0.97「.26
1

0.890.631.002910.4310.56±
」

・・871・・26i・ ・563・1・ ・78・.b31・.78

ΩU

9

0.7410.680.383110.8610.9311.00
一 一

1.ool砺10.23

1.7310.89・ 。.46[
1

320.3610.28}0.25

10

11

12

}-
3310.300.と5十

1-一
!0.402・00iO・8710・56341±+ 二

匡 ・7810・980・323511・261・201・ 姻1

1310・97P・561±36ρ ・76iO・83i・ ・18

1410.696頂1.58
111

15

3710.4910.500.2010.53

0・631・ ・5011・003810.25iO.3610.56

16 1,150,980,961.23 3910.4qO.38±

17
11

,781,601,251.40 40}_+0.44
._=二____5

4118 1.581.000.32「0.5`)10.501.2011.36

19 1.280.5010.604210.52iO.550.86
0.3410.4820 0.25430,430,520.87ト
0.960.7710.76441.3621

22

23

1,761,260.98

『
11・02,1・22__

45i璽

10'230'580.9410.8211.201.87

以 上病竈著 明ナ ラザルモ ・
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第18衷(B)(米 田)一
症魅 蓋一

例

46

」7

都

窪9

塾

里
5:～

胸瀦畠
溜

水時

唖

1羅
0.20

0.87

0.98

　

　
つ
り
　

ギ

水
張

旦
離

陸

胸
尼
前
B

佃

塑

幽

　
　

　
り

　

り

-

・
消

退
後

35

…53

庸

㎝

」
電

胸

水

"

　軌

…軌

　
1.3G

O.25

0。89

1.0α

十 〇.58

0.30

1.20

0.53

症1豊鷲 」

53

54

55

例水霧圃
1.020,56

脚瀦胸溝 前

56

57

一58

?i羅

?:灘

1.560,46
一引

胸 水llメ

ll:器
2.02

±

0,32

1.56

坦上中等症 及稽 ζ垂症 ノ肺結 核 二随伴 セルEノ

第18表(C)(来 田)

腿
媛
「

バ

二

一

藩

士
=

例

一59

60

61

一

鴫灘 量
∫

±

症鵬 首脳

例凛欝
621±

到三
」

0.2α 十
一一 に 一一
一1±

t

以 上 重 症(陰 性 「ア ネ ル ギー 」)患者 二随 伴 セ ル モ ノ

第19表 血 胸

弛 シ例 二 目 レバ胸 水 陳 藩 トナ リテ 濃 縮 セ ラル ・二從

L'「 ビ」含 量 増 加 ノ傾 向 ヲ 認 ム。 漁 性 肋 膜 炎 胸 水 瀦

溜 期 三胎 テ 多 ク ・・軽 度 ノ過 「ピ」血 ヲ來 ス。 但 シ陰 性

「γ 和 ・ギー」患 者 二 随 伴 セ'レ場 合 ハ 共 血 清 「ビ」場 壁

ヲ、認ノ ・㌔ 胸 水 ノ「ビ」反 晩 亦 殆 ン ド謹 明 シ得 ザ リキ。

膿 胸 忠 将 ・膿 モ亦 表 示 ノ如 〃、 「ビ」ヲ含有 ス。

血 胸 患 者 二 於 テ ハ 血 中 「ビ」増 嶺著 ノカ ラ プ シテ 胸 腔

滲 出液 中 ニ ハ 甚 ダ 大椴 ・「ビ」ヲ含 有 ス。 何 レモ間 接

反 磨 陽 性 ナ リ。

漿 液 中 二 於 テ 「ビ」ヲ説 明 ス'レハ 漿 液 中 ノ赤 血 球崩 壊

二依'.モ ・力 血 中 「ビ」量 ・移 行 二 佐'レ モ ノ カ ヲ定 ム

・レ能 … 二卜錐 モ、 血胸 患 者 血 消 中 ノ 「ビ」 駈甚 グ高 力

ラ ブ:/テ 血胸 中 二甚 ダ ン〃 大 吊 ノ「ビ」ヲ認 ムル 事 ハ.

恐 ラ ワ局 所 二於 テ1ビ ・成 生 セ ラル ・モ ノ ト思 ・リレ。

結 核性 血 胸 ノ1例 二 於 テ ハ 滲 禺 液 ヨ リ 結 核 菌 ヲ盆 明

セ リ,

尚 結 核 卜關 係 無 キモ狸 紅 熱 患 者 二於 テ ・・、狡 疹 期 二於

T著 明 二血 清 「ビ」増 量 ヲ認 メ恢 復 ト共 二 次 第 二低 下

ス,腸i4-1j,」 二於 テ ・・其 ノー部 二稽 留 熱 期 二於 テ 血

清1ビ 上 昇 ス1レモ ノ ア リ。 赤 痢 二於 テ ノ・斯 ル 事 實 ヲ

見'レ能 ハ ザ リキ。 爾 急 性 修 築 病(赤 痢、 疫 痢 、狸 紅 熱 、

恋 着 例(米 田)

聡 年

L襲
レ ビ

例 名 性1

検

査

年

月

日

1渕 悪 血ビ

割犠
〕 リ鍛

i側一レ
9

断 胆一、で談
}㌧,

ド 　 ロ

!直 反 間反 ビ

温1撫 薩獣

尿

蛋ゲ

ン
」
反

唯

[
ウ

ロ

ビ

リ

・

反

晦

「
ウ

ロ
ビ

リ

ン

ピ 診
'レ

ケ

氏

反

噺

備

赤
沈

(
M

W

)

考

轄

鹸
1十1

4

6

7

i

1935

乳1;塾

i

蚤il9盟1
♂}12,5

-l
g蓋 ・12

総 劣
1

W

W

1

4
ム

18W

W

W

W

9
旬
7
.
△
T

1

1.2438.5

左0.9737.5

:0
.8636.7

冨『1一

藍隈=
胸 水 ナ シ

0.501

1.961

右・・{5蜘 霊液桂
0.2037.0,,

性血R
U
O

7
・

7

ツ
・
ρ0

00

0
σ
00

/
/
/

左
W

W

W

」1

9
陶
0
σ

W

W

W

ー
ム
9
飼
FO

}1

右i。三6ill:1

io・38…37・2「

性
性

液

"

漿

血

FO

FO

/

コ
屯

2

一

一

/

一

/

一

一

/

+

十

/

一

一

しi

/

/

1_

16.50レ
20.00,/

19・75}/

i

/1-

7.08[一 ・

9.23-

i

/
/
/

十
十

/
/
/

±
±
±

　

1(肋 腔 穿

i刺 二 佐十
Dレ)
}外 傷 性

、血 胸

1

:(肋 膜 穿

十,刺 二 佐
ル)

盤 性

/ 特蛮性
血胸

+麗 麗被

34
/
糾

:賜
5思,`,紳桑1治

液 性 滲 出 液 ヲ得 タ
リ第2同(241X)二
・・鮮 紅 色 ノ血 性 滲 濾

出液50ccmヲ 得$'1

不

明

二
出

タ
)

ト

ニ
滲

出
)

刺

滲

得

㎜
性

同

性

滲

十

ノ

く

穿

性

ヲ
21
血

8

血

リ

・

ノ
液

m
.、、、色

後

ノ

タ
B

日
漿

㏄
同

紅

ノ

m
得

T

ー

ハ
00

2

鮮

ソ

㏄
ヲ

ニ

月

テ
2

第

ハ
ル
00

液

中

8

於

液

リ

.ニ
ナ
53

出

液

51
/
92

/

7
・
9
向

ED

FD

1穿 刺3同 計1500

ccmノ 血 性 滲 出液

ヲ得

穿 刺4同 計120
ccmノ 血性滲 出液

ヲ得本症例 モ亦穿
刺 ニヨル外傷 二基 院
ク血胸 ナ リ

治

癒

一
退
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麟ll

il洩

轟1鯉 ∵圭;　
目

不 暁{。 .3。3i.4:漿 液 性/・/

・lio●303.・5i血 惟 一.7●06

膿 胸 患

3・02i

左表麟38・9

延性)

/

i2.

_[瞬

73朧i

血性核蛸
脚

一
士

一

/

+

一

十;一

1

轡㌦

置儲
■

11934

144
.28

制7.1

'1934

7.25

9.8

/

/
/

/
/

/

右10.5838.2
0.3238.3

右
i8

:1…茎1§§:§

左10.56
/10.63

3..7

37.3

一+}肺 臓 癌

十十十a惑12一

/
∠

/
∠

/
∠

丑
U
∩6

ら
δ
Q
ゾ

9
隔
¶
ム

一
二

一一
〇〇2

。

例

膿後炎肺
胞/十

者

-

十

1肺炎後膿
一 掬

1死

壽1謄 騨 中二n1219
　 ミ 　 　

[5月1日 ノ試腋 芽

1刺 二於 テ ハ漿液 性 退
ノ黄褐 色 滲 出液 ヲ

イ馨〃'レカ05月19日

48擁 翻縄 院

i手!毒iモ;il言i+騨

結核性腺十
胸

1約rゲ 戸 前 曽;期啖 死
ヲ経 過 ス大 量 ノ胸417

膿 炎 ア リ1

眼 中 二璽 球 菌 ア リ

約3週 間 前 ヨ リ肺105

炎 ア リテ績 験 ス 治58

膿 中TB.(十)ナ1V

;1鷹逡離轍;
残 ス

i
47騨 過 良 好 ナ リ

i

退
院

第20表(A)く 米 田)

腸 「チ フス」患 者血 清 ニビ リ'レビ ン」量

ll蠕 「ぞ蕗 既 判
症例 合併症1鱒 錦

1瀦 鯛 弛張鯛 下熱後;

1

一 1

;

1

。l

l

籍症魑 ±1一
「

}死
一

1_L

一L

⊥

1
_二:_

L二
自 ・
〕一

治癒:

2一 0.6611.25
1

3『 0,601.571

4一 0,981.02i
_

5一 0.96 11 .16

6一 0.33 0.40

ユ
8一

1.32

0.68 0.66 0.73

9 0.76 0.83 0.85

10
-

11
-

12

0.77 0.83 0.80

0.83 1.56 1.06

1
}

。.541。.63
1

0.62

⊥

⊥

L二:_
と⊥

!.9

i-

1一L

「ニー
レ ・

⊥

.⊥

,,

13 0.50 0.62一
14一 r 1.20 0.85

15 0.45 0.56

16 0.50 0.63
一

17 0.83 0.98

一1一

一
18 ± 0.80

19 0.34 0.25

20

一
21

一
22

一
23

一
24

一
25

26

亙

旦

叩.
30
3f
万
3紅

r

O.30

10・73

諭「 轟「!

1±

35"指
轟

二十
腸

1・.2・

」 ・96

_0・40

±

±

0.30

0.40

0.84

0.65

0.30

0.36

0.53

±

0.32

1.00

0.40

6

一

6

3

硫
こ

傭

爆

一

「

「

「

0.6-1

0.5i

O.64

0.25伽[

0.66

第20表(B)(米 田)

赤 痢 患 者血 清 「ビ リル ビ ン」臆

110.32
τ一一==一1

2±　 　　に　
3i1・43

一・と0・78

511.20

症膨 』濯 鱒

例有綱 下熱後瞬
0「「36 治 癒

±

610.45
一一7「

0.25

1.26

0.02

1.00

1).4ガ

0.30

=
死
醜

症騨 証 悲鱒
　

例 府熱期下熱後 錦
1

810・96ρr23⊥ 三

91十へ 　 　

1010.65
ト へ11
}1.52

1210.36

13・0.25

0.201,,

0=621

1.48i

U.25」 」L

/,,
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第20表(C')(恥 田)

狸紅 熱 患 者血 清1ビ リル ビ ン」11卸B.E.)

第22炎 輪 脆 管 結 紮=ヨIv血 清 「ピJ

酸 トS・C・C・ 菌株 間 ノ差 異

症}魁 晶 ヂビン」
1一

例

症1帆 晶 些J
一

翻 鰍期一 甲}一

/10・50

晦 醐翻 恢復期 障疹期
112・42 0.80 0.80 ユ

8

0.96

2 3.75 1.56 1.38 /
-

1.32

,{曽 憎 一

〇.68

3 0♂87 0.67 0.54 9
-　

10
-

11一

0.48 / 0.25

↓ 2.43 0.87 0.84

一

2.32
-一

/

/ /
5 /1 0.40 0.42 ±

『 一
/

6! 3.80 1.02 /
一

第21表(澁 力1、米1月、ii.:.H5)

輸 膿 管 結 紮 ニ ヨル血 清 「ビ」量 トS.C.C.二

於 ケ ル結 核 菌 ノ塘 殖 ビ海 猿)

物
號

動
番

1♂

2♂

3♂

4♂

5♂

碑

豊
辟

鵬 ト術前珀 蜘 後13日後4日 後

350

420

400

390

290

360

450

480

十十(0㍉ 一(2.4ノ

詰器11彗2
十十(O)

T(o)

一{'1 .8、

一一(3.3ノ

一 、4
.2)

++(0)

+(0)

柵(0)

十{3.5)

-c4 .0)

十(2.4)

一(3 .Q)

±(2.81

一(3 .6?

±(2.8'1

死
一3 .4ノ

ー(3 .6)

死i
-(4.61i死

逸④

死

4

死
ゴ

十14.21i死

一(4 .3、 十`'4.3'

括 弧 内 ・・B.E・ ヲ示 ス 使 用 結 核 菌 ・・N型

「上 池 株)培 養 日籔7H間

輪 謄 管結 紮 ニ ヨ、レ血 清 「ビ」量 トS℃.C._

於 ケ ル結 核 菌 ノ培 殖(家 兎)

T

手術前1日 後2日 御3日 後

犠 伽
∬

島
株

℃

株

s

脚辰
見

清
磯
恥

血
財
㊨

牛

型
B.C.G.

1伊 術 前 (, 帯酬 什崖

磁 ㌘0樋担後 2.4
!騨 暉騨 噌 欄騨 一一噌一}

±1-;十1士

13日 後
1-r嘉 禰

一

3.0
一曹　 -

0

一一一一一 一 一1-■ 一 「

一 一i±1±
一 一一 一一 一

101520

海 狽 ♂

1　 一 曹

i
11}420

海 狽 ♀
1

-1㎝

結紮1日 後
一一 冒一 一

3日 後

2.〇
一 一一 一

3.2

磐「告÷ 讐一

=!二 醇
トロ一

r術 前 0
1-十}1柵

[,十}
1

結葉1日 後 1.8
1-L-一 一一一

二 三LL土_.t一
3日 後 2.5 二i主 匡;±

十十!十}

_囲閂_一■暉■■■■■ 輯 周一一■日一■一の

手 術 前 0

讐 柵5ゴ2200:一 一

一 一1-
1手

親 ♂ 箱紮1日 後
2.0 ++1+二

13日 後 4.5 一 一 十1±

術 前
56}2400:一 一 一

0

一 一 一
柵 帯!榊 十}

1_

家兎 創 壁i1日 後
2.4 一 一i±1+

13E後
4.0

--

0

,

-1-}± 1+

匡 術 前 十十}柵}柵 柵
57;2000

11家 兎 ♂ 結 紮1日 後
3.0 ±国 ± ±

BE後 4.8

一1-
一_十 十

物
號

動
番

51♂

52♂

3♀

54-♀

盟重
(9)

2100

1480

2230

1十}十(っ♪ ±`2.2)一(2.5il-(4.0)一}一r一 一 一1

塾PLI±(2・0)一 ±巡IM6zL主 亜 土

柵(0)1±(3.O)1±(3,8) ±(5.0)

23001十 十十で0)・ 一(2.5・1-(2.5),一(3.6)

括 弧 内 ノ・B・E・ 使 用 結 核 菌:人 型(上 池 株)

培養 日鍛:7日 間

腸 「チ フス」)二於 テ、鋤村 田氏 ・・血 中「ビ」量堆加 ヲ認

メ急性肺炎 時 ニモ 同様 ノ事實 ア,レヲ⑳佐伯氏 ・・既 二

報告 セ リ。

第五章 「ビ リル ビン」量 ノ結核菌二及ボス影響

表 二示匂 レ如 ク、家兎並 二海狸 二於 テ輸謄管結 紮 ヲ行

ヒタル ニ、血 中「ビ」量・・堆加 シ來 ル此 ノ血液 ヲ以 テ結

(培 養 日鍛7日 間)

菌 核 ノS.C.C.(ス ラ イ ドセ ル 加 レチ ユ ア)ヲ 行 ヒ タル

ニ結 核 菌 ノ培 殖 ノ・著 シ ク阻止 セ ラ レタ リ。

第21表 實験 ト同 ジ實 験 ヲ四 菌 株 ヲ用 ヒ チ行 フニ、 人

型 菌 堆 殖 阻止 ノ・牛 型 菌 及 ビB.C.(Lヨ リ著 明 ナ リキ。

肺 結 核陰 性 「ア ネ,レギーJ患 者例 二就 キ、其 ノ血 液 二試

験 管 内 二於 テ諸 種 ノ割 合 二 「ビ」ヲ混 ジテS.C・C・ ヲ行

ヒ 殉 レニ 「ビ」混 合 量5萬 分 ノ1二 於 テ 結 核 菌 培殖 阻

止 ノ傾 向 ヲ見、1萬 分 ノ1以 上 ノ濃 度 二於 テ ノ・殆 ン ド

完 全 二 阻止 セ ラル。

荷 健 康 家 兎 並 二海 瞑 二静脈 内 二 「ビ」ヲ注 射 シ、短 時 間

内 二此 血液 ニテS.C.C.ヲ 行 ヒ、 結 核 菌 ノ登 育 ノ阻 止

セ ラ ノレ … 既 ニー 昨 年 本 學 會 ニ テ壁 表 セ リ。{1)

「ビ リヴ
ェル ディソ」ニテ 上 記 ト 同糠 ノ實 験 ヲ 行 ヒタ,レ

モ ノ ・・、 此 場 合 ノ・結 核 菌壁 育 阻 止 ヲ見 ル事 少 シ。

第26表 ノ・「グ リセ リ ソ」寒 天 蚊 ビ ニ 「グ リセ リ ン ブイ

ヨ ノ」二結 核 菌 ヲ培 養 シ、 ソノ菌 量 ヲ計 測 セ ル モ ノナ

リ。 之 二依 レバ、1萬 倍 「ビ リ)vビ ソ」含 有 ニ テ ハ豪 育

著 明 二阻 止 セ ラ レ、10萬 倍 二 於 テ モ爾 多 少 阻 止 セ ラ

ル。百 萬 倍 ニテ ノ・阻 止 作用 少 シ。 培 養 ノ窮 眞 供 覧 ス。

同様 ナ ル實 験 ヲ 「ビ リヴヱ,レディソ」 ニ テ 行 ヒ タ ル 成
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第23表 陰 性 「ア ネ ル ギ ー」患 者 血 液 中 二「ビ」

ヲ混 ジタ ルS.C.C.二 於 ケ ル結 核 菌 ノ増 殖

＼ 混 ジタ ル
ー

＼1ビ リル

＼ ビ ン 」、

患者名＼3

}}}一

封照1対 照H
((「 ビ」

聾議u
ご カノズ10萬

)

b

「ビ 」lrビ 」「ビ 」1ビJ

11

5萬lf『 働oo

1

1-
1boo

一 柵 柵 柵 ±
一 冊+}柵
一 帯 柵 冊+

一L:=」 二

一 帯 什 朴 ±,二 二 、_

二

一

.
一士十替朴

一一柵柵

一 帯 什 帯 ±

●

使用菌株(上 池株)培 養期間7日

第24表 人 血 液 二1ビ リヴエ'レディン」ヲ

加 へS.C.C.二 於 ケ ル結 核 菌 ノ増 殖

策26表(a)(流 川 、 鶴 崎)

「ビ リル ビ ン」ヲ加 ヘ タ ル培 養 基 二於 ケ ノレ

結 核 菌 ノ培 養(mgニ テ ア ラ ハ ス)

りq

ル セ

ビ リ

3ご

加 寒

難…麗環礁
～湘 蝶1匿ll

/12上池株

鯉 扇 踊子1讃1 2、東井株

上池株

十

萬

倍

12

一13

一10

一12

12

百
萬
倍

召39

頴τ

25一
『万

万

「}

浮 鞭 頭 株i
,レセご

i240
O
U

」4

¶」

¶
ム

9
陶

9
触

2

ガ

東井株 僅少
ビ リ

Lン

加 プ

.株

藤

見

井

長

束

回
養

　第
培

1上 絶縁1/
　　 　 ト
1/3●

　 　　 　　ロ 　　

束差糠1/僅 少10

9
」

一9
向

19

一12

[15

可
25

可

39

面

劉

照

13虚
噛一酌

一

1U4
一繭

11

五

五

12

13

110

110

92

{＼潔;権
人 ＼

}名 ＼＼一

陰 ネ 日 一 ♂1++1什1

性 ル『

封1

i礪
照

1

`

1-
5萬

　 一 一冒『 一 一 　　 「 ▼マ ー

桐1

⊥
1萬

」.
5000

i

i

1
-

1000

嘉
1

lllll

デ判 一 ♂劃 ザ 糊 地++
「「

直 一 ♀ 槍 柵 呼什;++一++
1

康1一 ♀
,

。1

蝿 什 什 什昌+

使用 菌株(上 池菌)培 養 日数7日

第25表 健 康家 兎血 液 中 二 「ビ リヴェル ディンJ

ヲ混 ジタS・C・C.二 於 ケ ル結 核 菌 ノ増 殖

第26表(b)(澁 川 、 鶴 崎)

培 養 基 中 二 「ビ リヴエル ディン」ヲ加 ヘ タ ル モ

ノ ニ テ結 核 菌 ノ培 養 セ ル モ ノ(mg)

培 養 基

「胸 ヴ詑 デ1上池椥 ∠ 一
イ ン」加 「ク'リ 辰 見株1/一婦羅 ケ
セ リ ソ」寒 天

畜1㍉毒擁 屡
3婁611

60165

4716911

5282

1封

「ビ ル ウ㌧ ル デ

イ ノ」カ口脇ク.リ

セ リ ン プ ィ ヨ

ン1

上池株29

量…翅獲1一到 旦1」堅一
東井 株35152881112

照

659

97101
　

9092

}12&　 §
1;

:101107
一 一;一

11

辰
見
商談転動

物

島 牛
B.C.G.

劇 型

1

対 照+H柵 帯1+十

「ピ リ ヴ
ェル ディ ン」1110萬1十}

111萬 帝

国
111000i→ 十

照i帯

2
ド ビ リ ヴ=Jレ デ.ン 」1/10萬 湘 ・

●, ・ノ1萬世

1!1000}十 十

州 柵 什
什 十十1十 十

什

十十

廿

+
什

+}1什

酬++
帯 十十

朴1+

柵[+

培養 期間5日

第27表:(a)(澁 川 、 松 田)

植 物 性 色 素 ニ ゴル 結 核 菌 ノS・C℃.

騙 稀緊 講
vaninchloride

Chrysanthemin

chloride

Delphinchlori-

de

Ukon

±

+

+
二
±三三兎

瀕
督
耳

土
+

+
二
±

一

!
一

一r

兎
瀕

　

到 一
海猿 一

義÷引土圧⊥吐

耳

田
口

丁
半

f
+
二
⊥

百 封
萬1

倍 照
　 一 一"一 　 一 一

十十 十十

十十 十十

十十:十 十

十十1十 十一
1十 十[十 十

1十十1十 十

一

i⊥L辻
1+十}十 十
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第27表(b)(澁 川、鶴崎)

結核菌 ノ植物 性色素 二於 ケ'レ試験管 内培養

萬

倍

㌔
＼

金
＼

棚

＼

菌類積素色
樹

照

百
瓜
倍

十
瓜
分

Cyaninchloride

glycerinagar

上池株 9i23
-6-「 衷 曾

1

50 101
-

100一

凶

一,

辰見株
一
48

東井株 20124
1

52

Chrysanthemin
chloride

91ycerinagar

上池株 18i37 40 93

辰見株 16 33 31 84

東井株 21 33 40 88

Delphinchloride

glycerinagar

上池株 14 34 46 105

辰見株 15133 43 12$

東井株 16131
モ

34 94『

Ukenglycerin

agar●
o

上池株 42155 63 95

辰見株 36:57 78 108

東井株 3gl50 80 106

註 表中数字ハ中試験 管4培 養 基 ノ卒均厳

ヲ示 シ翠位 ノ・晒 トス

僅 少ノ・蛮育{董ナルモ ノヲ示 ス

合 戊色素 ヲ以 ヲ家兎並 二海瞑 ノ全血液 中二

人型結核菌 ノ培殖

ヨ数%

十 萬倍 迄(一)ノ モ ノ 1517

一 萬倍 迄(一)ノ モ ノ 3336
一 一一

干 倍 迄(一)ノ モ ノ 35139

全 部培殖 ノモ ノ 8}9
4

計 911

績 二依 レバ、菌堆殖阻止作用 ヲ認 メ難 シ。

第27表 ・・植物性色素蚊 ビニ鑛物性色素(矧ヲ加 ヘタ'レ

家兎及 ビ海狸血液 ニテ、S・C・C・ヲ行 ヒタルモノ及 ビ

植物性色素 ヲ加ヘ タル 培養 基上 二於 ケ,レ結核 菌培殖

ヲ見 タルモ ノナ リ。 用 ヒタル植物性色素 二於 テ ・・ ビ

リル ビンゴニ比 シ、結 核菌場殖 阻止力弱 シ。

九十一種 ノ鑛物性色素 中10萬 倍 マデ阻止力 ア'レモ ノ

十五種 、1萬 倍迄阻止力 アルモ ノ三十三種 ア リ。其他

ハ阻止力微 弱 ナ リ、即 チ鑛物性色素中 二「ビ」ト同程度

ノ結核 菌堵殖 阻止 力 ヲ有 スルモ ノ存在 ス。

以上 ノ外 一昨年報告 セル諸實験 ヲ加 へ、共 ノ成績 ヲ案

メルニ「ビリル ビソ」添加 二依 リテ 結核菌培殖 ノ・阻止

セ ラル ・事 ヲ知 ル。 叉 既報 ノ如 〃黄疸 患者血液 中 ニ

ノ・結核菌 堆殖 阻止 セラル。 是等 ノ實験 二 反 シ西川爲

雄 ノ初 生 免黄 疸!血 液 内納 核 菌恥 殖 ノ 賞 験 二 於 テ ハ

増 殖 阻 止 ヲ見7:。 初Zk見 ノ血 液 内=於 テ 結 核 菌 ・・甚

グ ン〃、螢ffシ 易 キ モ ノナ)V=冒 リ「ビ」ノ阻止 作 用 ヲ

臓揮 シ得 ザ'レカ トモ考 ヘ ラ'レ ・毛爾 研 究 ヲ要 ス。

第 六 章 「ビ リル ビ ン」ヲ以 テ セ ル治 療=

關 ス ル纒 駿

甲,結 椙 動 物 二於 テ 實験 紹 核 動 物 二 針 スル 皮 下及

ビ肺 内 二「ビ」ヲ並 射 セ'レ箕 験 戒 績 ・・ス デ ゴ81》余 等 ・・一

昨年 秘 告 セ リ。 之 二依 レバ,皮 下 或 ハ肺 内注 射 ヲナ セ

ル動 物 ノ結 核病 愛 ハ 劉 照 二 比 シテ 相 需 二少 キ事 ヲ認

メ4リ 。 ノ㍗同 ハ 再 ビJl.實験 ヲ繍 区 シ表 ノ如 キ成績 ヲ

得 タ リ。 叉 共 肺臓 及 ビ脾 臓 ノ寓 風虹 二 標 本 ヲ供 覧 セ

〆 トス。

此 表 二依 レバ 大 儘 二於 テ 「ビ」ヲ注 射 セ ル 動 物 二於 テ

・・、肺 及 ビ脾 臓 ノ結 核 性 病 愛 ハ封 照 二比 ノテ若 ンク少

シ ト云 ヒ得 ベ シ。 此 事 ハ 淋 巴腺 病 愛 ノ比 較 ニ テ モ 存

ス。 但 シ封 照 二於 テ モ少 倣 二病 愛 ノ少 キ モ ノア リ.叉

虜 置 動 物 二於 テ病 愛 ノ著 シキモ ノ少 鍛 存 在 ス ル モ.大

盟 二 於 テ 慮 置 動 物 ノ肺 臓 及 ビ脾 臓 等 ノ結 核 病 璽 ノ・少

キ ヲ見 ル。

結 核 菌 接 種 後 直 チニ 慮 置 ヲ 初 ノ タ ル 結 核 動 物 二於 テ

へ 肺 臓 及 ビ脾 臓 二於 ケ ル結 核 性病 愛 ハ甚 グ少 シ。 生

菌 接 種 後3週 間 後 二虞 置 ヲ初 メ タ ル動 物 二於 テ ハ、肺

臓 及 ビ脾 臓 二於 ケ ル結 核 性 病 愛 ノ・菌 接 種 後 ヨ リ庭 置

ヲ初 メ タ ル 動 物 二比 シ 結 核 病 墾 多 キモ 封 照 二比 シテ

・・結 核 病 愛 明 カニ少 シ、 實 験 例 ノ・第1列 第2列40頭

宛 ニ シテ 牛倣 ヲ 封 照 トセ リ。 結 核 菌 接種 ・・皮 下 注 射

1000分 ノ1竈100分 ノ1晒 トノ2群 ア リ。「ビJ注 射 ノ・

右 肺 二胸 壁 ヲ通 書テ行 ヘ リ。 肺 二於 ケ ル 病 髪 ハ 慮 置

動 物 二於 テ左 右 共 二 結 核 病 甕 少 キ ヲ以 テ見 レパ、 「ビ

リル ビ ン」ノ局所 的 影 響 ノ ミナ ラズ、 吸 牧 セ ラ レタ ル

モ ノ ノ影 響 ヲ 考 フ ベ キ ナ リ。 叉 注 射 量 ハ1ccニ シテ

比 較 的 多 量 ナ'レが、液 ノー 部 分 ノ・或 ノ・胸 腔 二入 リ、海

猿 ノ左 右 胸 腔 ノ・蓮 絡 セ,レニ ヨ リ、左 肺 ニ モ多 〃 ノ影 響

ヲ奥 ヘ タ リ ト見 ル ベ キ カ。

尚 ホ肺 内 注射 時 ノ直 接 影響 ニ テ 死 シタ ル モ ノナ キ モ

注 射 ヲ初 メ テ 注射4、5同 位 ニ テ死 セ)レモ ノ ア リ。 之

・・表 ヨ リ除 ケ ル が、之 ト同数 ノ封 照 動 物 モ死 セ ル ヲ以

テ 必 ズ シモ1肺 内注 射 ニ ゴ リテ 弊 死 多 シb・ ・云 フ 能 ハ

ズ。

「ビ リル ビ ン」ノ注 射 ・・千倍 液 ヲ以 テ セJVh'
、 初 メ0.2

%ノ 炭 酸 曹 達1ccニ テ溶 カ シ之 ヲ生理 的 食 璽 水20cc
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第28表 「ビ リ,レビ ン」肺 内注 射 實 験(今 村 、 漉 川 、 米 田)

1第5同 晒 菌皮 下注射

1000
第6回100

一互菌接 稻

後 直三
慮置 ヲ始 ム

1
瑳菌皮下注射

一一

生菌接種後8週 間
ラ縄 テ虜置 ヲ始 ム

生菌接種後 直二
底置 ヲ始 ム

生菌接種後3遇 間
ヲ経 テ慮冊 ヲ始 ム

鑓 副 蜘 群 雌 副 蜘 群 雌 群團 照群 雌 副 蜘 群
實 験 開 始 海 瞑 数 10 10 10 10110 10 10 10

'

列 定 時 海 猿 数 6 4 5 5 6 『 二5
_一

5

一_

「レ ー メ ルJ反 応

一一 一 　一 一

艘 重

始 一 一 一 一 一 一

一 一 一

一

絡 十 十 十 十 十 十 十 十

1雫 均 始一
終

350 351 385 410 416 412 輌
㎝,
431

410 370 493 396 520 400 510 380

注 射 同 級 20同 20 20 20 20

『-

20一{
55

20 20

生 存 日 数 55 55 76 76 55 76 76

肺的
臓所
肉見
眼

右
一

左

'結 節 融 合 一 十一}

十†

十 什 一 什 十 什

結 節 十 什 帯 十 什 督 帯

結 節 融 合 一 十 十 什 一 十 十 什

結 節 十 卦 什 柵 十 什 料 柵

肝 臓 結 節 十 十 什 什 十 十 十 什

脾臓結 節 什 什 卦 帯 什 什 什 帯

重 量 1.1 2.0 1.7 2.1 1.4 2,611.7 2.3

肺 門 腺 膣
一 朴 十 什

一

什

一 什1什 什
一 什 十 一 十卜1十 十 督

胸 骨 腺 十 什
一

十十

一

朴 十 網 什 什

頸 腺 直
互
右

十 什 +1什 什 _L什 什

十 什

『

+μ
+1什

十一 一 一

十 什一

腋 下 腺
十 什 十 督 十 骨

左 十 什 十 十十

1什

十 什 十 什

膝 髪 腺 右一

互
互
左

十 什 十 十 什 十 什

什 柵 柵1帯9 什 柵 柵 惜一

後 腹 膜 腺
十 什 十 1十 十 督i+ 十

什 惜 什 柵 . 什 柵1督 柵

肝 門 腺 十十 柵 什 1柵 什 柵:什 帯

腹 間 膜 腺 督 柵 骨i柵 督 帯i什 柵

虞置後2週 間放置、剖 見所 見

二薄 メ使用 セ リ庭置 ト同鍛 ノ封 照動物 ノ右肺 ニハ 生

理的食藍水1蝿 ヲ同同薮肺 内注射 ヲ行 ヘ リ。

前同報告 セル 實験 二於 テ組織學 的二見タ,レ肺組織 二

於 テ「ヴア ソ翠一 ソ ソ」及 ビ格子状繊維染 色等 ヲ行 ヒ、

結核病攣 ノ周園 二結締組織 ノ多少堆加 セル ヲ認 メ タ

リ。 而 シテ 「ピ リルビ ソ」ノ・「アモル フ!ノ褐色微粒 ト

シテ貧喰細胞 二存 在 シ。 荷 ホ此微粒 ノ・氣泡壁細胞 中

ニモ存在 スル事 ア リ。

兎モ角 「ビ リルビ ソ」ノ肺 内注射 ニ ヨリ封照 二 比 シ肺

臓及 ビ脾臓 ノ結核病愛少 キハ興味 アルモノ ト考 つ。

但 シ余 等 ノ實 験 二於 テ 「ビ」注 射 ヲ 菌 接 種 後 比 較 的 早

期 二初 メ タル ニ ョ リ、特 二著 シキ好 影響 ヲ見 タ ル事 ヲ

留 意 ス ベ キ ナ リ。 前 同 ノ實 験 二 於 テ ・・菌 接 種 後4週

間後 二於 テ 「ビ」注 射 ヲ初 メ 好 影 響 ヲ認 メ タ リ。 然 シ

菌 接 種 後8、9週 間 後 ヨ リ初 メ タ ル場 合 ノ・如何 ナ)ttt影

響 ア ル カ・・今 後 ナ ホ研 究 ス ベ キ事 ナ リ。

乙、 人 饅 實 駿 肺結 核 患 者 ノ少 歎例 二 「ト リパ フ ラ ビ

ソ」0.5%肺 内注 射 シタ ル事 ヲ前 同 報告 セ シ が、 寧

ロ悪 影響 ア ル如 キ ヲ以 テ之 ヲ噺 念 シ、最 近 二 ・・「ビ」ノ

肺 内注 射 ヲ試 ミ タ リ。 肺 結 核 患 者 ・・肋 膜 癒 著 ノア リ
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第29表 結 核 患 者 二於 ケ ♪レBergmann氏 試験 戊 績(米 田、 阪 本)

賢施

例

髄

重

、k晋)

負ど

続
(mg)

艦評一 一

員荷前1讐分捜

血 中 磯 留 串%
一一一一 一 一 ρ一 一 一`

罐1晶劉

1

川1症 賦

1畿 艘 一…一_一 一
〇

-

0冒 目

〇
-bl健 康 各

iI(D

り

ol
■■蝟幽圏■夢咽■■■■圏圏■■ロ ー 一 一 冨-響 一

/}謝 殖性霊症

右 併 症 轄師

1
-

2
--

3
-}

」-
5

31♂ 52.5
-一 一 『

50.8

50.0
}-

51.0

42.5
,-

44.0
一 一 一

40.2
}一 一 　 　

測 ラ ズ

一 罰0
1・72」 40一 9

『

一 一}一 一

,一 一

「-

1

「

『 一 曙一

21♀
}_一 一

22♀
,一 一 一 響 一

20♀
一一 一一

21♀
}曹 一 一

20♀

50 0.64

千艶 一
3.24

-一,

4.40
　 馳

5.28
塵一 曹

4.00
ハ　 -

4.24
曜幽■ 一 一

2.60
一一

3.00一一
4∴0
→ 甲,-

2.90
一曜一

2.20
-_一 一 騨

3.20

3隻
46

-一一

29

52

『

0
一 幽-,}

董 一

2
響一 一 一

〇
■■o■-

0
師 一 一_魍

0

一 一一

一一⊥_

,1

_,,

一 三.

_・,_

,D

0.80
}『 一,-

0.88
一 一 一一

1.00
}一,,噛 噌

0.64
-一}一 解一

〇.40
-　 r-

±

一

}

_一}

一
6

一
45

24
「曹,一}0
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テ人 工 氣 胸 ノ行 ヒ 得 ザ ル 重 症 開放 性 患 者 二於 テ 行 ヘ

リ。 注 射 二用 ヒタJレ「ビ」・・15彪 ヲ5cc二 溶 解 シ タル

即 チ0.33%ノ 混 合 液(但 シ此 場 合 「ビ リル ピ ソ」・・「コ

ロ イ ド」状 ニ ア リ)ヲ 用 ヒ、1週1同 行 ヒ タル モ近 來 ハ

0・1%液 ヲ用 ヒ2cc9隔 日 二行 ヘ リ。 注 射針 ・・長 キモ

ノ弓用 ヒ 可 及的 病 憂 ノ著 シキ 部 分 ヲ選 ビ 注 射 部 位 ハ
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蒔 ニ ヨ リ多少 璽 更 シ深 サ モ 場 合 ニ ヨ リ異 リ、 但 シ注

射 二際 シ ー 度 注 射 器 ヲ 吸 引 シ 氣 泡 ノ混 ゼ ザ ル ヤ ヲ楡

シ、可 及 的 實 質 内 注 射 ヲ心 掛 ケ タ リ。 未 ダ少 敬 例 ニ テ

成 績 ヲ云 々ス ル 事 ノ・困 難 ナ リ。 但 シ肺 内注 射 ニ ヨ リ

蝿 音 増 加 叉 ハ 共 他 ノ症 状 悪 化 ノ傾 向 ア'レモ ノ少 シ。

血演 ヲ喀 出tlレ モ ノ1回 ア'レモ、一塊 二終 レ リ。 要 ス

ル ニ人 膿 二於 ク'レ肺 内 注 射 二就 テ ・・未 ダ 其 数 果 ヲ云

フ能 ハ ザ ル モ、治 療 ノー 方 法 トシテ肺 肉注 射 ハ興 味 ア

ル モ ノ ト考 フ。

附 元 來 結 核 忠 者 二 於 テ ハ 「ビ」ヲ静脈 内 注射 ス レバ

「ビ」ノ・相 當良 ク排 出 セ ラ川
。

此 表 ノ・「ビ リル ビ ン」資 荷 ニ ョルBergmannundEi1・

bot,ノ 肝 臓 機 能検 査 法 二 司 リ肺 結 核 患 者 二施 行 セル

モ ノニ シテ50選 乃 至70晒 ノ 「ビ リ'レビ ン」ヲ59。 炭

酸 曹 達 水10cc二 溶 シ、肘 静 脈 ヨ リ徐 々二注 射 シ表 示

ノ如 ク時 間 的 二探 血 シ、 共 血 清 「ビ」量 ヲ検 シタ ル モ ノ

ナ リ。 健 康 者6名 及 ビ肺 結 核 患 者19名(ソ ノ大 多 数

ノ・重 症)二 行 ヒタ リ、 其 成 績 二依 レバ 健 康 者 ノ・4時 間

後 二 ・・血 行 内 二 員 荷 「ビ リル ビ ン」ヲ誼 ス,レ能 ハ ズ肺

結 核 患 者 ノ相 當 重 症 ナ ル モ ノ ニ シテ モ、多 クノ・4時 間

後 二・・全 ク 血 行 ヨ リ排 泄 サ'レ4時 間 後 二員 荷 「ビ」ノ

血 中残 留 ヲ詮 ス ル モ ノノ・大 多 敷 ハ腸 結 核 ヲ合 併 シ、施

行 後3日 乃 至2週 間 以 内 二死 亡tリ 。 之 ヲ要 ス ル ニ

肺 結 核 患 者 ニ テ ・・末 期 二非 ザ ル 限 リ肝 臓 ノ「ビ」排 泄 機

能 ノ・障 碍 ナ シ。

カ ・ル故 二 「ビ」ノ静脹 内 注 射 ヲ 行 ヒ、 血 液 内 二 長 〃

「ビ」ヲ保 タ シム ル事 ・・困難 ナ リ。「ビ」及 ビ他 ノ藥 剤 二

於 テ モ 肺 内 注射 ヲ 行 フ時 ノ・他 ノ臓 器結 核 ヲ件 フ場 合

多 キモ 伺 ホ興 味 ア ル問題 ナ リ。 圏

丙 、 「ビ リル ピ ン」卜造 血 機 能(3ηZerzaru.Zih.ノ ・

「ビ リル ビ ン」が健 康 家 兎 二 於 テ 造血 機 能 ヲ 刺 戟 シテ

赤 血 球 堆 多 ヲ來 ス ヲ 認 メ タ リ。 共 他㈹ 螺 良及 ビ中 山

其 他 ノ圏 諸 氏 モ 「ビ リル ビ ソ」二造血 機能 ア ル ヲ認 メ

タ リ。 米 田 ・・家 兎 ノ諸 種 ノ實 験 的 貧血 二「ビ リル ビ ソ」

ノ静 脈 内注 射 ヲ行 ヒ、造血 作用 ア,レヲ認 メ、結 核 性 貧

血 家 兎 二 於 テ ・・初 期 二 於 テ ・・「ビ」ノ・造血 促 進 作用 ヲ

示 シ、晩 期 二於 テ ・・カ ・ル作 用 ヲ認 メ ザ リキ。 昨 年(2》

日本 消 化 機 病 學 會 二 報 告 匂 レ如 ク 結 核 患 者 二「ビ」ノ

静 脈 内注 射 ヲ 行 ヒ、36例 中赤 血 球 沈 降 速 度 促 進 ヲ來

セ ル モ ノニ 、 著 愛 ナ キ モ ノ四 ヲ除 キ他 ノ30例 二於 テ

・・遅 延 ス ル ヲ 見 タ リ。 然 レ ドモ 赤 血 球 数 血 色 素 量 ノ・

・輕 症 及 ビ 中等 症 増 殖 型 ノ モ ノ ニ於 テ・・堆 加 セ ル モ、重

症 者 ニ ハ影饗 ヲ見 ズ,結 核 ノ縄 過 ヨ リ隻もテ著 敏 ヲ認 メ

得 ザ リキ。

結 語

1,健bkK'ノ 血 漕 ビJl直ハ相 携 二動 樒 ス。 女 子 二於 テ

ハ男 ∫ヨ リモ血 清 「ビ」量少 キ傾 向 ア リ。

2.結 核 感 染 ニ ヨ リテ 人 槻 ノ血 清 「ビ」1監tハ健 康 非 感

染 者 二於 ケ'レニ比 シ堀 加 ノ傾 向 ア リ。

3,結 核病 患 者 二 於 テ モ 血 清 「ビ」皿 ・・健 康 者 二比v

StR加 ノ傾 向 ア リ、或 程 度 マ デ ハ血清 「ビJト 結 核 疾 患進

行 ノ程 度 ト卒行 ス。

4.肺 結 核 患 者重 症 二 向 ヒ 叉 ・・他 ノ臓 器 ノ結 核 ヲ合

併 セ'レ者 ニテ ・・血 清 「ビ」畳 ノ・減 少 ス ル傾 向 著 明 ナ リ。

5.肺 結 核 患者 ノ病 竈 相 當進 展 セ ル モ ノニ 於 テ 血 清

「ビ」ノ減少 ヲ來 ス モ ノ・・豫 後 不 良 ヲ示 シ、堆 加 ノ場合

・・経 過 良 好 ヲ示 ス。

6.「 ツ ベ'レク リ ノ」反 慮 陰 性 「ア ネ,レギ ー」ナJV■ ・合

・・血 清 「ビ」量 ・・甚 ダ少 シ。 血 清 「ビ」量 多 キモ ノ ノ「ツ

ベ ル 〃 リ ン」反 磨 ノ・強 シ。

7.肺 結 核 患 者 ニ テ 赤 血球 沈 降 ノ 甚5'・yク 促 進 セ ル

者 ノ血 清 「ビ」量 ノ・減 少 セ ル 傾 向多 シ。 貧血 及 白血 球

像 ト血清 「ビ」量 トノ・一 定 ノ關 係 ヲ認 ム'レ能 ハ ザ リキ。

8.肺 結 核 患 者 二 泊 療 的 二他 人 人 血 ノ 筋 肉 内 二注 射

㌧〆、 好経 過 ヲ 見 タ'レ 場 合 二 ・・血 清 「ビ ・量 多 少 堆 加 セ

ル モ ノ多 シ。 コ ノ場 合 血 清 「ビ」堆 量 ・・人 血 注 射 ノ直

接 影 響 二因 ス'レヤ否 ヤ ハ不 明 ナ リ。

9.肋 膜 炎 滲 出液 中 ノ「ビ」量 ノ・血 清 「ビ」量 ヨ リ多 キ

傾 向 ア リ。 特 二 血 胸 ノ場 合 二 於 テ ・・「ビ」量 ・・著 明 二

多量 ナ リ。

10.漏 性 肋 膜 炎胸 水瀦 溜(有 熱期)二 ・・輕 度 ノ過 「ビ」

血 ヲ來 ス。 狸 紅 熱 二 於 テハ 壁 疹 期 二過 「ビ」血 著 明 ナ

リ。

11.動 物 ノ血 中 「ビ」ヲ培 加 セ シム ル場 合(輸 脆 管結 紮

「ビ」静 脈 内注 射)ノ・、 共 ノ全 血 液 ヲ以 テ セ ル ニS・C・C・

於 テ結 核 菌 ノ培 殖 ノ・多 少 阻 止 セ ラ ル。

12.結 核 菌 培 養 基 二 「ビ」ヲ加 フ レ パ 相 當 稀 繹 度 二於

テ モ結 核 菌 ノ壇 殖 ノ・阻 止 セ ラ ル。 人 血 或 ハ動物 血 液

二 「ビ」ヲ加 へ、S.C,C.ヲ 行 フ場合 二・・或 ル程度 二加

フ レバ結 核 菌 ノ培 殖 ノ・阻 止 セ ラル。

13.結 核海 瞑 二 「ビ」ノ肺 内注 射 ヲ行 ヘ バ 臓 器特 二肺

臓 二於 テ 結 核性 病 愛 ノ・i封照 二比 シテ少 シ。 但 シ結 核

菌接 種 直 後乃 至4週 間 二虞 置 ヲ始 メ タ,レ成 績 ナ リ。

14.動 物 二於 テ 肺 内 二 「ビ」ヲ注 射 セ ル モ 甚 タ'シキ炎
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衝 ヲ來 サ フご、「ビ」・・kトorテ 「マ 〃 ロ フ アー ゲ ソ」二時

ト シテ …氣胞 壁 立細 胞 内 二 褐 色 微 粒 ト シテ 存 在 勾 レ事

ヲ検 鏡 ス。

15.肺 紹 核 患 者 二「ビ1ヲ 以 テ 肺 内 注 射 ヲ 行 ヒ タ'レ小

経 験 ヲ ナ セ リ。 多 〃 ハ 電症 患 者 二行 ヒ タル モ ノ ニ ヴ

テ共 成 績 ヲ剣 定 スル能 ハザ ル 毛大 ナル障 碍 ヲ認 ノズ。

「ビ」ヲ以 テ ス'レ肺 内 注 射 ノ・爾 績 行 セ ソ トス'レモ 「ビ」

ノ ミナ ラ フξ、他 ノ藥 朗 ノ肺 内 津 射 ハ今 後 泊療 上 ヨ リ爾

研 究 ノ封 象 タ'レベ シ。

16.肺 結 核 患 者 二於 テ「べ'レ グマ ン、ア イJV・・Kツ1・1'

員 荷 試 験 ヲ行 フ ニ 著 ンギ ビ1排 泄 障 碍 ヲ認 メ 礼 但 ヴ

末 期 ニ ハ多 少 排 泄 障 碍 ヲ認 ム。

17.「 ビJ二 造 血 作 用 ア]v事 ヲ資 験 的 二瞳 明 シ輕 症.中

等 症 患 者 二 於 テ ハ 多 少 ノ好 影響 ア ル モ 重 症 者 ニハ数

果 ヲ見 ズ。
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1935.15)」.Lazar,S.Petkovicv.a.,K1.
ノ

Woch.Nr.32,1935.16)粂 川 秀 武,北 海 道 屠

學 會 雑 誌1第5年.第2號.1927.第6年.第3號.

1928.17)米 田 庄 三 耶,結 核.13巻.5號.1935.

18)M.Leffkowitz,DieBlutk6rperchensenkung

1932.19)ALeoni,AttiSoc.Cult.Sci.Med.

e.Nat.Cagliari(32)1930.(Ref.Zbl.f.gesam.

Tbk.forsch.Bd.33.S.786,1930).20)F.War.

necke,Z.f.Tbkforsch.Bd.54,Ht.4,1929.

21♪Fr●deriksenJ.Ad,vndH。Harpoth,Ugesk,

Laog1094,1932(Ref。ZbLf.Tbk.Bd.38S.499,

1932).22)GdeFlora(Genua),Riforma

Med.1178。1931.(Ref,Zbl.innMed.Jg.53S.

22,1932).23)JalavistoE。undELepPo,

Duodecim(Helsinki)50、232(Ref,Zbl。f,ges.

Tbk・forschBd.40S.590,1934).24)J.Barat

u.ReWagner,Brauer'sBeit.Bd.71Se597,

1927e25)R.T.Drabkina,Brauer,sBeitBd

87.Ht.2,1935.26)Baltranetti,Arch.ita1.

Mal.oddigegt11932(Ref.inLiteratur24).

27)佐 伯 仁 獅,満 洲 盛 學 雑 誌 。19巻 ・262頁 ・1933・

28)Hesse,Ztb。fBakt「orig)田.110S。170,

1929.29)G.Meisner,Zth.f.Bakt(orig)Bd.

110S.172,1929.30)澁 川,内 藤,米 田9結 核 ・

12巻.4號.1934.31)今 村,蓋 川,米 田,結 核 ・

12巻.第12回 日本 結 核 病 會 線 會 演 訊.1934。32)

M.Richard,AnnalesderChemieNr.175,1921.-

33)MacDowe11,ZbLfeTbkBd.37,1932.

rNeott引 用).34)高 田 餅 安,結 核 ・第1,3,12

同 線 會 演 訊.35)Bergmannu.団ibo鵬Z.f,

Kl.med.106S.529.1927.36)Jetzler,A,

Z.f.KLmed.111,S.148,1929.37)FeVerzar

u.A.Zih,Bioch.Zschr.205,1928,Kl.Wschr.

Nr.22,1928.38)螺 夏,中 山,東 京 書 事 新 誌.

2737號.1931.39)EBencsiCku,a,Bioch.

Zschr.225,1930.49)Hollsu.Weiss,Orvosi.

Hetilap・1928・41)米 田 庄 三 協,大 阪 啓 事 新 誌 ・

原 著 版.第6巻.8號.1935.42)Boller,R.

Ergeb.d.inn.Med.u.Khk.Bd.45.1933.43)

Leitner,J.BrauersBeit.Bd.73,1927.44)今

村 荒 雄 及 安 藤 啓 三 耶,實 験 屠 學 雑 誌 ・XI3.1927・

47.胸 膜炎二於 ケル赤血球沈隆速度1日

3回 測 ノ債値

妻 雛 奨(京城嚇 病院内科)

胸膜炎 ノ経過及豫後剣定 二 向 ツテ 赤血球沈降速度樹

定 ノ意義 アル事 ・・周知 ノ事 デア リマ シテ 臨脈上著 ク

庶用 セラ レル所 デア リマス。 然 ルニ胸膜炎 ノ経過 二

從 ツテ1週 間毎 二 赤沈 ヲ測 定 シタ場合 二臨鉢上遊 ビ

ニ「レソトゲ ソ」學的所見 トー致 シナイ 沈降値 ヲ見 ル

事 ガア リマス。 此黙 二疑義 ヲ括爽 シデ 吾等 ハ成 田教



第5胱 】 線 會 演 説 要 旨 釦7

授 指導 ノ下 二1日3同 測定 ヲ行 ヒマシタ結果、胸膜炎

恢復期患者 二於 キマ シテハ 日差甚 グ シ〃從 ツテ 上述

ノ原 因タラ シメタ事 ヲ知 りて シタ ノデ妓 二報告致 シ

マ ス
。

検 査 方法rシ マ シテ ハ 同 一 患 者 ニ ツ イテ10年 前8

碍 、正 午 、午 後4時 ノ3回 空 腹 時 二採血:」 且1週 間毎

二連 続 測 定 ヲ行 ヒ マ シタ。 患 者 ノ・男 子8名 、女 子2名

』デ ア リマ シテ共 ・方法 ・・%ス テ'レグ レー ン氏 法 ヲ用

ヒ室 温 ニテ測 定 シ、女 子 ・・月経 中、月 経 前後3日 間 ハ

.検査 ヲ避 ケ マ シタ。 其 ノ検 査 成績:ヲ 示 シマス ト最 下

ノ黒 ノ曲 線 が30分 値、 赤 ノ曲線 ガ1時 間値 、 其 ノ上

ノ黒 ノ曲 線 が2時 間 値、 最 上 ノ赤 ノ曲線 ハ24時 間 ヲ

.Tシ マ.ス。

'男 子健 康 者 二 於 ケ'レ1p3同 測 定 赤 沈 値 ハ 此 ノ表1

如 ク午 前8時 、正 午、午 後4時 ・3回 共1時 間値 デ ・・

小 デ其 ノ日差 モ極 メ テ小 デ アル ヲ認 メ マス。

1之二野 シ肋膜炎麟 デー第1例 ハ(27歳,♂ 、■

■ 、 右 側 浸 出性 肋 膜 炎)、 此 如 〃沈 降 値 が大 デ 動 揺 が

ア リマ シテ(4週 目 ヲ指 シテ)之 ノ時 ハ ソ ノ動 揺 が非

常 二著 シ ク ア リマ ス。

第2例 モ同様 デ ア リマ ス。(25歳 、 ♂、 、 左

'側浸 出性 肋 膜 炎)

第3例 ・・(23歳 、 ♂、 、両 側 浸 出性肋 膜 炎)、

.之 ノ例 ノ・臨 休 的 二非 常 二良 イ 経 過 ヲhツ タ例 デ 第2

.週 、 第3週 デ ハ正 常 値 二値 シテ ヰ マス。

第4例 モ 第3例 ト同 様 デ 臨 躰:的経 過 が 良 好 デ ア ツタ

モ ノデ ス。(20歳 、 ♂、 、左 側浸 出性 肋 膜 炎)

第5例 、(♂ 、19歳 、 、 右 側 浸 出性 肋 膜 炎)

第6例 ・・共 二 曲 肱 的 二 停 止 期 ノ肋 膜 炎 患 者 ノ沈 降 値

一デ ア リマス
。(24歳 、 ♂、 、 左側 浸 出性 肋 膜

炎)

第7例 、(22歳 、 ♂、 、 右 側 浸 出性 肋 膜 炎)。

第8例 ・・共 二 胸 水 ノ寝拙 著 明 ナ ノレ例 デ ア リマス。(20

歳 、 ♂、 、 左 側浸 出性 肋 膜 炎)

第9例 、

第;10例 ノ・女 子 ノ例 デ ア リマ シテ表 ノ如 ク沈 降 値 が高

ク 且其 ノ動揺 モ 大 デア リマ スが 然 シ 健 康女 子 二於 テ

ノ・男 子 ノ其 二比 べ テ、沈 降 値 モ高 ク且 日差 モ大 デ ア リ

マ ス ノデ 尚 女 子 二 於 テ ・・追 及 観 察 ノ必 要 が アル ト思

ヒ'マ.ス。

以 上 ノ成 績 ヨ リ シテ 見'レ ニ 大 部分 ノ 胸 膜 炎 患 者 二於

テノ・赤 沈 ノ・促 進 値 ヲ 示 シマ シタ事 ・・既 二 知 ラ レ夕 庭

ニ一致 シマ ス。 且 其 ノ1日 ノ動 擁 ヲ 見 マ スi健 康 者

二比 べ テ 著 明 デ γ リVス 。 其 ノ動 揺 ノ度 ハ 活 動 中 ノ

モ ノニ於 テ甚 ダ シ〃 恢 復 二向 フニ 從 ツテ 沈 降 値減 少

シ正 常 価 二近 ヅ 〃 ト共 二動 揺 モ少 ナ ク ナ リマ ス。

其 ノ動 揺 二 於 イテ 第1例 二 見'レ槌 二1時 間値 最 高46

mm,最 低8mmト 云7正 常 値 ヲ示 ン、 日差38mmr

云 フ如 キ 成 績 ヲ 恢 復 期 患 行 二於 テ見 タ ル ハ 豫 想 外 ノ

成 績 デ ア リマ ス。 力 ・ル が 故 二胸 膜 炎 ノ経 過 及 縢 後

ノ判 定 ノ萬 全 ヲ 期 烹 ル 爲 メ ニ ハ101同 ノ赤 沈測 定

ヨ リモ1H3同 連続 測 定 ヲ 勝 ル ト思 フ ノ デ ア リマ ス。

質 問 西 岡 寛 砧

赤 沈 速 度 ノ検 査 ・・熊 谷 教 授 ノ 宿 題 報 告 以 來 一 ツノ常

識 トナ ツ テ 居 りマ スが 色 々 ノ條 件 二四 テ 値 ノ相違 力'

現 ・・レ'レ如 何 ナ ル事 が 影 響 ス ル カ ト云 フ コhヲ 試 験

中採 血 後 検 査 迄 ノ時 間 ノ 差 が 著 シキ 影響 ア ル コrヲ

蛮 見 シ劣位 デ採 血 後 置 チ ニ 試 験 ヲナ シタ 力 或 ・・採 血

後 ノ時 間 不 同 ノモ ノ ヲ 同時 二検 査 シマ シタ カ何 度./c

答 辮

京 城 馨 專 内科 本 田 正 法

採血 後 直 千二測 定 シマ シタ。

48.マ ン トー 氏 ・ツ ベ ル ク リン」皮 内 及蹟

分 類 上 ヨ リ見 劣 ル健 康 日本 人 小 見 ノ赤

血 球 沈 降 速度 平 常値;就 テ

相 澤 秀 雄(東 京 市療 養 所)

東 京 市在 位、 中産 虹 ビ ニ労 働 階級 二於 ケ ル、敬 年2-

15年 ノ健 康 男 女 見400名 二 就 キ 赤 血 球 沈 降 速 度 ヲ調

査 ス ル機 會 ヲ得 タ ル ヲ以 テ之 ヲ報 告 ス。

検査 セ'レ児 童 ハ 何 レモ 検 査時 並 二検 査 前約1ケ 月 以

内 二 ・・認 メ ラ,レベ キ 疾 患 ヲ 訴 ヘ ザ ル 者 ノ ミヲ撰 ビ全

部 先 ヅ マ ンr氏 「ツベ ル ク リノ1皮 内反 懸 ヲ検 シ、其

ノ方 法 ・・第10回 本學 會 二於 テ、 太 田、 相 澤 、 岡r共

二登 表"N1レ 反 臨 調 則法 二佐 リ 之 レヲ 陰 性群 ト陽性 群

二分 ケ 、 ウエ ス タ ー グ レー ン兵 法 二佐 リ帥 チ3.8%ノ

胸像 酸 「ソー ダ」水0.5h正 中静 脈 血2.Occhノ 割合

二混 合 シ'室温 樋 氏18度 内 外 二於 テ ソ ノ沈 降 速度30

分、1時 間、2時 間、3時 間、24時 間 ノ各 李 均値 ヲ

求 メ タ リ。

然 シ テ 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 群 ・・全 部 胸 部 「レ ン ト

ゲ ン」透 視 或 ヒ・・撮 影 検査 ニ ヨ リ病 的 ト認 ノラ ル ベ キ

モ ノ ナ キ者 ノ ミヲ撰 ビ其 ノ結 果 ヲ綜 合 観 察 セ リ。

其 ノ検 査 免 責 数 ノ割 合 ノ・次 ノ圖 表 二示 ス が如 シ。

然 シテ 尤 モ 通 常 一 般 二 唱 ヘ ラ ル ベ キ1時 間 値 二就 キ
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計

專 ラ訊 述 セバ、卸 チ余 ハ從 來 一 般 二 多 〃共 ノ総 徽 ノ算

術 不 均 的 二 計 鄭 セ ラ レオ'レ ヲ 次 ノ圃 表 二 示 セ'レ如"

(圃,"2略 、、 縦 二例 徽 ヲヰ筑ニ ソ ノ111sustfit〔ヲ ミ リ」デ

表 ハ ・y全艦 ・分 布 状況 ヲkト シテ 飢 察 シ 之 レh'綜 括

上 ヨ リ其 ・「ツベ ル ク リ ン」反慮 陰 陽 雨 群 共 ニ ノく雁20

mm以 内 二多 ク集 リ20mm以 上 ヲ示 ス場 合 ハ何 レモ.

カ ナ リ廣 範園 二散 在 性 トナ ル ヲ知 ル。

コ ノ結 果 ヨ リ シテ大 髄 健 康 小 兜 ・場 合 ニハ20粍 以 内

ヲ ソ ノ1時 間 二於 ケ ルZF常 値1・見倣 ス事 ヲ得 ベ シ。

コ ノ観 鮎 ヨ リ噺 案 シテ 次 ノ値 ヲ夫 々各 群 二 於 ケル 赤

沈 速度 ノ1時 間 値 ト見倣 ス ベ キ1・思 考 ス。

〔A,]「 ツ ベJVク リ ン」反磨 陰性 群

幼 年 女 見5-12mm年 長 女 見5-15mm

幼年 男 見5-15mm年 長 男 見5-一 一10mm

〔B〕 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 群

男 女 見 共 幼 年 、 並 二年長 見 間 二大 差 ナ ク、 帥 チ

女 見5-20mm男 見5-15mm

然 ・yテ次 二1時 間 値20粍 以 上 ヲ示 セ'レモ ノヲ各 群 別

二観 察 セ・《次 ノ圖 表 二示 ス如 クぐ圖表 略)、 男 女 見共 何

レモ ソ 刀 ツペ ル ク リ ソ」反 晦 陰性 群 二多 ク 余 ノ検 査

ノ結 果 ニ テ ・・偶 然 ナ ルヤ モ シ ラザ レ トモ 男 女 見共 陽

性 群 ノ約 倍 率 ヲ示 セ リ。

是 等 ハ何 レモ 前 述vレ 如 ク 槍 査 時 並 二 其 ノ約1ケ 月

前 以 内 二 ・・何 等 訴 へ 得 ベ キ 疾 患 ヲ認 メ 得 ザ リ シモ ノ

ナ'レモ何 力 個 性 的 或 ・・膿 質 的 等 ノ事 由 ト關 連 ス'レ虞

ア ル ヤ 否 ヤ ・・未 ダ 此 虞 二説 明 シ得 ザ'レモ大 禮 陽 性 群

二8%、 陰 性 群 二16-17%二 亙 リ カ ・)vモ ノ ・存 在

ス ル事 ・・小 見 期 赤 沈 値 ヲ 論 ズ'レ上 ニー 考 ヲ要 スベ キ

モ ノナ リ ト遇 考 セ ラ レ 今 後 爾 観 察 調 査 ノ 要 ア ♪レモ ノ

ト思 ヒ 追 而 次 ノ機 會 二 顎 表 シ度 ク敢 テ 先 輩 ノ御 教 示

ヲ仰 グ次 第 ナ リ。

追 加

東 北 帝 大 熊 谷 内科 佐 藤 榮

余 及 ビ 石 田 ・・昭和10年11月8日 仙 窒 市 通 町 小 學 校

見 童1680名 二就 キ、 勇長 、 盤 重 、 胸 園 、 肺 活 量 。X

窩 嵐 像 、 燈 温 、 走 力、 飛 躍 力 、糎 力.及 ピ投 力 等 ヲ考

慮 シ鯉 康 兇童540名 ヲ選 出 シ.「ツベlvク リ ン'皮 内 反

膨 及 ビ赤沈 遮 度 ヲ測 査 セ リ。 赤 沈 遮 度 ハ30りC二 於 テ

1fi寺nuノ てItiヲ■ ミ次 ノ紹 梁 ヲ裂1タ リo

1男 免竜赤沈速度1女 見童赤沈遽度
」1晃齢(1㈲L一
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6.5'50

5.050

5.5

3.0

3.5

⑳

翰

一鱒

8,5

9。0

4.5

3.5

5。0

男 見童:4.9女 見童 二5.7

1)皮 内 反 慮 ト赤沈 速 度 ニ ハ特 別 ナ'V關 係 ナ シ。

2)7-一 ・12歳 二於 テ ノ・男 女 見童 共 年 齢 的 二赤 沈 速 度 二

大 差 ナ ク2-9mm(1時 間)ナ リ。

3')男 見 童 ・赤 洗 速 度 ハ 女 見 竜 ・ ソ レニ比 シ幾 分 小

ナ リe

49.赤 血 球 沈 隆E簸 呂■ ス ル研 究補 遺

(阪 大 竹研 及 ビ今 村 内科)井 下 勝 馬

(1)臨 抹 的 方 面

私 ハ既 二結 核 第12巻6號 二於 イテ同 僚 米 田 田 中學 士

ト共 二健 康 者 二 於 イテ モ亦 一 過 性 二 赤 沈 反 磨 ザ 促 進

セ ル者 ア ル ヲ報 ジテ 置 キ マ シ タ。 然 シ乍 ラ之 ガ如 何

ナ ル原 因 二依 ル カバ分 ラナ カ ツタ ノデァ リマ ス。

其 後 工 場 勢 働 者 ・赤沈 反 慮 ヲ 観 察 アル機 會 ヲ得 テ 耶

力得'レ所 が ア リマ シタ ノデ 報 告 ス,レ次 第 デ ア リマス.

私 ・・昭 和9年 夏 約3ケ 月 ♪ 亙1,大 阪 府 下 某 工 場 從業

員 男 女 約3300名_ツ キ 相 富 嚴 密 ナ ァレ盤 格 検 査 ヲ施

シ同 時 二 赤 沈 反 慮 ヲ調 ペ マ シタ、 其 結 果 所 見 ア ル モ

ノ301名 、 女 子 月経 前 後各5日 間 中 二測 定 セ ル モ ノ

770名 ヲ除 キaル 男 子546名 、及 ビ女 子171名 ・赤 沈

1時 間 値 ・分 布 ・・第1表 ・通 リデ ア リvス 。

注 目 ス可 キ ・・1時 間 値30以 上 ノ モ ノ カ●106名(4.7

クの ア リマ シタ
。 コ ノ人 々二 興 味 ヲ持 チ マ シテX線 検

査 ニ モ 訴 ヘ マ シタ が 認 ム 可 キ 所 見 ハア リマ セ ンデ シ

タ。 ソ コデ諸 他 ノ條 件 ト何 ンナ 關 係 ニ ア,レヤ ヲ調 べ

マ シタ所 年 齢 ノ多 イモ ノ ニ多 イ傾 向 ガ ア リマ ス(第2

表1、 髄 温 ト・・一 定 ・關 係 が ナ イ 標 デ ア リマ ス(第3

表)、 勤績 年 数 ノ多 イモ ノ ニ 多 イ標 デ ア]v(第4表)、

「マ ソ1・・一一」反 慮強 陽 性 者 二 多 イ 標 デ ア ル(第5表)
。
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共 所 デ私 ハ 是 等促 進 セル 赤沈 ヲ有 ス ル者 ガ 共 後如 何

ナ ル状 態 ニ アル カ ヲ 調 べ ヨ ウ ト思 ヒ マ シテ 調査 ヲ初

メ マ シタ。 所 ガ コ レ等106名 中1年 牛後 ノ 本 年2月

:・ハ53名 ノ・既 二退 肚 シテ居 リマ ス。 コ ノ中病 氣 退 肚

ノ・8名 デ 内5名 ハ 結 核 性 疾 患 デ ア リeス 。 他 ・・家 事

ノ都 合 、 結 婚 等 デ ア ル。 現 左 爾就 業 セ ル53名 ニ ツ キ

三 度 ビ膿 格 検 査 ヲ行 ヒ赤 枕 ヲ測 定 シマ シタ が 認 ム可

キ貯 見 ノ ア ル 者 ノ、ア リで セ ンデ シタ 赤沈 ノ分 布 ハ第

6表 ノ通 リデ1ア リマス。帥 チ30以 上 ノモ ノカ'26名 ア

リマ シタ.ソ コデ コ ノ26名 ノ胸 部X線 像 ヲ搬 リマ シ

タ、 御 覧 ノ通 リデ ア ル。

特 二1時 間 約50以 上 ノモ ノ ニツ イ テ ハ血 液 ノ検 査 ヲ

行 ヒマ シタ ガ著 明 ナ ル貧血 、白血 球 ノ核 左傾 ノ・見 ラ レ

マ セ ンデ シタ。 唯 第5例 二 於 キマ シテ ハ 御 覧 ノ通 リ

X線 像 ニ テ 雨 肺上 部 二細 葉性 撒 布 性 陰 影 ヲ認 メ マ シ

タ。 然 シ外 ニ ハ 肺 野 二於 イ テ 著 明 ナ ル 活 動 性病 竈 ヲ

思 ハ シ ムル如 キ 陰 影 ノ・認 メ ラ レマ セ ン。

然 シ乍 ラ 肺 門陰 影 が 相 當 培 加 シテ ヰ ル例 ノ・相 當 ア リ

マ ス。 叉 肋 膜 癒 著 ヲ思 ノ・シム ル例 モ ニ三 ア リマス。

是 等 從業 員 ノ赤沈 ガ 何 故 カク モ 促 進 シテ ヰ ル カ?コ

ノ原 因ノ・俄 カ ニハ列 断 出來 マ セ ンガ、促 進 者 ノ大 部 分

が 「マ ソ トー」反慮 強 陽性 デ ア リ叉 、胸 部X線 像 ヲ見 マ

シテ モ結 核 感 染 ヲ全 ク 除 イテ 考 ヘ ル事 ハ 出來 ナ イ標

デ ア リマ ス。

叉 一 面 此 工 場 ノ・能 率 工 場 トシテ 有 名 デ ア リ從 ツ テ過

劇 ナ ル 勢働 條 件 ニ ア ル 事 モ考 慮 ス可 キ 鮎 デ ・・ナ カロ

ウ カ ト思 ヒ マス。 兎 モ角 モ 赤沈1時 間 値30乃 至100

以 上 ヲ有 シ乍 ラ1年 牛 ノ相 當 激 烈 ナ ル 努 働 二從 事 シ

而 モ 爾 自畳 症 状 殆 ソ ドナ ク 叉 他 畳 的 ニモX線 撮 影 ニ

ヨ]tz外 著 明 ナ7レ所 見 ナ キ 者 アJV・・興 味 ア ァレ事 實 ト思

ヒ マ シテ此塵 二報 告 ス ル次第 デ アル。

(2)實 験 的研 究

(1)野 茱 鉄 乏 食飼 が赤沈 二及rieス 影 響

赤沈 ノ動物 實験 二際 シ屡 々相 當 ノ 日差 ヲ示 ス 事 ヲ 経

験 シタ。 ソ コデ コ ノ原 因 ザ何 デ アル カ ヲ知 ラ ン ト文

厭 二當 リタ ル が得 ズ、

ソ コデ 野 茱 鉄 乏 食 ヲ 與 ヘ タ所 一檬 二明 ラ カニ 促 進 ス

,〃 ヲ認 メ マ シタ。350-400瓦 ノ雄 性 海猿 ヲ2群 二

分 チ1週 間毎 日各 頭 大 根葉5瓦b豆 腐 糟 任 意 量 ヲ奥

^赤 沈 値 ガ 略 ζ一 定 ニ ナ ル ヲ待 ツテ 試 験群 ニハ 野茱

ヲ與^ズ 、 封 照群 ニ ハ 同檬 ノ食飼 ヲ績 ケ マ シタ。3

日置 二 赤沈 ノ・M田1enScheven氏Mikromethodeヲ

用 ヒ測 定 ン又 同時 二盟 璽 ヲ測 定 シマ シタ。 試 験 群 ノ

儘fR'・ 漸 次 減 少 シ赤 沈 モ 促 進 スル ノ ヲ認 メVシ タ。

約3週 間 ニ テ毛 髪 光 澤 ナ 〃容 易 二脱 落 シ元 氣 ナ 〃.口

樽 四 肢 末端 二 出血 ヲ認 メ マ ンタ。 封 照 群 ニ テ ハ然 ル

事 ナ 〃、 舶 霊 ハ盆i々ieili}'加ス ノヲ認 メ マ シタ、

ソ ・デ1ア スコ,レビ ン」酸20選 ヲ毎 日腹 腔 内 二注 入 シ

マ シタ所3日 間 デ 赤沈 値 ハ輩ナ照Nrij-一一一ニ ナtJ .全 〃元

颯 ヨ ワナ リマ シタ。 恐 ラ クハ 「ヴィtlzミンiCノ 猷 乏 ガ

輿 ツ テカ アル モ ノデ ア ラ ウ ト思 ヒマ ス。

50.補 饅 結 合五 簸 二 依 ル 結 楼 ノ血 清 學 的

診 断 法 呂 關 ス ル 研 究

生 諸 種 結 核 抗 元 ノ批 判

須 賀 井 忠 男(傳 染 病 研 究所)

諸 種結 核 抗 元 中 後述 ノ如 キ 七 種 ノ抗 元 ヲ製 作 シ 同 一・

血 清 二就 テ 同 時 二補 盟 結 合 反 磨 ヲ 施 行 シテ 之 ヲ比 較

シ タ。

各 種 抗元 ノ結 核 血 清 二 針 ス ル 反臆 成 績 ノ・可成 ノー致

率 ヲ認 メ雑 然 タル 反慮 標 式 ヲ示 サ ナ イ。

結 核 血 清 が是 等抗 元 二封 シ弧 度 二反 磨 セ ル場 合 、中等

度 二反 磨 セ ル場 合 、全 ク陰性 反 懸 ヲ呈 セル場 合 トノ3

群 二分 ツテ 之 ヲ臨 肱 上 ノ所 見 ト封 比 ス ル ト肺 結 核 病

竈 ノ大 サ ニ從 ツテ 反磨 度 高 ク、病 型 デ ハ 滲 出型 、堆殖

型 、萎 縮型 ノ順位 ヲ 以 テ 陽性 率 ノ高 イ事 ノ・第3報 二

於 ケ'レ成 績 ト同襟 デ アル 叉 各 種 抗 元 ノ結 核 血 清 二封

スJレ抗 元 能 力 ヲ 共 ノ陽 性 率b結 合 補 盟 軍 位 数 ノ比 李

トノ積 ヲ以 テ 順位 ヲ決 定 ス レバTuberkulin・Lecithin

抗 元(武 田、 須 賀 井2Blumenthal,N6greetBoquet,

Klopstock,Neuberg・Klopstock,Wassermann,Witeb

skyu.a.ノ 順 序 デ アJV。 非 特 異 反 態 トシテ徽 毒 血 清

二封 シテ ・・酒 精 可 溶 性 成 分 ヲ含 有 ス ル 三 種 ノ抗 元 ザ

少 数 ノ血 清 二封 シ弱度 ノ反 磨 ヲ呈 シタ ノ ミデ、癒 血 清

二封 シテ ・・何 レモ 強度 二反 慮 シタ。

51.結 核 ノ血 清 學 的 診 断 二就 テ

量、川♂ 望(東京高等薗微 生 物)

褻 二演 者 ノ1人 長 谷 川 及 ビ西 村 ノ・Lyso】ecithin,Digi-

tonin,Digitalin(GermanpOwder,Convallamarin及

Convallarinヲ 以 テ結 核菌 ヲ虞 理 ス'レ コ トニ依 リテ非

抗 酸性 結 核 菌 ヲ得 タ ル事 ヲ報 告 セ リ。

今 同 ・・吾 々・・更 二培 養 法 ヲ改 良 ス ル コ トニ依 リテ、 ヨ

リ簡 軍 二結 核 菌 ヲ非 抗 酸 性 トナ シ得 ル コ トニ成 功 シ、

從 ツテ 極 メ テ 完 全 ナ ル 結 核 菌 ノ均 等 浮 游 液 ヲ作 リ得
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タ リ。 而 シテ 今 回 ノ我 々 ノ買験 二於 テ'・ 從來 ノ文獄

ト異 リ菌 株 二例 外 ナ クKonstant二 是 ヲ作 リ得 タ リ。

此 ノ菌 ノ浮 游 液 ヲ 川 ヒテ 結 核 患者 ノ血 滴 二就 テ 凝 染

反 慮 及 補 舶 結 合 反 晦 ヲ 施 行 セ ル ニ 樋 メテ 良 好 ナル 成

績 ヲ得 タ,レ ヲ以 テ此 慮 二報 告 セ ン トス ル モ ノナ リ。

抗 元 トナ ル ベ キ結 核 菌 ノ培養 法

先 ヅ初 メ ー二最 モ成 績 ノ良 好 ナ,レConvallamarinS'9・ 養

二就 テ述 ベ ン トス、9Pチ 「すす らんJ中 ノGlykosidナ

,レConvallamarinヲ196以 上 ノ割合 二 加 ヘ タ5%

Glycerin水 ヲRoux氏 試 験 管 二入v更=懊 状 馬鈴 聴

ヲ入 レテ滅 菌 シ、 此 ノ馬 鈴 薯 ノ斜 面 二 結核 菌 ヲ培 養

シ、時 々菌 苔 ヲ培養 液 二穫 シテ馬 鈴 磐 片 ヲ シテ常 二漁

潤 ナ ル状 態 二保 ツ。

初 メノ・正 常 ナ ル 結 核 菌 ノ菌 苔 ヲ形成 スル モ 次第 二菌

苔 ノ・温潤 性 ヲ帯 ビ40日 ヨ リ60日 二 至v・ ・途 二 泥状

ヲ呈 ス ル ニ至 ル。

此 ノ泥 状 ノ外 観 ハ培 地 二培 養 ヲ重 ヌ ル ニ從 ヒ、ヨ リ早

ク是 ヲ得 ル。

此 ノ檬 二 泥 状 トナ レル 結 核 菌 ノ菌 苔 ヲ 白金 線 ニ テ取

り、豫 メ試験 管 中 二入 レタ ル 生理 的 食 盤 水 中 二管 壁 ニ

テ ス リツ ・漸 次、浮 游 化 セ シメル トキ へ 極 メ テ均 等

ナ ル結 核 菌 浮 游 液 ヲ 作 ル 事 ヲ得 。 此 ノ結 核 菌 浮 游 液

ノ・20時 間 以 上 ヲ経 過 シテ モ、 カヌ カニ沈 下 スJV傾 向

ヲ有 ス ル程 度 二浮游 状 態 ハ完 全 ナ リ。

カ〃 ノ如 ク ニ塵 理 セ ル結 核 菌 ・・、叉 ソ ノ抗 酸 性 ヲ殆 ン

ド失 ヒ來 ル コ トヲ認 ム'レモ ノニ シテ、完 全 二非 抗 酸 性

トナ リタ7レモ ノ ・如 キノ・全 ク完 全 二homogen1・ ナ リ

非 抗酸 性 度 ト均 等 性度 トハ 準行 ス,レモ ノ ・如 シ。

此 ノ現象 ・・人 型 ノ各種6株 二於 テ 例外 ナ 久 牛 型2

種 、鳥 型1株 疑 結 核 菌 、 「チ モテ」菌、 及 共 ノ他 ノ非 病

原 性 抗 酸 性 菌 株 、 及 、 癩 菌15株 二 於 テ モ 例 外 ナ ク

Konstant二 認 ム ル コ ト ヲ得 タ リ。

叉 、 此 ノ現 象 ノ・Digitonin及Digitalinヲ 用 フ'レ時 ・・

Convallamarinヲ 用 フ'レ トキ ニ 比 シテ ヨ リ短 時 日二

於 テ、得 ラ ル ・モ、是 等 二依 リテ得 ラ レタ ル抗 元 ・・次

二 述 プル 凝 集 反 慮 二 於 テ ハ 生 理 的 食 顛 水 中 二於 テ 自

然凝 集 ヲ起 シ、叉補 盟 結 合 反 慮 二於 テノ・自家 溶 血 作 用

強 ク シテ抗 元 能 力 ヲ豪 揮 ス ル コ ト不 充 分 ナ リ。 反之

Convallamarin培 養 二於 テ ノ・是 等 ノ鉄 鮎 ノ縮 テ ヲ補 ッ

テ 充分 ナ ル モ ノ ト認 ムル モ ノナ リ。 尚此 ノ菌 ・・所 謂

還 元 培 養 郎 チ、 普 通 ノ結 核 菌 培 養 例 《・バGlycerin

Bouillon二 移 セ ・《液 面 ニ ノ ミ豪 育 シ、2乃 至3週 間

昌 ヴテsi三常 ナ ル納 核 菌 菌 膿 ヲ形 成 スル ヲ認 ム。

凝 集 反 慮

上 遠 ノ如 キ 紹 核 菌浮 瀞 液 ヲ凝 集元 トシテ用 ヒタ ル ニ,

日 下 ノ現 状 ニ テ ハ 前遠 ノ培 地 呂 累代 培 養 スル コ トニ

三 代 圓位 ノ時 二 得 ラル ・締 核 菌 浄 滋 液 が 凝 集 元 トン

テ最 良 ノ條 件 ヲ具 備 ス ル 檬 二思 ハ ル。 卵 チ完全 ナ ル

均 箪性 ヲ有 シ、凝 集 元 ト シテ最 モ優 秀 ナ ル モ ノ ナ リ.

術 式6本 以 上 ・小 賦 融 管 ヲ並 ぺ、中1本 ヲ封 照管 ト

・ン、 初 管 ・・50倍 稀糧1結核 患 者 血 清0・5ec入 ト ン以 下

100倍 、200倍 、400倍 、80(,倍 … ・ノ如 ク 倍 轍稀 霧

ヲナ セ リ、 此 ノ各 管 二 前 記 ノ菌 浮 游 液1滴 宛 ヲ駒 込

「ピA vb」 、 ヲ用 ヒテ滴 下 ン、 ヨク混 和 シ、 是 ヲ37℃

20時 間 放 置 後 戊 績 ヲ剣 定 セ リ.但 、此 ノ際 血 清 ヲ37℃

;20時 間 モ放 置 スル實 験 ナ ル が故 二 可及 的無 菌的 二

線 テ ノ操 作 ヲ行 フ コ トが、極 メテ 必 要 ナ ル條 件 ナ リ。

成 績 剣 定50倍 以 下 ノ稀霧 二 於 テ ノ・健 康 血清 二於 テ

モ屡 ミ凝 集 シテ成 績/列 定 二混 胤 ヲ 來 ス 恐 レアル ヲ

以 テ、50倍 以 上 ノ稀霧 血 清 二於 テ 肉 眼 的 二著 明 ナ凝

集 反 慮 ヲ呈 ス ル モ ノ ヲ 陽性 ト剣 定 セ リ。 高 度 ノ結 核

血清 中 二 ・・1600倍 乃 至3200倍 二於 テ モ 著 明 ナ'レ凝

集 ヲ呈 ス ル モ ノア リ。

TurbanGerhardt氏 第3期 結 核 血 清74例 中71%陽

性 ニ シテ、400倍 以 上 ノ稀 糧 血 清 二 於 テ ハ46%二 於

テ 陽性 ナ リ。 第2期 血 清 ニテ ノ・181例 中61%陽 性 ニ

シテ400倍 以 上 ノ陽性 ・・26%ナ リ。 第1期 血 清 ニテ

・・95例 中43%陽 性 ニ シテ400倍 以 上 ニ テ ハ 陽 性 ナ

ル モ ノ・・僅 カ ニ13%二 過 ギ ヌ。 次 ニ マ ン トー 氏 反慮

陰 性 血 清 ニ テノ・59例 ノ中2例 二於 テ陽 性 ヲ示 セ リ.

補 膣 結 合 反 慮

抗 元 凝 集 反 磨 二 用 ヒタ ル 抗 元 ト 同標 ノ結 核 菌 浮 游

液 ヲ100。C1時 間滅 菌 セ7v、滅 菌 生理 的食 藍 水 浮 游 液

ヲ抗 元 トシテ使 用 セ リ、本 抗 元 ノ・殆 ン ド抗補 盟 作用 ヲ

認 メズ。

術 式Browning氏 法 二依,レ。

成 績判 定

本 抗 元bhomolo9ナ1レ 抗 盟 ノ・健 康 血 清 中 ニ テ モ幾 分

存 在 シ、 ソノ約30%(204例 中)二 於 テ 補 饅2軍 位 マ

デ ヲ結 合 ス'レモ ノ ヲ認 メタ)vモ 、4軍 位 マ デ結 合 スJV

モ/・ ・殆 ソ ドナ シ、反 之 結 核 血 清 ニ テ ハ6軍 位 乃 至8

軍 位 以 上 ノ補 禮 ヲ結 合 ス ル モ ノ多 ク、健 康 血 清 ト・・明

カニ鑑 別 ス ル コ ト ヲ得 、 ソ コデ 吾 人 ノ・實 際 問 題 トシ

テ、便 宜 上、健 康 者 ト結 核 患 者 トノ匠 別 ヲ明瞭 ナ ラ シ
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ム,レタ メ ニ、Browning氏 法 ニ ヨ,レ第 一 管 ヲ除 外 シ、

第 二 管 ノ補 盟4輩 位 ヲ以 テ 初 管 トナ シ 從 ツ テ 第 皿管

ノ8翠 位 マデ採 用 ・yテ成績 ヲ列 定eリ 、之 二俵,レb、

約800例 ノ血 清 ノ ウチ、

OTurbanGerhardt氏 結 核 皿期 血 清121例 ノ・85%陽

性

補 盟6翠 位 以 上 ニ テ 陽性 ナ'レモ ノ ハ73%

ll期 血清212例 中72%陽 性

補 饅6翠 位 以 上結 合 ス ル モ ノハ61%

1期 血 清105例 中56%陽 性

補 盟6翠 位 以 上結 合 ス ル モ ノハ32%陽 性

○ マ ソ トー 氏 反 慮 陰性 血 清 例 ニ テノ・全 部 陰 性

OWassermann氏 反慮 陽 性血 清 ・・40例 中3例 弱 陽性

0ソ ノ他 ノ 血 清204例 中陽性 ノ・5.89・ 強 陽 性 ・・2例

ナ リ。

特 筆 ス ベ キ事 ハ 、本 抗 元 ・・第 皿期 結 核 血 清 二封 シテ抗

元 性 極 メ テ強 ク、大 部 分 ノ血 清 二於 テ8輩 位 ノ補艦 ヲ

結 合 ス ル モ ノナ リ。

i欠二Besredka氏 抗 元 二比 較 シテ、我 々ノ抗元 ハ結 核

血 清 二封 シテ抗 元性 強 ク、Besredka氏 抗 元b異 リ徽

毒 血 清 二封 シテ非 特 異 反 感 ヲ殆 ン ド認 メ ズ。

結 論

1.余 等 ・・Glycerin水 馬 鈴薯 培養 基 二Convallama・

rin,Digitonin及Digitalin(GermanPOwder)ヲ1%

以 上 二添 加 ジ テ抗 酸 性 菌 ヲ培 養 シ、 ソ ノ50株 二於 テ

例 外 ナ ク、 之 ヲ非 抗酸 性 トナ シ得 タ リ。

2.上 述 ノ菌 ヲ以 テ 卒 等 ナ ル 菌 浮 游 液 ヲ作 ル コ ト ヲ

得 ル モ ノニ シテ 結 核 菌 ヲ用 ヒテ 作 リタ ル 生 理 的 食 盤

水 菌 浮 游 ヲ以 テ 結 核 患 者 血 清 二 就 キ 凝 集 反磨 及補 盟

結 合 度 ヲ執 行 セ リ。

52.種 々 ナ ルP、 一二 於 ケ ル 結 核 菌 抗 原 ノ

血 清 學 的 及 埴 呂就 テ

(大 阪帝 國大 學 轡 學 部 今 村 内科 及 竹尾 結 核 研 究 部)

伊 藤 政 一

私 ノ・昨 年 當 學 會 及 昨 年10月 大 阪 馨學 會 纏 會 二於 テ結

核 生 菌 死 菌 及 奮 「ツ ペ ル 〃 リ ン」ヲ以 ツ テ 免 疫 匂 レ家

兎 血 清 二抗 原 トシテ奮 「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ混 書、コ レニ

ー 定 濃 度 ノ盤 酸 ヲ加 へ其 ノPHヲ 種 々二攣 ジ 且 ツ 其

ノPH二 封 慮 ス)vva濁 ヲ測 定 シ得 タ ル成 績 ヲ報 告 セ

リ。

今 同 ノ・結 核 家 兎 血 清 及結 核 人 血 清 二 二 三 結 核 菌 抗 原

ヲ混 ジタ ル場 合 ノ成 績 ヲ報 告 ス。

實 験 方 法;就 テ ・・既 二1昨{階 學 會 及 大 阪 馨 學 會 総 會

二就 テ詳 遁 セ シ ニ 蜀 リ今 ハ コ レ ヲ省 ク。

1,,WJ物 買験

(イ)牛 型結 核 菌 加熱 「リ〃 チ ン」ヲ抗 原 トセ'レ揚 合

使 川't'レ 加 熟`ワ 〃 チ ン」・・傳 研 牛 型 菌1cc中1mg菌

吊 ノ浮 游 液 ヲ1時 間 鴛 沸 セル モ ノナ リ調 霊1・5乃 至

2.0妊 ノ家 兎 ヲ傅 研 牛 型 菌4延 ヲ耳 岬脈 内 二接 種 免疫

シ3週 乃 至4週 後 二探 血 シ得 タ ル血 清 ヲ使 用 セ リ,免

疫 血 清12例 二於 テ 血 清1,0cc二 抗 原0.1ccヲ 混 ジ其

ノ2倍 稀糧 液 ニテ ハ 抗原 ヲ 混 ゼ ザlvモ ノニ比 シ 共 ノ

潤 濁疫 等 電 鮎 二於 テ16乃 至5大 ナ リ、2例 ・・差違 ナ

シ叉 血 清2.Occ二 抗 原0.05ccヲ 混 ジタ ル14例 中4

例 ノ ミ其 ノ差違6乃 至4ヲ 示tリ 。 然JV二 劉 照bシ

テ健 康 家 兎血 清12例 二於 テ ノ・抗 原0・1cc及0・()・Kcc

ヲ混 ジタ ル何 レノ場 合 ニ モ 抗原 ヲ 混 ゼザ ル モ ・二比

シ掴 濁 度 二差 違 ヲ見 ズ。

(ロ)濃 鞭 酸 ニテ底 理 セ ル 牛 型 菌 「ワ ク チ ン」ヲ抗原 ト

セ'レ場 合

濃 蝋 酸 ニ テ虎理 シ後 洗漁 ニ ヨ リ中 性 トナ セ'レ牛型 菌

1cc中1晒 菌 量 ノ 「ワク チ ン」0.1ccヲ 前 同標 二 前慮

理 セ ル 免疫 家 兎血 清2.0㏄ 二混 書 其 ノ2倍 稀 葎 液 ニ

テ ・・、抗 原 ヲ混 ゼ ザ ル モ ノ ニ比 シ等電 鮎 二於 ケ ル梱 濁

度 ノ・4例 二 於 テ12乃 至4大 ニ シテ、6例 ノ・差 違 ナ シ、

封 照健 康家 兎 血 清12例 二於 テ ・・潤 濁 度 二差 違 ナ シ。

(ノ・)人型 結 核 菌 加 熱 「ワク チ ソ」ヲ抗 原 トセ ル場 合

盟 重1.5乃 至2.0妊 家 兎 ヲ 傳 研 上 池 菌1選 ヲ静 脹 内

接 種 後3日 目 二再 ビ該 菌10晒 接 種 免 疫 シ3週 乃 至4

週 後 探 血 シ 得 タ,レ 血 清2.Occ二 牛 型 菌 加 熱 「ワ クチ

ソ」ト同檬 二 虎 理tJ'/傳 研 上 地 菌 加 熱 「ワ ク チ ソ」0・1

ccヲ 混 ジ共 ノ2倍 稀 葎 液 ニ テ ノ・6例 二於 テ 抗 原 ヲ混

・・teザル モ ノニ比 シ、等 電 鮎 ノ潤 濁度14乃 至4大 ナ リ、

封 照12例 ニ ア ツ テ ・・何 レモ差 違 ヲ ミズ。

2.肺 結 核 患 者 血 清

(イ)人 型結 核 菌 加 熱 「ワ ク チ ン」ヲ抗 原 トセ ル場 合

前 記 ノ如 〃 塵 理 セJレ 人 型 菌 加 熱 「ワ ク 千 ン」0・1ccヲ

肺 結 核 患 者 血 清0.5cc二 混 ジ 其 ノ6倍 稀 葎 液 ニ ツ イ

テ、 ア ウス フ ロック ソグス ヲプ チ ウ ム ヲ抗 原 ヲ 混 ゼ ザ

;レ血 清 稀葎 液 ノ ソ レニ 比 ス,レニ 重 症 者 血 清3例 ニ テ

ノ・29.29及14、 中症 者 血 清3例 二於 テ26・22及9、

輕 症 者3例 二就 テ18.6及6ノ 差 ヲ詮 明 セ リ。 劉 照 ニ

ハ健 康 者 ト 思 ノ・ル ・者 ノ 血 清8例 何 レモ 潤 濁 度 ノ差

違 ヲ謹 明 セ ズ但 シ、 ピJVケ 氏 反 庶 ・・1例(± 》、他 ・・陽
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性+リ 。

(ロ)濃 盤 酸 ニ テ威 理 セJV人 型 菌1リ ク チ ソ 」ヲ抗原 ト

セ'レ場 合.

濃 鞭 酸 ニ テ慮 理 セ'レ'卜 型 菌1リ 〃 チ ソ1ト 同 様 二固 理

セ ル 人型 菌 「り 〃チ 》!」0.1ccヲ 肺 納 率亥患 者 血清0.5cc

二混 ジa'レ6倍 稀 椰 液 ノ魯 電鮎 ノ潤 濁 度 ハ 抗 原 ヲ 混

ゼ ザル血 清 ノ6倍 稀 霜 液 ・ソ レ ヨ リ大 ナIV」1・ 、tn.症

3例29.16及"、 中症3例21.10及6輝 症3例11.8

及5+リ 。

野 照8例 ニ テ ハ 潤 濁 度 ノ差 違 ヲ ミ1・ノ'1:但 シ ビ'レケ

氏反慮 ・・1例k±)他 ハ陽性+リ 。

53.中 川氏非抗酸性結核薗 二依 ル結核

凝集及恋

北海道帝圃大學醤學 部中川内科敏 室

(主任 中川教授)小 田 切 信 男

結核凝集反慮 ノ殆 ソド失敗 ノ連 績 トモ 言 フベキ 共 ノ

歴 史 ヲ同顧致 シマ ス ト今 ヤ 吾等 ハ結核凝 集反晦 二何

等 力臨肱的債値 ヲ期待 シテ、 コ レヲ追試 シ、研究 セ ソ

トスル ノ勇氣及希望 ヲ殆 ソ ド持 チ得 ザル 如 クデア リ

マ ス 。

即結 核 菌 ノZF等 培 養 ヲ 以 テ ノ試 ミ又 ・・結 核 菌 二物 理

的 、化 學 的 操 作 ヲ加 ヘ テ共 ノ蝋 標 外 皮 ヲ奪 取 セ'レモ ノ

ヲ以 テ ノ試 ミ 或 ・・叉 近 時 非 抗 酸 性結 核 菌 ヲ 以 テ ノ試

ミ・・唯 僅 二 學 説 的興 味 ヲツ ナ グ ・ミニ シテ 未 タ●何 等

臨 抹 上 役 立 チ得 ベ キ モ ノ ヲ見 ナ イ ノデ ア リマス。

然 シナ が ラ 近 時結 核菌'號 育 循 環 設 ノ 唱 ヘ ラ ル ・折

カ ラ、中川 氏 非 抗 酸 性結 核 菌 ノ出現 ヲ見 タ ル が故 二、

一 面 幼 若 ナ,レ結 核 菌 ト考 ヘ ラ ル ・斯 加 レ非 抗 酸 性結

核 菌 ヲ以 テ 鏡 意 結 核 凝 集 反 慮 ノ研 究 二 從 事 シ 來 ツ タ

モ ノデ ア リマ ス。

先 ヅ 中川 氏 非 抗 酸 性結 核 菌 中最 モ コッホ ノ定 型 的 結 核

菌 二近 キ桿 菌('Sttibchen)ヲ 以 テ 實 験 研 究 致 シマ シタ

所 、第1表 二於+兇7v如 ク、結 核 患 者 ト健 康 者 トヲ明

瞭 二列 別 ス ル 事 が 出 來 ナ カツ タ ノデ ア リマス。 帥 桿

菌 二依 リマ シテ ・・唯 先 人 ノ轍 ヲ 踏 ム ニ 過 ギ ナ カ ッタ

ノデ ア リマ ス。

故 二次 二 中川 氏 非 抗 酸 性 結 核 菌 中、桿 菌 ト同様 純梓 二

分 離 培 養 ス,レ 事 ノ出來 ・7シタ球 菌(Kokken)ヲ 用 ヒテ

凝 集 反 慮 ヲ施 行 シテ 見 マ シタ 所、實 二意 外 ノ結 果 ヲ得

タ ノデ ア リマス。

即第2表 二於 テ御 覧 二入 レマ ス如 久 桿 菌 ヲ用 ヒテ ノ・

僅 カ ー25倍 二 於 テ(十)二 反 慮 スJレ ニ過 ギナ カ ツ久 重

症 川`納核r・於 ナ1200倍 迄i凝 集 シ、而 毛Agglutino8koP

・カ ヲ籍 レマセ ン デ モ 仰 肉眼 二依 リマ シテ モ 明 瞭 二

200倍 迄411定 シ得 タ ノrア リ7ス 。 圃 二於 テ(撒)ヲ 以

テ,Jl-〃vシ タ ・一皆 肉眼 二 依 テ 列 定 ン得iレ 凝 集償

ヲ,{孟啄 γ,ル毛 ノデ ア リマ ス。

而 シ ナ色 々研 究 致 シマ ス ト,肺 紡 核 ノ極 ノ テ初 期 ノ毛

・叉 ハtll・期浸 潤 トカ,1川llj川 園浸 潤 ノ如 キ念 性 ノ肺 結

核 二於 テ モ 明瞭 均 レ 凝 集 償 ノ上 界 ヲ認 ノ タ ノ デア リ

マ1. b而 モ臨 肱 的 二見 逃 シテ居4躍肺1結核 モ搬 見 シ得'レ

ニ到 ツタ ノデ ア リマ ス。

獅 川∬結 核 患 者 卜健 康 者 トモの朔 瞭 二 列 別 シ 得 タ ノ デ

ア リマ ス。

而 シテ縫 テ陽 性 、 陰 性 ヲ列 別 ス ル標 準 へAgglutino・

skOP二 依 ラ ズ、 飽 ク迄 モ臨肱 的 二容 易 ナ'レ方 法 部 肉

眼 ヲ以 テ列定 致 シ マ シタ。 而 シテ 多 ク ノ例 ヲ實 験 致

シマ ・yPt、私 ・・肉 眼 二俵 リテ200倍 以 上 二凝 集 セlvモ

ノ ヲ以 テ 陽 性 トナ ・y、列 定 ・・200倍 ヲ(+)、300倍

ヲ(++)、400倍 ヲ(柵)b600倍 以 上 ヲ(働 トシタ ノデ

ア リマ7・。 然,レ ニ 屡:肉 眼 二依 リ800倍 二眼 瞭 二朔

定 シ得 ル ガ如 キ モ ノヲ認 メ得 タ ノデ ア リマ ス。

而 シテ其 ノ凝 集 シテ オ リマ ス標 子 ヲ見 マ ス ニ、白色 二

光 リ輝 ク銀 色 ノPartikelchenデ ア リ?シ テ、 熟 練 者

ト不 熟 練 者 トヲ問 ハ ズ、何 人 ニ モ明瞭 二列 定 シ得 ル が

如 キ モ ノデ ア リマ ス。

私 ハ 斯 ク ノ如 キ 中川 氏 非 抗 酸 性 球 菌 ヲ 「ア ン チゲ ソ」

ト致 シマ シテ既 二170例 ノ結 核 性 疾 患 二於 テ92.4%

ノ陽性 率 ヲ得 テ オ リて ス。

其 中50名 ・重症 結 核 二於 テ ・・92%、 而 シテ8%ノ 陰

性 者 即4名 ノ陰 性 者 中3名 迄 ・・粟 粒結 核 患 者 デ ア リ

マ シ4。 而 シテ 中 等度 ノ肺 結 核 二於 テ ハ30例 中唯1

例 ノ陰性 者 ヲ見 タ 丈 ケ デ ア リ、50例 ノ輕 症 肺 結 核 及

肺 門 淋 巴腺 結 核 二於 テ ・・94%ノ 陽 性 率 ヲ得 タ ノデ ア

リマ ス。 猴 叉 「レ ン トゲ ソ」窺 眞上肺 臓 實 質 内 二結 核

病 竈 ヲ認 メ得 ナ カ ッタ 肋 、腹 膜 炎 ノ患 者50名 二於 テ

ノ・88%ノ 陽性 成 績 ヲ得 タ ノデ ア リマ ス。

而 シテ150名 ノ非結 核 患 者 二於 テ ・・91.8%ノ 陰 性 成

績 ヲ得 マ シタ が、陽性 者 中 ニバ カナ リノ漕 在 性 結 核 ヲ

疑 ヒ得,レ モ ノ がア ツ タ ノデ ア リマ ス。

其 中25例 ノ徽 毒 血 清 二於 テ ・・100%ノ 陰性 、叉25例

ノ癌 腫 血 清 二 於 テ ・・唯1例 ノ陽性 ヲ認 メタ ニ過 ギ マ

セ ソデ シタ。

動 物 實験 ・・未 ダ 完 成 致 ジテ オ リマ セ ソガ、 コリボ ノ死
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菌 免 疫 ニ テ ・・唯僅 カ ノ 凝 集 債 上 昇 ヲ 見 ル ニ過 ギ マ セ

ソデ シタ が、中川 氏 非 抗 酸 性 結 核 菌 ノ死 菌 免疫 ・・極 メ

テ高e、 即 最 高 肉眼 二於 テ2禽 倍 二達 シタ ノデ ア リマ

ニスo

其 他 コッホ ・生 菌 注 射 ニ ヨ リ結 核 二罹 患 セ シ メマ シタ

家 兎 内 中川 氏 非 抗 酸 性 球 菌 ノ生 菌500mg及100mg

注 射 致 シマ シ タモ!二 於 テ ハ 叉 明瞭 二高 キ 凝 集 便 ヲ

認 メ タ ノデ ア リマ スガ、爾 研 究 完 成 ヲ侠 ツ テ城 表 致 シ

マ ス。

即 中川 氏 非 抗 酸 性 結 核 菌 ノ球 菌 型 ニ ヨ ツテ 極 メテ 良

好 ナ ル凝 集 反 感 成 紙 ヲ得 、臨 休的 二大 イ ナル債 値 ア,レ

ト共 二、早 期診 断 上 期 待 シ待 ベ キ反 慮 ナ リ ト信 ズ ル モ

ノデ ア リマ ユ。

凝 集 反感 作 用 時 間 ・・何 時 間 デ ス カ。

質 問 東 風 睦 之

答 欝 小 田 切 信 男

「37度3時 間 「フ ラ ソキ」中 二置 キ然 ル後 室温 二放 置 シ

テ48時 間 目 二剃 定 致 シマ スーv

54.肺 結 核 及 ビ肺 炎=於 ケ ル ウ エ ル トマ ン

氏 笈 感 ノ診 断 學 的 債 値=就 キテ

(九 州 帝 國大 學 小 野 寺 内科 教 室)

貝 田 勝 美

村 上 健 一

ウ エ ノレトマ ン氏反 磨 ト・・、1930年 豪 表 サ レタ ル、 一

種 ノ加 熟血 清 凝 固反 磨 ニ シテ、圭 トシテ肺 結 核 ノ診 断

及 ビ豫 後 列 定 ヲ目 的 トス ノレ反 磨 ナ リ。

ソ ノ操 作 ・・1.0%ヨ リ順 次0.9、0.8.0.7、0.6、0.5、

0.45、0.4、0.35、0.3、0.2、0.1%二 至 ル 十 二種 ノ

濃 度 ノ璽 化 「カ ル シ=一 ム」溶 液 ヲ 各5cc宛 試験 管 ニ ト

リ、 新鮮 ナ ル 被 検血 清 ノ0.lccヲ 正 確 二各 試験 管 内

二注 入振 盛 シ、 沸 騰 セ ル 重 湯 煎 中 二 放 置 ス ル コ ト15

分 間 ノ後 、取 出 シテ血 清 蛋 白 ノ凝 固 状 態 ヲ観 察 ス'レモ

ノ トノ。

ウエ ル トマ ン氏 ・・凝 固 完 全 ニ シテ 凝 固物 ・・白塊 トナ

リ、残 液 ノ・全 〃清澄 トナ レル時 、之 ヲ完 全 凝 固 ト構 シ、

完 全 凝 固 ノ生 ジ タ ル 試験 管列 ヲ誼 ミテ 之 ヲ 凝 固 帯 ト

ナ ス。 而 シテ、健 康 者 二於 テ ノ・凝 固 帯 ノ・0・5%-0・4%

二及 ビ滲 出 性 肺 結 核 患 者 二 於 テ ・・健 康 人 二 比 シテ凝

固 ノ短 縮 ヲ來 シ、壇 殖 性 肺 結 核 患者 二於 テ ノ・延 長 ヲ示

ス モ ノ ト圭 張 ス。

以 來 各 國 二於 テW、 エ ク ・・ル ト氏 以 下20数 名 ノ追 試

者 ヲ出 セ'レモ、 ソ ノ結 果 ハ何 レモ人 同小 異,大 盤 二於

テ創 始=仔 タ ル ウエ ル トツ ン氏 ノ訊 ヲ是 認 セ リ。

我 々ハ鯉 康 人 卜見倣 スベ キ同 僚及 ビ看 謹 姉 ノ10名 。

小 野 芋内 科 敢 容 ノ肺 絡 核 患 荷43名 、 及 ビ肺 炎 患 者6

名 二施 行 匂 レ該 反 唯 ・結 果 ヲ報 告 セ ン ト フ。

先 ゾ鯉 康 者 二就 キ テ行 ヒ タ ル結 果 ハ,凝 固 帯 ・・何 レモ

O.5--O.1%ノ 間 二限 定 サ'レ。 而 シテ同1人 二於 イ テ

ハ 食事 ニ ハ影 響 サ レズ、帥 チ食 前食 後 二於 テ異 ナ ル コ

トナ シ◎

43名 ・患 茜 中20名 ・・比較 的 輕症 患 者 ニ テ、 微 熱,全

均倦 怠感 、食 慾 不 振 或 ・・肩 凝 リ等 ヲ圭 訴 トス ル者 ニ シ

テ、 レ ソ トゲ ・」罵 眞槍 査 ニ ヨル モ肺 内部 陰 影 ノ僅 少

ナ'レ培 加.肺 尖 部 二於 ケ'レ陳 曹 ナ ル増 殖 性 ノ陰 影 等 ヲ

示 ス ニ過 ギ ザ'レ 者 ニ シテ 是 等 ノ凝 固帯 ・・0.6-0.3%

ノ間 二在 リ、0.7%以 上 ノ短 縮 ヲ認 メ ズ。

而 シテ0.35%以 上 二延 長klレ ・・、 病 愛 ノ陳 藷 性 ニ シ

テ繊 維 性 二治 億 セ'レ陰 影 ヲ示 ス場 合 ナ リ。

残 リ23名 ハ隔 離 病 棟 牧 容 ノ重 症 患 者 ニ シテ、「レ ン ト

ゲ ソ」検 査 ノ結 果 肺 二相 當 廣 般 ナ ル 病 髪 ヲ確 知 シ得'レ

者 ニ シテ ソ ノ結 果 ハ次 ノ表 二示 ス が如 シ。

表 二・・凝 固帯 ノ長 サ及 ビ赤 血 球 沈 降 速度 、「レー線 像 ヲ

封 照 トシテ列 記 ス。

望 月 ノ例 二 於 テ ・・喀 血 當 日・・凝 固帯 ノ完 全 欲 如 ヲ示

シ喀 血 ノ止 ル ト共 ニ ソ ノ延 長 ヲ示 ス。

此 ノ表 二=リ テ次 ノ結 論 二達 ヌ。(第1表)

(1)凝 固 帯 ノ短 縮 著 シキ者 二 於 テ ハ 殆 ド例 外 ナ シ

ニ赤 血 球 沈 降 速 度 ノ促 進 ヲ見 ル モ、雨 者 必 フごシ モ下行

セ ズ。

(2)凝 固 帯 ノ短 縮 著 シキ 者 ノ・例 外 ナ ク 滲 出性 ノ廣

汎 ナ ル病 愛 ヲ有 シ、 殊 二 完 全 鉄 如 ・・豫 後 不 良 ヲ意 味

ス 。

(3)一 般 二喀 血 ノ傾 向 ア,レ者 ・・、短 縮 ノ傾 向 強 シ。

〈↓)病 愛 ・泊 癒 二趣 キ、臨 脈 的病 状 ノ輕 快 、 噛レ」線

像 ノ培 殖 性 二傾 ク ト共 二凝 固帯 ・・延 長 ス。

次 二急 性 肺 炎 二於 ケ ル 該 反 慮 ・・何 レモ 罹 病 ノ始 メ ニ

於 テ ハ、 凝 固 帯 ノ著 シキ 短 縮 、 多 〃 ハ 完 全 鉄 如 ヲ示

シ、而 モ疾 病 ノ治 癒 二連 レデ レ」線 像 トー致 シテ ソ ノ

延長 ヲ來 ス。

赤 沈 トー致 ㍗ レ場 合 モ ア レ ド逆 ノ場 合 モ ア リ。

同 檬 二 高熱 ヲ 圭 訴 トス ノレ腸 「チ フス 」患 者 二於 テ ・・毫

モ凝 固 帯 ノ延 長 ヲ示 サ ズ。(以 上第2表 参 照)
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肺 炎 二於 勿 レウー ル トマ ン氏 反 憾 ・償 他 二 就 キ テ へ

文 厭 上 未 ダ何 人 モ重 硯 セ7ご、 ・・二 小 サ レタ ル以 上 ノ

事 實 ハ 臨 肱 上 肺 炎 ・類 症 艦 別 、肇二 鳳 川 シテ 相 當 意 義

ア ル モ ノ ナ ラズ ヤ ト思 考 シ 余 等 ノ大 イ品 興 味 ヲ有 ス

ル!粘ナ リ。

以 上組 括 ス'レニ、

〈1)lE常 人 ノ凝 固 帯 ハ0.5--O.4%ノ 間 二置 〃モ ノ

ト倍 ズ。

(2)肺 結 核 二於 ケ ル 該 反 庶 ・・凝 圓 帯 ノ著 シク 短 稲

t'八 〇.7%以 内)場 合 二意義 ア リ像後 ・・皿 大 ナ リ喀 血

ノ傾 向 ア'レ時 ハ短 繍 ノ傾 向 強 シ。

「レ」線像 二 弧 度 ノ愛 化 無 キ 者/凝 固帯 ハ0 .5%内 外

不 定 ノ位 置 ニア リ0.35%以 上 ノ延長 ・・病 勢 ノ繊 維 性

二榑 向 セ ル ヲ意 味 ス。

從 ツテ0.7%以 内 ノ短 縮0.35%以 上 ノ延長 二意 義 ア

リ。

(3)念 性 肺 炎 二於 テ・・凝 固帯 ノ著 シキ短 縮 、多 ク ・・

完 全 鉄如 ヲ示 シ治 癒 ト共 二延 長 ス。

(4)赤 血 球 沈 降 速 度bノ 關係 ・・時 二 卒 行 シ時 二相

反 ス。

55.吉 田氏 亙 嬢 卜肺 結 核 患 者 ノ豫 後

盈 諭 卓 琶(有噺 究所)

昭 和6年 間 二有 馬研究所附局聲院 ヲ訪 レ タ肺結核患

者 中、吉 田反慮 ヲ検 シタ267名 二封 シテ浦2年 後即 チ

昭和9年3月 二通信或 ・・訪 問等ニテ 其等 ノ轄蹄 ヲ調

査 シ、共 ノ調査 シ得タ110名 二就 テ第12回 日本結核

病學會 二報告 シタ リ。共後昭 和10年3月 二至 ツテ満

3年 後 二同様 ノ調査 ヲ行 ヒタ リ。 夏 二 今 同・・昭和9

年3月 調査 シ得 タル110名 二就 テ 浦4ケ 年後 即チ昭

和11年3月 二同様 ナル調査 ヲ試 ミタ リ。其成績 ヲ併

セテ報告ス。
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以上 ノ成績 ニ ヨ リ吉 田氏反慮 ノ陽性程度 蛇 二陰性 ニ

ヨリテ僅 二4ケ 年 間経過後 ノ結果 ヨ リ観 察 ・y、肺結核

患者 ノ豫後 ヲ確 二推定 シ得 ルモ ノト信 ズ。

追 加 太 縄 壽 郎

昨年 宿題 二際 シ刀根山病院在院 患者 ノ比較 的軽症患

者44名 二就 キ吉田氏反慮 ヲ検査v'i報告 セ リ其 ノ検査

後1年 後 二就 テ 該患者 ノ縛輪 ヲ調査 ・Yタ)v二略治退

院29名 、死亡10名 、場悪3名 引績 キ在 院2名 ナ リ

略治 退院 者中吉 田氏反慮陰性 ナ リシモノハ 全部 ニ シ

テ15名 、弱陽性 ナ リシモノ11名 、中陽性 ・モ ノ3名

ナ リ叉死者10名 中弱陽性 ノ.モ・1名 、 中陽性 ノモノ

9名 ナ リ當時 ノ赤沈反 慮 ト封比 シテ 見'レニ 死亡者 ノ

全部ハ 中度以上促進 ノモ ノ ナ リシが略治退院者 ノ・中

度以上促進 セルモ ノニナキモ健常値、境界値、弱促進

セル モノニア リテ 必 ズシモ 低値 ナルモノー 特 二多 シ

ト云 フコ トヲ観 ルニ至 ラズ。

56.結 核症二於ケル藍外練紅斑二就 テ

(金澤聲科大學大里 内科教室)

本 田 順 一 郎

茎外線紅斑 ト結核過程 トノ關係 二就テ 論 ジタル學 者

二Rost,Ellinger等 ア リ。前者・・紅斑腰現 ノ活澄ナ

ラザ;レ結 核 二於 テ豫 後不良 ナ リト説 キ、後 者・・結核過

程 ノ進行 トトモニ紅斑 反磨鏡敏 ナ リ ト論 ズ。

余 ・・昭和8年6.月 以降10年3月 二至ル期 間二亙i,テ

結核 患者 二就 テ 董外線紅斑 反慮 ヲ検 シ結核過程 ト篁

外線紅斑壁現 トノ關係 ヲ研究 セ リ。

使用太陽燈 ノ・懸垂式 「アクノ」太陽燈 及 ビ携 帯用「ギバ
」太 陽燈

ヲ用 ヒ前者 ノ・照射距 離50cm後 者 ・・30cmト

ス、 ケルラー氏紅斑量測定器 ニヨ リテ概 ネ 等 シキ光

力 ヲ詮 明 シタルモ 實験成績 ノ・使用太陽燈別 二記載観

察 セ リ。而 シテ何 レモ黙 火後10分 ヲ経 テ使用 ス。被

検 者ノ・結核 性疾 患 ヲ有 ス ル146例 健康者17例 二就

テ、 照射部位ノ・右上腰 屈側 ヲ選 べ リ。

而 シテ 観察 ・・照射後1時 間 ヨリ7時 間 マデ時間毎二

行 ヒ、次 イデ1書 夜後 二於 テ再 ビ行 フモノ トス。 且、

照射量 ノ・1分 ヨリ10分 二及 ビ10ケ 所 ヲ照射ス。

観察項 目 トシテ(1)紅 斑強度(全 ク紅斑 ヲ呈 セザル モ

ノ ヲ紅疲不明 トシ肉眼デ 辛 ウジテ認 メ得 ル 程度 ヲ1

度 、之 二反 シテ極 メテ著 明ニ シテ灼熱感 ヲ件 ヒ隆起 ス

ル程度 ヲ皿度、 普通 ノ程度 ヲll度 トス)、(2)紅 斑量

(7時 間後及 ビ24時 間後 ノ雨標 ノ観察値 ヲ探用 ス)、

(3)潜 伏時 間(4)紅 斑色調(鮮 紅 ト樋赤1・一分 ツ)、

(5)Stufung(照A・1・fiヲ 堀r7.ftj,二紅 斑iノ 弛竃サ ヲカ"フ'レ

現 泉 』 シテ、 之 ヲ著 明、微 弱,及 ビ之 ヲ畝 ク モ ノ ・三

種 二分 ツ)。

結 核 病 機 ・・表 ノ如 ク{1D開 放 性 肺 縞 核 、`m非 開 放 性 廣

汎 性 肺結 核 、{3}非 廣 汎 性 肺 浸 潤(之 ヲ分 チ テ 「レ ン ト

ゲ ン像 二 於 テ 渡 潤 影 著 明 ナ'レモ ノ」、 「浸 潤 影 著 明 ナ

ラザ ル モ ノ」及 ピ肺 門結 核 一 治 癒 傾 向 二富 メ ル 肺 門 結

核 蛇 二肺 尖「カタ ル」ヲー 括 セ リ)、(4)me核 性JYJ膜 炎`凡

テ恢 復 期 二 魁 セ リ)、 ㈲結 核 性 腹 膜 炎 、 ㈲腸 結 核 二分

テ リ。

開放 性肺 結 核 二於 テ 最 モ著 明 ナ'レ事 實 ・・紅 斑 強 度 が

皿度 ナ ル カ 然 ラ ズ バ 反 慮 不 明 ノ例 多 ク シテ 皿度1モ

ノ齢 キ コ ト、即 チ反 磨 ノ 中庸 ヲ失 シタ ル 観 ア リ、加 フ

JV二 殆 ソ ド線 テStufungヲ 失 ヒ色 調 ・・線 テ裾 赤 色 ナ

リ。 且 紅斑i強 度 ノ大 ナ'レニ 反 シテ 潜 伏 時 間 ハ ム シロ

大 ナ リ。 卸 チ強 キ 紅 斑 が 大 ナ ル 潜 伏 時 間 ノ後 二蟹 現

ス ル ノ不 可解 ナ ル現 象 ニ シテ.且 上 違 ノ線 テ ・・之 ヲ健

康 者乃 至 輕 度 ノ結 核 二 比 シテ 明 カ ニ塗 態 的 ト云 ・・ザ

ル 可 カ ラ ズ。

非 開放 性 廣 汎 性 肺 結 核 二 於 テ ・・紅 斑 強 度 大 ニ シテ潜

伏 時 間 小 ナ リ、 且Stufung微 弱 ノ例 多 キノ・駿 現速 度

大 ナ ル タ メ ト解 サ レ、 一般 二 過敏 ノ傾 向著 シ。

寝 潤 影 著 明 ナ ル 非廣 汎 肺浸 潤 二 於 テ ・・之 ヲ前述 ノ型

二比 シテ 紅斑 強 度及 ビ潜 伏時 間 二於 テ 遙 二穏 和 ナ ル

登 現 ヲ思 ・・シム。Stufung・ ・著 明 ニ シテ、 大 多 歎 二於

テ紅 斑 色 調 ・・鮮 紅 ナ リ。 然'レ ニ 「浸 潤 影 著 明 ナ ラザ ル

モ ノ」二於 テ・・紅 斑 不 明 ・例 及 ビ1度 ノ例 精 ヒ多 シ、

即 チ紅斑 獲 現梢 ζ不 活澄 ナ リ、然 モ之 二反 シテ潜 伏 時

間 ・・却 テ 小 ナ リ。 即 チ之 レ徽 弱 ナ'レ 紅斑 力'速 二豪 現

スル モ ・ニ シテ、紅斑 登現 ノ不 活 澄+ル ハ紅 斑 強度 ノ

ミノ抑 制 セ ラ レタ ル ニ 依 ル ナ,レベ シ。 肺 門 結 核 二 於

テ ノ・略 く健 康 者 二等 シ ク、肋 膜 炎(恢 復 期)ノ・精 ζソ レ

ヨリ鏡 敏 ナ リ。 腹 膜 炎 ハ 紅 斑 強度 及 ビ潜 伏 時 間 ノ状

態 ヨ リ考 ヘ テ非 廣 汎 性 肺寝 潤 中 ノ 「レ ン トゲ ソ浸 潤 像

著 明 ナ ラザ ァレモ ・」二類 ス ル モ ノ ト云 フベ キ カ。 腸 結

核 二於 テ モ略 く同様 ナ リ。

郎 チ肺 門 結 核 ヨ リモ肋 膜 炎 ノ恢 復 期 二 於 テ、非 廣 汎 性

肺 浸 潤 二 於 ケ ル ヨ リモ 廣 汎 性 肺 結 核 二於 テ 紅 斑 反 患

鏡 敏 ナ ル事 實 ・・、結 核 過 程 進 ム ニ件 ヒ テ紅 斑 反 慮 ノ充

進 ヲ示 ス。唯 非 廣 汎 性 肺 浸 潤 中 ノ「レソ トゲ ン」浸潤 像

著 明 ナ ラ ザ ル モ ノ」及 ビ腹 膜 炎 二於 ケノレ反 磨 不 活澱 ナ

ル傾 向 ト、開放 性 肺 結 核 二 於 ケ'レ反 旛 不 明 ・例 多 キ事
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開放性結核

童イー

非 開 放 性、 廣 汎 性 肺結 核

非 廣 汎 性Jj巾浸潤

1「レン1'ゲ ソ」浸 潤 謝 明tlレ モ ノ・…C

i揃 燕 欄 糊 ナ沸 モノ'1建

鳩 炎

納核性肋膜炎A

結核性膿膜炎B
腸縞 核

肺 門 結 核

附N中(ノ ヲ附 〃'レ ハ 「ギ ・s」大 陽 燈 、b然 ●

ラザ ル ハ【ア 〃 ノ1太 陽婦 ニ ヨル モ ノ トス

F

G

H

I

策1炎 紅 斑i弧 度

A B C D
}吾}}

5

10(1)

2

E

紅斑 不明レ2(4≧i」12」

1度

∬ 度

皿 疋

被槍者鍛

7

2〔7)`1-(1)

正ff～ 一ほdτ ア

1

L2(1)1飢 一一

4(1)10(1)

1
-」

14 1)1201

7

一 ヨ『

1 G

一り
」

Oj

H

1

4(1)

1

6(1)

1

14(iア 「 一

3

22(1)

2

.6

1
一

7(10

9 7(10'

第2表 潜 伏 時 間
ll

{A・BlC D}E F!GiH lI
1時 間 1 (1) 5 3 1 1
2,, 1(5) 7(1) 1 7 1 41).

5

911)
一 一一 一

5

　 一}
l

i

4i48)
-一

3., 3 2(2) 5(1) 4(1)
一

2

　

1r1) 21)

4., 2(1) 1 2 2 3 1(1) 1 3

一 一

1

5., (1) 1 (1)
6,, 2(1) 1

一{

1

被検者数 9(7) 10`3)壬 14(11 17r1) 7 6`1)管 20q、 717(10)

*同 一 被 検 者 ニ ツ イテ2同 若 シクノ・以 上 ノ實験 結 果 ヲ含 ム

第3表 紅 斑 色 調 及Stufung

AIBiciDIEFiGH 1

紅色1鮮 紅 1
-一 一 一一

8(7)
}}-

3(2)

9(2) 12(1) 17(1♪ 76(1) 20(1) 6 7(10)
斑調1樋 赤 1(1) 2

ト

1

。。陰 明 3(2) 8(1) 11 65(1) 12(1) 4

一i

喜 微 弱
品

6(1) 3 4(1) 1 7 3
;6(9)
t1(1)

(一) 6(5) 1 3 2 1i 1 1
,被 検 者 数 9(7) 10r3) 14`1) 17(1) 716(1) 20(1) 717(10) 1

實 ・・之 二反 ス ル モ ノナ リ。 余 ・・既 二 述 べ タ'レが如 ク

前 者 ヲ反 磨 ノ抑 制 的傾 向 ト解 シ、後 者 ヲ反 慮 ノ墾 態 ニ

ョ'レモ ノ ト解 セ リ。

附 記 以 上 ノ外 二結 核療 養 所 患 者30名 二就 テ行 へJL・

實 験 成 績 ノ・並 二省 略 セ ル モ、ソ ノ結 果 二於 ケル圭 旨 ・・

伺 一 ナ リキ。

57.結 核 罹 患 素 因 卜生 艘 蛋 白質 構 造

トノ關係 呂就 テ

鷲 津 砧 道

緒 言

本 邦 二於 ケ'レ結 核 患 者 死 亡者数 ノ・明治41年 ニ ノ・988

名 ニ シテ大 正7年 二至 ル マ デ逐 年 増 加 シ140747名 ナ

'レ驚 ク可 キ實 数 二達 セ リ。 ソ ノ後 漸 次 減 少 ノ傾 向 ヲ

示 ス ニ至 レ リ ト錐 モ ナ ホ最近 歎 年 間 ノ準 均 ノ・120000

名 ニ シテ(何 レモ内務 省 統 計 ニ ヨル)、 更 二肋 膜 炎、腹

膜 炎 、胎 膜 炎、及 ビ氣 管 枝 炎 ソ ノ他 ノ名 目 ニ テ取 扱 ハ

ル ・モ ノ ヲ 合 算 ス ル トキ ・・結 核 性疾 患 ニ ヨ,レ死 亡 卒

ノ・國民 死 因 ノ首 位 ヲ 占 ム ル ト稽 ス ル モ過 言 ニ ア ラズ。

扱 テ結 核 性 疾 患 ト性及 年齢 トノ 間 ニ ー 定 ノ關係 ノ存

ス ル コ トノ・先 進 諸 家 ノ業 績 ニ ヨ リテ 明 ナ リ ト錐 モ、之
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レカ喉 リテ來 ル所 以 ハ 未 ダi繭 足 ナ ル 訊 明 ノ存 スル ヲ

聞 カズ。

演 者 ノ・塾 二 肺 結 核 患 者及 結 核 性 淋 巴 腺腫 ・蛋 白 質 内

N分 布 ヲ検 シ テ 健 康 者 ノ夫 レ等 ト ・間 二 一定 ノ差 異

ヲ詮 明 シタ ～レヲ以 テ 此 ノ方 面 ヨ リ結 核椛 患 二 封 ス,レ

素 因 二 關 シテ探 究 セ ン ト欲 シ、 先 ヅ最近 数lr間(昭 和

8、9、10/3ケ 年 間)我 ガ 淺 山 内科 臨 脈 二 取容 セラ

レタ ル 結 核性 疾 患 患 者983名 二就 キ テ 年 齢及 性=依

リテ罹 患 薮 、椹 患 臓 器及 榑 蹄 ヲ統 計的 二槻 察 セ リ而 シ

テ 其 結 果 ト健 康 者 男 女 雨性 及 結 核 性疾 患 患 者 二於 ケ

ル 蛋 白質N分 布 ノ成績 トヲ 比 較 シタ,レニ興 味 ア ル 結

果 二到 達 セ リ。

(a)結 核 椹 患 者 ノ年 齢 及 ビ性 二就 テ。

上 記983名 ヲ15歳 ヨ リ69歳 マ デ 年 齢5年 毎 二1群

トシテ10群 トシ更 二男 女 別 二調 査 シ各 総 患 者数 二 封

ス ル百 分 卒 ヲ求 メ タ リ。 ソ ノ成績 ・・第1表 ノ如 シ。

即 チ男 性 ノ各群 二於 ケJvPt患 率 ・・16.39・ 、31.1タ ・、

18.3go、10.2go、7.3%、4.696、3.3%、3.3タ6、1.6

%及 ビ3.3%一 シテ女 性 ノ夫 レ等 ノ・21.8%、29.7%、

17.596、11.0%、6.096、1.1及 、2.0%、3.1%、2.0

9・、 及0.9%ナ リ。 斯 ノ如 久 男 女 共 二春機 曇 動 期 二

於 テ甚 ダ高 率 ヲ示 ・y、15乃 至19歳(第1群)ニ ア リ

テ ハ女性 二於 テ 大 ニ シテ 第2群 以 後 ニ ア リテ ・・雨 者

殆 ン ド相 等 シ久 而 シテ第4群 ヨ リ・・急 激 ナ ル低 下 ヲ

來 シ、 第5群 ヨ リノ・男 性 二 於 テ 僅 二高 キ ヲ示 セ リ。

(b)結 核 二封 スル 瞭 器素 因b性bノ 關係 。

結 核 ノ臓 器 素 因 二 關 シテ・・病 理 解 剖 ヲ 基礎 トセ ル業

綾 甚 ダ多 シ ト錐、未 ダ定 説 ナ シ。 余 ハ前 記983例 ヲ肺

結 核、 肋膜 炎、腹 膜 炎 、結 核性 拶 膜 炎 並 ビニ ソ ノ他 ノ

結 核 性 疾 患 ノ5群 トナ シ 男 女 二 分 力 干テ 調 査 セ シニ

第 表 ノ如 シ。 男 性 ニ ア リテ ・・肺 結 核 ・・58.99。 、

肋 膜 炎26.3%、 腹 膜 炎5.996、 結 核 性贋 膜 炎1.4%

ニ シテ ソ ノ他 ノ結 核 ・・7.3%ナ リ。 女性 ニア リテ ・・

夫 々48.8%、21.8%、17.5%、3.1%及 ビ8.5%ナ

リ、印 チ肺 結 核 及 ビ肋 膜 炎 ・・男 性 二於 テ、 ソ ノ他 ノ3

群 ・・女 性 二於 テ多 数 ナ リ。

(c)結 核 患 者 ノ轄締 ト性 トノ關 係 。

余 ハ925名 ノ結 核 患 者 二就 キテ、退 院 時 ノ状 態 ヨ リ全

治 、 輕 快 、不 璽 、壇 悪 及 死 亡 ノ5群 二分 類 シ テ性 別 二

観 察 セ リ。

コ ノ際 一般 状 態 、X線 的所 見 及 ビニ 三 ノ血 液 反 旛 ヲ参

考 トセ,レ・・勿 論 ナ リ。

男 性 ハ全 治L6%、 輕 快48.2gti、 不 愛20.3%,増 悪

10.096、 死 亡16.6%.・.・ シテ、女 性 ・・夫 々3.1%、36・1

%、23.496、13.9%、23.2%ナ リ。 而 シテ全 泊 及 輕

快 ・率 ハ男性 二於 テ、 叉 不 慶 、塘 悪,蛇 ビ ニ死 亡 ノ率

・・女 性 二於 テ高 キ ヲ認 ム。

(d)結 核 患 荷 ノ死 亡率b年 齢 及 性 トノ關 係。

前述1セ,レ181名 ノ死 亡 者 ヲ年 齢及 性 別 二 調 査 セ'レ成

蔽 次 ・如 ン。

男性 ニ テ・・15乃 至19歳 ニ テ ・・12.7"rv、20乃 至25

歳 ニ テ23.296一 ンテ最 高 李 ヲホ シ、 ソ レヨ リ漸 次減

少 シlr)乃 至49歳 二 至 レ・・一一i時的 壇 加 ノ傾 向 ヲ示 セ

リ ト錐、再 ビ減 少7・。 女 性 二在 リテ ・・15乃 至19歳 ニ

テ 既 二20.0%ヲ 占 メ20乃 至25歳 ニ テ25.2:'6、25

乃 至29歳 二至 レバ20.0%二 低 下 シ、ソ ノ後 ・・稽:急

激 ナ'レ減 少 ヲ來 シ、55乃 至59歳 二於 テ ー 時 的 堆 加

ヲ見 タ リ、 仰 手15乃 至39歳 マ デ!死 亡 奉'・ 女 性 二

於 テ、又40乃 至69歳 ニ ア リテ ・・男性 二 於 テ高 キ ヲ認

メ タ リ。

総 括 及 考 案

以 上 ノ如 ク 結 核 性 患K'983人 一就 キ テ ノ 統 計 的観 察

ノ結 果 罹 病 李 ・・春 機 螢 動 期 二於 テ 甚 ダ 高 率 殊 二女 性

二於 テ大 ナ リ、 ≧《、歳 ヲ越 ユ レバ男 性 二 於 テ 精 ミ大 ナ

リ。 次 二圭 要 罹 患 部 位 ヲ比較 セ ンニ、肺 結 核蚊 二肋膜

炎 ノ・男 性 二 於 テ、腹 膜 炎 及 腰 膜 炎 ノ・女 性 二於 テ高 率 ヲ

示 シ、ソ ノ他 ノ結 核 性 疾 患 ・・雨 性 ノ間 二大 差 ヲ認 メ難

シ。 伺 轄 錦 状 態 ハ男 性 ニ ア リテ ハ女 性 二比 シ、輕 快 乃

至全 治 二至'レ モ ノ多 ク、 不 愛 、培 悪 乃 至 死 亡 ス ル モ ノ

少 シ。 死 亡 例 ノ・思春 期 二於 テ 女 性 ・・男 性 ノ約2倍 二

達 ス μ高 率 ヲ示 セ リ 而 シテ ソ ノ最 高 ・・女 性 ニ ア リテ

・・15乃 至25歳 、 男 性 ニア リテ ・・20乃 至30歳 ナ リ。

肚 年 期 二至 レバ、漸 次低 下 シ40乃 至45歳 ニア リテ ハ

男 性 ・・女 性 二比 シテ 高 キ債 ヲ示 セ リ。

結 核罹 患 二 封 スル 個盟 蛇 二 臓 器 ノ素 因及 抵 抗 力 二 ・・

性 蚊 二年 齢 ニ ヨ リテ 差異 ヲ認 メ得 べ η、一般 的素 因 ハ

女 性 二於 テ大 ナ リ。

而 シテ 余 ノ成績 ・・西 洋 二於 ケ ル、 ノ イラニ」二、 旦一イー

ド、 ア ー ノー ド諸 氏 ノ 報 告 ト相 一致 セ,レヨ リ 考 察 ス

レバ 結 核 二封 ス'レ生盟 抵 抗 二關 シテ ・・氣 候 、風 土 、 風

俗及 習慣 等 ノ如 キ 外 的 因子 が 一 定 ノ役割 ヲ演 ズ ル コ

ト・・論 ヲ侯 タ ズ ト錐 更 二 重 要 ナ ル 内 的 因子 ノ介 在 ス

,レヤ推 察 二難 カラ ズ。

今 女 性 殊 二若 キ女 性 二 於 テ素 因 ガ大 ニ シテ、結 核 性 疾
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患 ノ維 過 不 良+'レ 事 、死 亡 ス ル モ ・男 性 二比 シテ適 二

高 拳 ヲ 示 スコ ト等 ノ事 實 ヲ 内 的 因 子 ニ ヨ リ;tst明セ ン

三一、 ノ イラー ト氏 二」ヨ レ・ノ{輸*荷5繭F結葉察 兎 ノ、ktima二

i封スル感 染 高 シ1・ナ シ、マ ウ トネル ス氏 ハ 去 勢 セ ラ レ

ケ ル動 物 ・樹 照 二比 シ テ共 感 染 痩 低 下 ス ト述 べ、些 ウ

三⊥ 氏'・ コ レ ヲ臨 肱例 二就 キ テ 瞭 明 セ リ。 ご ク ラ氏

ハ結核 患 者 二 卵 巣製 燗 ノ投 奥 ハ禁 思 ナ リ ト論 ジタ リ。

是 等 ノ事實 ハ 生 殖 腺 が 紹 核 感染 ト密 接 ナ ル 間 係 ヲ有

ス ル証 左 ナ ラ'。

次 二生舶 蛋 白 質構 造 二關 シ テ 田所 氏 ハ 夙 二 雌雄 附 性

ノ間 二差 異 ア'レ コ トヲ指 摘 ン、叉 去 勢 セ ラ レタ'レ動 物

ニ ア リテ ハ ー 定 期 間後 二性 ニ ヨ'レ特 有 ナ'レ物 理 化學

的性 質 ヲ喪 失 ス'レコ トヲ謹 明 シ、コ レ ヲ組 織 二於 ケル

酸 化還 元作Alノ 憂 化 二 蹄 セ ・yメタ リ。 即 チ 酪 化機 縛

・・「ア ミダ チ オ ソ1二 叉 還 元 機 轄 ・・「デ ザ ミダ チ オ ソ」

二随 件 セ ラル ・モ ノニ シテ、雄 性 ハ雌 性 二比 シ テ酸 化

作 用 旺 盛 ナ ル ヲ以 テ ソ ・蛋 白 質 ・・等電 鮎 「ア'レカ リ」

側 二傾 ケ リ ト訊 ケ リ。

余 ハ 婁 二 健 康 成 人 男 女 雨性 ノ血 漿 蛋 白質 内N分 布 ヲ

楡 シタ ル成 績 ヲ以 テ 女 性 ・・男 性 二比 シテ 「デ ザ ミダチ

オ ン」及 「イ ミダ チ オ ソ」元 進 シ 「ア ミダ チオ ン」ノ、減 弱

セ,レコ ト蚊 二 女 性血 漿蛋 白質N分 布1・肺 結 核 患 者 ノ

ソ レ ト類 似 セ ル コ トヲ詮 明 シ 結 核 個 履 二於 テ モ 亦酸

化 作 用 ガ 不 充 分 ニ シテ ム シ ロ 還 元 作用 ノ元 進 セ'レモ

ノナ ラ ン ト違 ベ タ リ。 拉 二於 テ 上 述 セ シ統 計 的観 察

ト生膿 蛋 白質N分 布 ・移 動bヲ 比較 ス'レニ 結 核 性 疾

患 ノ豫 後 ・・女 性 就 中春機 顎 動 期 ・ モ ノニ 不 良 ナ ル事

多 キ!鮎 ヨ リ 結 核 二封 ス ル 素 因並 二 抵 抗 ノ減 弱 二關 シ

テ蛋 白質 構 造 ノ憂 化 が 内 的 因 子 ノー ト認 メ 得 ベ キ モ

ノナ ラ ン ト信 ズ。 而 シテ 更 年 期 二於 テ 男 女 雨性 共 著

シキ差 異 ナ ク 且 ツ雨 者共 二 権 患 率 ノ甚 ダ シキ 低 下 ヲ

示 シタ ル ・・生 殖 腺 機 能 トノ關 係 ヨ リ訊 明 ス ル ヲ得 ソ。

尚 糖 尿 病 者 二結 核 合 併 多 ク、且 ツ ソ ノ豫 後 ノ不良 二経

過 ス ル コ トモ亦蛋 白質構 造 ・ 方面 トー 定 ・關 係 ヲ有

ス,レニ ア ラ ザ'レヤ ヲ豫 想 シ 更 二追 究 ヲ企 テ ツ ・ア リ。

結 欝

(1)結 核 椹 患 率 ノ・春 機 號 動 期 二於 テ最 高 ナ リ。

(2)結 核 二封 ス ァレ臓 器素 因 ・・男 女 雨性 二於 テ 差 異

ヲ有 シ、肺 結 核 及 ビ肋 膜 炎 ノ・男 性 二腹 膜 炎、贋 膜 炎 等

ノ・女 性 二於 テ 多 シ。

(3)結 核 性 疾 患 ノ縛 蹄 ニ モ 亦 性 的差 異 ヲ認 メ タ リ。

帥 チ全 治 及 輕 快 ハ男 性 二、 不 愛 、壇 悪 及 ビ死 亡 ・・女 性

二 多 シ。

(4)趣 康 戒 人 女性 ノ 血 漿 掻 白質 ノN分 布 ・・結 核 患

拓 ノ ソ レ ト顛 似 セ'レ鮎 多 ヴ.

(5)納 患 橘 患 二謝 スtV棄 因 ト生 槻 蛋 白質 構 造 トノ

間 ニ ハ密 接 ナ'レ關 係 ノ存 ス'レ 」ト ヲ窺 ヒ得 ぺ ・y。

58.痛 的 艦 液 並 二肺 紹 穫 患 者 血 濡 ノ蛋 白艦

CIN卜 非蛋 白艦C量 呂 就 テ

ζ京郁 府 立屠 糾 大學 漫 山内 科 教 室)

宮 原 隆 三

病 的櫨 液 ノ化 學 的性 状 二 關 シテノ・旦二 竺 ンペ ル工 以

來 ノ研 究 業 績 ヲ見、一 々枚 珊 二遮 ア ラ ズ ト錐 ソ ノ蛋 白

儘 構 逝 二關 ンテ ハ未 グ 盛 サ レタ リ ト云 フ可 カ ラズ.我

敏 室 ノ1"t學 士 ・・嚢 二 蛋 白燈 内N分 布 二 蘭 シテ検 索

シ滲 出液 ト滲 漏 液 トノ間 二 差 異 ノ存 ス ル コ トヲ謹 明

セ リ、 演 者 ノ・C/N二 就 キ追 究 セ ン ト欲 シ諸租 病 的儘

液 蛋 白髄 及 非 蛋 白儘 ノC及N岨 ヲ測 定or之 ヲ健 康 者

血 清 ノ夫 等 ト比 較 観 察 セ リ、並 二肺 結 核 患 者 二就 キ テ

得 タ ル成 績 ト併 セ其 ノ大 要 ヲ報 告 セ ン トス。

1.實 験 方 法

賓 験 ・・我 ザ淺 山 内 科入 院 患 者 二就 キ テ行 ヘ リ、儘 液 穿

刺 ヲ行 フ ニ當 リテ・・比較 的 安艀 空腹 時 ヲ選 ピタ リ、而

シテ 穿 刺 液 ・・之 ヲ氷 室 二静 置 シ 「ブ イプ リ ン」ノ析 出

ス,レ ヲ待 チ遠 心沈 澱 シタ ル上 清 ヲ探 リ、又 血液 二於 テ

ハ 早 朝 空 腹 時 二肘 窩静 脈 ヨ リ探 取 シ、之 ヲー 方 ハ 弗化

曹 達 ヲ添 加 シテ凝 血 ヲ防 ギ他 方 ノ・室 温 二静 置 シ、血清

ノ析 出 スル ヲ待 チ遠 心 分離 シタ ル上 清 ヲ探 取 セ リ、蛋

白除 去 ・・つtリ ノ、 ウー氏 注、Cノ ・オ ス カ氏 法 、Nハ

キ エ ーJレグ ー'レ氏 法 ヲ以 テ測 定 セ リ伺 蛋 白盟C及N

量・・線C又 ・・N量 ト.非蛋 白盟 ノ 夫 等 トノ差 ヲ以 テ 現

セ リ。

2.健 康 者 血 液 二就 キ テ ノ成 績(第1及 第2表)

健 康 成 人10例(但 シ男 子8例 、女 子2例)ノ 卒均 偵 ノ・蛋

白髄 ヲ除 去klレ 血 液 二於 テC量 ノ・142.5mg%(117.6

--165 .6♪、N量 ノ・34.6mg%(26.6-45.9)、CINノ ・

4.17(3.61-・4.8)ニ シ テ 蛋 白胆 ヲ除 去 セPレ血 清 ノ夫 等

ノ・94.7mgo6(77.4-133.2)、22.2mgg6(16.8-28.6)

及4.32(3.4--5.06)ナ リ、 而 シFテ 血 清 蛋 白盟 二於 テ

・・、C量 ノ・3472.4mg%(2700.6-3863.4) 、N量 ノ・

867.1mg%(689.1-926.8)ニ シ テC!Nハ4.0(3.85

-4 .20)ナ リ、 叉健 康 成 人10例(但 シ男 子3例 、 女 子

7例)ノ ウ エル トマ ン氏 反 慮及 赤血 球 沈 降 速度 ノZF均

債 ・・前 者 二於 テ凝 固帯 ハ第 六 管、後 者 二於 テ ハ ウ エス
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ター グ レ ン氏 法 ヲ以 テ 測 定 セ シニ 先 巡 諸 家 ノ戒 絞 ト

相 一 致 セ ル ヲ見 タ リ。

3.滲 出 液 二就 キ テ ノ成 績(第3表)

滲 出 性 肋 膜 炎 患 者12例(但 シ 白血 病 二併 搬 セ ル モ ノ

1例)及 慢 性 腹 膜 炎 患 者4例 ノZF均 債 ヲ見 ル ニ 滲 出液

蛋 白盟 ノC/Nノ ・3.95(3.03--4.94)叉 ソ ノ非 蛋 白盟

C量 ・・85.1mg96(57.O-一 一124.2)ナ リ、 而 シテ第1例

nリ 第4例 マ デ ノ滲 出性 肋 膜炎 患 者 二就 キ テ 見,レニ

第1回 穿 刺 液 ・蛋 白槻C!Nハ 比較 的 小 ナ'レモ解 熱 鯉

快 ス ル ニ從 ヒテ 漸 次 健 康 血 清 債 二近 似 セ ル ヲ示 セ リ、

叉 第12例 ノ白血 病 二併 蟹 セ ル肋膜 炎 患 者 二就 テ見'レ

ニ非 蛋 白胆C及N量 バー般 状 態 ノ墳 悪後 著 シク上 昇

・y其 ノC!N・ ・却 ツテ減 少 セ ル ヲ認 メ タ リ
。

4.滲 漏 液 二就 キテ ノ成績(第4表)

「ネ フ ロー ゼ」患 者3例
、 肝臓 癌 、肝 臓 徽毒 、パ ンチ氏

病 及 肝 硬墜 症 各1例 ノZF均 債 ヲ見 ル ニ蛋 白燈C!Nハ

3.97(1.28-10.74)非 蛋 白饅C量 ・・97.6mg%(67.O-一 一

126.9♪ ナ リ而 シテ第2、 第3例 ノ「ネ フ ロー ゼ」患 者 二

於 テ ・・蛋 白饅CINノ ・著 シク大 ニ シテ穿 刺 ヲ重 ヌ'レニ

從 ヒ、一 時 著 シク低 下 セ ル モ其 ノ後 ハ輕 快 ス ル ニ至 リ

次 第 二培 大 ス ル ヲ認 メ タ リ、叉 第1例 ノ肝臓 癌 二於 テ

ハ蛋 白禮CIN・ ・著 シク低 下 シ、 而 シテ穿 刺 ヲ重 ヌル

毎 二腹 水 ノ蛋 白及 比 重 ノ・減 少 スル ニ反 シ蛋 白盟CIN

ノ・漸 次 塘 大 匂 レヲ認 メ タ リ。

要 之 蛋 白禮CIN・ ・滲 出液 二於 テ・・健 康 血 清1・著 シキ

差 異 ヲ認 メ ザ ル モ 滲 漏液 ニア リテ ・・疾 病 ノ種 類 二依

リ債 匠 々ナ リ、而 シテ非 蛋 白膿C量 ノ・雨 者 共 著 シキ差

異 ヲ認 メ ザ ル モ 滲 出液 二於 テ精 ミ小 ナ'レ ヲ認 メ タ リ。

5.肺 結 核 患 者 二就 キ テ ノ成 績(第5表)

重 症 肺 結 核 患 者10例 ノZF均 償 ヲ 見lv二 血清 蛋 白燈

C!Nノ ・4.04(3.83-4.36)血 液 非 蛋 白禮C量 ノ・141.6

mg%(114.3-165.6)き シテ健 康 者 ト差 異 ヲ認 メ ザ'レ

モ、 血 清 非 蛋 白膿C量 ・・精c増 加 シ準 均121.2mg%

(78.8-143.8)N量 ノ・22.6mg%(18.2-29.4)ニ シテ

CINノ ・堆 大 ス ル モ ノ 多 ・y、爾 赤 血 球 沈 降 速 度 ・・著 シ

ク促 進 シ、 ウ エル トギ ソ ノ凝 固 帯 ノ・短 縮 ス ル モ ノ多

シo

以 上 ノ成 績 ヲ総 括 ス レバ次 ノ如 シ。

1.健 康 成 人 ノ血 清 蛋 白盟CIN・ ・4・0血 清 非蛋 白留

C量 ・・142.5mg%血 清 非 蛋 白盟C量 ・・94.7mg%ナ

リ。,

1.滲 出液 ノ蛋 白盟CIN・ ・血 清 ノ夫 ト著 シキ差 異 ヲ

駅 メ ズ。

1.滲 漏液 ノ蛋泊 燈C!Nハ 疾 病 ノ種 頬 二俄 リ側 圃 々

ナ リ。

1,滲 漏液 ノ非 厳 白膿C慨 ハ 趣 康 血 清 ノ 夫1・著vキ

差異 ヲ}惚メザ ル モ滲 出液 二於 テ納 ζ小 ナ リ。

1.霊 症 肺 絃 核 患 者 ノ血 油 蛋 白伽C!Nノ ・健 旗 血 清 ノ

火1・差 異 ヲ認 ノ7:、血 清 非 張 白慌C畳 ハ培 加er從 ツ テ

其 ノC!Nモ 亦 増 大 セ ル モ ノ多 ・y。

1.,R .症肺 結 核 患 者 ・ 皇工=JVbマ と 氏 凝 固 帯 ハ短 繍

ヲ來 スモ ノ多 シ。

59.肺 結 核 患 者血 清 ノ「トリプ ト7ア ン」

含 有 量 卜二,三 ノ血 液 笈 埴 二就 イ テ

(京 都府 立 馨 科大 學 淺 山 内科 敏 室)

培 本 市 郎

肺 結 核 患 者 ノ血 液 ノ憂 化 二關 シテ ・・從 來 、形 態 學 的、

物 理 學 的 、化 學 的叉 ・・血 清 學 的等 各 種 ノ方 面 ヨ リ追 究

サ レ、 愈 い微 二入 リ細 ヲ穿 ツ ノ趨 勢 デ アル。 而 シテ

是 等 ノ研 究 二基 キ テ 多 藪 ノ 槍 査 方 法 が 案 出 セ ラ レタ

ル モ、 共 ノ多 ク ノ・非 特 異 的 デ ア ッ テ 確 實 ナ ル 臨 躰 的

意 義 ヲ有 ス ル モ ノノ・甚 ダ少 イ。 殊 二病 型 ガ甚 ダ複 雑

ナ ル結 核 性 疾 患 二封 シテ ・・多 面 的 二 行 ・・レタ ル 検 査

成 績 ノ綜 合 的 観 察 ノ必 要 ナ ル コ ト・・言 ヲ侯 タ ヌ。

鼓 二於 イ テ 演 者 ・・肺結 核 患 者 二 就 キ テ、 ウ エ ル トマ

三と氏 血 清 凝 固 反 慮 、 赤 血 球 沈 降 反 癒 及 血 清 「トリプ ト

フ ア ン」量 血 清 高 田 氏 反 慮及 ビ 血 清 線 蛋 白量 ヲ検 シ、

肺 結 核 ニ ヨ リテ惹 起 セ ラ ル ・生 胆 ノ璽 調、就 中 血液 ノ

物 理 的 並 二化 學 的 性 状 ノ塑 化 ヲ窺 ヒ 且 ツ 其 ノ病 型及

纒 過 ニ ゴル ソレ等 ノ消長 ヲ襯 察 シタ。俵 ツテ鼓 二得 タ

ル成 績 ノ大 要 ヲ述 ベ ン トス。

一 .實 験 方法 蛇 二材 料

實 験 材料 ・・本 學 附屈 瞥 院 外 來 蛇 二 入 院 患 者 及濟 生 會

京 都 府病 院 入院 患 者約50名 二就 キテ 早 期 空腹 時 探血

シ賀 験 二供 シタ。 但 シ溶 血 現 象 ヲ 呈 シタ ル モ ノ叉 ・・

共 疑 ビ ア'レモ ノ・・之 ヲ避 ケ タ。

赤 血 球沈 降 速度 測 定 ・・ウ エス タ ー 〃'レ ン氏 法血 清 凝

固反 晦 ・・ウエ ル トマ ソ氏 法 二從 ヒ、 血 清 ノ「ト リプ ト

プ ア ン」含 有 量測 定 ノ・今 井 氏 法 ニ ヨツ テ行 ツ タ。

血 清 高 田 氏 反 慮 ・・Jezler氏 ノ方法 二從 ツタ。 爾 血 清

線 蛋 白 量 ・・EintanchrefraktometernachPulfrich・

ReiBヲ 用 ヒテ測 定 シタ。

二.實 験 成 績

1.健 康 者 二就 イテ ノ成 績 第1表 参 照)
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健 康 者10名 二就 テ楡 シタJV所 ハ 第1表 二 示 ス如 〃 デ

ア ツ テ、 血 清 純 蛋 白量 ・・最 高8.28%、 最 低7.416%、

男 女 間 二於 イ テ差 異 ヲ認 メ ヌ。

血 清 「ト」量 ・・男 性 ニ ア リテ ・・最 高0.1696、 最 低0。1

32・6、?ls均0.143%。 女 性;ア リテ ・・最 高0.170%、

最 低0・136%デ ア,レ。 從 テ女 性 二 於 テ 侮 二高 キ債 ヲ

示 ス。

ウ氏 反 応'・男 性4例 及 女 性5例 ノ・何 レモ6Rニ シテ1

例 ノ女 性 ハ5Rデ ア ツタ。

血 清 高 田氏 反 磨 ハ 悉 〃 陰 性 デ ア ツテ 各 試 験 管 ヲ通 ジ

テ沈 澱 ヲ認 メ ヌ.

赤 沈 速 度 ・・何 レモ正 常 便 ・範 園 二 止 リ女 性 ハ 僅 カ ニ

早 キ ヲ認 メ タ。

fi.滲 出型 肺結 核 患 者 二 於 ケ ル成 績

23例 ノ滲 出型肺 結 核 患 者 二就 イテ ノ成 績 ・・第2表 ノ

如 クデ ア ル。

血 清 総 蛋 白量 ・・6.68-9.98%二 ・yテ堆 加 セ'レモ ノ及

正 常 債 ヲ示 ス モ ノ各10例 ニ シテ、 減 少 セ ルモ ノ ノ・僅

カニ3例 デ ア ル。 然 モ正 常 債 ヲ 呈 セル モ ノ ・牛数 ハ

最 高 債 二近 キ が故 ニ ー 般 二 血 清 蛋 白 ・・増 加 ス ルモ ノ

ト認 ム ル コ トが 出來 ル。

血 清 「ト」量 ノ・0・194--0.413タ6デ アッ テ 悉 ク 堆 加 シ著

シク高 キ偵 二達 ス ル。

ウ氏 凝 固帯 ノ・1R及2Rノ モ ノ各1例3Rノ モ ノ4例 、

4Rノ モ ノ9例 、5Rノ モ ノ1例 、6Rノ モ ノ2例 ニ シ

テ、7Rノ モ ノ5例 デ アツ テ、 多 数 ハ甚 ダ高度 ナJV短

縮 ヲ示 シタ。

赤 沈 速 度 ハ著 明 二促 進 シテ ヰル。

高 田 氏反 磨 ・・5例 二於 テ陽 性 ヲ認 メタ。

以之 観 是 、 血 清 「ト」量 ノ ウ氏 反 慮、高 田 氏 反 庶並 二 赤

沈 反磨 等相 互 ノ 間 ニ ハー 定 ノ系 統 的 ナ 關 係 ハ 見 出 シ

難 イ が、 高 田氏 反 磨 陽 性 ノモ ノニ ア リテノ・、血 清 「ト」

量甚 ダ高 キ債 ヲ示 シ、又 赤沈 速 度 モ著 シ ク促 進 シ、是

等 ノ4例 二 ・・ウ氏 凝 固帯 ノ右 遷 ヲ認 メ タ。 シカ モ斯

加 レ例 ハ悉 ク豫 後 不 良 デ ア ツ タ。(第3表 参 照)

m.培 殖 型 肺 結 核 患 者 二於 ケ]t/成 績(第4表)

増殖 型 肺 結 核 患 者8例 二於 イ テ

血 清 纏 蛋 白量 ・・7.09-8.92%ニ シテ5例 ハ 墳 加 シ1

例 ハ減 少 シ他 ハ 正 常 債 ヲ示 シタ.故 二之 ノ 場 合 ニ ア

リテ モ、多 数 ノ・稽 ζ堆 加 シテ ヰル。

血 清 「b」量 ノ・正 常 債 ノモ ノ3例 ニ シ テ 他 ノ5例 ニ ア

リテ ノ・培 量 セル ヲ見 ル。.

ウ氏 凝 固 締 ハ4R/t/2例5Rノ モ ノ4例 、6R`ノ

モ ノ2例 デ ア ル。 從 ツテ 多 敷 ハ 短 縮 ス ル ザ 滲 出型 二

比 ス レバ輕 度 デ ア ル。 然 ヴ延 長 セ ル モ ノニ ノ、未 グ 遭

遇 ヴナ イ。

赤 沈 速茂 ハ、スベ テ 昌於 イテ促 進 ヲ示 ス ガー般 二輕 度

デ ア ル。 而 ウテ ソ ノ著 明 ナ ル 促 進 ヲ來 セ ル モ ノ昌 ア

ツテ ハ血 清 凝 固 鞭 ハ鯉 度 二 短 稲 セ ル ヲ 見 ル ガ 正 常 債

ヲ示 スモ ノモ ア ル が 故 ニ ウ氏 反 慮 ノ臨 肱 上 ノ 償 値 ノ・

赤 沈 反 慮 二比 シテ大 ナ ル コ トガ窺 バ レル。

1Ve混 合型 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル成 績

混 合型 肺 結 核 例 昌於 イテ

血清 纏 蛋 白 量 ハ7.41-9.56%,血 清 「ト」量 ノ・、0・170

-一一〇.30296ニ シ テ嗣 者共 二 多敷 例 二於 イテ著 明 二堆 加

ス2レ。

ウ氏 凝 固帯 ハ7Rノ モ ノ1例 、5Rノ モ ノ2例.4Rノ

モ ノ4例 ニ シテ3Rノ モ ノ2例 デ アlv。 即 チ大 多 数 ノ・

短 縮 シテ ヰ'レ。

血 清 高 田氏 反 胞レ・弱 陽性 ト思 バ レ ルモ ノ1例 ニ シ テ

陽性 ノモ ノ1例 デ ア ル。

'赤沈 速 度 ハ何 レモ 著 明 二 促 進 シテ ヰ ル ガ 之 ト他 ノ反

慮 ト・・必 ズ シモ消 長 ヲ共 ニセ ヌ。

V.早 期 浸 潤 性 肺 結 核 二於 ケ ル成 績

14例 二就 イテ ノ成 綾 ハ次 ノ如 ク デ ア ル。

血 清 線 蛋 白量 ハ7.410--8.92296ニ シテ 多 歎 ハ 健 康 便

ヲ示 ス。

血 清 「ト」量 ・・0.132-O.23496ニ シテ 多 数 ノ・増 加 ヲ來

タ ス が輕 度 デ ア ル。

ウ氏 凝 固 帯 へ3Rヲ 示 ス モ ノ3例 、4Rヲ 示 ス モ ノ4

例 、5Rヲ 示 スモ ノ5例 二 ・yテ6Rヲ 示 ス モ ノ2例 デ

ア ル。 多数 ハ短 縮 ス。

血 清 高 田氏 反 磨 ・・全 テ ニ於 イ テ陰 性 デ ア ル。

赤 沈 反応 ノ・少 藪 例 二於 イテ 正 常 債 ヲ示 シ 多数 ハ 促 進

ヲ來 タ ス が輕 度 デ ア ル。

上 述 ノ成 績 ヲ以 ツテ 見 レパ、早 期浸 潤 ノ臨 沐 的 考 察 二

於 イテ ノ・ウ氏 凝 固帯 ノ検 査 ザ甚 ダ重 要 ニ シテ、他 ノモ

ノ ヲ併 用 ス ル コ トが必 要 デ ア ル。

VI.経 過 ニ ヨ ル各 反庶 ノ消 長

6例 ノ患 者 二就 イテ 経 過 二 從 ヒ テ 上 記 ノ諸 反 慮 ヲ観

察 ス ルニ、 ウ氏 反庶 ・・経 過 良好 デ ア ツ タ モ ノニ 於 テ

ハ塑 化 ナ キモ ノ ア ル モ亦 漸 次 延長 ノ傾 向 ヲ認 メ、堵 悪

セ シモ ノ デ ・・反 之 短 縮 ヲ示 ス。 赤 沈 速 度 イ・経 過 ト清

長 ヲ共 ニス ル場合 ア ル ガ必 ラ ズ シモ常 二然 ラ ズ.
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高 田 氏 反感 ノ陽 性 ノ モ ノハ不 良 ノ経 過 ヲ トツ タ。叉 血

清 「ト」量 ハ 墳 悪 セ ル モ ノ ニ 堆 加 イ 傾 向 ヲ 示 ス モ ノ が

ア ル ガ必 ズ シモ常 二然 ラ ズ。

輕 快 匂 レモ ノ叉 ・・臨 殊 上 ノ斬 見 二 墜 化 ナ キ モ ノニノ・

著 ジ キ移 動 ヲ示 サ ヌ モ ノ が多 イ。

而 シ テ上 記 各 反慮 ノ 消長 ノ 間 二・・一定 ノ2ド行 的 關係

ヲ認 メ カ.タイ。

綜 括

以 上纏 述 セ シ賓 験 成 績 ヲ 綜 括 スル ト次 ノ如 クデ ア ル。

1.肺 結 核 患 者血 清 ニ テ ノ・血 清 「ト1)プ トプ ア ソ」量

ハ 培 加 ス。共 ノ程 度 ハ滲 出型 二於 イテ最 モ大 デ ア ル。

2.肺 結 核 患 者 ・ウ氏凝 固帯 ハ 滲 出 型及 混 合 型 ノ 多

敷 二於 テ ハ短 縮 シ殊 二前 者 ニ ハー般 二高 度 デ アル。然

シ其 ノ重症 ナ ルモ ノ ーテ延 長 ス,レモ ノ ニ遭 遇 シタ。培

殖 型 二於 イテ ハ輕 度 ナ ル短 縮 ヲ示 ス モ ノが 多 イ。

3.血 清 高 田 氏反 感 ・・重 症 ナ)v滲 出型 肺結 核 二 於 イ

テ ノ・陽 性 ヲ示 シ ソ ノ多 数 ニ ア リテノ・豫 後不 良 デ ア ル。

然 シ其 ノ陽 性 奉 ノ・甚 タ●低 イ。

斯 力 ル モ ノデ ノ・血 清 ノ線 蛋 白及 「ト」量 ハ 著 シク 培 加

シ赤沈 速 度 モ 促 進 ス ル ガ ウ氏 血清 凝 固 帯 ハ 延長 ス ル

モ ノ が多 イ。'

4.肺 結 核 患者 ノ多 数 二 於 テ 赤 血 球 沈 降速 度 ノ・促 進

ス ル が共 ノ程 度 ト病 型 トノ 間 ニノ・必 ズ シ モー 定 ノ 關

係 ヲ謹 明 ス ル モ ノデ ナ イ。

5.血 清 「ト」量、 ウ氏 反 磨 及 赤沈 反 慮 ノ 相 互 ノ 間 ニ

ノ・一 定 ノZF行 的 關 係 ノ・詮 明 シ難 イ。

6.以 上 ノ成 績 ヲ以 テ 見 レバ ウ氏凝 固 帯 ノ・共 他 ノ 諸

反 旛 二比 シテ豫後 ノ 測 定 二 封 シテ 臨 休 的 償 値 最 モ大

ナ ル モ ノ ト思 惟 セ ラル。

60.肺 結 核 患 者 ノ尿 中Histidin二 就 テ

(第 二報)動 的 観 察(負 荷 試駿)

(大 阪 市 立 刀 根 山病 院)

山 名 利 治

余 ・・昨 年 ノ 本學 會 二 於 テ、 表 題 ノ下 二 統 計 的観 察

ヲ試 ミ、 ソ ノ結 果 ノー 部 ヲ登 表 シタ ル ガ、今 度 ノ・動 的

観 察 トシ テ 員 荷 試 験 ヲ 行 ヒ タ ル ニ、 精 ζ見 ル ベ キ成

績 ヲ得 タ ル ヲ以 テ拉 ニ ソ ノ結 果 ヲ報 告 セ ン トス。

文 厭 ヲ案 ズノレニ、 先 ニ ノ・動 物 二Histidinヲ 與 ヘ テ、

Urocaninstiuseノ 生 成 二關 ス'レ實験 ア リ、 叉 生 長 二關

ス ル榮 養 的 ノ實 験 等 ノ・多 ケ レ ドモ 之 ヲ人 饅 二庶 用 シ

タ ル諸 實 験 ・・割 合 二少 シ。 然 ル ニ 近 時 胃及 ピ十 二 指

腸 潰 瘍 二封 シテHistidinヲ 非 経 ロ 的叉 ノ・経 ロ的 二慮

●

用 シテ、 顯 著 ナ ル 治療 的 数 果 ・ア,レコ ト が 論 ゼ ラ レ

ツ ・ア リ。 然 レ ドモ特 昌肺 結 核 患 者 二Histidinヲ 輿

ヘ テ、 ソノ尿 中 二 排 泄 セ ラ'レ ・状 態 ヲ 検 討 ンタ ル モ

ノ、余 ハ 寡 聞 ニ シテ未 ダ開 力ズ。 俄 テ本 箕験 ヲ企 テタ

,レモ ノニ シテ、 今維 口的 二奥 ヘ タ ルHistidinが 如 何

ナ ル蓮 命 ヲ 辿'レモ ノナ'レ カ ヲ 樵 索 スル モ 敢 テ 徒 爾 ナ

ラズ ト信 ズ ル モ ノ ナ リ。

1)實 験 方 法 トシテ ノ・、前 日 司 リ轍 酸 「リモ ナ ー デ 」ヲ

投 與 シ置 キ、 第1日 ・・寒 冷 期 ・・午 前6時 ヨ リ6回 毎

時 二 探 尿 シテ(暖 暑 期 ハ午 前5時 ヨ リ初 ム)ソ ノ各 尿

中 ノHistidin排 出 量 ヲ槍 査 シテ 之 ヲ封 照 トナ シ、 第

2日 ノ・7時 ノ探 尿 直 後 二盤 酸Histidin3瓦 ヲ経 ロ 的

二投 奥 シ、第1Eト 同標 二探 尿 シテ、ソ ノ排 泄 量 ノ清

長 ヲKapeller・Adler氏 法 二依 テ槍 査tリ(勿 論 雨 日

トモ朝 食 及 ビ服 桑 ヲ禁 ジタ リ)。

第1表

健 常者

♂ 検査 鼓10例

10mg%以 上9例(90%)

ソノ他(一) 1例(諜難 輔
(invitroモ 同 標)

♀ 検査数

10mg%以 上

ソノ他(弱 陽性)

9例

8例(38.9%)

1例

患 者

♂ 検査数

10mg%以 上

51例

34例(66.7%)

ソで 犠
4

ハ0

2

♀ 検査数

10mg%以 上

ソノ他晒 性

29例

20例 〔68.996)

8例{躍 劉
1例(中1)

2)検 査 例 数 ノ・健 常 者 ハ ♂10、 ♀9計19例 、 患 者 ノ・

舎51、 ♀29計80例 ナ リ。

3)検 査 成績 ハ次 ノ圖 表 二就 キ テ述 ベ ン トス。

先 ヅ第1表 ノ如 ク ニ、10mg%以 上(定 量 可能)ト ソ ノ

他 〔定 量 不 能 ナ レ ドモ陽 性(弱 陽 性)及 ビ陰 性 〕トニ医 別

ヌ。 此10mg%ノ ・余 ノ場 合 二於 テKapeller・Adler氏

法 二俵,レ定 量 可 能 ナ ノレ比 較 的 精 確 ナ リ シ最 低 値 ナ リ。
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」又定 性 ノ・足 高 氏 法 二依'レ。

今 之 レ ヲ圃 二示 セ パ.次 ノ如 〃 二、 排 泄 曲 線 ヲ 約13

種 類 二大 別 ス ル コ トヲ得 タ リ。(分 類 法 ハ更 二撤 肘 ヲ

第2衷 健 常 者

線曲

1

2

3

4

泄

・

…

ア

ガ

じ

じ

排

N

N

N

N

Nr.5

♀ ♂

42

1

23

11

〔71.8。6〕 〔,1.5%i〕

Nr'.6

Nr.7

Nr.81

Nr.9

Nr.101

Nr.11`.

Nr.121

Nr.13

(9}{ 、8♪

期 ス)tl圖 ・・要 旨 ニ ツキ略 ス)健 常 者 二就 テ・・10mg%

以 上 ノ・♂ ・・10例 中9例 ニ テ90%ヲ 示 シ、他 ノ1例 ノ・

誤 ッ テ茶 湯 ヲ飲 用 シタJレタ メ 陰性 トナ リタ リ。(茶 ノ

ア ル成 分 ノ・此 ・ 反 応 二影 響 ヲ 奥 フル モ ノナ'レコ ト ヲ

試 験 管 内 ニ テ モ 詮 明 シ得 タ リ)。 ♀ ノ・9例 中8例 ニ テ

88.9%ヲ 示 シ他 ノ1例 ・・弱 陽 性 ナ リキ。 而 シテ第2

表 二示 ス如 ク、排 泄 曲線 ヲ假 リニNr.5マ デ ヲ正 常 範

固bス レバ、 ♂ ノ・7例77.8%ニ シテーSi!一ハ7例87.5%

ナ リ。

第3表 患 者

排 泄 曲線 ♂ 、-fit一

患 揖 二就 テ ・・10m召%以 上 ・・♂ ハ51例 中34例66e7%

=シ テ、 他 二 弱陽 性5例 、 陰 性12例 ヲ見 タ リ.♀ ハ

29例 中20例68.9%ニ シテ 他=弱 陽性8例 陰 性1例

ヲ 見 タ リ(詳 仙 ハ 第1炎 ヲ多 照 サ レタ シ)。 健 常 例 ハ

爾 ホ少 倣 ナ ル ヲ 以 テ,直 チ ニ患 者 例 ト 比 較 ス ル コ ト

ハ倭 常 ナ ラザ レ ドモ、 假 二謝 照 ス'レナ ラ バ,上 記 ノ%

ト第3炎 二示 ス如 ク=.排 泄 曲線Nr・5vrノ%ト ニ

於 テ ア'レ程 度 ノ差 異 ヲ1惚ムペ シ。 卯 チ10mg%以 上 二

於 テ鯉 常 滑 ノ・♂90%.♀88。9%ニ シテ患 者 ハ ♂66・7

%、 ♀68.9%ナ リ。

第4表 病 症 別

厩 排泄由恥 12}345 6

「

7189・ ・111

{

1

1213

一

重締 量!(7♪1

中瑠 撒

輕{期1劉

Nr.1

Nr.2

Nr.3

Nr.4

Nr.5

0
σ

4
凸

PO

PO

9
陶

FO

9
～

0
σ

2〔ll.9%〕2〔18%〕

6

7

8

9

0

1

2

3

噌
⊥

4
」

4
ム

ー

じ

　

じ

じ

　

　

ア

じ

N

N

N

N

N

N

N

N

n6

1
占

9
陶

O
U

1

1

2

1
凸

9
胃

(34) (20)

φ4)(801

藩1二熱 」
5!す描 愉 』誘㌧1至至

叉 排 泄 曲線Nr.5マ デ ニ於 テ ハ健 常 者 ハ 舎77.8%、

♀87.5%ニ シテ 患 者 ノ・♂55.906、 ♀70%ナ リ。

次 二患 者例 ヲ重 中輕 ノ病 症 別 二分 類 ス レ・㌔ 第4表 二

示 ス が如 シ。 以 上 ノ成 績 ヨ リ シテ.次 ノ如 グ結 論 セ ン

ト欲 ス。

(1)肺 結 核 患 者 ・・健 常 者 二比 シ.尿 中 二排 泄 ス ル時

間 ア ル程 度 ノ遅 延 セ'レ ヲ認 メ タ リ。

(2)病 症 別 二於 テ・・重 症 者 二7例 中4例 ノ 陰 性 者

ア リ高 率 ヲ示 セ リ(此4例 トモ 飯 二死 ノ轄輪 ヲ取 リタ

リ)。

(3)弱 陽 性 者及 ビ陰 性 者 二就 テ ハ

a)投 與 セ,レ盟酸Histidinノ 大 部 分 叉 ノ・全 部b・'吸牧

消 費 セ ラ レタ,レモ ノナ ル ヵ。 叉 ハ 腸 管 内 ノ 微 生 物 ノ

タ メ ニ分 解 セ ラ レテ、 全 ク 異 リタ1レ物 質讐 ヘ バUro

caninstitlreノ 如 キ モ ノ トシテ 排 泄 セ ラ ル ・モ ノナ,レ

カ。

b)或 ノ・新 陳 代 謝 ノ異常 二因 ツテ、排泄 時 間 ノ著 シク

遅 延 セル モ ノナ ル カ。

C)叉 ノ・腸 内異 常 醸 酵 或 ノ・腐 敗 等 ノタ メ ニ 生 ズル 盧

ノ此 ノKape}ler・Adler氏Histidin反 磨 二影 響 ヲ及

ボ ス が如 キ 生 成 産物 、 讐 ヘ バPheno1叉 ノ・ソ ノ近 似

胆 ノ如 キ 物 質 が多 量 二 尿 中 二 混 在 ス ル コ トニ基 因 ス

ル モ ノー ノ・非 ザ'レヤ ト想 像 ス ル ニ止 マル モ ノナ リ。
●
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而 シテ 是 等 ノ:中 ノ ソ ノ 何 レニ昭 スベ キ モ ノナ リヤ ハ

筒 ホ今 後 ノ研 究 二俵 ツテ 閑 明 セ ン ト欲 ス,レモ ノナ リ、

61.肺 結 核 ノ2.3尿 五 戯 呂尿 量

比 重=就 テ

(九 州帝 國 大學 轡 學 部 金子 内科 敢 室)

伊 東 祐 俊

四 島 茂 雄

肺 結 核 病 勢 ノ診 噺 二慮用 セ ラ,レ ・尿 諸反 慮 ノ中 、比 較

的 操 作 簡 軍 ニ シテ、 臨blc上 ノ 慮用 容 易+ル モ ノ2.3

卯 チEhrlich氏 ノ「ヂ ア ツオ」反 感、Weiss氏 ノ「ウ ロ

ク ロモ ゲ ー ン」反 感及 ビ「ウ ロビ リ ノー ゲ ニ」反 慮 ヲ 當

教 室 入 院 肺 結 核 患 者87名 二就 キ、 多 ク ノ例 二 於 テハ

経 過 ヲ追 ヒ テ検査 シ、検 査 同倣 総 計280回 二及 ベ リ。

尚 ホ各 症 例 二就 テ赤 血球 沈 降 反 感 ヲ併 セ観察 セ リ。

是 等 ノ諸 反 慮 ノ臨 脈 診 噺 的 頂 値 二就 テ ・・既 二Ehrlich

氏 蚊 二Weiss氏 以 來Lemmens,Schuntermann,

熊 谷 、寺 崎 氏 其 他 枚 學 二逞 ナ キ追 試験 報 告 ア リ。 極 メ

テ微 細 ノ!鮎二關 シテ ノ・多 少 ノ異 見 ア,レモ、是 等 諸 反 慮

ノ陽性 出現 ・・之 レ ヲ以 テ 死 期 ヲ 決 定 シ 得 ザ レ共 一般

二豫 後不 良 ニ シテ、特 二之 レが持 績 的陽 性 出現 ノ場 合

二 然 リ トナ ス トノ 見解 ノ・梅 ネー 致 セ'レモ ノ ト謂 ヒ 得

ベ ク、今 更拉 二贅 言 ヲ要 セザ'レニ似 タ レ共 、 余 等 ・・ヂ

ホ、 余 等 ガ曾 テ行 ヘ ル結 果 ヲ尿 量 、比 重 ト共 二拉 二極

メ テ簡 軍 二報 告 セ ム トヌ。

實 験 成 績 。

観 察 ノ便 宜 上、 各 症 例 ヲ上 線 學 的 及 ビ 共 他 ノ 臨 脈 所

見 ト封 照 シ、 次 二示 ス が如 キ輕 症 、中等 症 及 ビ重 症 ノ

三 群 二分 テ リ。 輕 症 及 ピ 中等 症 例 二 於 テ ・・症 例 ニ ヨ

リ籔 同 検査 セル モ ノア ル モ、経 過 中1同 ニテ モ 陽性 二

出現 セJLtモ ノノ・之 レヲ陽性 ト シ、凡 テ1例1同 ト シテ

成 績 ヲ表 示 セ リ。

.輕 症 例(第1表 輕症 患 者30例 二就 テ槍 査 セル ガ、

第1表(表 略)二 明 カナ ル 如 ク 陽性 ヲ示 匂 レモ ノ・・第

22例 及 ビ第25例 ノ2例1:何 レモ 「ウ ロビ リノー ゲ ン」

反 庶 陰 性)二 過 ギ ズ。(6.6%)是 等2例 ノ・何 レモ輕 度

ノ初 期 肺 結 核 ノ他 二滲 出性 肋 膜 炎 ヲ合併 セ リ。 ソ ノ1

例 ノ・赤 血 球 沈 降 反 磨1時 間82粍 、 他 ノ・12粍 ヲ 示 セ

リ。 是 等 ハ何 レモ ー 過 性 ニ シテ 其後 陰 性 化 シ輕 侠 退

院 セ リ。 要 之、輕 症 例 ノ中肋 膜 炎 ヲ合 併 セ ザ ル例 ニ テ

ノ・凡 テ各 反慮 共 二 陰性 ナ リ。 ナ ホ 赤血 球 沈 降 速 度 ト

ノ關係 ヲ観1tZ二 、 本群 二於 テ1時 間 ε0粍 以 上 ノモ ノ

6例 ア リシ ガ、是 等 ノ中尿 反 慮 陽性 ナ ル モ ノノ・1例 ア

ル ノ ミナ リ.

2.中 等 症 例(第2表,「 表 略1)中 等 症 患 者24例 中 陽

性 ヲ 示 セPレモ ノ ・・策9、11、14、15、17、17及 ピ21

例 ノ6例125%)ナ リ。 但 シ「ウ ロビ リ ノー ゲ ン」反 慮

陽性 ヲ示 セル モ ノ ハ第17例 ノ1例 ノ ミナ リ。 是 等 ノ

中3例(第9、11及 ピ15例1ハ 何 レモ 滲 出性 肋 膜 炎 或

ハ腹 膜 炎 ヲ合 併 セ リ。 是 等 ・炎 衝症 状 ナ キ 他 ノ3例

ノ ヒ線 所 見ハ何 レモ 滲 出 型 ヲ示 セ リ。 是 等 ノ各 症 例

ハ未 ダ何 レモ 死 亡 セ'レモ ノナ ジ 検 査 後 最 モ 畏 時 日 二

亙 レ'レノ・2ケ 年 ナ リ.)。叉 是 等6例 ノ中 、 赤 血 球 沈 降

速 度 最 低 ハ1時 間43粍 、 最 高 ・・102粍 ナ リ。

=欠二本群 中、 赤 血球 沈 降 速 度1時 間50粍 以 上 ヲ示 セ

Jレモ ノ16例 ア リテ、 是 等 ノ中 尿反 慮 陽性 ナ リ シモ ノ

4例 ニ シテ、ソ ノ鏡敏 度 ・・必 ズ シモ並 行 セ ズ。 然 レ共

前述 ノ軽 症 例 群 二於 ケ ル が如 キ差 異 ハ認 メ難 シ。

樹 ホ本 群 中楡 査 後17日 目 二 死 亡 セ'レモ ・1例 第24

例)ア'レ モ、 尿 反 磨 ・・凡 テ陰 性 ナ リキ。

3.重 症 例(第3表 「表 略 」)重症 患 者33例 二 就 キ169

回楡 シ、1例=就 キ 最 モ多 キ・・11回 ノ槍 査 ヲ施 行 セ

リ。 死 亡 前 最 モ遠 キ ・・151日 前 ヨ リ槍 セ シ例 ア リ。

叉 最 モ近 キ ハ死 亡 前 日 マ デ 追 究 セ シ例 ア リ。 本 群 中

「ヂ ア ツ オ」反 慮 及 ビ「ウロ ク ロ モー ゲ ン
」反 磨1同 以 上

陽性 ヲ示 セル モ ノ26例(78・8%)「 ウ ロ ビ リノー ゲ ン」

反 慮 陽 性 ヲ示 セ ル モ ノ6例 く18.2・6)ナ リ。 是 等26例

ノ」∠線 學 的 所 見 ・・滲 出型22例(84.5タ6)、 混 合 型4例

(15.59・)ナ リ、尚 ホ是 等 ノ中死 亡 セJレモ ノ16例(61.5

%)二 達 セ リ。 而 シテ余 等 ノ樵 査 二於 テ 死 亡 前最 モ 早

期 二 陽性 出現 ヲ見 タJVハ151日 前 ナ リ。是 等 ノ各症 例

ノ・一 旦 陽 性 駿 現 ス ルヤ 死 亡 直 前 二 至 ル 迄 多少 ノ陽 性

度 ノ動 揺 ア'レモ概 ネ陽 性 ヲ持績 ス,レヲ認 ム。

本 群 二於 テ ・・尿 反 慮 ト赤 血 球 沈 降 速 度 ト ノ關 係 ハ 比

較 的卒 行 關 係 ヲ示 シ、 赤 血球 沈 降 速 度1時 間50粍 以

上 ノモ ノ27例 ア リテ、此 ノ中24例 ノ・尿 反 鷹 陽 性 ナ リ

キ。 ナ ホ尿 反 鷹 陽 性 出 現 持績 的 ナ ル モ ノ ニ ノ・赤 血 球

沈 降速 度1時 間100粍 以上 ノモ ノ13例 ア レ共 、 各d

例 ヲ仔細 二観 察 ス レバ 必 ズ シモ 常 二 平 行 セ ザ ル モ ノ

ア リ。 即 チ赤 血 球 沈 降 速 度1時 間100粍 以上 ナ'し 二

拘 ラメ尿 反 鷹 陰 性 ナ ル コ トア リ。叉 尿 反懸 陽 性 ナ'レニ

不 拘 赤 血 球 沈 降 速 度1時 間20粍 二過 ギ ザ ル 例 ア リ。

4.尿 量 及 ビ比 重 ノ動 樒 二就 テ('第4、5表 「表 略 」)

i欠二余 等 ノ・肺 結核 ニテ 死亡 セ ル 者 ノ中任 意 ノ138例

(男 子90例 、 女 子48例)二 就 キ、死亡 前6週 間 ヨ リ死
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亡 前 日二 至 ル マ デ ノ尿 量(11」 量)及 ビ比 霊 ノ動 描 ヲ

統 計 的 二観 察 セ リ。 一・般 二男 子 ノ尿 量 ハ 女 子 ノ ソ レ

ニ比 シテ多 シ。 死 期 二近 ク ト共 二 漸 次 減 少 ノ傾 向 ヲ

示 スモ ノナ'レが、 特 二死 前16日 目 ヨ リ明 ラ カニ 念 激

ノ減 少傾 向 ヲ示 ス。 即 チ ソ レ ヨ リ以 前 ハ800蝿 乃 至

1000琵 ナ リ シモ ノ カ●此 頃 ヨ リ700琵 二減 ジb爾 後 葱

激 二降 リテ死 ノ前 日 二 ・・不 均500蝿 トナ ル。 女 子 ノ

場 合 ハ男 子 二比 シ テ多少 動 描 多 キ モ、撫 ネ 同 ジ傾 向 ヲ

示 シ、 死 前12圓 圓 頃 二 ・・明 ラカ ニ 減 少 傾 肉 ヲ示 ス。

即 チ ソ レヨ リ 以 前 二・・概 ネ700蝿 以 上 ア リorモ ノ が

滅 少 シテ死 ノ前 日ニ ノ・400並 壼 トナ ル。

比 重 ・・之 二反 シ何 レ ノ場 合 ニ モ 漸 次 上昇 ノ 傾 向 ヲ示

ス。 即 チ男 子 ノ場 合 ・・始 メ1.019ナ リ シモ ノ カ●死 前

3日 目 二・・1.024,女 子 二 於 テ ・・1.016ナ リ シモ ノ カ●

死 ノ前 日 一・・1.021・ ・漸 次 上 昇 ス。 此 ノ所 見 ・・腎臓

機 能障 碍 ナ ク、漸 次 心臓 衰 弱 ヲ示 ス が爲 メ ナ,レ可 シ。

敢 テ肺 結 核 二特 異 ナ リ トノ・云 フ ベ カ ラズ。

以 上 ヲ要 ス ル ニ、重 症 滲 出型 肺 結 核 患 者 二於 テ ノ・上 記

尿 諸 反 慮 特 二 「ヂ ア ツ オ」及 ビ 「ウ ロ ク ロモ ゲ ー ン」反

慮 等 ノ陽 性 率 極 メテ大 ナ リ。 但 シ肋 膜 炎 、腹 膜 炎 共 他

炎 症 等 ノ合 併 ア ル時 ノ・輕 症 例 二 於 テ モ 陽性 トナ ル コ

トア リ。 從 テ肋 膜 炎 或 ・・腹 膜 炎 等 ノ 合 併症 ナ キ 肺結

核 患 者 二於 テ、是 等尿 反態 ノ陽 性 出現 、特 二持 績 的 出

現 ノ・豫 後 不 良 ナ リ。

尿 反 庶 ト赤 血球 沈 降 反磨 トノ・必 ズ シモ 蛇 行 セ ズ。 殊

二輕 症 例 二於 テ最 モ然 リ。

「ウ ロビ リノ ゲー ン」反 臆iノ 陽性 モ 豫 後 不 良 ヲ示 ス モ

ノ ・如 ク ナ ル モ、 之 レ ヲ見 ル ノ・比較 的 稀 ナ リ。

叙 上 ノ如 ク 尿 諸 反磨 ノ・確 二諸 家 ノ 成 績 ノ示 ス所 トー

致 シ、豫 後 ノ指 針 タ リ得 ル モ、之 レ・・早 期 二於 テ役 立

タ ザ ル ガ如 キハ、臨 脈 的意 義 乏 シキ所 以 ナ リ ト云 フ ベ

シ 。

62.重 症肺結核患者尿 ヨ リ結核二特異

ナ リ ト思ハル 、物質 ノ分離 二就テ

(阪大 竹尾及今村 内科)

西 垣 明 治

外 山 重 高

余等 ノ・重症肺結核患者尿 ヲ塵理 シ、酸 性 ニシテ黄色 ト

ナ リ、 「エー テル」二容易 二移行 シ、「エーテ'レ」ヨリ容

易 二「アル カ リ」液 二移行 シテ美麗 ナル 赤紅色 ヲ呈 ス

㌍一種色素 ノ存 スル ヲ謹 明セ リ。

本色素 二「セ ミ、 カルバチッド」ヲ作用 セ シムルニ、 白

色 光 揮 ア ル納 湿1ヲ生 ズ、 ソ ノ融 鮎239度 附近 ナ リ。

本 色 巣 ハ詔 多 ノ性 質 二於 テ 納 核 薦 組 色 素 「フ チ オ コー

ル 」二類 似itIVヲ 以 テ.「 フ チ オ コー ルJヲ 合nt・;.ソ

ノ「セ ミ、 カル パ ツ オ ン」ヲ作 り、尿 ヨ リ得 タ ル モ ノ ト

比 較 シタ ル ニ、 共融 鮎,結 品 型 等 極 メ テ ヨクー 致 ス ル

ヲ認 メ.夫 箏結 品 ヲ混 融 ス ル モ融 製iノ下 降 ヲ來 サbeリ

キ、 故 二余 等 が 霊症 肺 結 核 患 者 尿 ヨ リ 分 離 セ ル 色 棄

榿 ハ 「フチ 才 コー ル」二他 ナ ラザ ル ヲ知 レ リ。

從 テ本 色 業 燈 ハ 電症 肺 紹 核 患者 ノ 開 内 二於 テ 結 核 菌

二 由來 セ ル モ ノ ト考 へ得 ベ ク、今 日未 グ肺 結 核 患 者以

外 ノ患 者尿 ヨ リ本 色 素 ヲ誼 明 シ得 フご.恐 ラ〃結 核 二

特 異 ナ ル モ ノ ニ シテ,後 來 結 核 ノ診 翫 豫 後 列 定 等 二

向 ヒ テ往 スル所 アル ベ シ。

63.結 核 性 疾 患 患 者 ノ尿 色 二就 テ

(京 都 府 立層 科 大 學 浅 山 内科)

大 西 良 雄

尿 色 ガ生 禮 ノ各 種 臓 器機 能 ノ 正 否 卜密 接 ナ ル 關 係 ヲ

有 ス ル事 ・・既 二 知 ラ レタ,レ所 ナ レ ドモ 未 ダ悉 サ レタ

1,ト 云 フベ カ ラメ、斯'レ が故 二演 者 ノ・先 ヅ結 核 性 疾 患

患 者 ノ尿 色 ヲ 測 定 シ ー 方 之 レ ト尿 ノ非 蛋 白饅 窒 素 及

ビ赤 血 球 枕 降 速 度 トノ關 係 ヲ 探 索 シ 爾 ホ輕 重 並 二経

過 二随 ヒテ起 ル髪 化 ヲ合 セ 検 索 シタ ル 結 果 ヲ 報 告 セ

ン トス。

實 験 方 法

昨 年 本 會 席 上 二於 テ述 ベ タ ル ヲ以 テ之 レ ヲ省 略 ス。

實験 成 績

1.輕 症 患 者 二於 ケ ル成綾

輕 症 ナ]v肺 結 核 蚊 二肋 腹 膜 炎 患 者13例 二就 テ 検 索 セ

JV所 ヲ述 プ レバ第1表 ノ如 シ。

尿 ノErノ ・0.07-0.081、Eg・ ・0.03-0.136、EbO.097

-O ・384一 シテErEg二 比 シ遙 カニ大 ナ ル債 ヲ示 ス。

Eg1E…1.27-9.25Eb/Eg・ ・2.13--4.07ニ シ邦 人 テ

健 康 者 二就 テ細 田 が検 シタ'レ 成 績 二比 較 シ共 二 稽㍗

大 ナJレ 債 ヲ 示 スF。 ・・0.71-3.45ナvド モ2.0ヲ 超

ユ ル モ ノ少 数 ニ シテ18例 中3例 二 之 ヲ認 メ タ ル ノ ミ
、

他 ・・何 レモ 正 常 債 ヲ示 スFXM・ ・4.8-22.7ニ シテ

第1例1ミ 著 シク培 量 ヲ現 シタ リ、而 シテ共 他 ニ ア リ

テ ・・正 常 債 ヲ示 セ リ尚 ホ経 過 二從 ヒ テ観 察 シタ ル第2

及 ビ第3例 ニ ア リテ ・・漸 次 一般 状 態 ノ 恢 復 ス ル ニ 從

ヒテ緯 色 素 排 泄 量 ノ 減 少 ス ル ヲ 認 メ タ リ。 尿 中 ノ非

蛋 白盟 窒 素 ノ 排 泄 量 二 就 テ ・・0.84-0.1829%ニ シ

テ経 過 ニ ョ リテ見 ル ニ ー 般 二 恢 復 ス,レ 場 合 ニ ア リテ
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ハ減 少 シ斯 力'レ場 合 ニハ縄 色 素 量 モ 亦 個 下 ヲ 來 シ 雨

者清 長 ヲ共 ニス,レガ 如 シ ト錐 モ 各 症 例 二就 テ 糟 細 二

鮎 楡 スvバ 必 ズ シモ 常 二ZF行 的 關 係 ヲ見 出 シ難 シ 之

ソバ 既 二 細 田 ザ 健 康 邦 人 尿 及 諸 租疾 患 患 者 ノ尿 二 就

キテ 報 告 セ シ 所 ト略 ζ一 致 ス。 叉 尿 色 ト赤血 球 沈 降

速 度bノ 間 二於 テ モN量 二 於 ケ,レが 如 キ 闇係 ヲ睡 明

セ リ。

2.重 症 患 者 二於 ケ ル成 績

重 症 ナ ル肺 結 核 蛇 二 肋 膜 炎 腹膜 炎22例 二就 テ ノ成 織

ハ第 二 表 ノ如 シ。

尿 ノErO.013-0.24EgO.062--O・384EbO・129-

0.899ニ シテ何 レモ 健 康者 ノ モ ノ ヨ リ 精 ζ大 ナ リ然

レ ドモEg/Erノ ・1.3-3.61E,・/Egノ ・1・9-3・9ニ シテ

略 ≧健 康 者 ノ場 合 二相 等 シF。 ノ・1.11-7・7ニ シテ13

例 ニ ア1)テ ・・2.0ヲ 超 ヘ タ リ。而 シテ線 色 素 排 泄 量 ハ

7.4-31.41ニ シテ大 多 数'・最 高 健 康債 二近 キ カ 叉 ハ

培 量 セ,レヲ認 メ タ リ。非 蛋 白禮 窒素 量 ・・0.238-1・253

9多 ニ シテ高 キ債 ヲ示 ス モ ノ 多 シ ト錐 モ 線 色 素 排 泄

量 トハ必 ズ シモ 李 行 的 關 係 ヲ認 メ ガ タ シ。 又 赤 血 球

沈 降 速度 ノ・13例 二就 テ楡 シタ ル ニ何 レモ 著 シク促 蓮

セ リ、而 シ テ是 等 ノ線 色 素 排 泄 量 ノ・塘 量 ヲ認 メ タ レ ド

モ亦 正 常 偵 ヲ示 ス モ ノア リテ 雨 者 ノ 間 二 量 的卒 行 ノ

状 態 ハ詮 明 スJレコ ト能 ・・ズ 爾 ホ盟 温bノ 間 ニモー 定

ノZF行 關係 ヲ見 出 ・y難シ。

綜 括

本 實 験 ノ・爾 ホ績 行 中 ニ シテ 未 ダ結 論 ヲ 下 シ難 シ ト錐

モ以 上 違 ベ タ ル所 ヲ綜 括 ス レバ次 ノ如 シ。

1.結 核 性 疾 患 患 者 ノ尿 色 ヲEgヲ 以 テ表 セ バ其債 ハ

0.03-0.384ニ シテ 重症 患 者殊 二 肺 結 核 ノ 滲 出型 ニ

ア リテ ノ・健 康 者 ノ夫 レニ比 シ稽 く大 ナ ル 債 ヲ示 ジ 疾

患 ノ輕 快 ス ル モ ノ ニ ア リテ ノ・再 ビ低 下 シテ 正 常債 二

復 ス,レ傾 向 ヲ認 ム、而 シテ 培悪 ス ル モ ノ ニ ア リテ・・反

之 培大 セ リ。

2.結 核 性 疾 患 患者 尿 中/線 色 素排 泄 量 ハ 重 症 者 ノ・

多 数 二於 テ壇 量 ヲ 來 シ輕 症 ナ,レモ ノ ニ ア リテ ノ・正 常

償 ヲ示 ス モ ノ多 シ而 シテ前 者 ノ場合 ニア リテ ノ・Eg1E。

並 二E1,/Eg二 於 テ健 康 者 ノ 場 合 ト著 シ キ 差 異 ヲ 認 メ

ザ ル コ トノ・病 的 色 素 ノ 獲 現 ス ル モ ノ ニ 非 ザ ル 謹 左 ナ

リ。

3.結 核 性 疾 患 患 者尿 中 ノ 非蛋 白盟 窒 素 量 及 ビ 赤 血

球 沈 降速 度 卜尿 色 トノ・消長 ヲ共 ニス ル ガ 如 キ 場 合 ヲ

認 ム ト錐 モ必 ズ シモ 常 二ZF行 的 關係 が 存 ス ル モ ノ ニ

ア ラ ズ。 爾 ホ胎 温 トノ 間 ニ モ ー定 ノ 亭 行 關 係 ヲ有 セ

ズ。

64.再 ビ實 瞼 的 結 核肺 ノ 「ヴ ィタ ミ ン」

0量3胱 テ

(阪 大 竹研 及 今 村 内科)

lll上 茂

野 村 清

西 垣 明 泊

演 者等 ノ・襲 二正常 家 兎 及結 核 家 兎 ノ 諸臓 器 「ヴィ4ミ

y」C含 有 母 ヲ測 定 セ ・y二、 結 核家 兎肺 二於 テ ノ ミ正

常 家 兎肺 二比 シ 特 異 的 二 「ヴィタ ミ ソJC量 ノ増 加 セル

ヲ検 知 セ リ。 然 ル ニ 海 狭 ニ ア リテ ・・斯 加 レ現 象 ヲ認

メ ザ リキ。 家 兎 ・・生髄 内 二於 テ 「ヴィタ ミ ン」Cヲ 合 成

シ得 ル能 力 ヲ有 ス,レ動 物 ニ シテ、海 狸 ハ 生禮 内 二於 テ

「ヴィタ ミ ン」Cヲ 合 成 シ能 ・・ザ ル動 物 ナ'レノ・既 二周 知

ノ事 實 ナ リ。 從 ツテ膿 内 二於 テ 「ヴィタ ミソJCヲ 合 成

シ得 ル能 力 ア ル動 物 ハ、 共 結 核 肺 二於 テ 「ヴィタ ミン」

C含 有 量 ノ培 量 ヲ來 シ、 盟 内 二於 テ 「ヴィタ ミソ」Cヲ

合 成 シ得 ル能 力 ナ キ モ ノニ於 テ へ 斯 カル關 係 ノ存 セ

ザ ル モ ノ ト考 フ;レ ヲ得 ベ シ。

白鼠 ・・膿 内 二於 テ最 モ 容 易 二 「ヴィタ ミソ」Cヲ 合成 シ

得 ル動 物 ナ レバ、演 者等 ノ・之 レ ヲ用 ヒ、 食 餌 ヲー 定 ニ

シテ、 共 結 核 感 染 二依 ル肺臓 「ヴィタ ミ ン」C量 ノ愛 化

ヲ検 査 セ リ。 白鼠 二於 テ ハ 家 兎 ト同檬 二 其結 核 肺 ノ

「ヴ
ィタ ミ ン」C量 ノ・正 常 肺 ノ ソ レノ3倍 以 上 トナv,レ

ヲ検 知 セ リ。 然'レ ニ他 ノ臓 器 ニ ア リテ ハ 正 常 ノ モ ノ

ニ比 シ結 核 罹 患 ノモ ノ梢 ζ減 少 セル 感 ア リ。

食 餌 ヲー 定 ニ シタ ル 家 兎 二於 テ 先 ノ實 験 ヲ追 試 セ シ

ニ結 核肺 ノ 「ヴィタ ミン」C量 正 常 ノ ソ レニ比 シ 培 量 セ

ル ヲ再 ビ検 知 セ リ。

急 性 粟粒 結 核 ニ テ 死 亡 セ ン人 盟 二就 キ テ 其 ノ臓 器

「ヴ
ィタ ミ ン」C量 ヲ検 査 シ、 松 倉 氏 ノ急 性 屍 禮 二於 〃

ル成 績 ト比較 シタJレニ、贋 髄 ニ ア リテ・・何 等墾 化 ナ キ

ニ、 肺 臓 ニ ア リテ ハ 余 等 ノ モ ノノ・甚 シク 低 値 ニ ア リ

タ リ。

家 兎 及 白鼠 ノ臓 器 線 「ヴィタ ミン」C量 ヲ測 定 セ シ ニ、

正 常肺 総 「ヴィタ ミ ン」C量 ・・未 グ結 核 肺 「ヴィタ ミ ン」

C還 元 値 二及 バ ズ。 之 レニ ヨツ テ見 ル モ、結 核 肺 二於

テ墳 量 匂 レ「ヴィタ ミ ン」C還 元 値 ・・正 常 肺 二於 テ 存 在

匂 レ「ヴィタ ミ ソ」酸 化 型 ノ轄 化 セ ル モ ノニ ァ ラザ'レ ヲ

知 ル ベ シ。

Long氏 液 禮 培養 基 二「ヴィタ ミ ソ」Cヲ 加 へ 其 ノ 分 離
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経 過 ヲ 戯 察 シタ ル ニ、1.Omglccノ 「ヴで〃 ミ ンICハ

370C1011問 放1趾 ニ ヨ リ殆 ソ ド全 部消 失 セ'レニ、 之 レ

ニ結 核 菌(上 池 株)ヲ 培 養 ン麗 〃 時 ノ・1011後 二於 テ倫

0.5mg!cc以 上 存 在 セ'レ 嶺 ヲ 知 レ リ。t,llチ 結 核 菌'・

「ザtaミ ソ」Cノ 分解 ヲ抑 制 ス,レ能 力 ヲイ1"1・
。

「ヴ沼 ミン」C'・ 結 核 菌 ノ増殖 ヲ 租 ζ促 進 セ ンム'レが

如 シ。
6

要 之 、 家 兎 、白風 ノ如 キ、 結 核 二甥 シ比較 的 抵 抗 力 張

〃、 且 ッ、 囎 内 二於 テ 「ヴィPtミ ンICヲ 合成 ン 得 ル 能

カ ヲ右 ス ル モ ノニ ア リテ ハ!い 結 核 肺 ノ 「ヴ.〃 ミン」

C燈 、 正 常 肺 ノモ ノ ・ソ レ ヨ リ培 僅 シ、海 狭 、人 膿 ノ

如 キ、 結 核 二封 シ比 較 的 抵 抗 弱 〃、 且 ツ、髄 内 二於 テ

「ヴィタ ミ ン」Cヲ 合成 シ 得 ザ ル モ ノハ、 共結 核肺 ノ

「ヴィaミ ン」C量
、 正 常肺 ノモ ノ ・ソ レ ヨ リ低 下 セル

ヲ認 メ タ,レモ、 未 ダ 其 ・意 義 ヲ 蘭 明 セ シム,レニ至 ラ

ズ。

65.酸 素訣 乏 時 二 於 ケ ル 「ヴ 」C量 二就 イ テ

(北 海 道 帝 國 大 學 磐學 部 有 馬 内科 敏 室)

野 田 信 茂'角 田 育 之

「ヴ」Cノ 生 理 的研 究 ノ進 歩 二件 ツテ
、從 來 ノ抗 壌 血 病

性 意 義 ノ外 二、酸 化還 元 性 が有 リ、且 ツ之 が可逆 反 慮

性 ヲ有 シテ、 細 胞 呼 吸 二重 大 ナ ル 關係 ヲ 持 ツコ トカ

ラ、各 組織 ノ之 が含有 量 ノ培 減 ・・、該臓 器 ノ新 陳 代 謝

機 能 ノ活 動 ノ尺 度 トモナ リ得 ル コ ト・・、諸 家 ノ認 ム'レ

所 デア リマ ス。 余等 ・・今 同 、酸素 畝 乏状 態 二置 イタ家

兎 血液 、臓 器及 ビ臨 肱 的 等 ノ観 察 ヲナ シ、 拉 ニ ソ ノ成

績 ヲ報 告 ス ルモ ノデ ア リマ ス。

實験 方 法

健 康 ナ ル家 兎 ヲ長 期 一 定 ノ雪 花 菜 デ飼 養 シ、之 ヲ材 料

ト シテ、臨 肱 的 二 ・・結 核 患者 二人 工 氣 胸 ヲ施 シ、 尿 、

血 液 ノ愛 化 ヲ襯 察 シ、 叉 動 物 デ ・・血 液、臓 器 ノ「ヴ」C

量 ヲ26「 ヂ ク ロー ル フヱノー ル イ ン ドフ=ノ ー ル」ヲ用

ヒ測 定 シ マ シタ。就 中血 液 ・・血 清 デFarmer及 ヒ●Abt

ノ方 法 ニ ヨ リ測 定 シマ シタ。

以 上 線 括 ン マス ト、 少 量 及 ビ中 量 ノ氣 胸 二於 テノ・血

液 中 ノ「ヴ」C量 ・・稽 ζ堆 加 ヲ示 シ、大 量氣 胸 デ ・・著 明

ナ ル減 少 ヲ示 シ、右 側 氣胸 ノ場合 ・・左 側 氣 胸 二比 シ ソ

ノ減 少 卒 ハ大 デ ア リマス。 長 期蓮 績 氣胸 ヲナ ス ト、血

液 中 ノ 「ヴ」C量 ノ・漸 次 減 少 ヲ 來 タ シマス。 各 同 二於

テ 氣 胸 後 ノ減 少 ノ・時 間 ノ経 過 ト共 二 藩 値 二復 サ ソ ト

ス ル傾 向 ガ ア リマス。.

臓 器 中1ヴJIC畳 ハ第1同 少 量 及 ビ中 等 量烈 胸 ・;d.際v

各 臓 器 「ヴiCMノ ・2時 間 目 二 着ve壇 加 ノ傾 向 ヲ認

ノ、大 畳 氣 胸 デ モ墳 加 シ殊 二副 腎 中 ニ ア リテ ハ 著 明 デ

ア リマ ス。 甲朕 腺 デ ハ從 來 ノ女 獄 中 二 散 見 ノ・'レ通 リ

ソ ノ騨 度 ノ酸 紮 ト認 ム ベ ク,之 が場減 ハ 「ヴ」C移 動b

考 フベ キ カ,或 ノ」 ア 千 ドー ジス」ノ結 果 ナ ル カへ 向

後 ノ研「究 二{契 ツモ ノデ ア リマ ス。

畝 乏 二常 リ、 機 能 ノt進 セ ル タ メ カ、 「ヴ」C量 ハ増 加

シ、長 期 大 駈 氣胸 ヲ ナ ヴ酸 業 峡 乏状 態 著 ン キ トキノ・、

減 少 ノ傾 向 ノア リマ ス ノノ・興 味 ア ル コ トデ ス。

臨 肱 上 患 者 二 人二1:氣胸 ヲ施or、 血 液 及 ビ 尿 中 「ヴ:ci.

ヲ観 寮 ンマ ス レ・《、 血 液 ハ動 物 實 験 ト全 〃 一致 シ、尿

中 二於 テ ハ氣 胸 後 「ヴ」C紐 ノ恥 加 ヲ認 ノrPス 。

低 趣 時 二於 テ モ同 様 ナ結 果 トナ リマ ス。

以 上 ニ ゴ リ人 工 氣 胸 ニ ヨ'レ 配 素 鋏 乏状 態 及 ピ低 屋 二

於 テ ノ・最 初 軽 度 デ ノ・一 過 性 ノ新 陳 代 謝 機 能 元進 ヲ認

メ長 期 二於 テ ハ 臓 器 「ヴ」C量 ノ減 少 ノ・代 謝 機 能 ノ減

退 ヲ示 ス。

66.「 ヴィタ ミ ン」C卜 結 核

野 田 信 茂

獲轟 梨 馨(北大有馳 科ン
林 延 夫

緒 言
「ヴ

ィタ ミソ」Cト 結核 トノ關係 二付 キテ ノ重要性ハ萬

人 ノ認 ム'レ所 ナ リシモ、雨者 ノ關係 二就 テノ・ソノ成綾

ノ漠 タIvヲ 免 レザ リキ。 最近 「ヴ」C研 究 ノ進歩二件

ヒ之 が測定可能 トナ ルニ及 ンデ 之 が 關係 モ漸次剣 明

シ得 ペク、余等 モ亦之 ガ關係 二付 キ精細 ナル研究 ヲ爲

サ ントシテ 次 ノ結果 ヲ得 タルヲ以 テ 此庭 二報告 セ ソ

トス。

結 核患者血 液及 ビ尿 二就 イテノ關係 ノ・余 等 ノー人 野

田が 既 二 日本消化機病學會 二 報告 セ,レ露 ニシテ血液

二於 テハ 結核患者ハ 健康者二比 シ大饅 減少 セルモノ

'多
ク ソノ重症 ナJV二 從 ヒ減少 シ尿 二於 テハ 重症 ナ,レ

者程堪加 スルハ興味有 ル事 ナ リ、余等 ノ・專 ラ臓器 二於

テ之 が關係 ヲ研究 セ ントシタ リ、文獄 ヲ見 ルニ動物 ノ

種類及 ビ食餌 二付 キテ ノ考慮 ノ・必 要ナル 事 ニ シテ余

等ノ・Cノ合成 不可能 ト言ノ・)t/・瀕 ヲ使用 シ食餌 ノ

細心 ナル注意 ノモ トニ 實験 二 着手 セ リ。 余 等ハ本問

題 ノ研究 二當 リ試験食餌 ノ重大 ナル影響 アルニ 鑑 ミ

試験食餌 ノ選揮 二細 心注意 ヲ 擁 ヒタルノ、勿論 ニ シテ

余 等ハ從 來使 用 セラ レタ ル 試験飼料 二付 キ 先 ヅ海狸
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ノ耐 力 ノ豫 備 試 験 ヲ行 ヒ ソ ノ結 果圭 二 基 本 飼 料B二

人 蓼 ノ,1日 必 要量 笥 リ 稽:多 量及 ビ鞘c少 量 ヲ添 加

シ動 物 ヲ飼 養 實 験 二供 シ タ リ。 余 等 ノ使 用 セ シ基本

飼 料 ノ・次 ノ如 シ。

Aノ ・一 ゲ ドロ ン氏 二從 ヒ'YrJレ マ ン氏 食 飼 ヲ用 フ

B燕 変

C高 橋 榮 治 氏 ニ コル壊 血病 食飼

海 猿 ヲ第 一・群 、非 結 核 動 物 ニ シテ基本 飼 料B二 人 墓 少

量添 加 ノモ ノ。 第 二 群、非 結 核 動物 ニ シテ人 華 多量添

加 ノモ ノ。 第三 群 、結 核 動 物 ニ シテ人 笹20瓦)少 億 添

加 ノモ ノ、第 四群.結 核 動 物 ニ シテ人 蔭(80瓦)多 牡添

加 ノモ ノ ・四群 二分 テ リ、 伺 海 撰 ノ結 核 感 染 ・・1!50

遍…ノ結 核 菌 ヲ含 ム如 キ生理 的 食 轄水 ノ0.5ccヲ 腹 腔 内

二注 射 シ感 染 セ シム。 同 日 ヨ リ 直 千二 前述 ノ如 キ食

餌 ニ テ飼 養 セ ル ニ饅 重 二付 キテ ノ・第 二 群 ノモ ノ8.996

ノ増 加 ヲ見、 第 一群37.9%、 第 三群54.7'・.;、 第 四群

17・696、 ソ レ ゾ レ減 少 ヲ示 シ、 ソ ノ生 存例 ヲ見 ル ニ結

核 感染 群 ハ非 結 核 群 二比 ン死 亡 例 数 多 シ、爾 各 群 ノ臓

器 「ヴ」C量 ヲ 見 タ ル ニ ソ ノZF均 二於 テ 第 二 群 ノモ ノ

最 高 値 ヲ示 シ第 一群 、第 四 群 、第 三 群 ノ順 序 ト+リ 第

四群 ・・第 二群 ヨ リ第 三群 ハ 第 一群 ヨ リ ソ レ ゾ レ減 少

ヲ示 セ リ、要 ス ル ニ結 核感 染 海瞑 群 ハ非 結 核 海 猿 群 二

比 シソ ノ臓 器 「ヴ」C量 ノ・減 少 セ リ。

次 二同一 飼 料 ヲ 以 テ セ ル 健 康 家 兎 並 ビ ニ結 核 感染 家

兎 ノ各 臓 器 「ヴ」C量 ヲ測 定 シ 之 ヲ 比 較 セ ル ニ 各 臓 器

二於 テ 多 少 ノ動 揺 ノ・認 メ ウル モ 結 核家 兎 二於 テ ノ・各

臓 器 トモ総 ベ テ封 照 二比 シ減 少 ヲ認 メ肝 臓 、副 腎 二於

テ ハ著 明 二減 少 ス。 爾肺 臓 二 於 テノ・結 核 性 愛 化 ノ程

度 及 ビ型 ニ ヨ リ ソ レゾ レ異 リ大 饅 二於 テ 病 墜 著 シキ

モ ノノ・著 シ カラ ザ ル モ ノ)比 シ 「ヴ」C量 多 ク 健 康家

兎 ト比 較 封 照 ス ル トキ ハ 精 ミ之 二近 キ 償 ヲ有 ス ル カ・

如 ク 要 スJレニ 結 核 感 染 家 兎 各 臓 器 「ヴ」C量 ノ・封 照 二

比 シ減 少 ヲ示 シ 病 愛 著 シ キ 部 分 二於 テ ・・ソ ノ減 少 度

著 明 ナ ラザ ル モ ノ ト考 フ。 家 兎 ノ成 績 二 付 イテ ノ・伺

今 後 ノ研 究 ニ ヨ リ御 報 告 申 シ 上 ゲ ル 機 會 モ ア ル ト存

ジ マス。 次 二各 種 疾 患 ニ ヨ リ 死亡 セ ル モ ノ ・解 剖 材

料 ニ ヨ リ人 盟 各 臓 器 ノ「ヴ」C量 ヲ 測 定 シタ リ。 人 膿

二於 テ ハ 之 ヲ好 條件 ノ封 照 ト比 較 シ得 ザ ル ガ 故 二嚴

密 ニ ノ・ソノ塘 減 ヲ云 々 シ得 ザル モ 余 等 ノ實験 値 ヲヤ

ボ ル ス キー氏 ノ ソ レ ト比 較 ス ル 時 ハ 甚 ダ シキ 差 異 ナ

キ ガ如 ジ。 但 シ 土 越 ス キ ー氏 ニ ヨル モ1《 年 齢 別

ノ ミー シテ 病 名 ノ記 載 ナ ク 之 トノ比 較 ハ 或 ヒ ノ・妥 當

ナ ラ ザ ルモ ノ トモ 思 惟 ス。 余 等 ノ人樋 測 定 例 敬 ハ ス

ペ テ16例 ニ シテ内7例 ノ肺結 核 患 仔 ノ肺 臓 「ヴIC量

ヲ測 定 シタ ル結 果 ハ病 塑}部 ノ・不 均 値0.0508竈 ニ シテ

健 康部bSt-一,レ 部 分 ノ ソ レ・・o.()388竈 トナ リ病 愛 部

ノ・3196ノ 増 加 ヲ示 セ リ、 之 ヲ他 ノ疾 患 例9例 ノ肺 臓

「ヴ」Ct[i二 比 ス レバ21%ノ 増 加 ニ ゾ テヤ ,rt:'Jレス キー

氏 ニ ヨ♪レ11歳 ヨ リ40歳 迄10.{,65睡 二 比 一・・レメ反

ツ テ22"・ ノ減 少 トナ'レ、 之 ヲ以 ツ テYLレ バ結 核性 病

墾 部 ノ「ヴ!C娃 ガ絶 封 的 二 」特加 セ リbハ 今 遮 カニ 噺

冒 シill"'ル モ ・ニ ジァ 若 シ 好 條 件 ・yt照 ヲ 得 テ之b

比 較 シ得 レバ 海 瞑 家 兎 二 於 ケ ル ト 同襟 恐 ラ ク・・人 饅

一於 テ モ結 核 病 憂 部 ト錐 モ 爾 減 少 ヲ ・1㌃スニ 非 ズ ヤ ト

考 フ ル次 第 ナ リ、尚 人盟 及 ビ家 兎 二 於 テ結 核 肺 ノ種 々

ナiV隻 化 ノ部 分 二付 キ 「ヴ」C娃 ノ分 布状 態 ヲ 見 タJV

二雨 舌共 病 愛 著 シキ 部 分 が 然 ラ ザ ル 部 分 ヨ リ「ヴ,C

量 多 ク之 ヲ例 ヘ バ 空洞 壁、及 ビ之 二隣 接 セ ル部 分、 乾

酪性 璽 化 ヲ 示 セ ル部 、 多数 ノ結 節 ヲ 有 セ ル 部 ナ ドニ

「ヴ」C量 多 ク 肉 眼上 健 康 ト 目 サ ル ・部 分 二 於 テ 「ヴ」

C量 僅 少 トナ レ リ何 故 力 ・ル 分 布 状 態 ヲ 示 ス ヤ ニ就

キテ ハ種 々ナ'レ要素 介在 シ 直 千二 之 ザ解 樺 ノ・困難 ナ

ル モ ノー シテ後 日 ヲ期 シテ報 告 ス ル所 有 ラ ン トス。

(65)二 劃 ス ル質 問 山 上 茂

(1)血 液 中 ノ「ヴ.μ ミ 勃C量 ノ・如 何 ニ シテ定 量 セ

ラ レマ シタ カ o

(2)氣 胸 ヲ セ ラ レタ 家 兎 ノ血 液 「ヴィ〃 ミ ・」C疑 が

著 明 二 減 少 ス,レ トノ 事 デ ア リマス が、 其際 酸 化型 ノ

「ヴ
ィタ ミ ン」C量 ・・如 何 ナ'レ 態 度 ヲbツ テ ヰ マス カ血

中 ニ テ ノ・大 部 分酸 化 型 ニ テ 存 在 ス ル事 ハ 明 デ ア リマ

ス が之 ノ酸 化 型 二就 イテ ハ 如 何 二 考 ヘ ラ レテ 居 ラ レ

マス カ。

(3)氣 胸 セ ラ レ シ際 家 兎 ノ肺 臓 〆 ヴィタ ミ}」C量

・が著 シク減 少 ス ル ト言 ・・レマ シタ が、其 ノ際 肺 臓 二於

テ炎症 が起 ツ テヰ マ セ ンデ シ タ カ。

私 達 ノ・炎 症 ヲ 起 シ タ 肺 臓 二就 テ楡 査 致 シマ シ ヌ際 其

「ヴタ ミ ン
」C量 ノ 減 少 シテ ヲ ル ノヲ認 メテ ヲ リマ ス。

(66)=封 ス ル質 問 山 上 驚

(1)「 イ}ド フーLノー-lv」法 二依 ツテ 尿 中 ーヴaミ

ソ」C量 ヲ測 定 シテ ヲ ラ レマ ス が 其 ノ際 尿 量 トノ關 係

ハ如 何 デ ア リマ ス カ。

ぐ2)尿 中 「イ ソ ト フ エ ノー2レ」選 元 値 中幾 何 ヵ・eヴィ

タ ミ ン」C量 デ ア ル ト思 ノ・レマ ス カ。 叉 幾 何 ヲ如 何 二

。 シ テ「ヴィタ ミ ン」C量 ト詮 明 サ レマ シタ カ。
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(65)及(66)呂 尉 ス ル 討 論

阪 大 今 内 四 垣 明 油

血 液 「ヴィタ ミン」C丑 二就 テ 色 々御 研 究 デ ア リマス が

今 日血 液 中 ノ「ヴィタ ミン」Cノベkト シテ酸 化型 デ ア リ、

還 元 型 ハ ソノー部 二過 ギナ イ トセ ラ レテ居 リマ ス。

色 々ナ條 件 ヲ御 加 ヘ ニナ リ、ソ ノ還 元 型 ノ ミヲ御 測 定

ニナ ツ テ 血 液 中 ノ「ヴィタ ミ ン」C紐 ヲ論 ジ ラル コ トハ

少 ヴ賞 ヲ得 ナ イ カ ト思 ヒマ ス。

尿 ノ 「イ ソ ドフ エ ノー)レ」還 元 値 モ ソ レヲ11正チ ニ 「ヴィ

タ ミ ソ」Cデ ア1レ トハ 定 メ難 ク、 今 日爾 ソ ノ何 程 ノ部

分 が 「ヴィタ ミ ン」Cナ リヤ・・疑 ・・シ イ所 ヂア リマ ス。

三 浦 氏 ハ犬 尿 カ ラ「ヴィタモ サ ツオ ン」ヲ作 ツテ ソ ノ中

二 「ヴィタ ミ ソ」Cノ アル コ ト・・鐙 明erテ 居 リvス が人

尿 カ ラ ハ未 ダ分離 ス ル コ トス ラ出來 テ帰 リマ セ ソ。

之 ハ要 ス ル ニ 血 液 殊 二 尿 ヲ 「イ ン ドブエ ノー7レ」法 デ

検 査 シ 潔 値 ノ・「イ ン ドブエ ノー ル」値 トデ モ シ テ 御 螢

表 ナ リ、 「ヴィタ ミ ソ」C量 ト銘 記 ンナ イ方 ガ ヨイ ノデ

ハ ナ イカ ト思 ヒ マヌ。

叉 ソ ノ成績 ヲ 直 チニ 「ヴィタ ミソ」Cト シテ列 噺 シナ イ

方 が正 シイ ノデハ ナ イ カ ト思 ヒマ ス。

(65)一(66)ノ 質 問 二劃 スル 答 辮

野 田 信 茂

私 等 ノ成 績 ヨ リ シテ 人 工 氣 胸 側 ノ 肺 臓 中貧 血 ヲ 起 ス

部 分 ト充 血 ヲ起 ス 部 分 ト認 メ ラ レマ ス ガ 充 血 部 ノ・貧

血 部 二比 シ減 少 致 シテ ヰ2レ 標 デ ア リマ ス。 然 シ少 量

遙 入 氣胸 ノ堆 加 ス,レ 場 合 モ ア リマ ス が 連 績 氣胸 ノ場

合 ハ各 臓 器 中 「ヴ」C量 ノ・著 明 ノ減 少 ヲ 認 メ マス 。 コ

レノ・副 腎 ノ減 少 ノ度 トヨクー 致 シマス。

血 液 及 ビ尿 中 「ヴ」C量 測 定 二 付 テ ノ・今 日伺 議 論 ノ存

ス ル 所 デ ア リマス。 今 日迄 ノ文 獄 ヲ渉 猟 致 シマ ス ニ

化學 的 生物 學 的測 定 結 果 トヨク ー 致 ス,レ ト 云 ・・レテ

ヰ マス 。 馳

吾 々臨 肱家 が コ ノ方法 ニ ヨ リ測 定 シタ結果 ノ・今 同!

所 大髄 「ヴ」Cト 認 メ テ 差 支 ヘ ナ イb思 ヒマス が 然 シ

爾 今 後 ノ研 究 ヲ要 ス ル所 デ ア リマス。

67.結 核 個 睡 ノ脂 質 代謝=就 キ テ

(金 澤 聲 科 大 學 大 里 内 科敢 室)

倉 重 外 幾 雄

著 者 ノ・結 核 個 盟 ノ 諸 臓 器 含 有 脂 質 ノ 生 化學 的研 究 ヲ

企 固 シ、 重 症 肺 結 核 症 、實 験 的 結 核 家 兎 蚊 ビ ニ海 猿 ノ

結 核 組 織 及 ビ非 結 核 組 織 ノ新 鮮 組 織 片 ヲ材 料 トシ、是

等 二就 キ テ脂 質 各Fraktionヲ 定 量 的 二測 定 シ、 夏 二

賓 験 的紡 核 賦 二 獅 メ ル 肝 油 漁 加 食 飼 養 ノ影 響 ヲモ 究

メ次 ノ如 キ戊 績 ヲ得 タ リ。

(1)鯖 核 紺 織 ノ脂 質 含 鳳

結 核 組 織 ノ脂 質 中織 脂 酸 及 ピ纏 【コ レス テ リ ン」ハ縞

核 性 病 竃 ノ進 行 度 二 並 行 ンテ 増 凝 ス。 卵 チ乾 酪 璽 化

塔 ニ テ最 モ多 最 ニ シテ、紹 節 ヲ包 含 ス ル該 周 縁 紐 織 ニ

テ ハ之 レニ亜 ギ、 膠 梯 紺 織 銅 テ ノ・結 核 組 繊 ヨ リモ少

ク、 健 存 部 ノ夫 ヨ リモ多 ヴ。 然 レ ド モ 夏 二 簸痕 化 サ

バ再 ビ減 量 ス。 但 ヴ脂 質Frektion屯 燐 脂 質 量 ハ不

定 ナ リ。 以 上 ハ 人 帰 肺 組 織 ニ テ最 モ 典型 的 二謹 明 サ

ル。 此 際 繍 「コ」騒 ノ場 徽 ・・遊 「コ」ノ堆 量 二 由 來 シ.

「コ・エiNハ 略=一 定 ナ リ。 叉 増 加 串(健 常 組 織 ノ含

有 飛 二野 ス,レ増 減 卒 ヲ以 テ示 ス)ノ・線 脂 酸 量 ノ㊥36.6

%ナ2v二 封 ・y、線 「コ」ニ テハ ㊥11.5%ヲ 示 ス。

家 兎 ノ場 合 二於 テ モ 結 核 病 竈 ノ 「コ・エヌ テ ル」ノ激 堆

ト線 脂酸 貴 ノ相 當 ノ堆 加 ヲ認 メ、而 カ モ増 加 率 ハ前 遽

人 禮 屍 ノ場合 二比 シ 高 度 ニ シテ 且 ソ 病 竃 ノ進 行 度 ニ

ノ・並 行 的 ナ ラズ。 即 チ乾酪 化 二昭 入 ラザ ル時 、「コ」量

ノ培 加 率 二最 モ著 明 ナ ル モ ノア ル ヲ見 タ リ。

略 ζ同種 ノ量的 關 係 ・・海 猿 結 核 組 織 二 於 テ モ 之 ヲ謹

明 シ得 タi)。 但 ・y海瞑 結 核 肺 ニ テ ハ 「コ」量 ノ ミ著 」曾

ヲ認 メ ザ リ キ。 叉 海 瞑 結 核 脾 二於 テ ノ・、結 節 包 含 脾 組

織 ノ線 脂 酸 ト「コ」トノ・培 量 ス ル モ、病 竈 ニ シ テ特 有 ノ

壊 死 二入 レバ、線 脂 酸 蛇 ビ ニ 「コ」ノ・寧 ロ納 ミ減 少 シ、

殊 二燐 脂禮 量 ノ・著 明 ナ ル激 減 ヲ示 セ リ。

(2)非 結 核 組 織 ノ脂 質 含 量

結 核 個 儘 ノ非結 核 組 織 ノ脂 質 量 ノ・2.3臓 器 二於 ケ ル

異 常 ノ所 見 ヲ除 イテ ノ・、人 獣 ヲ問 ノ・ズ正常 値 二比 シテ

梅 シテ大 差 アル ヲ認 メ ズ。

結 核 屍 脂肪 肝 ノ・総 脂酸 ノ ミノ高 度 ノ培 量 ニ シテ、「コ」

叉 ノ・燐 脂盟 ノ培 量 ノ・比較 的輕 度 ナ リ。

(3)結 核 症b血 液 脂 質

重症 肺 結 核症 例 生 前 ノ血 液 脂 質 殊 二「コ」一 ノ・減 量 ヲ

示 ス モ ノ多 キ モ、結 核 獣 二於 テノ・如 何 二肺 病 竃 叉 ハ 全

身 結 核 竈 二高 度 ノモ ノ ア リ トモ、該 血 液 脂 質 二減 少 ヲ

來 匂 レモ ノ ニノ・逢 著 セ ズ。

(4)結 核症 ト副 腎 脂 質

肺 病 屍 副 腎 ノ脂 質 各Fraktionノ 中 「コ・エ」ノ減 少 最

モ著 明 ニ シテ、 劃 照 屍/1115ヲ 示 シ(此 ノ減 少 率 θ

93%)、 同 時 二線 脂 酸 量 並 ビ ニ 燐 脂 盟 量 モ亦 減 少 ス ル

モ其 ノ程 度 ノ・輕 シ(減 少 率 θ30%)。 著 者 ハ以 上 ノ所

見 二US・y、2,3要 約 トノ關 係 ヲ吟 味 セ リ。 帥 チ肺 二於
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ケ'レ陳蕾性結核性病竈 ノ存在 ・・、副腎 「コ」量 ヲ斯 クノ

如 ク減少 セ シメズ。 肺病 屍 二泌尿器結 核症 ヲ合併 ス

ルモ、副腎脂質含量 ヲ培量 セザ リシノ ミナラズ、猫 正

常 値 ニモ留 マラシメズ。 肺疾 患者血液脂質 ト副腎脂

質 トノ間二 置的並行 的消畏關係存ス ルモ ノ・如 シ。

次 二實験 的結核獣 ノ副腎 二就 イテ 次 ノ成絞 ヲ得タ リ。

郎 チ結核海猿副腎 ニテノ・組脂酸ノ・正常値上閾 二位 ス

ルモノ多 キモ、「コ・エ」蛇 ビニ燐脂艦 ハe3096ノ 減少

率 ヲ示 シ、精 ミ人髄肺病屍 ノ場合 二近似 スルモノアル

ニi封シ、家兎 ニテ・・脂質 ノ減少 ハ殆 ン ド認 メラ レズ

(正常値下位 ヲ示 スモノア リ)。

以上 ・所 見 ヲ綜合 スル時、副腎脂質殊 二「コ」ノ減少 ヲ

以 テ 結核 ノ経過 二封 シ第1義 的 ノ意義 ヲ有 ス ルモノ

トノ・推断 シ能 ノ・ズ、寧 ロ如斯 キ減少 ・・結核個髄 ノ相 當

長 期 二亙,レ榮養 或・・結核病竈並 ビニ 諸徽器内 ノ脂 質

分 布 ノ愛動 二件 フ第2義 的 ノモノ ト見倣サ ム トス。

(5)腹 腔 内接種 ニヨJV慢 性纒過 ノ際 ノ家兎結核 ノ

臓 器脂 質 ト静脹 内注射 ニヨル 比較 的急性経過 ノ時 ノ

夫 トヲ比較 観察スルニ、前 者 ノ場合 ノ・後者 ノ場合 二比

シテ 総脂酸量殊 二「コ」量・・諸臓 器 ヲ通 シテ ヨリ多 キ

結果 トナ レリ。

(6)實 験 的結 核獣 ヲ肝油添加食餌 ヲ以 テ飼 養ス,レ

時、結核家兎 二於 テモ亦結核海猿 二於 テモ其結核組織

並 ビニ非結核組織 ノ含有脂質 二 封 シ特殊 ノ墾動 ヲ惹

起 セシメ得 タ リ。 此際家兎 ト海猿 トニテ 受 クル化學

的愛牝 ノ軌 ノ・必 ズ シモ同一 ナラズ。

(7)他 方肝油添加食飼 養 ノ 虜置 ガ結核 ノ経過 二封

シ與 ヘ シ影響 ヲ、 菌接種 後 ノ韻重墾動、生存 日藪及 ビ

剖 見所見等 二基 キ観 察スルニ、健 常家 兎 二良 好ナル影

響 ヲ奥 フノレ添 加肝油量モ 結核家兎 ノ純過 ヲ不良 ナラ

シメ、叉健常海狽 二良好 ナル影響 ヲ與 ヘ シ該量 モ結核

海 猿 ノ経過 二封 シテノ・不良 ナラザ ノレ迄 モ 決 シテ良果

ヲ與 ヘタ リ トノ・認 ムルヲ得 ズ。

(8)然 レ ドモ著 者ノ・、上述 ノ如 キ肝油添加食飼養 二

勃 レ結 核症 ノ経過 二封ス ル不良 ノ影響 ヲ、實験獣臓器

脂 質 ノ質的蛇 ビニ 量的分布状態 ノ特殊 ノ墾動 ヲ以 テ

説 明 セム事ノ・困難 ナ リト考 フ。

何 レニ シテモ以上 ノ如 キ成績 二接 ル時 ・・、少 クモ家兎

及 ビ海瞑 ニテノ結 核 二關ス ル限 リ脂質 二 榮養素 トシ

テ ノ意義 以上 二 直接結核 ノ治癒催進的意義 等 ノ附與

ヲ認 メ難 シ。

(9)本 實 験 ノ封照値 トシテ、實験獣 二於 テハ数頭宛

ノ戊 熟 セ ル{建常蜜 兎及 ビ海 狽 ヲ用 ヒ、人髄 屍 二於 テバ

7例 ノ非紹 核 性 疾 懲脱 二 就 イテ 得 タlv測 定 値 ヲ以 テ

之 二代 ヘ リ。

(10)著Xi・ ・臓 器脂 質、 殊 二 轍 的橡 査 ハ、生 化 學 的槍

索 ヲkト シ、紺 織 化章 的 検 衆 ハ之 ヲ從1・ ナス ・〈erbナ

ス先 人 ノ所 訊 二左 祖 ス'レモ ノナ リ。

69.肺 紺 核 患者=於 ケ ル 基礎 新 陳 代 謝 ノ研 究

(日 赤 大 阪 支部 病 院 呼 吸 器病 科)

(指 導 、 馨 長 石 川 博 士 ♪

前 田 忽

第 一 章 緒 言

肺 結 核 患 者 二於 ケ ル 基 碗 代 謝 ハ 古 ク 十 九世 紀 ノ初 ヨ

リ数 多 ノ學 者 ニ ョ リ研 究 セ ラ レ、當時 肺 結 核 患 者 二於

ケ ル基 礎 代 謝 ・・正 常 値 ト差 異 無 ク、唯 有 熱 患 者 二於 テ

ノ ミ上 昇 ス ル ト訊 力 レ、又 ハ 既 二初 期 結 核 二於 テ其 ノ

充 進 ヲ認 メ タ リ ト稽 シ議 論 ノー 定 ヲ 見 ザ リキ。 近 來

盗 ζ其 ノ攻 究 盛 ニ シテ種 々ナ ル方 面 ヨ リ研 究 サ レ、又

共 ノ装 置 モ多 標 ニ シテ 從 ッ テ 共 ノ成 績 モ ー 致 セ ザ ル

ガ如 キ モ、一 般 ニ ノ・活 動 性 結 核 二於 テ ノ ミ基 礎 代 謝 ハ

元 進 ス ト説 ク人 多 シ。

欧 米 諸 國 二於 テモGrafe,McCann,Barr,Maliwa,

Lanz,Brieger,Ahlenstie1,Roth,Authonyノ 報 告 ア

リKowitz,Salus,Adler,Vogel・Eysern氏 等 ニ ヨ リ研

究 サ レ、Grafe,Roth,Vogel・Eysem氏 等 ・・或 種 ノ肺

結 核 ニ テ ・・20-一一・30r・6著シ キ ノ・50-70%迄 モ高 マ レ

ル事 ヲ認 メ タ リ ト報 告 シ、Lanz氏 ・・(初期 結 核 或 ハ治

癒 セ ル 場 合(十)8.2%、 堆殖 型(十)19.7%、 繊 維 空

洞 型(十)11.3%、 滲 出型(十)21.5%ナ ル結 果 ヲ得)、

叉 人 工氣 胸 ヲ施 ス 時 ハ常 二共 ノ低 下 セ ル ヲ見、結 核 が

活 動 性 ナ ル 程 基 礎 代 謝 ノ元 進 ヲ認 ム トナ セ リ。(其 ノ

他Ahlenstiel・ ・初 期結 核 ニテ 正 常 ノ基 礎 代 謝 ヲ示 ス

患 者 が「慈 ソ ベ ル ク リン」ノ小 量 二 於 テ 閾 下 使 用 量 デ

其 ノ元 進 ヲ來 ス ヲ認 メ タ ト報 告 セ リ)。 我 國 二於 テ モ

熊谷 博 士 ・・圭 トシテ 各 病 型 ノ無 熱 患 者 ノ 基 礎代 謝 ヲ

測 定 シ、活 動 性 ノ重 症 結 核 二於 テ ノ・充 進 シ、殊 二赤沈

反 慮 ト封 照 實 験 シ、同 一 患 者 ニ テノ・膿重 培 加 シ、 赤沈

速 度 モ 減 少 シ ー般 状 態 良好 トナ ル ニ ソ レ基 礎代 謝 モ

次 第 二減 少 ス 然 シ 乍 ラ之 二反 シ ー 般 状 態 モ赤 沈 速 度

モ恢 復 シナ イ 患 者 デ ・・基 礎 代 謝 モ減 少 セ ズ。 節 チ赤

沈 反 慮 ト基 礎 新 陳 代 謝 ・・大 膿 二於 テ並 行 ス レ ド、各 個

個 ノ患 者 二就 イ テ ・・必 ズ シ モ 並 行 セ ズ。 郎 チ基 礎 代

謝 ノ高 イ患 者 デ ・・赤 沈 速 度 モ速 イ が、逆 二赤 沈 速 度 ノ

、
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i速イ患 者 デ ハ必 ズ シ モ基 礎代 謝 ハ元 巡 セ ブご、殊 二之 ハ

婦 人 ノ場合 二多vトn(無 敵 ノ空洞 ヲ有 ス ル 関放 性 ノ

肺結 核 ニテ 赤沈 反 晦111ナJレ ニ 堪磯 イ℃謝 ・・(一)0.7%

叉 開放 性 硬化 性 肺 結 核 症 ニ テ赤 沈 反 応98ナ ル ニll撃礎

新 陳 代 謝 ハ(一)0.6%、 開放 性 滲 出、 増 殖 型 肺 結 核 症

ニ テ赤 沈 反 感87ナ ル ニ基 礎 新 陳 代 謝 ハ(一)3%算 ノ

如 キ3例 ノ婦 人 二 於 テ 赤池 反 応 速 キ ニ係 ラ ノξ基 面 新

陳 代 謝 ノ低 キ症 例 ヲ報 告 セ リ),,

稲 田博 士 ハ撒 布 性 滲 出型川1結 核 デ ハ 例 へ"煽1症 デ 理 畢

的 所 見 モ少 ク 且 軽 車鰍 ・場 合 ニ チ モ 共 ・基 礎 代 謝

ノ・多 少 二拘 ラ ズ 其 ノ先 進 ヲ示 シ、叉 増殖 型肺 結 核 テ・ハ

其 ノ病 竃 範 園 比 較 的 廣 ク 且 開放 性 ニ ンテ 多少 ノ城 熟

ヲ件 ツテ モ 基 礎 代 謝 ノ元進 ヲ來 ス 事 寡 キ ヨ リ"巾結 核

患 者 二 於 ケ ル 基礎 代 謝 ・異 常 ノ7t進 ・・圭 トシテ(1)

病 竃 二行 ・・レル活 動性 ノ強 弱 、拉 二(2)産 生、 吸故 主

ラ レ ル 可 キ毒 素 ・量及(3)崩 潰 性 物 質 ノ多 寡 二慮 ズ

可 キ デ ア ツ テ壁 熱 ノ有 無 、及 其 ノ高 低、病 竃 部 蔓 延 ノ

程度 、 開放 性 ナ リや閉 塞 性 ナ リヤ ノ差 異 、虹 二旛痩 等

ハ;r'<リ重 要 ナ,レ因子 ヲナ サ ズ ト説 ケ リ。(從 ツ テ人 工

氣 胸 施 行 ノ基 礎 代 謝 ヲ 低 下 セ シメ 得 ル ・・明 白 ナ ノレ所

ナ リ ト)。

菊池'博 士 ・・(Benedict氏 ノ呼吸 装 置 ヲ用 ヒ♪、75例 ノ

結 核 患 者 二 付 キ 測 定 シ 無 熱 或 ハ微 熱 ノ肺 結核 患 者 二

於 ケ ル基 礎 代 謝 ・・正 常 値 ヲ示 ス カ叉 ・・(十)20%内 外

ノ軽 度 ノ 上 昇 ヲ示 ス者大 多 数 二:/テ 滲 出性 ノ者 ・・増

殖:性 ノ者 ヨ リ 先 進 ノ度大 ニ シテ 粟 粒 結 核 二 於 テ ハ其

ノ充 進最 モ著 シ ト。

叉 「ツ ベ ル ク リ ン」注 射 ニ ョ リ起Jレ 基礎 代 謝 ノ先 進 八

病 機 ノ性 質 二 關 シ 良 性 ノモ ノ弱 ク、 悪 性 ノ モ ノ強 シ

ト、氏 ・・肺 結 核 二於 ケ ル基礎 代 謝 ノ先 進 ハ 甲状 腺 機 能

方;進 ノ結 果 ト解 シ、之 が説 明 ヲ「ツベJレ ク リ ン」が 甲状

腺 ヲ刺 戟 ス ル車 賃 二求 メ タ リ。

岡 田 博 士 ・・諸 事 者 ノ説 ヲ総 括 、追 試 シ肺 結 核 患 者 二於

ケ ル基 礎代 謝 ノ元 進 ・・大 盤 二 於 テ 病 墾 ノ程 度就 中活

動 性 ト併 行 ス レ ド、正 常 ナ ノレ瓦 斯 代 謝 ヲ示 シテ モ活 動

性 ナ ル事 ヲ否 定 シ得 ズ、文 無 ト・・多 ク併 行 ス レ ド相 互

二従 属 的意 味 無 シ ト云 ノ・ル。

余 ノ・KrogL氏 ノ装 置 ヲ用 ヒ當 科 牧 容 中 ノ無 熱及 ビ有

熱 ノ肺 結 核 患 者(當 科 攻容 中)ヲ 過 去1年 間 二重 リ種

種 ナ ノレ方 面 ヨ リ 實験 シ 其 ノ結 果 ヲ報告 セ ンrス 。32

例 ノ検 査 二於 テ次 述 ノ如 キ結 果 ヲ得 タ リ。

第 二 章 實 験 成 縫 ら'』1・β

第一項 無熟思 猛 二於 クル基礎代謝

第1表

」

2
下

4

「1'

c

7

_8.

一一β.

10

氏 名

一一一一一一

悌 嗣購藷秘
♂123

♀24

♂23

一
22

}
24

…
22

至
♂
♂

…■
自
■

♂127

手隠
一 十 一一一

鰭

』
一

.一

m
翌

}÷

「

一

十7

-14

十33

十16
1 -10

-3
　ヨ コ

ー・5

1-11

婁;一 鴛

無熱患者 二於ケ ル基礎代謝 ハ第3,↓ 例 二於 テ上昇 シ

第9例 二於 テ低 下セル他10例 ノ中7例 迄 ハ正常儘 二

有 リ。

第二項 午前 中無熱 ニ シテ午後登熟 ヲ見ル

患者 二於 ケ ル基礎代謝

(測定時無無 二 シテ午後37度 以上 ノ登熟 ヲ見1V者)

第2表
1

-1 一 一 了 一__曹____r

-1♂
氏 名1性扁 病畷 後継 鋤

一__一 一 ・}　 一

33

一 　一

川3γ1C 十21

2 ♂一
♂

27 皿

1

37'2C 十44

3 一 一
17 ∬ 37'2C 一4

4 ♂ 23 皿 37'2C 十6

5 ♂ ∬ 37。2C 十34

6 ♂ 五 37'2C 十9一
7 ♂ 35 皿 37『4C 一4一
8 ♂ 20 ∬ 37『6C ・一4

9 含 23 皿 37'6C 十35一
10 ♀ 31 ∬ 37。9C 一3

「一
午 後 登 熟 ヲ件 フ患 者 二於 ケ ル基 礎 代 謝 ハ(10例 ノ 中ナ

正 常 値 ヨ リ元 進 セ ル 者4例 、硬 リ ノ6例 ハ正 常 値 内 二

在 リ。 元 蓮 セ,レ者4例 ノ 中3例 ・・37.2度(搬 氏)以 下

ノ=微熱 ニ シテ1例 ノ・37.6度 ノ豪 熱 ヲ認 メタ11。

第 三項 有 無 患 者 二 於 ケ ル基 礎 新 陳 代 謝

(測 定 時37.5度 以 上 ノ登 熟 ヲ見)V者)

有 無 患 者 二 於 ケ ル 基 礎 代 謝 ノ・5例 ノ中1例 ヲ除 キ何

レモ高 度 ノ元 進 ヲ來 シ第2例 ノ如 キノ・(十)5396、 他

ノ3例 ハ何 レモ(十)30タ6以 上 ナ リ。

唯:第5例 二於 テ ノ・基 礎 新 陳 代 謝 ・・正 常 値 ニ シテ、測 定

時38.3度:ノ 高 熱 有 レ ド午 後 二 至 リ37.2度 二下 熱 セ
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第 3 表
L

「 ・ ▼1

氏 名i性
1 年醐 悪癖

1

1i
l

-1

21
_:

3!

♂ 17

-

29

-

24

噌}"一

■幽+娼
4一

i綴)1+53
♀

皿

一
皿1(§1二諭+5・

_1一 一一1

皿
Q

4i
一1一

i375ci
_鎚9」+34

5i一
{

♂i21 π1(羅)・+11

14

5

一

6

7

1
↓

¶
且

.

-
■

一

滲出性…増殖性肺納核 、27♂
開放型

♂21離 籍}㈱ 榊 撒

一 陣

増殖 性肺結 核、停 止性、18

閉塞型

増殖性一一滲出性 肺結核,16
1停1卜型、 閉塞型

十16

十11

・一10

一23

第4表 ノ2

リ。

然,レ ニ先 進 匂 レ他 ノ4例 二於 テ ・・測 定 時37.3-37.5

度 ノ中 等熱 ナ レ ド午 後 二至 リ何 レモ38.0度 前 後 ノ高

熱 ヲ認 メ リ。

第 四 項 各病 型 ト基 礎 新 陳 代 謝 ノ関 係

第4表 ノ1

基礎新
陳代謝
(%)

十21

十6

十7

十13

一4

一14

十44

一一4

十35

十33

十43

十50

一4

年
齢

姓名氏

18-1♀
i

19-1♂

♂

11一 ♀

氏 名購 病 型

増殖性肺結核、停止性、1♂33 開放型
、左側心嚢肋膜 炎

滲 出性一増殖性肺結 核、
開放型、右側癒 着性肋膜♂23
炎

滲 出性一 増殖性肺結核、♂23
閉塞性

増殖性肺 結核(雨 側肺門
部浸潤)、停止性、閉塞型、♂25
右側癒着性肋膜炎

滲出性一増殖性肺結核、♂2◎
開放型(左 側 上部空洞)

増殖性肺結 核、停止性、
閉塞型(左 側上部 早期 空24♀
洞:1

滲 出性肺結 核(雨側 上葉ノ♂27
開放 型

滲 出性一増殖性肺結核、17♂
開放 型

滲 出性 肺結 核(左 上部 空
洞)、開放型、雨側癒 着性23♂
肋膜炎

♀

/一 ♂

向「

1

2

3

4

o

6

ワ
醒

一

身
U

9

10

一
11

一
12

13

23

一

17

一

24

一

33

♂

一
♂

一
♀

一
♂

血行性撒布型、 開放 性

血行性撒布型(雨側 空洞)
開放型

滲 出性肺 結核(左 側上部
空洞)、 開放 型

滲 出性一培殖性肺結核、
開放型(左 側上部空洞)

一 一「「

2♂

_1一 一 一i

f一;一

1基病 麹 酸F

増殖:性肺結核、 閉塞型 L3
一

滲出性肺結核、 開放 型 十34

滲出性一 培殖性肺結核、
停止性、 閉塞型

十57
,

欝 欝 開放型1+68

舗 欄 齢 開鯉+36
!

血行性撒布 型、 開放型1十34
1

増殖性肺結核、開放型

1
L5

十21
滲出性一 増殖性肺結核、
閉塞型

「

禽騰 増殖性㈱ ㌔ ・・

購 鷹 核(醐 空洞)1+28

培殖性肺結 核、 閉塞型 十9
一

離 鍬 培殖硅肺徽 一22
}

血行性撒 布型、 開放 型、 十53
左側癒 著性 肋膜 炎 1

以 上 第4表 二示 セ ル如 ク肺結 核 患 者30例 ノ基 礎 代 謝

ヲ測 定 セル ニ第4表 二示 セ ル如 ク(高 度(十)30%以

上 二元遊 毛 アレモ ノ11例)、(軽 度 二元 進 ヲ來 セ ル モ ノ

4例)、(正 常 値(十)15%一(一)15%ニ ア ル モ ノ13

例)、 低 下 セ ル モ ノ2例 ニ シテ、 高 度 二元 進 ヲ示 セ ル

11例 ノ中、 血 行性 撒 布型 ノ者4例 、 滲 出性 肺 結 核 ノ

者6例 、 幾 リノ1例 ・・滲 出性 増 殖性 肺 結 核 ナ リ。

軽 度 二元 進 ヲ來 セ'レ4例 ノ中 、滲 出性 一 増 殖 性 肺結 核

ノ者2例 、滲 出性 肺 結 核 ノ者1例 、増 殖性 肺 結 核 ノ者

1例 ナ リ。 正 常 値 ニ ア ル者13例 ノ中、 滲 出性 増 殖 性

肺 結 核 ノ者7例 、増 殖 性 肺 結 核 ノ者6例 、低 下 セ ル モ

ノ2例 ノ中1例 ノ・滲 出性 増 殖 性 肺 結 核 ニ シテ 他11

例 ・・培 殖 性 滲 出性 肺結 核 ノ者 ナ リ。
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之 ヲ要 ス ル ニ血 行性撒布型及 ビ滲 出性加納核 二於 テ
ひ

ハ何 レモ基礎代謝 ノ元進 ヲ來 シ、滲 出性一一増殖性肺結

核及 ビ増殖性郷結核患 者 ノ基 礎代 謝 ハ大 多数正常値

ニア リ、低 下 ヲ來 セル コ ト稀 ナ リ。

第五項 赤血球沈降速度 ト基礎新陳代 謝 ノ關係

(赤血球沈降速 度 ハ ウエス夕闇"' ,リ.、ン氏 ノ法 二 目リ、　　　じへ

値 ハ 中 等個1ヲ以 テ ナ セ リ)。

(成 人 中 等償 ノ正 常値 ハ男 一j2一一一6,女f4-8粍 ナ リ)。

第5表

iIljl墾 礎 新 赤 沈 連

隊 判 性轍 欄1墜 夢横暢
　 一 一 一 一 ▼　一 一 一_

1
一 ♂一

♂一 一

♀一
♀一
♂

}一

♀一
♀

一一

♂一
・♀ 一

一
合一
♂

♂

20
-

23
}

16
-

23

皿
一 一一一

町 重)

皿(中)

十34 i10
〇一 一一一}一

2
-

3
-

4一
5一

十35 86
一.甲 一

82十28

皿(中) 十36 77
一 一

33
一醒『

42
-

24
-

17
-

29
-

33
-

29
一.

23
-

27
二=;;;:

16
一 覧

31
-

22
-

24
}

18
-

20

皿 +68172一 一一6 皿 +68164
7

-

8

皿(重, 十50 62一一 皿 十43 67

9 一 m 十53 44

10 π 十21 39

11 皿 十34 32

12 皿 十33 24

13一 一
二_一一,一 一

♂一 皿
一 十44 20

14
-

15

♀一
♀一
♂一
♀一
♀一
♂一
♂

皿
一 一 騨

∬
一 一

皿

一23 91}一一 一3 76

16

万
聡一
万
万
一{

一221 72一一
一 H 一14162

皿 一10 58
一 一

∬ 一4 52

iiiiii一
1

33 ∬

認
43一}

劃
-r= ___ニー ♂一

♂

暫一 一一

24
一

∬

___===

3一 _},
26i 皿 +9!4

第 六項 脚 活 鑑 ト基 礎 代 謝 ノ關係

(本 邦 人肺 活 量 ノ11{常値 ハ 酒 井 卓泄 惇 士 、 四 川義 方 憶

L算 昌 目 レバ成 人 男 『Fノ・3000-4000,不 均3204,女

子 ハ2000一 一3000,zF均2400ナ リr)。

第6表

氏 剣 幣 齢

1
7

」

♂22

♂23

含127皿(中)i十16

20・ π 十34

♂1?

♂32

♂22一一一一}

♀ ・16

「葱

♀i16

病 期 陳 代 謝`
%♪

H-5

皿 ・一一11

ほヘ ヨ　へ 　　 　 ム

41■ 璽j _嗣

市活量

3500

3200

至500

2500

肺結 核患者 二於 ケ ノレ赤沈 反磨 ト基礎代謝 トノ關係 ハ

第5表 二示ス如 シ、 即 チ赤沈 反噸・基礎代謝共 二上昇

セ,レ例13例 、 赤沈反旛上昇セルニ基礎代謝 ノ降 下セ

ル例7例 、 赤沈 反磨基礎 代謝共 一正常値 ニアノレ者2

例 ナ リ。 郎 チ各 々個 々ノ患者 二就 テ 見7レニ基礎 代謝

ト赤沈速度 トノ・大膣 二於 テ並行 シ、基礎代謝 ノ元進 セ

ル患 者二於 テノ・赤沈速度 モ速 イが、逆 二赤沈速度 ノ速

イ患者 ニテ・・必 ズシモ基礎 代 謝 ノ充進 ヲ來 ス トハ限

ラズ、殊 二婦人 二於 テノ・第14,15、17,18例 二示 ス

如 ク 赤沈反庶著 シク速 キ場合 二於 テ モ基礎代謝 ノ充

進 ヲ來 シテ居 ナイ場合多 シ。,

5皿(鴛 ♪ 十431500

至富 匿迄 需甥 瑠
8,一 皿r重ン十2811000

、90一一li… 瓢 …暑 鷹
(以上 ノ肺活 量 ト基礎代 謝 ノ關係 ヲ見ル ニノ、肺 活量、

基礎代 謝共 二正常値 ニア1レ者2例 、基礎代 謝元 進 シ肺

活 量減少t,レ モノ6例 、基礎代謝低 下 シ肺 活量減少 セ

)Vモ ノ2例 ナ リ。

郎 チ肺結核 患者 二於 テハ 大多藪基礎代謝充進ス ルニ

從 ヒ肺 活量 モ減少 シ、基礎代謝方:進ノ度大ナ ル者程、

肺 活量 ノ減 少度 モ大ナル モノ ・如 シ。

サvド 第7、10例 二見 ル如 ク 基礎代 謝低下 シ肺活量

度減 少ス1レモノア リ。

第七項 盟重 ト基礎新陳代謝 トノ關係

第7表

嘱「
「

患 者 名 性 年齢
留 重

(測 定 時二於 ケ)V)

基礎i新

陳代 謝

♂
一

♂

22
-

23
-

23
一

33
-

20
-

29
-1

33
-

27
一 一

20
-

21

61.75k.gr
(50.95)

一5

2i 59.90,,
(51.10) 十6

11
,1

ー
ーー

9

i
ー一

3
一

4

55.00,,
{51.10) 十71♂

一 一il

4i一 ♂
;

41.40,,
(53.10)

十68

5「iii國
1

下
一

39.00,,
(50.86) 十34

47.50..

(53.00、 '

十34i♂
1

71
1 51.30,,

r53.10) 十21♂

8 舎
一

♂

46.00.,
(52.80) 十16一

9
-

10

47.40.,

ぐ50.86)
一4

●一
舎

45.15.,
(50.90)

一4
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以上禮重 ト基礎代謝 トノ關係 ヲ見,レニ髄 重、標準盤重

ヨリ増加 セル者3例 ニチハ 基礎代謝 ハ 何 レモ 正常値

ニ シテ、禮重減少 セル7例 ニチハ5例 ハ基礎代謝 ノ元

進 ヲ認 メ、2例 二於 テノ・正常値 ナ リ。

帥 チ饅重、標準盟重 ヨリ減少 セル患 者ニチハ基礎代謝

大多数 ハ先進 セルモノ ・如 シ。

第1例1♂

埜豊 熟

5こ〃

5Z〃
↑↑
基盤5〃o
代重

検査同数→

第2例

+30

熱
+30

◇20齢

や10

0

D

,

!

　 1

ヒ 1 Q

1げ ∬1『

4000+20

4Z〃 ←10

46〃00

第3例

到0

♂

」4〃0

＼＼ ↓

ノ'

, N

刀 〃〃。10

32〃 〃

♀

、

同 一 患 者 二於 テ之 ヲ見1レ ニ、第1例 二於 テ・・髄 重 減 少

セ,レ ニ 基 礎 代 謝 ノ・(一)4,(十)30、(一)1ト ナ リ元

進 シ第2例 二於 テ ・・盟 重 増 加 シ、基 礎 代 謝亦(十)16、

(十)23ノ 如 ク元 進 シ第3例 二於 テ ノ・禮 重 減少 セ ル ニ

ツ レ基礎代 謝(一)10、(一)14ト 低 下 セ リ。

從 ツ テ以 上 ノ成 績 ヨ リ考 フ ル ニ 饅 重h基 礎 代 謝 ニ ハ

認 ム可 キ 關係 無 キ モ ノ ・如 シ。

第 八 項 「ツ ベ ル ク リ ン」注射 ノ基 礎

新 陳 代 謝 二及 ボス 影響

余 ・・最 後 二 「ツ ベ ル グ リ ソ」注 射 ノ基礎 新 陳 代 謝 二及

ボ ス影 響 ヲ観 察 セyト シ「ツ ペ,レク リ ソ」療 法施 行 ト同

様 ノ方 法 ニ テ注 射 ヲ開 始 シ、次 ノ如 キ結 果 ヲ得 タ リ。

即 チ 第1例 二 於 テ ノ・第1同 ノ注 射 後 一度 元進 セ ル基

礎 代 謝 ノ・第2同 ノ注 射 後 二 於 テ ノ・再 ビ低 下 シタ リ。

第2例 ニ テ ノ・第1同 、 第2同 注 射後 共 元 …進 ヲ認 メ タ

リ。

第3例 、 第5例 二於 テ ハ 共 二 基 礎代 謝 ノ低 下 ヲ見 タ

リ.

第8表

性 年 注射 前 ノ
舗 名

別齢騰 謝醐
一

欝轟 雛ゆ基
礎代謝

(%)(%)

コ_一 鍛 工 湘+30-1
2一 ♂27十16十28十23

3
4一 償 塔 主劃

策三章 総 括

以上 ヲ総 括スル ニ次 ノ如 シ。

(1)肺 結核 患者二於 ケル熱 ト基礎代 謝 トノ關係 ヲ

見 ル ニ、無 熱 ノ場 合 ノ・大 多 数 正常 ニ シテ、微 熱 ノ場 合

ノ・或 ル時 ・・坑 道 、或 ル場 合 ハ正 常 値 ニ シテ有 熱 ノ場 合

ノ・大 多 数其 ノ元 進 ヲ 認 メ タ リ。 即 チ壁 熱 患 者 ニ チハ

共 ノ高 低 ヲ問 ノ・ズ 基 礎 代 謝 何 レモ 元 進 ヲ 認 ムル カ或

ハ正 常 値 ニ シテ、 低 下 ヲ見 ル 事 無 シ。

(2)肺 結 核 患 者 二 於 ケ ル 基 礎 代 謝 ハ 元 進 ヲ認 ム ル

カ或 ノ・正 常値 ニ シテ 低 下 ヲ見 ル事 砂 シ。 病 型 トノ關

係 ヲ 見)V二 血 行 性 撒 布型 肺 結 核 及 滲 出性 肺 結 核 二於

テ ノ・共 ノ基 礎 代 謝 ・・何 レモ先 進 シ、培 殖 性 肺 結 核 二於

テ ノ・大 多 数 正 常 値 ニ シテ 稀 二 低 下 ヲ來 セ ル事 有 レ ド

勘 シ。

(3)赤 血 球 沈 降 速 度 ト基 礎 代 謝 ノ関係 ヲ 見 ル 二 大

盟 二於 テ ・・並 行 シ、基 礎 代 謝 先 進 セ ル 患 者 ニチ ハ 赤沈

速 度 モ速 イ カ●、逆 二赤沈 速 強 ノ速 イ患 者 必 ズ シ モ基 礎

代 謝 ノ坑 道 ヲ認 メ ズ。 殊 二女 子 二於 テ 著 シ。

(4)肺 活 量 ト基 礎 代 謝 ノ関係 ・・大 多数 二 於 テ ノ・基

礎 代 謝 元 進 ス ル ニ從 ヒ肺 活 量 減 少 シ、基 礎 代 謝 ノ先 進

慶 大 ナ ノレ程 、 肺 活 量 ノ減 少度 亦 大 ナ ル モ ノ ・如 シ。

(5)余 ノ實 験 二於 テ ハ 髄 重r基 礎 代 謝 トノ關 係 ハ

個 々 ノ患 者 二 就 キテ ノ・標 準胆 重 ヨ リ 減少 セ ル患 者 ニ

テ ノ・先 進 ヲ認 メ タ レ ド 同 一 患 者 ノ経 過 中 ニ テノ・認 ム

可 キ關 係 無 キ モ ノ ・如 シ。

(6)肺 結 核 患 者 二於 テ ノ・「ツ ベ ル ク リ ン」注 射 ニ ヨ

リ基 礎 代 謝 ノ・其 ノ低 下 ヲ認 ムル モ ノ ・如 シ。

即 チ肺 結 核 患 者 二 於 ケ ル 基 礎 代 謝 ノ・多 ク ノ場 合 ノ・元

進 ヲ認 ム ル カ或 ・・正 常 値 ニ シテ、先 進 ヲ認 ムル場 合 ノ・

活 動 性 結 核 ニ シテ、其 ノ重症 ナ)Vモ ノ程 先 進 ノ慶 大 ナ

ル モ ノ ・如 シ。

70.動 胆 「レ ン トゲ ン」爲 眞
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矢 部 升(東 京ilies養 所tv

第 一 瀾

技 術 篇

1

曹通 「レ ン トゲ ン」廊 眞 ハ ア ル瞬 間 ノ岬 止 像 デ ア ル・

胸部「レ・画 訓 膿:::購 簿llllズ

附 心 徽 ノ撮 影 法

皿

蓮 動 ヲ記 録 ス ル方 法

(1)1レ ン トゲ ン ・活 ⑩戚 風

(イ)直 接 法

「レ ン トゲ ン」線 ニ ヨ リ【フィノレム」ヲ露 出 スノレモ ノ

「レン トゲ ン 嘉 眞用 大 型 「ロー ル フィノレム」使 用

(ロ)間 接 法

螢 光 板 ノ明 ノレサ ニ ヨ リ露 出 ス ル モ ノ

普 通 活動 爲 眞用 小 型 「・一 ♪レフ・ノレム 疎 川

(2)一 レ ン1・ゲ ンキ モ グ ラ フィー」

活 動 窺 眞 ト「キ モ グ ラ フィー」ノ差 異

皿

「レ ソ トゲ ソキ モ グ ラ フィー 」ノ原 理

(1)軍 溝 式

格 子 静 止 、 「フィル ム」移 動

細 隙 二相 當 ス ル部 分 ノ運 動 曲線

曲線 「キモ グ ラフィー」

(2)多 溝 式

(イ)格 子静 止、 「フィル ム」移 動

各 々 ノ細 隙 二相 當 スル部 分 ノ運 動

曲 線 ノ集 リ

亭 面 「キ モ グ ラ フィー 」

(ロ)格 子 移 動 、 「フィル ム」静 止

運 動 セ ル位 置 二於 ケ ノレ全 部 ノ像

動 態 鳥 眞

IV

「フィル ム」二現 ・・レル盟 ノ部 分

「フ
ィル ム」ヲ動 力 シタ 場 合 ト格 子 ヲ動 力 シタ場 合 ト

ノ差 異

V

動 態 鳥 眞 模 型 圖

(1)「 フィル ム」ヲ動 力 匂 レモ ノ

擬 撚 移動}伽鰍 け囎 セズ

(2)格 子 ヲ動 カセ ノレモ ノ

拘ζ驚聖,艀止}像連績ス・

VI

撮 影肢置

金 魁格f

絡Y一亀聴ノts三リ方

V皿

移動 婆1趾

V皿

撮影 ノ條件

IX

量 ・就 テ

X

「キモスコピー」

Xl

動態1レ ン1・ゲ ソ」窩眞 ノ数果

啓通 「レソトゲ ソ」窺眞、解剖學 的病理解剖學 的診噺

動態 「レン トゲ ン」窮眞、生理學 的病理 生理學 的診噺

xu

動態 「レン トゲ ソ」窩 眞 ノ晦用

「レン トゲ ン」動態窩 眞 ヨ リミタル

呼吸蓮動

肺結 核 ・診噺

虚脱療法

第 二 篇

呼吸蓮動

1

肋骨 ノ運動

(1)肋 骨頸軸 ト前面交叉 角

上位肋骨 二於 ケル肋骨頸前面交叉角

下位肋 角 二於 ケル肋骨頸前面交叉角

上位肋骨 ・・圭 トシテ 前後径 二下位肋骨 ハ圭 トシテ

左右 径 二据 ガル

(2)肋 骨軟骨角肋骨軟骨轡曲角及 ビ胸 骨 下 角 ノ

振 ガ リ・」ヨツテ下位肋骨 ・・外側方 二振 がル

(3)呼 氣 ト吸氣 二於 ケJV二 重描影

上位肋骨 ・・上方 二

下位肋骨 ・・側方 二振 ガ'レ

∬

横隔膜 ノ運 動

(1)横 隔膜模 型圖
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5

横隔膜 ノ・下方 二櫨 がル ト共 二外側方 二棚 がル

(2)横 隔膜 ノ振幅

(イ)脊 腹位、外方〉 内方

(ロ)左 右位、脊方〉前方

皿

動態窩眞 ニ ヨル

肋骨及 ビ横隔膜 ノ蓮 動 ノ撮影

動態爲 眞模型圖

IV

肺葉境界 ハ肋骨 ト略 く等 シイ傾斜 ヲナ シ

上葉 ノ・前面 ニアツテ肋骨 ト共 二動 ク

下葉 ノ・背面 ニアソテ横隔膜 ト共 二動 ク

附、呼吸運動 ニヨル動 キ ノ少 イ 部分 ハ 上葉 ノ背

面部 デアル

V

肺臓 ・・全盟 トシテー ツノ膨脹 」枚縮蓮動 ヲ行 フモ ノデ

ナ ク肺葉各個 が濁立 シタ 膨脹 牧縮蓮 動 ヲ行 フモ ノデ

アル。

第 三 篇

肺 臓 篇

1

正 常呼吸運動

(1)吸 氣肋骨 ハ上 リ 横隔膜・・下lv

呼氣肋骨 ・・下 リ 横隔膜 ・・上 ル

肋骨 ト横隔膜 トノ・蓮動 ノ相逆

(2)吸 氣 ・・速 ク、呼氣ノ・渥 イ

(3)吸 氣 ・・肺 臓膨脹 シ透過良 ク

呼氣 ノ・肺臓 攻縮 シ透過悪 ク

呼氣 ト吸氣 ト・・明暗 ノ縞 目ヲ現・・ス

(4)上 葉 ノ肺絞・・肋骨 ト同相

下葉 ノ肺絞 ・・横隔膜 ト同相

.∬

呼吸蓮 動型

(イ)腹 式 呼吸

横隔膜 ノ蓮動〉肋骨 ノ蓮動

(ロ)胸 式呼吸

肋骨 ノ運動〉横隔膜 ノ蓮動

皿

咳 漱

(イ)吸 氣 ノ相 二於 ケル咳漱

呼氣 →吸氣 呼氣 →吸氣 ノ終 リカラ急 二速 イ

呼氣 ノ衝 激 ヲ行 ヒ 呼氣 ノ状態 二少 シク停 リ緩 カナ

吸胤 二移行 スル

(イ)呼 氣 ノ相 二於 ケル咳歎

吸魚→呼蝋吸氣 ノ途 中 カラ ー1鍵速 カナ 呼氣 ヲ行 ヒ

直 チニ速 イ呼魚 ノ衝 激 ヲ行 ヒ次 デ 般 カナ吸氣 二

移行 スル

IV

氣管枝 ノ動 キ(「リピ切 ドール」氣管枝 内注入)

呼吸運 動 ニヨツテ

上葉 氣管枝 ハ肋骨 ト同相 二動 キ

下葉氣管枝 ハ横隔膜 ト同相 二動 ク

V

癒著 ノ診噺

(1)肋 骨肋膜 ノ癒著

肋骨 ノ振幅小

(2)横 隔膜 ノ癒 著

(イ)肋 骨横隔膜腹 ノ癒 著

横 隔膜 ノ振 幅

(ロ)天 幕 形成

横隔膜 ノ振幅小

呼氣速 ク吸氣遅 シ

(3)葉 間肋膜 ノ癒著

(イ)上 葉索引、下葉 萎縮

患側 ノ肺紋 ・・肋骨 ト同相 二肺 下部 二及 ブ

(ロ)下 葉索 引、上葉萎縮

患側 ノ横隔膜 ト同相 ノ肺紋 ・・肺上部 二及 プ

VI

病 竈 ノ動 キ

(1)動 ク病竈

(イ)上 葉 ノ病竈 ・・呼吸蓮動 ニ ヨツテ 肋骨 ト同相

二動 ク

(ロ)下 葉 ノ病竈 ノ・呼吸運動 ニ ヨツテ 横隔膜 ト同

相 二動 ク

(2)動 カヌ病竈

(イ)上 葉 ノ病竈 ・・癒著 ニ ヨツテ 横隔膜 ノ蓮動小

サク、動 力ヌ

空洞 ノ動 キ

(1)動 〃空洞

(イ)上 葉 ノ空洞 ノ・肋骨 ト動 キ

(ロ)下 葉 ノ空洞 ノ・横隔膜 ト同相 二動 ク

(2)動 カ ヌ空洞

癒 著 セル空洞 ノ・動 カヌ
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V皿

温性肋膜炎 ト肺氣腫 ノ診断

肋膜炎側

呼吸蓮動ハ小 サク

肋骨 ノ振幅小、 横隔膜 ノ振 幅小

肺氣腫 ノ診噺

滲出液 ・上部 ハ明ル 〃、透 過 ヨク

呼氣時 ノ暗 キ縞 目ナ シ'

肺臓 ハ膨脹 シ呼氣時 二牧焔 セズ

他 側

代償性呼吸蓮動 ノ充進 ニヨ リ

肋骨振幅大

横隔膜振幅大

呼氣 ト吸氣 ノ明暗 ノ縞 目顯 著

IX

動 キ ト診断

(1)普 通罵 眞二現 ・・レザル憂化 ノ診噺

(イ)普 通窩 眞、病竈陰影 ヲ認 メズ

(ロ)動 態寓 眞、左側 ノ横 隔膜及 ビ肋骨 ノ蓮動小

三 シテ左 側 ノ髪化 ヲ認 ム

(2)病 竈 ノ動 キ ト虚脱療法適晦症 ノ診噺

(イ)喀 血 ノ例 ニ シテ左鎮骨下 二空洞 ヲ認 ム

(ロ)喀 血側 ノ運動大 ニ シテ 直チニ 人工氣胸 ヲ行

フ必要 ヲ認 ム

x

病竈 ノ動 キ ト豫 後

静止窮興 ニアラノ・レル 病竈 ノ像相似 タルモ 動態窮

眞 二現バ レル病竈 ノ動 キ異 ナルモ ノ

(1)患 側 ノ動 クモノ

動態窮眞 ニテ 患側 ノ蓮 動大 ニシテ 豫後不良 ナ リシ

例 ヲ認 メタ リ

(2)患 側 ノ動 カザルモノ

動態罵眞 ニテ 患側 ノ蓮動 小ニ シテ豫 後可良 ナ リシ

例 ヲ認 メタ リ

XI

人工氣胸

(1)人 工氣胸前後 ノ呼吸運動、髄隔膜b肋 骨 ノ蓮

動

氣胸側

横 隔膜 吸氣(振 大)堆 加

呼氣(縮 小)困 難

振 幅 外方 小

肋 骨 吸 氣「櫨 大)塒 加

呼氣(稲 小)困 難

呼 吸 ノ濃淡 不明瞭

他 側

横隔膜代償性振 幅培大

肋骨代償性飯 幅増大

呼吸 ノ濃淡顯 著

(2)氣 胸肺 ノ蓮励

(イ)1:下 運動(格f縦)

呼 吸 二dlレ膨脹牧縦 運動減少

横隔膜 ノ上下 ニ ヨ'レ上下蓮 動

魚胸締

健 康部、膨脹蓮 動、払,幅小、濃淡1差 徽

病竈部、往復運動、振幅大、濃淡 ノ差無

他 側 濃淡 ノ差顕 著

(ロ)左 右蓮動(格 子縦)

呼吸 ニヨル膨脹敬縮蓮動減少

縦隔膜 ノ振子i運動 ニ ヨル左右蓮動

氣胸肺

健康部、膨脹運動、振幅小、濃淡 ノ差微

病竈部、往復蓮動、振幅 大、濃淡 ノ差無

他 側 濃淡 ノ差顯著

(3)人 工氣胸 二於 ケル縦隔賓 ノ振子蓮動

(1)左 右運 動

(イ)呼 吸時右へ行 クモ ノ
'(n)呼 吸時左へ行 クモ ノ

(ll)上 下蓮動

呼吸時下 がルモ ノ

佃)前 後蓮動

吸氣時脊面 二近附 〃モ ノ

附

癒著 ニ ヨル縦隔賓 ノ振 子蓮動

(イ)右 側 ノ癒 著 ニ ヨリ吸氣時右 ヘユクモ ノ

(口)左 側 ノ癒 著 ニ ヨリ吸 氣時左 へ行 クモ ノ

X】1

横隔膜紳経捻 除術

(1)横 隔膜紳経捻 除術前後 ノ呼吸運 動

手術側

一 隣
_
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肋 骨、 代償 性振幅培大

呼 吸 ノ濃淡、不 鮮明

他 側

横隔膜、代 償性振 幅培大

肋 骨、代償性振幅増大

呼 吸 ノ濃淡、顯著

(2)動 態罵 眞 ヨ リ ミタ,レ横隔膜帥縄捻 除術 ノ適

晦症

(1)横 隔膜 ノ運動 大ナルモ ノ

〈A)人 工氣胸 可能 ノ場合

(1)癒 著 ノナイモ ノ

(イ)下 葉病竈 数大、 害ナ ジ

(ロ)上 葉病竈 敷少 ク、 害大

(2)主 葉間肋膜 ノ ミ癒著 セルモ ノ

(イ)下 葉病 竃 敷大、害少 シ

(口)上 葉病竈 敷少 ク、害多 シ

(B)人 工氣胸不 能 ノ場合 ●

(1)髄 壁肋膜癒 著 シ圭葉間肋膜癒 著 セザル モノ

(イ)下 葉 病竈 敷中、 害ナ シ

(ロ)上 葉病竈 数少 〃害 ノ方 が精 ζ多

(2)禮 壁肋膜及 ビ圭葉 間肋膜癒 著 セルモノ

横隔膜肋膜癒著 セザルモ ノ

(イ)下 葉病竈 敷 中等度、害 ナ シ

(ロ)上 葉病竈 数少 シ、害 モ少 ナ イガ 但 シ此 ノ

場合 ノ・上葉 二病竈 ガアル 上 二病竈 ノナ イ下葉 ヲ

萎縮 セ ジメテ 他側 二 荷重スルモ ノデ他 方 二病竈

アル場合 ノ・ヤ ラヌ方 が良 イ

(ll)横 隔膜 ノ蓮 動小 ノナルモ ノ

圭 トシテ横隔膜 肋骨賓 ノ癒著 匂 レ場合(肋膜 炎)

(イ)下 葉病竈 数少 ク、害 ナ シ

(ロ)上 葉病竈 数 ヨリモ害稽 く多 シ

(皿)横 隔膜運動 セサルモ ノ

盟 壁肋膜 圭葉 間肋膜横隔膜肋膜癒 著 セル モノ

(イ)下 葉病竈 敷 ナ シ

(ロ)上 葉病竈 赦少 ク、 害ナ シ

X皿

胸 廓 成形術

(1)胸 廓成形術 二於 ケル運動制 限 ト胸園縮小

(イ)胸 園 ノ縮小 ヲ目的 トス ル肋骨切 除各法 ノ比

較

(ロ)肋 骨 ノ運動制限 ヲ目的bスJレ 肋骨切除 ノ前

側面切除法

(2)胸 廓戊形術前後 ノ呼吸蓮動

{イ)r・ 朔`テliil

患 側

肋骨振 幅小

横隔膜振 幅小

呼吸濃淡微

趣 側

乃力骨振 幅 ノく

横隔膜振91'、1大

呼吸 ノ濃淡 ノ差明瞭

(ロ)前 慮 置 横隔膜祠1維捻 除術

r術 側

肋骨振幅小 シク増大

横 隔膜静 止

呼吸 ノ濃淡消 失

他 側

肋骨代償性振 幅増 大

横隔膜代償性振幅増大

呼吸 ノ濃淡 ノ差顯著

(ノ・)第 一次下位肋骨切除

手術側

上位未切除肋骨ノ・運 動 ス

下位切除肋骨 ハ運 動 セズ

横隔膜ノ・静止

呼吸濃淡 清失

他 側

肋骨代償性振 幅培大

横隔膜代償性振 幅墳大

呼吸 ノ濃淡顯著

(二)第 二次残除肋骨切除

手術側

上位、下位、切除肋骨運 動 セズ

横隔膜静止

呼吸 ノ濃淡梢失

他 側

肋骨代償性振幅増大

横隔膜代償性振幅壇大

呼吸 ノ濃淡顯著

(3)胸 廓成形術 ヲ行 ヘル手術側肋骨 ノ運動

切 除肋骨 ノ・一般 二i運動 セ ザ ル モ未切除肋骨 二隣 レ

ル胸骨側微 カニi運動 スル事 ア リ

未切 除肋骨 ノ・一般 二振幅 ヲ堆大 スル事 ア リ、斜 角筋
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ソノ他 ノ作用 ニ ヨ,レモ ノト認 ム

XIV

庇護性蓮動制限 ・一・

人 工氣胸

(1)癒 著性蓮動困難

(イ)氣 胸 前 側肋骨蓮動 セプ

(ロ)氣 胸 後 肋骨蓮動 セ ズ

(2)庇 謹性蓮 肋制限

(1.!氣 胸 前 肋骨蓮動 セズ

(ロ)氣 胸 後 肋骨蓮動 フ

庇護 性蓮動 制限 ノニ

横 隔膜紳経捻 除術

(1)癒 著性蓮動 困難

(イ)手 術前 肋骨蓮動 セズ

(ロ)手 術後 肋骨運 動 セズ

(2)庇 護性運動制限

(イ)手 術前 肋骨運 動 セズ

(ロ)手 術後 肋骨運 動 ス

庇 護性運動制 限 ノ三

胸 廓成形術 下部肋骨切除

(1)癒 著性蓮動困難

(イ)手 術前 横隔膜i運動 セズ

(ロ)手 術後 横隔膜運 動 ス

XV

呼吸運動 ニヨル腹部臓器 ノ動 キ

(1)肝 臓脾臓 胃腸等 ノ腹部臓器 ハ呼吸運動 ニ ヨ

ツテ動 ク

(2)人 工氣腹 ヲ施行 セ ル 患者 ノ腹部臓器 ・・呼吸

蓮動 ニヨッテ動 ク

(3)人 工氣腹施行時 二於 テ 「マ ノメーター」二呼

吸動揺 が現・・レァレ事 ヲ示 ス

第 四 篇

心 臓 篇

1

正常心臓

皿

肺 門部 ノ動 キ

心臓 ノ搏 動 ニ ヨツテ 肺 門部 ハ 心臓 ノ棘 ト同相二動

ク

肺 門部ノ・(イ)心臓 二近 イ事

(・)心 臓 漣 絡/ア,レ 事

(ノ・)呼吸運 動 ニヨル動 キノ少 イ事

トニ9ツ テ心臓 ノ撹動 二 目ツテ動 キ易 イ

皿

氣管枝 ノ動 キ(「リピ ヨ1「・-1レ1氣管枝 内注入♪

心膿 ノ揮動 ニ ヨヅテ「リピ9F。 一ル」ヲ注λ セ ラ'レρ

タ氣管枝像 ・・心臓 ・棘 ト同相 二動 ク

IV

血管 ノ動 キ

(1)心 膿 ノ捕勧 ニョツテ 血管 ノ像 ハ る綴 ノ棘 レ

同相 二動 ク

(2)ll巾 動脈 ・・揮動 ス

V

右黄隔増炎ノ動キ

心臓 ノ抱動 ニゴツテ 横隔膜 …`・室 ノ韓 卜同相 二訪

ク

VI

氣胸肺緑 二現 ・・レル心澱 ノ撞動

(1)氣 胸肺縁 ノ・心臓 ノ搏動 ト同相 二動 ク

左肺氣胸肺線 ノ上部 ・・大動脈棘

左肺氣胸肺縁 ノ下部 ・・左心室 棘

(2)氣 胸肺縁 ノ棘 ハ相 がズ レル事 ガアtW

心臓 ノ搏動 ノ傳達 ・・氣胸肺 ノi環力硬度 二鷹

係 ス

(3)心 臓 ノ捕動 ニ ヨル氣胸 肺縁 ノ動 キハ

健塵部〉病 竈部

病竈部 動 キ小

健 康部 動 キ大

(4)心 臓 ノ搏 動 ニヨル空洞 ノ動 キ

陳荏空洞 動 キ小

新鮮 空洞 動 キ大

(5)右 肺氣胸縁 ノ棘・・心臓 ノ右縁 ト同型

(6)左 肺氣 胸縁 ノ棘・・心臓 ノ左縁 ト同型

(7)右 肺氣胸縁 ノ棘 ・・小サ ク、肺 臓 自盟 ノ撞動 ト

モ貢ノ・レル

(8)左 肺 氣胸 縁 ・棘 二 大動脈棘 が 肺縁 ノ下部迄

現・・レル 場合 ・・下行 大動脈 ノ傳 達 ニ シテ氣胸肺

・・脊柱 二近 イ

(9)人 工氣胸施 行前後 ノ心臓

氣胸後脈搏屡 ミ堆加 シ、搏動屡 ヒ明瞭 トナレ

(10)心 臓 ノ左縁 ノ・心臓 ノ搏動

心臓 ノ右縁 ノ・呼吸蓮動

高度 ノ左肺氣胸 二屡 く現 ハ レレ

皿
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横 隔膜憩 経捻 除術施 行前後 ノ心臓

(1)左 側横隔膜紳経捻 除eラ レタル場合

手術 後心臓ハ横位 ヲ トリ

右線 ハ腎桂 ト重 ナ リ、不 明瞭

右心室棘 カク レ心尖 棘明ニナル

〈2)癒 著 ニ ヨリ縦1噺資 ノ索引 セラ レタ7レ場合

くイ)手 術前

右肺上部 ノ病竈 ニ ヨ リ縦隔饗 ハ右上方 二索

引 セラ,レ

〈脚)手 術 後

心臓 ハ上方 二愛 位 シ揮動 ノ・樂 ニナ リ

右緑棘明 ラカ、 心尖鯨 明 カ トナル

V皿

劉 廓成形術施行前後 ノ心臓

(イ)手 術 前

右患側 ノ癒 著 ト萎縮 トニ ヨリ

縦 隔蜜・・右 二墾位 セリ

(ロ)手 術後

肋 骨切除 ニヨ リ縦隔賓 ノ・原位 二復蹄 シ

心臓 ノ搏動樂 ニナ リ振幅減少脈搏減少 ス

7;.病 理解 剖學ヨ リ見タル結核問題

東北帝國大學敢授 木 村 男 也

第一、 自家接種読 二關スル疑義

第二、結核 ノ蔓 延径 路及 ビ良性

肋膜炎獲生 二關 ス,レ疑義

追 加 今 村 荒 男

只今木村教授 ノ御演説 ヲ聞 キ非常 二興 味 ヲ感 ジ、得'レ

所 ノ多大 ナルニ感謝 スル所 デ ア リマ入 私ノ・昨年 ノ日

本 清化機病學會 ノ宿題腸結核 ト貧血 二 就 テ 報告 シタ

ノデア リマスガ 實際私 ドモノ腸結核 ノ診断 ヲ與 フ或

ハ疑 ヲ置 ク大多薮 ハ 肺結 核 ヲ有 シ 空洞 ヲ有 スルモ ノ

モ相當 二多 ク 喀疾 二結核菌 ヲ詮明 スル者 モ多 イノデ

ア リマ入 此鮎 ノ・ホー ルス等 ノ云 フWithoutulcera・

tivePulmonarytuberculosis,nointetisnaltuberculo・

-sis二 近 イ ノデア リマス カ ・ル貼 ノ・腸結核 が腸管内 ヨ

リ侵入 セル 結核菌 ニヨ リテ 起 リ得 ル事 ヲ考ヘ シメマ

ヌ・ 然 ルニ 木村教授・・腸結核 ノ三分 ノー位 ・・血 道性

二起 ル ト謹明 シウル トノオ話 デア リマス
、木村教授 ハ

肉眼的 二 憂化 ノ無 イ腸 ノ部 分ニテモ 顯微鏡的 ニハ結

節 ヲ認 ムル場合 ガ多 イ トノ御 話デ 甚 ダ興味多 ク私 ド

モニ敢 エラル所 が多大 デァ リマス。

私 ハ多年血 液中二於 ケ ル 結核 菌 ノ壇殖及之 二封ス ル

阻止二就 テ興味 ヲ持 ッテ居 リマス 納核 免疫 ノ無 イ場

合 ハ血中 ニテ縞核 菌ハ 増殖 セラレ結核感染 二 曽 リ感

染 免疫 ヲ得 レバ 菌増殖 ハ 阻止 セ ラレ夏 二重症 ニナ リ

陰性 「アネル ギー ノ如クナ レバ 阻止作川 ハ 無 クナル

此事 ハ 結核 ノ艦 内傭蓮及進展 二封 シテ 大 二關係 がア

ル ト思ツテ 居 リマ 六。 此事 ノ・免疫 ノ無 イ或 ノ・少 イ場

合 二全 身粟粒結核 ヲ起 シ易 イ事 ト關係 ア リマ ス肺紹

核 ノ場合 二血 中二 結核菌 ハ 霊症 ニナ;レニ從 ヒテ ヨリ

多 ク橡 出セラ レマスが 全身粟粒結核 トシテ臨肱的 二

症状 ヲ起 スモ ノノ・少 イ。カ ・,レ貼 カラ見テモ結核菌 ノ・

血道 ニ ヨク傳搬 セ ラレマスが 場合 二 目レパ結 節 モ生

セ ズ何 カノ際 二結節 ヲ起ス 事 モアラウ 之ノ・木 村教授

モ只今御話 ニナツタ所 デア リマ入 然 シ出來 タ結節 ガ

必 ズ臨脈的 ノ結 核 ヲ起ス ト・・限 リマセ ヌ、共儘停止性

トナル事 モア リ叉治癒 スル 事 モア リマス 然 ル故 二血

道傅搬 二 司リテ結節 が出來 テモ 之 ヲ直チニ 臨脈的 ノ

結核 ト爲 ス能 ・・ズ 叉此結節 カラ必 ズ 臨肱的結核 が起

'レトノ・限 リマセヌ、夫 レ故 二病竈播 種型 ノ肺 結核 ガ血

道的 二起 ツテモ肺 二於ケル 病竃 融合 が起 ノレ事 ナケ レ

バ臨綜的 ニハ腸結核 ・・少 イノデ ア リマス。

夫 レ故 二腸 二血道 ヨ リ來 タ ト思ノ・レル結 節 が多 イ ト

云 ツテモ之 カラ臨脈 的腸結核 が起 ツタ トハ 限 リマセ

ヌ、郎 チ眼結核 ノヤ ウニ結節即臨然的結 核症デノ・ア リ

マセヌ、血道 力ラ來 テ腸 二出來 タ結 節 ヨ リ臨沐的腸結

核 が起 ルカ或 ・・管 内感染 ニヨルカ・・爾考ヘタ イ ト存

ジマス。

要ス ルニ今 日ノ此講演 ・・私 ドモノ・甚大 ノ多考 ヲ與^

ラレタ事 ヲ 感謝 イタ シマス が腸結核 ノ蛮 生二就 テ爾

其頻度 二就テ多少 ノ疑義 ヲ持 ッテ居 リマス。

追 加 有 馬 敏 授

私 ハ大正13年 結核 ノ「初感染 ト再 感染」ノ宿題報告 ノ

際 二腸結 核 ハ血 行性 二駿 生スルモ ノ多 カラ ソコ トヲ

特 二高唱 セ リ其 ノ後腸結核 ノ ミ+ラ ズ肺結 核 二於

テモ血行性 二駿 生 ス ル モ ノ多 キヲ観此 ノ事實 ノ・最

近 一般 二認 メ ラレル ニ至 ツタ、只今木村教授 ノ演設

ヲ拝聰 シ余 等 が思惟 シ居 タル トコロ ト符合 シ 甚 ダ喜

バ シ〃思 フ、 但 シ今村敬 授 が言 バ レル 通 リ結節蛮生

ソ ノモノが結核症 ト臨脈上申 スコ トノ・出來 ヌ ト考 ヘ

アレo

答 辮 木 村 男 也

1.今 村教授 ノ御説 二就 テ 申 シ上 ゲマス。只今非常

二時間 ヲ節約、急 イデ申 シ上 ゲマ シタ ノデ、申 シ述iぺ



440 鳩 會 演 號 要 旨 【第14看

●

つ

マ セ ソ デ シタ ガ、鏡 下 二 見'レ梯 ナ結 節 ハ或 ル場 合 ニハ

勿 論 治癒 シ搬痕 化 シ得 ル モ ノデ、 ソノ糠 ナ顯 微 鏡標 本

モ 出 シテ ア リ、 カ ッ予 持 顯 微 饒 デ行 廻 シ イ●タ シ マ シ

タ。

シ カ シ叉 一・度 結 節 が 出 來 レ バ、 後 方 ・淋 巴 腺 モ侵 サ

v、 淋 巴道 ニ ヨIV、 結 節 ノ櫨 大 、4寺二潰 瘍 ニ ナ ツ タ モ

ノ、披 力.リノ、急 二起 リ禦}ノレ1・(J':ジ騨マ.'7・o言羊シク ハ、蔀占

核 雑 誌 二 本 宿題 ・御 描 載 ヲ 御 願 致 シ〃 ル 原 稲 二記 逓

シテ置 キマ シタ.

2.有 馬教 授 ノ御 潰 意 ・・イ∫リ難 〃存 ジマ ス、私 ハ、宿

題 報 告 据 當 以 來 、調 査、研 究 シマ シタ戒 績 が、 皆 様 ノ

御 考 ヤ、成 績 ニ アル モ ・トー 致 シ ソ ノ範 圃 内 ノ モ ・デ

ア リマ シタ ナ ラバ、此 ノ報 告演 説 ・・曾 長 二御 願 ヒ シテ

齢 退 シマ シタ デ セ ウ。

72.肺 結 核 患 者 ノ膿 質 特 二 姿 質 呂 關 ス ル研 究

久 貝 貞 治(千 葉 彊 科 大學 石 川 内科 敏 室)

結 核 二於 ケ7レ 髄 質 ノ意 義 二 關 シテ ・・感 染 共 自身 二關

ス ル モ ノ トス ル ヨ リモ 感 染 後 二 於 ケ ル 縄 過 二於 テ大

ナ ル 意 義 ヲ 有 ス'レモ ノ ナ リ トナ ス 諸 家 ノ報 告 漸 ク多

キ ヲ加 ヘ ッ ・ア リ6

余 ・・肺結 核 ノ経 過 ノ輕重 ト姿 質 ノ差 異 ヲ 検 セ ン トシ

昭 和6年 ヨ リ同9年 二至 ル 當 敏 室 二於 ケ ル 入 院 患 者

及 長 期 観 察 可能 ナ リ シ外 來 患 者統 計269名 二 就 キ三

ル チ ン ノ人類 學 的測 定 法 二測 リ 彊 重 、 均長 、胸 園 、坐

高 、 躯 幹 長 、腹 園、 膀 位 、 腕 長 、 指 極 下肢 長 、f掌

及 足 踪 ノ長 裡 、肋 骨 角 ノ十 三項 目 ヲ測 定 シ夏 二封 照 ト

シテ 中學 生 、師 範 生其 他 男子991名 、看 護婦 共 他女 子

260名 二就 キ均長 、 胸 園 、 指 極 ヲ測 定 シ、 姿 質 タ』定

ノ参 考 トセ リ。

併 シテ是 等 ノ内男 子 ・・20歳 ヨ リ49歳 、 女 子 ・・18歳

ヨ1)49虞 ヲ戒 人1・ シテ選 ビ材 料1・ セ ル ニ肺結 核 患 者

男118名 、 女91名 、 健 康 人 男32名 、 女99名 ヲ得 タ

リ。 更 二是 等肺 結 核 患 者 ・・X線 像 、臨 躰 的 所 見 及 観 察

中 ノ経 過 二基 キ 重 症 ト輕 症 トニ 分 チ 是 等 二 群 ヨ リ得

タ ル結 果 ト健 康人 ヨ リ得 タ ル 結 果 トヲ 統 計的 二観 察

シ タ リ、 シカ シテ是 等十 三項 目中姿 質 ヲ論 ズ♪レニ當 リ

テ ・・身長 、胸 園 、指 極 ノ三項 目・・最 モ重 要且 ツ適 當 ナ

ル モ ノ ト思 考 ス ル ヲ以 テ 是 等 二就 キ 余 ノ成績 ヲ報告

セ ソ トス。

今 是 等 三項 目 二就 キ得 タ ル 測 定 値 ・・比 較 観察 ヲ便 ナ

ラ シ ムル 目的 ヲ以 テ 各 身長 二封 ス ル 百分 比 ヲ算 出 シ

是 等 ヲ累 積 度 藪 曲線 ヲ以 テ 表 ・・シメタ ル ニ次 ノ如 シ,

1.麹 長 、 身 長 ノ・絶 剴値 昌就 キ曲 腺 ヲ作 圖 セ リ、男 子

三 於 テ ハ第1表Aノ 如 シ。 邸 、

7卜均 億 ・・霊 症 川1結核 群 ノ・最 大 ニ シテ162・2楓 之 二

次 〃・ノ・健 康 群 ニ ンテ161・9糎 ヲ7」㌃シ 輕症 肺 紹 核 群 ノ、

最 小 ニ ンテ158・8糎 ヲ示 セ リ。

夏 二 、1、田 氏 ノ肚 丁 麹畏7ト 均値 ト女 部 省 全 園 學 生 ノZF

均 値 トノ中 川161糎 以 上 ヲ本 邦 戒 人 男 子 ノ£ 長 ノ中

等 上位 叉 ハ大 ナ ル モ ノ ト石倣 シ ソ レ ヨ リ 高 キ モ ノ ト

低 キ モ ノ1・ノ 百分 率 ヲSL]t/二161糎 以 下 ノモ ノノ・重

症 群 二於 テ ・・36.7%、 輕 症 群 ・・60・3タ`,健 康 群 ハ

53.3?.Jヲ 示 ・ym.症群 二 於 ア・・勇 畏 中 等上 位 叉 ハ大 ナ

ル モ ノハ 共 ノ過 牛 数 ナ ル ニ 健 康 群 及 輕 症 群 二 於 テハ

夫 々相 牛 バ シうζハ過 牛 数 ハ劣 畏 小 ナ ル モ ノナ リ。

叉 女 子 二於 テ ・・第1表Bノ 如 ク ⊇ シテ 重 症 群151糎

ニ シテ 之 二次 グ ノ・健 康 群 最 モ小 ナ'レハ 輕 症 群 トナ リ

シカ シテ共 ノ順 位 ・・男 子 二於 ケ ル ト同 標 ナ リ。

叉 竹 内氏 ノ 本 邦 成 人 女 子長 均畷 業 群 ノ干 均 功 長 ノ最

下 位151糎 ヲ標 準 トシ ソ レ ヨ リ 大 ナ ルモ ノ ヲ 本 邦 成

(第1表A)男 子 均 長 ・累 積 度 鍛 曲綴 ノ比較

湯
〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃7〃 〃7〃 ク〃ヲ 〃7〃 〃 〃7〃 ヲ 〃7/翫

■

群 別 重症群 輕症群 謙 群

人 員 60 58i32
」

級cm 累 積 度 数%
　 一一冒 一 一

137-145
一 『一 一

1.7

145-153 15.0 8.6 6.5

153-161 36.7 60.3 53.3

161-169 90.1 86.1 81.4

169-177 100.2 96.5 100.2

●177-1851 100.1
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燭(第1表B)女 子 均長 ノ索積度撒曲線 ノ比較

〃

〃

〃

20

〃

傷 〃 〃1〃 〃 〃7〃 〃 〃 〃 〃7〃 伽

群 別 重症群 輕症群 健康群

人 員 62199

級cm

30

累 積 度 数%

137-145 16.7

145-15376.8

153--161100.0

161-169

169-177

177-185

20.9

74.2

99.6

1ir「

72.7

99.0

100.0

人 女 子 ノ身 長大 ナ ルモ ノ ト看 倣 シ 同 標 ノ 観 察 ヲナ シ

タ ル ニ略 ζ男 子 二於 ケ ル ト同様 ノ關 係 ア ル ヲ見 タ リ。

2.胸 固 、 次 二 胸 園 ノ勇長 二 封 ス ル 百 分 比 即 チ比胸

園 二關 シ同様 曲線 ヲ作 リ各 群 ヲ比 較 ス ノレニ 男 子 二於

テ ・・第2表(A)ノ 如 シ、2F均 値 ・・小 ナ ル モ ノヨ リ云 へ

(第2表A)男 子 比 胸 園 ノ累積 度 倣 曲線 ノ比 較

z彫

〃

〃

〃

〃

40

〃

〃

〃

群 別 霊症群 軽症群 健康群

人 賎 68 62

1

32

級cm 累 積 度 数%
一一 一 一

40-44}甲 一一

一晒 　一

一 一 創}一 _一 一 一一

11.244-48 19.1

}}-¶ 一

9.5

48--52 72.1 56.4 50.〇
一_幽 一

52-56 95.7 88.7 90.5一
56-60

_一_～-

60-64

98.7
一一 畠一 一 一

100.2

98.6 100.0

ヨ00。iガ1
1

(第2衷B)女 子比胸 園 ノ累積度倣 曲線 ノ比較

∠形

〃

〃

〃

〃

〃

ノ〃

群 別 重症群1輕 症群 健麟

人 員 3316・!99
-¶ 一　『}一 一

累 積 度 数%級cm

一一一 一

40--44111.61

4←48[9・ ・巨 … 1.0

娼一52-i一 面 幽.3 32.5一
52-56 97・oi81・4 85.0一
56-60

一 一 一
・・0・・L97・5tg8・4

6。-6411、 。。.7i1。 。.51

バ重 症 群50.7、 輕 症 群51.7、 健 康 群52.2ニ シテ健

康 者 群 ノ・最 大 ニ シテ 重 症 群 ハ 最 小 ナ ル 李 均値 ヲ示 セ

リ。

夏 二 同曲 線 ニ ツ キ比 胸 園50以 下 ナ ルBrugschノ 狭

胸 型 二就 キ観 ル ニ重症 群 ノ・30%、 輕 症 群 ノ・35%、 健

康群 ノ・21%ヲ 示 シ肺 結 核 群 ・・健 康 群 ヨ リ其 ノ%・ ・高

ク特 二 重 症 群 ヨ リモ 輕 症 群 二於 テ 高 キ%ヲ 示 ス ヲ見

タ リ、更 二氏 ノ正 常 胸 型 ノ中等 値 余 ノ健 康 者 群 ノ卒 均

値52ヲ 介1・ シ 之 以下 ノモ ノニ 就 キ 観 ル ニ 重 症 群 ハ
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(第3表A)男 子比指極 ノ累積崖曲線 ノ比較 `第3表B)女 子比揃極 ノ累積度鍛曲線 ノ比較

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

『

群 別

人 員

級cm

90-94

94-98

98-102 一
102-106

106-110

110-114
1

重症群塵 群陛 堕

5gl32

累%

5
●

8

0●66

2●89

9　99

積 度 数

ユ ≡Ll一
7.6

67.6

95.2

99.7

6.2

50.0

93.6

96.7

99.8

71.6%、 輕 症群 ノ・50.796ヲ 示 シ共 二健 康群 ヨ リモ 多

数 ニ シテ重症 群 ノ・3分 ノ2以 上 ノ・卒 均櫨 以 トナlvヲ

見 タ リ。

女 子 二 於 テ 同様 ノ観 察 ヲナ ス ニ 卒 均値 ノ順位 及 ビ比

胸 園53以 下 ノモ ノモ略 ζ同様 ナ ル關 係 ヲ示 セ リ。

3.指 極 、 指 極 二關 シテ ノ・比 指 極 二就 キ 曲線 ヲ作 リ

比 較 セ ル ニ 男 子 ノ・第3表(A)二 示 ス が如 シ 即 チ雫 均

値 ノ・健 康 人 ノ・10・7.7、輕 症 群 ・・101.5、 重 症 群 ・・100.6

ニ シテ健 康 群 、 輕 症 群 、 重 症 群 ノ順 位 ニ ア リ。

次 二比 指100以 下 ナ ル モ ノニ就 キ 観 ル ニ 重 症 群 二於

テ ノ・33.3%、 輕症 群 二於 テ ・・19.79。 、 健 康 群 ・・9.4

%二 於 テ之 ヲ見)1/、 倫 健 康 群 ノZF均 値102、 本 邦肚 丁

ノ比 指 極 卒 均 値 以 下 ニ ツ キ 見 ル トキ ・・更 二 高 奉 トナ

ル モ其 ノ關 係 ノ・同様 ナ リ。

女 子 二 於 テ ・・第3表(B)ノ 如 ク ー シテ 健 康群 ノ卒 均

値 ハ100.7ニ シテ重 症 群 ノ ミ100以 下 ヲ示 セ リ。 シ

カ シ テ100以 下 ノモ ノ ・%・ ・男 子 ノ102以 下 ノモ ノ

ニ於 ケ ル ト略 竃同檬 ノ關 係 ヲ示 セ リ。

以 上 ヲ線 括 ス ル ニ

群 別 軍症群 輕症群
嘩 群一__

人 員
一 　

級

30 61199

㎝i累 積 度 数%
}一 一一

90-94 10.0 1・611・0

94-98 26.6 ・6・4口1・1

98-102 89.8 85・2口3・6

102-106 99.8 98.2 96.9

106-110 99.8 1蜘一
110-114 i 1

1.身 長 ノ・重症 肺 結 核 群 二大 ナ ル モ ノ多 シ。

2.比 胸 園 ・・肺 結 核 群 ハ ニ 群bモ 健 康 者群 二比 シ 小

ナ ル モ ノ多 ク 特 二 挾 胸 型 ノ ミニ ツキ 見'レ トキハ 輕 症

群 ハ重 症 群 ヨ リモ幾 分 多 キ傾 向 ニ ア リ。

3.比 指 極 ハ健 康群 二 於 テ ノ・男 子 ・・大 多 数 二於 テ100

以 上 ナ レ ドモ肺 結 核 群 二於 テ・・健 康 群 ノ2-3倍 ノ高

卒 二於 テ100以 下 ナ ル ヲ 見rv・yカ モ 重 症 群 ノ・輕 症群

ヨ リ更 二多 倣 ナ リ、女 子 二於 テ ノ・各 群 トモ高 率 ナ ヒ ド

モ尚 同標 ノ傾 向 ヲ示 セ リ。

今 先 人 諸 家 ノ唱 フ ル 結 核 二 關 係 ア リ トナ ス 妻 質 ト余

ノ成 績 ヲ照 合 ス ♪レニBrugsch及 多 ク ノ諸 家 ・・無 力性

盟 質 ヲ以 テ 結 核 二 多 キ ヲ 唱 ヘ ラル ・事 周 知 ノ事 實 ナ

,レカ●斯 ル無 力 性 髄 質 ト・・Bmgsch・ ・所 謂狭 胸 型 ヲde

Giovaniノ ・肺 瘍 姿 質 ヲ叉Kretschmer・ ・織 細型 ヲ唱 へ

是 等 ノ・特 二 狭 胸 ヲ以 テ 特 徴 ヅ ケ ラ レタ ル モ ノ トセ ル

等 ノ事 實 二鑑 ミ、今 狭 胸 ヲ以 テ之 二該 當 ス ル モ ノ トス

レバ 余 ノ成 績 二 徴 ス ル ニ 先 人 諸 家 ノ所 見 ノ如 ク 肺 結

核 二於 テノ・斯 ル モ ノ多 ク、特 二共 ノ稽 ζ高 度 ナ ル モ ノ

ニ於 テ・・輕 症 群 二重 症 群 二 於 ケ ル ヨ リモ 稽 く著 明 ナ
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ル が如 シ。

次 二指 極 二關 シテ ・・Stefkow氏 ノ研 究 成 績 ・・余 ノ成

績 ト甚 ダ近 似 シ肺 結 核 二共 ノ短 小 ナ,レ ヲ報告 セ リ。

シ カ シテ文 厭 二徴 ス ル ニInfantilismus二 於 テ指 極 ノ

皇 長 ヨ リ短 小 ナ ル ヲ見 ル トナ ス、余 ノ・中學 生 及 看 護婦

生 徒 二就 キ 年 齢 トノ關係 ヲ 検 シタ ル ニ 先 人 ノ戒績 ノ

如 ク本 邦 人 二於 テ ・・17年 以 上 二於 テ比 指 極100以 上

ヲ示 ス ヲ謹 シタ リ。 斯 ル見 地 ヨ リ指 極 ノ 均長 ヨ リ短

小 ナ ノレハ 小 見 ノ盟 型 二於 テ ー般 二 見 ル トコ ロ き シテ

成 人 二於 ケ ル 斯 ル所 見 ・・螢 育 不 全 型 ノ現 レ ト 看倣 シ

得 ベ キ モ ノナ ル ベ シ ト思 考 ス、斯 ル モ ノ トス レバ肺 結

核 殊 二 重症 肺 結 核 群 二 於 テ ノ・斯 ル モ ノ多 シ トナ シ得

可 シ。

爾 余1材 料 二 就 キ 比 胸 園50以 下 ナ ルモ ノ1・比 指 極

100以 下 ナ ル モ ノ ・關 係 ヲ槍 討 ス ル ニ雨 者 ノ・挙 行 ス)v

モ ノニ ア ラ ズ シテ結 核 群 二 於 ケ,レ狭胸 型 二於 テ ・・42

-62%二 比指 極100以 下 ナ'レ モ ノヲ見、 比 指 極100

以 下 ナ)レモ ノ ・38-51%二 於 テ狭 胸 型 ヲ見)1/。

帥 チ無 力 型 ニ シテ 然 モ 號 育 不 全 ナ ル モ ノ ト號 育 不 金

型 ナ ル モ無 力型 ナ ラ ザ ルモ ノ ア ルベ シ ト思 考 セ ラル。

シカ シテ、余 ノ結 核 患 者材 料 二於 テ ノ・狡 胸 型 ヨ リモ比

指 極100以 下 ナ'レモ/・ ・著 明 ナJ1/ヲ 見 タ リ。

故 二肺 結 核 患 者 ノ姿 質 二關 シ指 極 ノ・胸 園 ト多少 異 ナ

ル意 義 ヲ附 シ 得 ベ キ モ ノナ ラ ンカ ト思 惟 セ ラ レ從 テ

指 極 測 定 ノ・看 過 ス 可 カラ ザ ノレ姿 質測 定 ノー 要素 ナ ル

コ トヲ信 ズ ル モ ノ ナ リ。

'

質 問追 加 糸 川 欽 也

吾 人 ハ實験 病 理 學 ノ立場 カ ラ 「無 力 性 禮 質 二關 ス,レ意

義 ・・感 染 二 關 ス ルモ ノ トス ル ヨ リ・・寧 ・感 染 後 ノ経

過 二關 ス ル モ ノ ト思 惟 セ ラル」 ト考 ヘ テ居 ラ レル 方

々、殊 二昨 日 ノ私 ノ講 演 ノ後 二臨 林 的 立 場 カ ラ御 意 見

ヲ申サ レタ近 藤博 士 ノ オ説 二就 テ ハ 遺 憾 ナ が ラ其 ノ

全 部 ヲ肯定 ス ル コ トが出 來 ナ イ ノデ ァ リマ ス。

即 チ吾 人 ・・「モ ル モット」ヲ以 テ ス ル 結 核 ノ感 染 試 験 二

於 テ ソノ毛 ノ 「ム ク毛 」ナ ルモ ノ及 ビ 「白色 」ノモ ノ・・

盟 質 ハ 薄 弱 デ ア ツ テ ヨ リ少 量 ノ結 核 菌 ニ ヨ ッ テ 容 易

二結 核 二感 染 セ シメ得 ル事 實 カラ推 理 シテ、假 リニ臨

休 上 二於 テ モ、同一 環 境 且 ツ同 一條 件 ノ下 二於 テ結 核

感 染 が行 ノ・レタ ル 場 合 ヲ 想 像 ス レバ 盟 質 ノ薄 弱 ナ ル

モ ノノ・盟 質 ノ普 通 ナ ル モ ノ ヨ リモ 容 易 二結 核 二感染

シ容 易 二 登 病 ス ル モ ノナ ル コ トノ・首 肯 ナ シ得 ル ト信

ズ ル ノ デ ア リマス。

感 染 後 ノ縄 過 二 關 シ テハ 余 モ 亦無 力 性 禮 質 ノモ ノ命

於 テ9リ 不 良 ナ ル 経 過 ヲ1・Jレモ ノナJVコ トハ 之1ノ ニ

賛 意 ヲ表 ス ル モ ノデ ア リマ ス。

答 辮 久 貝 貞 治

余 ノ論 ズル トコ ロ・・結 核 感 染 後 二 於 ケ ル 種 々 ノ経 過

ヲ ト レル 肺 結 核 患 者 ノ姿 質 ヲ 研 究 ノ劉 象 トシ タ ノデ

無 力 性 盟 質 が 感 染 シ 易 イ カ ドウ カ ト云 フ コ トノ・余 ノ

論 ズ ル範 圃 外 デ アル。

余 ハ結 核 ノ縄 過 ノ差 異 ヲ 現 象型 トヴテ ノ 姿 質 ノ差 異

二求 メ ン トシテ本 問 題 ヲ攻 究 シタ モ ノデ ア ル。

追 加 井 下 勝 馬

髄 質 が結 核 壁 病 ト如 何 ナ'レ 關 係 ニ ア ル カノ・俄 カニ ノ・

剃 噺 シ得 ザ ル 所 デ ア リマ シテ 結 核 感 染 ガ 無 力性 艦 質

ヲ招 來 シ 得 ル トモ 考 ヘ ラ レ'レ。 私 ・・今 村 内科 患 者 ニ

ツ キ髄 質 ヲ観 察 シ ー般 ニノ・無 力性 多 キ モ 筋 肉型 肥 満

型 ノモ ノモ結 核 症 二橿 患 シ得 ル事 及 ピー 般 ニハ コ レ等

型 ノ モ ノ・・豫 後 良好 ナ ル倣 多 ナ 事 ヲ認 メ テ 居 リマ ス。

追 加 近 藤 乾 耶

所 謂 ス チ ル レル ノ無 力性 饅 質 が 遺 傳 的 因子 ト子 宮 内

ノ 生 活 二 影 響 セ ラ レ 結 核 二 關 係 無 ク シテ 蛮 生 シ 得

タ コ トノ・我 レ等 ノ臨 脈 上 ノ経 験 ヨ リモ 疑 フ ベ カラ ザ

ル事 實 ト考 ヘ ル が、斯 ル盟 質 ヲ生 ズ ル ニ後 天 的環 境 殊

二食 餌 ノ影 響 が 從 來 信 ジ ラ レタ ル ヨ リ 以 上 ノ關 係 ア

ル コ トモ 阪大 病 理 ノ片 瀬 博 士 其 門 下 ノ 研 究 業 績 二 俵

ツ テ モ明 瞭 デ ア ル、其 ノ成 立 ノ・兎 二角 力 ・ル胆 質 ヲ有

ズ ル人 間 が果 シテ 結 核 二椹 リ易 キ ヤ 否 ヤ ノ問 題 ・・決

シ テ今 日解 決 セ ラ レテ ヰ ナ へ 併 シ勘 ナ ク モ結 核 ノ所

謂馴 地 二 於 テ ・・我 レ等 ・・臨 肱 上 ノ経験 ヨ リ斯,レ 人 間

力●結 核 二罹 患 シ 易 イ トハ 考 ヘ ラ レナ イノ ミナ ラ ズ 正

二 反 封 ノ傾 向 が アル ヤ ウニ瓜 ・・レル、コ ンナ 盟 質 ノ人

ガ ト思 フヤ ウナ 人 ヲ 診 察 シテ 結 核 ノ搬 病 シテ ヰ ナ イ
も

二驚 クコ トノ・時 々アル、併 シー度 力 ・ル盟 質 ノ人 が螢

病 スル ト治癒 ・・比較 的困難 デ アル が之 レモ本 質的 ニ

ソウデノ・ナク 唯無力性髄質者 ノ・一般虚 弱!一 部分症

トシテ 胃腸 ノ下乗 「ア トニー」ヲ有 シ特 二夏期 二 安静

榮養療法 ヲ行 フコ トが困難 ナ爲 メデアル、併 ジ本饅 質

が極 ク高度 デナイ限 リ多 クノ・榮養療法/目 的 ヲ達 シ

得 テ肺結核 ノ・治癒 シ 髄重 モ生來始 メテノ培加 ヲ來 タ

シ全 ク別人 ノ如 クナ リ得リレノデア,レ。

73.青 年女 子=於 ケル初感染結核 ノ脛過二就 テ

杉 山 三 郎
山 口 靖(千 葉署科大學 佐 々内科教室)
安 原 俊 郎
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演 者等 ハ1昭和6年 以來6箇 年 一瓦 リ干葉 轡科大愚些附魁

病 院看護婦線数340名 二就 キ 「ツベル〃 リソ」反際 ト

結核椛患 トノ關係 ヲ俄察 シテ、新入當初 「ツ」反嵐陰性

者 ハ陽性 舌二比 シテ結 核稲患串 ノ大 ナルヲ認 メ、共成

績 ノ概 要 ハ既 二昨{1り隻ノ本會 二壁表 シタ。 並 ニハ新

入時 「ツ」反鷹 ノ陰性 舌中 ヨリノ柵患 者二就 キ 共後2

乃至5簡 年 ノ縄過 ヲ泣 究 ・yn成繊 ヲ述 べJV,,「ツ」反鷹

陰性 者 ヨリノ柵患線数21名 デ、 共内謁 ノ・肺結核10

例、肋腹膜炎11例 デア'レ。

1.先 ヅ肺結核稻患患 者二就 テ述 べ'レト、10例 中5

例 ハ榑化登 見後1年 以内、他 ノ5例 ・・2年乃至5ケ 年

以 内二號病 シタ。1年 以 内二顎病 セ)v5例 中、1例 ハ

豪病後慢性 ノ縄過 ヲ取 ツテ次第 二治癒 二向 ヒ、現在就

業 可能 ノ状態 トナツタが、他 ノ4例 ハ何 レモ爾側肺 が

侵 サ レテ急性 ノ維過 ヲ トリ、螢病後7ケ 刀 ヨリ1年2

ケ月 ノ間 二全部死亡 シタ。 共 ノ内1例 ハ6ケ 月後 二

肋膜炎、腹膜炎、及 ビ腸結核 ヲ、他 ・1例 ハ 腹膜炎、

謄膜炎 ヲ併登 シタ.

肺 ノ「レ」線的所見上 ・・多 クハ滲 出型 ヲ呈 シタ。 之 二

反 シ陽性榑 化後1ケ 年以後 ニテ 豪病 シタ 他 ノ5例 ・・

他 レモ慢性、且比較 的良好 ノ騨過 ヲ取 リ、共内4例 ハ

現在就業可能 ノ朕態 デ ア ル.號 病後只今迄観察期間

中死亡 シタモノハ1例 モ ナ イ。「レ」線所 見 ニテモ病

竈部位大 ナ ラズ、且増殖性攣化 ヲ呈 シテキル。 コノ内

1例 二於 テ ・・陽性榑化後左肺門腺及 ビ同側肺尖 部 ノ

浸潤 ヨリ始 マ リ、現在左肺尖培殖性肺結核 ノ像 ヲ呈ス

ル迄 ノ経過 ヲ「レントゲ ソ」窩眞上 二追及 シ得 テ 甚 ダ

興味 がアル。

以上 ノ結果 ト比較 スルタメ 新入當初 ヨ リ「ツ」反磨陽

性 者中 ノ肺結核罹患者例 ノ経過 二就 テ述 べ]レト、是等

ノ・何 レモ勤務 後1乃 至2ケ 年 ノ間 二登病 シテ慢性、且
の

良 好 性 ノ経 過 ヲ取 リ、 其 内4例 ・・就 業 可 能 デ アル 。

2.「 ツ」反 磨陰 性 者 ヨ リ駿 病 セ ル滲 出性 肋 膜 炎。「ツ」

反 磨 陽性 縛 化 後9例 共 二皆1年 以 内 二駿 病 シ、肺 結 核

ト比 シ比 較 的 早 期 二駿 病 シ テ ヰ ル。 勤 務 後 「ツ」陽 性

榑 化迄 ノ期 間 ノ・2乃 至5ケ 年 デ ア)L・t。肋 膜 炎 中號 病

者 ノ・皆 「ツ」反 慮 陽性 縛 化 者 カ ラ デ ア ル。 初 メ ヨ リ陽

性 者 カ ラ登 病 セ ル モ ノ・・1例 モ ナ カッ タ。

豫 後 ・・一 般 二良 好 デ1例 ・・死 亡 シ タ ガ、8例 ・・治 癒

シ、現在 就 業 可 能 デ ア ル。 コ ノ内1例 ・・陽 性 轄 化後 一

過 性 二新 鮮 ナ ル肺 野 ノ寝 潤 ヲ示 シ、4ケ 月後 二肋 膜 炎

ヲ起 シタ。 コ ノ8例 共 現 在 ハ肋 膜 肥 厚、横 隔 膜 ノ容 薩

ノ璽化 ヲ小 ス ノミニテ,肺 野 ノ渡潤 ハ認 メラ レナイ。

死 亡 シタ1例 ニテハ、左側滲 出性肋膜炎獲病 後1ケ 凋

牛 ニシテ岡側鍬骨」二部 噺 鮮 カ レ授潤 ヲ生 乳 ソレガ

急速 二棚 ツテ 凝病 後1Sr-1ケ 月 ノ間 二死 ノ轄晦 ヲ取

ツ〃。

JIJJma膜炎及 ビ 腹膜炎各 々1例 共輻 化後1ケ 年以内 二

戚病 シ像後 ハ良好 デア'レ。 の

結 論。槻寮例 が少 ナ イが,以 上 ノ戒績 カラ見ル ト,新

入時 「ツ」反胞1陰性 ナ リンモノ ヨ リノ結 核福患者 中肋

腹膜炎患 者 ハ、鵜化腰 見後何 レモ1ケ 年以内 二壁病 ヴ

共維過 ・・一般 二良好 デアノレ。肺結核繊 患者 ノ中、縛化

確定後1ケ 年以 内 ノ駁病 者 ハ 甚 グ短 期間内 二死亡 ス

ルモ ノ多 〃、共経 過 ハ陽性 者中 ヨリノ駁病者 トノ・大 イ

ニ異 ツテキ'レ。之 二反 シテ、縛化後1ケ 年以後 二於 テ

駿病 セァレモ ノノ夫 レハ、慢性 且良好 ニ シテ大艦 ツ 陽

性 者中 ヨ リノ椛 患者 ト同標 ノ關係 ヲ小 シテヰ,レ。

74.中 川氏非抗酸性結核菌 ニヨルi苦年

女子;於 ケル結核調査

今 泉 透
小 田 切 信 男(北 大中川内科)
山 本 線

余 等・・曇 キ ニ脆汁 酸加培養 ニ ヨリテ 得 タル 中川氏非

抗酸性結核菌 ニ ヨァレ補膿結合 反慮、喰菌現象、凝 集反

慮 ノ見ルベキモ ノアル ヲ登表 シタ リ。

今般 新入看護婦60名 二就 キテ、7ケ 月 ノ間隔 ヲヲキ

2回 二亙 リ、 中川氏菌及 ビづツホ氏菌 ニ ヨJL/補饅結

合反 臆、喰菌現 象並 二中川 氏菌 ニ ヨ ル凝集反磨 ヲ同

時 二李行 的 二施行 シ、雨菌 ノ免疫生物學 的關係 ヲ検討

ジ、同時 二周園 二於 ケル結 核感染源 ノ有無、 マソ トー

氏 反磨並 二 「レントゲン」所 見 トノ關係 ヲ検 索 シ、若

年女 子 二於 ケル 結核感染 ノ状 況 ヲ観察 セ リ。 之 レニ

ヨ レバ、以上 ノ反 賑・・殆 ド亭行 的二現 ・・レ、其間優 劣

ヲ断 ジ難 ク 少 ク トモ中川氏菌 がコツホ氏菌 ト極 メテ

近 似 セ,レモノナル コ ト明 力 トナ レリ。

75.東 京帯國大學學生 ノ胸部 「レン トゲ ン」

鴬眞像二就テ

稻 田 淳
.江 場 敏 雄(稟 大坂 口内科)

岩 田 鎭

本學學生 ニ シテ 中途休學 ノ届 出 ヲナスモ ノ 少 カラズ

共 ・大多数 が結核性疾 患ナル 事實 二鑑 ミ之 ガ 防止 策

トシテ先 ヅ肺結核 二罹 患セル者特 二無 自畳性 或 ハ無

症候性罹患 者 ヲ入學 當初 二 號 見 シ肺結核 ノ早期診断

虹 二早期治療 ノ萬全 ヲ期 セ ソ ト欲 シ昭和10年 度 入學
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ノ馨學 部 、工學 部及 理 學 部 物 理 科 學 生 タ ル健 康 青 年5

14名 二就 テ 「ツ ベ1レク リ ン」反 応 蛇 二胸 部 「レソ トゲ

レ」窺 眞撮 影 検査 ヲ行 ツ タ。

「ツ ベ ル ク リン」反 憾 楡査 成 績

マ ソツー 氏 法 二準 ジ1千 倍 稀葎 「ツ ベlveリ ソ」0.1

蝿 ヲ皮 内注 射 シ、48時 間後 反 慮 ヲ検 査 シタ。

被 検 人 員 ・・510名 一 シテ 年 齢 ・・20歳 ヨ リ29歳 迄 ナ

レ ドモ大 部 分 ノ・20歳 ヨ リ24歳 ノ男 子 デ ア)レ。

陽 性 反 晦 者 数 ・・411名 ニ シテ80.6%二 相 當 ス。 而 シ

テ之 ヲ年 齢別 二 観 察 ス レバ 先 進諸 學 者 が既 二確 認 セ

ル が如 ク年 齢 培 加 ト共 二百分 率 ノ壇 大 ス'レ ヲ認 ム。

陰 性 反 磨商 ノ数 ・・99名 ニ シテ19.4%二 相 當 ス。 是

等 ノ青 年 期 ノ學 生 ガ 結 核 未感 染 者 ナ リヤ 否 ヤ ノ決 定

ハ甚 ダ 至難 ナ レ ドモ 陰 性 者 ノ胸 部 「レ ン トゲ ン」窺 眞

像 二就 テ・・石 灰 化竈 ガ 肺 門部 或 ・・肺 野 二蛮 見 シ得,レ

場 合 ガ多 数 ヲ占 メ、陳 善性 結 核 病 竈 ト思 ・・ル ・所 見 ノ

全 ク ナ キ例 ノ・少 数 ノ ミデ アル。

次 二1ツ ベ]vク リソ」反 慮 陰 性 者80名 二就 イテ約6ケ

月後 再 槍査 ヲ施 行 シeZJV二 陽性 轄 化 ヲ 示 セ シモ ノ9

名 ニ シテ陰 性 反 慮 者 数 ノ11.3%二 相 當 ス。 陽 性 轄 化

者 ノ胸 部 「レ」爲 興 ヲ陽性 縛 化前 ノモ ノ ト比 較 観 察 シ

タ ル ニ新 シキ 結 核 性 病 竈 ト列 定 ス ペ キ 陰 影 ノ號 現 ヲ

認 メ得 タ ル モ ノ3名 ニ テ 他 ノ6名 二・・陰 影 ノ憂 化 ヲ

確 認 出來 ヌ。 陽 性 轄 化 ヲナ セ シ者 皆 ナ 登 病 ス ル コ ト

ナ ク健 康状 態 ヲ持 績 シ通 學 中 デ ア ル。

胸 部 「レソ トゲ ソ」爲 眞 像 二就 テ

本 學 新 入 學 ノ健 康 學 生514名 ノ胸 部 「レソ1・ゲ ソ」篇

眞像 二 就 テ 検 査 シタ ル トコ ロ結 核 性 病 竈所 見 ヲ登 見

シタ,レモ ノ52名 ニ シテ10.1%デ ア ル。

活 動 性 肺 結 核 叉ノ・開放 性 肺 結 核b列 定 セ シ モ ノ7名

ニ シテ1.36%二 相 當 ス、 是 等 ノ學 生 ノ・加 療 ヲ必 要b

ス,レモ ノナ レバ休學 ヲ勧 告 シ治 療 二專 念 セ シメ タ。

非 活 動 性 肺 結 核 ト列 定 セ シモ ノ45名 ニ シ テ8.7596

二相 當 ス。 是 等 自畳 セザ ル 結 核 罹 患 者 二 封 シテ ・・病

愛 ノ振 大 度 及 新 奮 ニ ヨ リテ 日常 生活 襟 式 二 關 シ 十 分

ノ注 意 ヲ與 へ 健 康 維 持 二 努 力 セ シメ 登 病 防止 二協 力

セ シメ タ。 通 學 勉 強 ヲ許 シ其 健 康状 態 ヲ常 二 監 覗 ス

ノレコ ト 、シタ。

無 自畳 性 肺 結 核 ノ型

1.肺 門 結 核7名

肺 門 淋 巴腺 腫 脹3例(左1右2)

肺 門 周 園 炎4例(左4右0)

2

3

4

早期渡潤8名

舘骨 ド部

Jj巾尖部

血行性播種性肺結核

雨側性趨汎性

雨側性上葉性

一側性上葉性

亥鉢

唖

岨

吼

釈

似

楓

似

尖肺

雨

左

右

18名

7例

1例

17名

1例

9例

7例(左2右5)

5例

10例

3例

肺 尖結 核 トセ シモ ノ・・血行性肺結核 ニ シテ 鎮骨上部

二限局 セル 斑状乃 至索状陰影 ヲ認 メ得 ル 例 ノ'デ ア

ル、肺尖部 ノ石灰化竈、肋膜 肥厚叉 ・・雲状梱濁等治癒

状態 ニアル モノ或・・不確 實 ナル陰影所見・・算入 セズ。

嫉 漉 肺織2名 灘 歯 殖性 罐

共 他 初 期愛 化群 、肋 膜 癒 著、石灰 化竈 、等 ・・表 示 セ ズ。

上 述 ノ如 キ肺 結 核 ノ 病 墾 ・・大 部 分 塘殖 性 乃 至 硬化 性

ニ シテ 滲 出性 病 墾 ヲ圭 トス ル例 ノ・7例 二過 ギ ズ。

健 康青 年 學 生 二號 見 スル 肺 結 核 ノ型 ・・有 馬教 授 ノ確

認 セ ラ レタ ル が 如 ク 血 行 性 播 種 性 肺 結 核 が 多数 ヲ占

ム。 表 示 セ;レカ'如ク 肺結 核 罹 患學 生53名 中35名 ニ

シテ66.096二 相 當 ス。

追 加

東 北 帝 大 熊 谷 内科 石 田 吉 治

昭 和7年 以 來 宮 城 縣 男 師 範 學 校 二 於 テ 毎 年2同 ノ定

期 検 査 ヲ シ今 日 二至 リマ シタ が、ソ ノ結 果 二就 テ追 加

シヤ ウ ト思 ヒ マ スn

検 査 ・・全 員 ノ赤 沈 速 度 ノ16粍 以 上 ノ ヲ「レ」線 撮 影 ヲ

シテ更 二喀疾 検 査 ニ テ有 菌 者 ヲ隔 離 治 療 シ、輕 度 ・者

・・注 意 ヲ 與 へ 蓮 動 禁 止 シタ ノデ ア リマ ス。 ソ ノ結 果

・・表 ノヤ ●ウニ 検査 以 前 ハ 昭和 元 年 ヨ リ7年 度 マ デ 休

學 、退 學 、死 亡 が次 第 二塘 シ、 殊 二5年 度 以 後 非 常 度

培 加 シテ ヰ ル が、検 査 後 長 期 病 氣 鉄 席 ・・次 第 二減 ジ、

殊 二結 核 二依 ル 病 氣 退 學 及 結 核 ニ ヨル 死 亡 者 ・・急 二

減 ジ、 退學 者 力'昭和7年 度 二10名 ア ツタ ノ カ●昭 和9

年 ノ 者1名 トナ リ昭 和10年 度 二 ・・皆無 トナ リ、 結 核

・;d一ヨ,レ死 亡 者 ・・11召和6年5名 、昭 和7年6名 ノモ ノ が

昭和9年 カ ラ ・・皆 無 トナ ツ テ ヰ マ ス。

斯 様 ニ シテ連 績 シ テ 毎 年 毎 年 結 核 患 者 ヲ早期 二號 見

シテ隔 離 ス レ バ 驚 ク 程 ノ数 果 ヲ學 ゲ マ ス。 殊 ニ コ ノ
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方 法 ニ ヨル ト「レ」線 罵 嵐 ハ1割5分 位 ニ テ足 リ、質 川

ヲ節 約 ス,レ事 が 出來 マ ス。

追 加 小 田 俊 耶

結 核 二i封 スJV`e候 ノ影 響乃 至 地 方 的 差 異及 ビ人種 的

相 違 ヲ 検 査 ス;レ 目的 ト學 生 生 徒 ノ結 核 防止 ノ目的 ト

ヲ以 ツ テ 窒 北 帝 大學 生 專 門 部 及 ビ中學 生 ノ「ツ」反 慮

陽 性 者 二線 髄 的 「レ」橡 査 ヲ施 行erタ モ ノ約800名 、共

成 績 ハ此 度 ・内 科 學 會 二 演 述 シタ 内容 ノー 部 デ 詳 細

ハ共 方 ヲ御 参考 願 イ度 イ ノデ ア リマ ス カ㌔ 只 今 ノ御 報

告 ト比 較 スル ニ病 的 所 見 ・駁 見 率 少 ク、其 病 型 中、滲

潤 型 ト墳 殖 型 トノ 比 率 ヲ見 ル ニ 余 等 ・例 ニテ ・・堆殖

型 ノ率 ノ更 二大 ナ ル事 二氣 が付 キ マ入 之 レ・・有 馬 敏

授 ノ札 幌 ・例 トノ比 較 デ モ同 様 デ ア リマス。

尚1ケ 年 後 再 検 査 ・Y4RJV學 校 二 於 イ テ 結 核 搬 見 率低

下 シ、 早 朝診 噺 ノ数 梁 ア リ シ事 ヲ認 メ テ居 マス。

質 問 本 間 英 輿

只 今 大 愛 有 盆 ナ ル 御 報 告 二接 シ有 リ難 ウ 存 ジマ ス。

共 中持 二初 メ、「トユ ベ ル ク リ ン」反 磨 が全 ク陰 性 デ、

同 時 二、「VJ線 槍 査 二於 テ モ何 等 ノ異 常 ヲ示 サ ナ カッ

タ モ ・ ・中 二、後 二、「トー ベ ル ク リン」反 慮 が 陽性 ニ

ナ リ、 叉 同 時 二、 「レ」線 二於 テ 病 竈 ヲ 城 見 シタ モ ノ

ガ、相 當 ア ソ タ ソ ウデ ア リマ スが、夫 レ・・甚 グ面 白 イ

例 ト 考 ヘ マス が、 共 数 ハ ドノ位 ア ツタ ノデ ア リマ ス

カ。

爾 、共 患 者 ノ蓮 命 ヲ、追 及 ス ル コ トノ・誠 二意 義 アル コ

ト・考 へ、 之 ヲ望 ム次第 デ ア リマ ス。

本 間 君 二封 ス ル答 欝 江 場 敏 雄

マ ン トー氏 反鷹 陰 性 者 ヨ リ陽 性縛 化 セノレ者 ノ「レyト

ゲ ソ」窺 眞 槍 査 ・・一 部 新 シキ病 墾 ノ認 メ ラ レシ者 ア レ

ド大 部 分 ノ例 ニ ツ イ テ・・在 學 中今 後 ノ経 過 ヲ 追 求 ス

ル考 ナ リ。

76.「 ア イ ヌ」ノ肺 結 核 二 關 ス ル 「レ ン トゲ ン」

學 的 研 究(第 二報)

有 馬 英 二

山 田 豊 治

高 橋 貞 雄(北 海 道帝 大)

佐 セ 木 幸

佐 藤 定 雄

脆 振 地 方 「ア イ ヌ」388名 ノ「レ ン トゲ ン」検査(窺 眞撮

影)二 於 テ 著 者 等 ・・45名11.6%二 肺 所 見 ア)1/モ ノ ヲ

見 出 セ リ、 第1同 報 告 日高 「ア イ ヌ」二比 シ著 シク 少

鍛 ナ リ、 就 中 早 期型 結 核16名(35.5%)、 晩 期 型肺 結

核15名(33.5%)、 外 二 肋 膜癒 著14名(31%)ナ リ、早 期

結 核 中 ニ ノ・早 期 寝 潤6名(13.3%)、 肺 門 腺 及肺 門結

核10名(22.2%,、 晩 期 型肺 結 核 中 二・・増殖 性 肺 結 核

5名r11.2%)、 滲 出性 肺 結 核2名(4.5%)、 硬 化 性 肺 結

核8名(17.8%)ヲ 算 ス、是 等 ノ中題 行 性 増 悪 性 肺 結 核

ノ・6名 ニ シテ停 止 性 慢 性 良性 肺 紹 核 及 泊億 型 ハ13名

ナIV"'故 二1ア イ ヌ ー 肺 紹 核 ハM性 ノEノ 少 ク 寧 ロ

良性 ・モ ・多 シ1・云1可 シ、肺 門 腺 象 肺 門 結 核 ノ大 多

倣 ・・小 児 期 年 齢 ニ ア リ、此 ノ鮎 ヨ リ考 察 ス ル ニ 「ア イ

妬 ハ小 兜 期 二於 テSl∫ナ リ多 徽 二早 期 型 紹 核 二罹 患 ス

ル モ ノ ト云 フ可 ク頗 ル憂 慮 ス 可 キ現 象 ナ リ.

77.結 核 性 腹 膿 炎 二 於 ケ ル 消 化 警

「レン トゲ ン 所 見 二 就 テ

酬 舗 鱗 酬 埠 佐姻科)
結 核 性 腹 膜 炎 二關 ス ル研 究 ハ 多 々 アル モ.共 消 化 管機

能 ヲ検 索 セ'レモ ノノ・比 較 的 砂 イ。 嚢 キ ー 余 等 ノ先輩

高 橋 ・・慢 性 腹 膜 炎 二於 ケ ル消 化 管機 能 ノ「レ ン トゲ ン」

線 飢 研 究 ヲ企 テ、其 成 績 ノー 部 ハ既 二第11同 日本 「v

ン トゲ ソ」學 會 線 會 二 於 テ 狡 表 シタ。 余 等 ノ・其 後 引績

キ症 例 ヲ追 加 シ、1、2ノ 新 知 見 ヲ得 タ ル ヲ以 テ、 此

虞 二報 告 スIv次 第 デ ア'レ。 余 等 ハ症 例60例 ヲ、 滲 出

型 、癒 著 型 及 乾 性 型 ノ3型 二分 ソ タ ガ、其 中滲 出型 ハ

26例 ア ツテ、 閥 診、 打 診 等 二俵 ソ テ明 カニ滲 出液 ヲ

詮 明 シ、殊 二試 験 的 穿 刺 二依 ツ テ之 ヲ探 取 シ得 タ ル モ

ノ ヲ言 ヒ、 癒 著 型 ハ18例 ア ツテ、 著 明 ナル抵 抗 或 ハ

腫 瘍 ヲ燭 知 シ得 タ ル モ ノ ヲ意 味 シ、乾性 型 ノ・輕 度 ノ抵

抗 ヲ鰻 レ、歴 痛 、鼓 腸 等 ノ腹 膜 炎症 状 ヲ呈 ス ル モ ノニ

テ16例 ア ル。 以 上 ニノ・夫 々樋 々 ノ程度 ノモ ノが含 マ

レテ オ ル。

60例 中一 側 叉 ・・雨 側 ノ滲 出性 肋膜 炎 ヲ 合併 セ,レモ ノ

7例 、陳 蕉肋 膜 炎 ニ ヨル 肋膜 肥 厚 蚊 二癒 著 ヲ詮 明 ス ル

モ ノ21例 、 肺 野 二結 核 性 浸 潤 ノア ル モ ノ ガ2例 ア

Jレ0

1.横 隔 膜 滲 出型 、癒 著 型 二於 テハ、肋 膜 炎 ノ合 併

ナ キ場 合 二 ・・、一般 二横 隔 膜 ハ高 位 ニ ア ツ テ、乳 線 上

前 方 第4乃 至 第5肋 骨 ノ高 サ ・…一ア ル。 弩 隆 ノ形 態 ノ・

所 謂 小 見 ヲナ ス モ ノが多 イ ザ、屡 竃強 イ轡 曲 ヲ示 ス モ

ノがア ル。 乾 性 型 二 於 テ モ 輕 度 ノ横 隔 膜 高 位 が認 メ

ラ レ、形 態 ハ略 く正 常 デ ア ル ガ、時 ニ ハ強 イ轡 曲 ヲ示

ス モ ノ モ ア ル。

2.胃 胃 ・・滲 出 型 、癒 著 型 ニ ア リテ ノ・常 二高 位 ヲ示

シ、大 轡 尾 極 部 ノ位 置 ガ膀 上 手掌 幅 以上 二及 ブモ ノ ガ

ア ル。 形 態 ノ・多 クノ・短鉤 状 形 或 ノ・牛 角 形 ヲ呈 シ、狭 細
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ナ ル モ ノ ガ多 イ。 緊 張 ハ正 常 ト目 ス ベ キ モ ノが多 ク、

緊 張減 退 ヲ 示 ス コbハ 稀 デ アiV。 蠕1肋 ・・滲 出型 二於

テ ノ・略 ζ正 常 力、或 ハ減 弱 ヲ示 シ、癒 著 型 二於 テ ・・甚

ダ微 弱 ニ テ、辛 ジテ認 メ得 ル程 度 ノモ ノが 多 イ。 幽 門

排 出 開始 ノ・雨型 共 迅速 ニ テ 食 直後 又 ・・5分 以 内 デ ア

]v。 胃 内容 排 出時 間 モー 般 二速 カニ シテ2,3ノ 症 例

ヲ除 イテ ・・2乃 至3時 間 デ ア ル。 速 カナlvモ ノニ於

テ ノ・食 後1時 間20分 ニ シテ 胃 ・・全 ク空 虚b+)v。6

時 間 以 上 内容 ノ 停 滞 スJVモ …1例 モ ナ イ。 乾 性 型

二於 テ ハ 胃 二・・著 愛 ヲ認 メ ナ イ。

3.小 腸 小 腸 ノ所 見 ノ・本 症 二 特 有 デ ア ツテ、 滲 出

型 、癒 著型 二於 テ ・・空 腸 ノ分 布廣 ク、 散 在 性 叉 ・・一 側

二偏 シ、所 々 二櫨 張 セ ル蹄 係 が認 メ ラ レ、殊 二空 腸 下

部 二於 テ著 明 デ ア ル。 癒 著 型 二 於 テ ・・内容 ノ停 滞 ヲ

件 フ コ トガ多 イ。 廻 腸 モ 亦 散衣 性 デ 固有 ノ集 塊 ヲ形

成 セ ヌ モ ノ が多 ク、 癒 著 型 二 於 テ ノ・屡 ζ右 上 方 二偏

シ、所 々二著 明 ナ振 張 ヲ呈 シ、内容 ノ停 潜 ヲ來 シ、 内

二瓦斯 ヲ 有 ス ル モ ノが アル。 然 シナ が ラ 内 容 ノ蓮過

時 間 ・・特 殊 ナ場合 ヲ除 キ テ ノ・僅 カニ遅 延 シテ。6時 間

乃 至14時 間(亭 均10時 間30分)デ ア)レ。 乾 性型 二於

テ ノ・空 腸 ノ分 布 ニノ・著 墾 がナ イが、時 二 ・・輕度 ノ振 張

ヲ示 ス モ ノサヘ アル。 廻 腸 ノ分 布 ・・散在 性 デ ア ツテ、

振 張 叉 ・・斑 鮎 状 ノ陰 影 ヲ見 ル コ トガ多 イ。 内 容消 失

時 間 ・・稚{遅 延 ス ル傾 向 ガア ル。

蛋 大 腸 大 腸 モ可 ナ リ著 明 ナ 愛 化 ヲ 示 ス モ ノが多

イ。 滲 出型 、癒 著型 二於 テ ノ・一般 二高 位 ニ アッ テ、 絞

窄 ・・不 正 ニ テ、管腔 ノ振 張 シテ わ レモ ノ ト、狭 細 ナ ル

モ ノ トが ア ル。 充 浦 状 態 ・・不 良 ナ ル モ ノ ガ多 イ。 大

腸 ヘ ノ現 出時 間 ・・2乃 至5時 間(?・]s均3時 間40分)デ

アル。 大 腸 ノ通 過状 態 ・・概 シテ 速 カニ シテ、 食 後24

時 間 二 ・・既 二排 便 ア リ、横 行 結 腸 蛇 二下 行結 腸 二弧 立

性 ノ小 陰 影 ヲ残 ス ノ ミノモ ノが 多 イ。 乾性 型 デ ノ・大

腸 ノ位 置 正 常 、絞 窄 及 充 滞状 態 モ部 分 的 二不 正 ナル モ

ノガア ル が、多 クノ・良 好 デ アル。 現 出時 間 ノ・3乃 至6

㍉時 間、 通 過 状 態 モ略 ζ正 常 ナ ル モ ノ が多 イ。

以 上 ノ所 見 ヲ総 括 ス ル ニ、'

1.結 核 性 腹膜 炎 二 於 テ ノ・滲 出液 ノ 存在 スlv時 ノ・勿

論 然 ラザ ル場合 ニ モ横 隔 膜 ハ 高位 ヲ取 ル。

既 胃ノ・一般 二高 位 ヲ保 チ、短 鉤 状 形 叉 ノ・牛 角 形 ヲ呈

シ、 緊 張 ・・概 シテ正 常 、 蠕 動 ・・正 常 力 或 ・・減 弱 二傾

ク。 内 容排 出 ノ・促 進 シテ オ ル モ ノ ガ多 イ。

3.小 腸 ノ分 布 ・・一 般 二廣 ク、散 在 性1・ ナ リ、屡 ζ振

張 セ ル蹄 係 ヲ認 メ、内容 ノ停 滞 ヲ來 ス 」 トがア ル。 然

シナ ガ ラ内容 ノ通 過 ハi商度 二障 碍 サ レテ ヰ ナ イ.

4.大 腸=・ ・高位 、 鮫 窄不II三、 充 満 不 良 筍 が 認 メ ラ

レ、 内容 ノ通 過 ノ・促 巡 ス ル傾 キ ア ル。

78.レ 線 深 部 寓 眞法 及 ビ間 接 撮 影 法 ノ廠 用

(東 北 帝 國 大學 儲學 部 助 敏 授 ♪

古 賀 良 彦

肺 結 核 ハ 周 知 ノ如 ク 病 理解 剖學 的 二桔 有 ナ ル 像 ヲ甚

ス ル が 同時 二 免 疫 學 的 叉 ノ・生 化學 的 二 毛可 ナ リ猫 特

ナ ル症 候 ヲ有 シテ 居 ル。 從 ツ テ 肺結 核 ノ診 噺 ・・鼠 ニ

ソ ノ病 原 菌 タ ノレ結 核 菌 ノ肺 内容 物 ヨ リ ノ謹 明 ニ ヨル

外 、病 理 解 剖學 的 根 櫨 二依 ル諸 種 ノ物 理 的 症候 ヨ リス

ル場 合 ト免 疫 學 的乃 至 生 化學 的 ノ症 候 群 ヨ リ ス;レ 場

合 トヵ●アル鐸 デ ァ ル。1レ ソ トゲ ソ」槍 査 法 が、肺 結 核

ノ物 理 學 的検 査 法 トシテ最 モ卓 越 シ テ居 リ重 大 ナ モ ノ

デ アル コ ト・・何 人 モ 疑 ・・ナ イデ ア ラ ウ。 中 二 ・・過 信

ノア マ リ、 唯 一 ノ肺 結 核 検 査 法 ダ トサ へ 言 フ 人 モ ア

ル。 盆{病 理 解 剖 學 特 二肉 眼 的 ノ ソ レ が 肺 結 核 ノ最

後 的!、 ソ シテ唯 一 ノ審 剃 法 デ アル ナ ラ、或 ・・ア ル ト

ス ル ナ ラ、コ ノ過 言 モ罪 デ ・・ナ イ カモ知 レナ イ カ●不 幸

ニ シテ左 標 デ ・・ナ イ。 併 シ、コ ノ生 髄 解 剖 法 トデ モ言

フベ キ「レ ソ トゲ ソ」検 査 法 モ大 イ ニ進 歩 シタ コ トノ・間

違 ナ イ。 現 今 二於 イ テ最優 秀 ノ「レ」線 装 置 ヲ用 ウル ナ

ラ、肺 野 内 二於 テ理 論 的 ニ ア ル陰影 ヲ造 リ得 ル 程 度 以

上 ノ墾 化 ナ ラ大 小 ニ カ カノ・ラ ズ必 ズ「レ」線 罵 眞 ノ上 二

再 現 シ得 ル ノデ ア ル。 少 ク トモ 解 剖 垂 ニ テ 肉 眼 的 二

指 示 シ得 ル墜 化 ナ ラ 必 ズ撮 影 シ得 ル コ トニ ナ ツ テ居

ル。 從 ツテ注 意 深 イ、熟 練 ノ観 察 ニ ヨツ テ、肺 結 核 ノ

病 理 解剖 學 ヲ 基 礎 トス ル 診 断 ・・百 骸 百 中 ス ベ キ モ ノ

デ ア ノレ。

併 シ、實 際 ノ「レ」線 診 噺 ・・サ ウ簡 軍 二 ・・行 カナ イ。 第

1正 常 陰 影 ノ匠 別 が ム ヅ カ シイ。コ ノ事 ノ・所 謂 肺 門 部

ノ像 二於 テ特 二然 リデ、コ ノ部 ノ正 否 ノ鑑 別 ・・何 人 モ

困 ソ テ ヰ ノレ トコ ・ デ ア ル。 正 常 ノ解 剖 學 的器 官叉 ・・

組 織 ト病 的 ノ ソ レ トヲ匠別 ス ル ノ ミナ ラズ、病 的 ノモ

ノ ト解 剖 學 的 愛 種 トノ 厘 別 ヲ シナ ケ レバ ナ ラ ヌ
。 實

際 コ ノ部 デ ノ・血 管 ノ陰 影 ヤ ラ 淋 巴腺 ノ腫 脹 ヤ ラ將 叉 、

血 管 、氣 管枝 周 園 ノ結 締 織 ノ壇殖 ヤ ラ、或 ・・浸 潤 ヤ ラ

分 リカ ネ ル場 合 が 甚 ダ多 イ。 第 ニ ニ 極 メ テ小 ナ ル病

攣 例 ヘ バ 小 淋 巴腺 腫 脹 トカ 叉 ノ・小 浸 潤 ・・タ トへ肺 野

ノ中央 二在 ツテ モ見 エ ナ イ 事 が ア ル ヨ ウニ思 ノ・レル。

少 ク トモ非 常 二 見落 シ易 イ コ ♪ ノ・確 デ ア ル。 第 三 二
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タ トへ 異 常 且 ツ病 的 ノ陰 影 ト見込 ミが ツ イテ モ、 ソ レ

ガ如 何 ナ,レ病 理 學 的 過 程 二 相 幽 ス ル カ ヲ旺 別 シ雛 イ

コ トが ア ル。例 ヘ バ、浸 潤 ト乾 酪 饗 性 ト ノ瑚 別 、所 謂 理

状 陰 影 ト穴 洞 ト ノ旺 別 等 デ アル。 加 之 コ ノ他 色 々 ノ

困 難 が相i欠 イ デ出 テ來 ル カ ラ、「レ」線 診 噺 モ ソ ・境 界

領 域 二 於 テ ハ全 ク レ 下 シ糠 モナ イ トサ へ思 バレル。

而 シテ是 等 諦 般 ・錯 雑 シタ困 雛 ・中、本來 ・病 理 解 剖

學 的 ノ憂 化 ノ個 々 ・問 二於 テ、解 剖 羅 上 二於 テ ス ラ、

肉眼 的 二 鑑 別 ・ツ キ カネ ル 憂 化 モ ア ル ト イフ 事 實/

外 、「レ」線 二Wス,レ 物 理 的 性状 二於 テ1A五別 シがタ キE

ノモ ア ル トイ フ ノが、根本 的 ノ困難 デ ア ル。 之 二封 シ

テ、 軍 二「レ ン トゲ ン」窺 眞 ノ理 論 上 二從 來 、如何 トモ

ス ル コ トガ出來 ナ カ ツタ困 難 が ア ル。 ソ ノ最 モ上 ナ ノレ

モ ノへ 陰 影 ノ重 極 デ ア ル。 普 通 ノ肺 ノ「レ」線窺 眞 ノ・

肺 内 組織 ノ重 盤 像 デ ア ソ タ ノデ アル。コ ノ爲 二群 小 陰

影 ノ重 畳 ノ結 果 ト シテ、解 剖學 的 ノ部 分 的 愛 化 ト「レ」

線 像 二於 ケ ル 重昼 像 ト ノ間 二思 ハ ヌ不一 致 ノア ツタ ノ

ノ・當 然 ノ コ トデ ア ル。 ソ コ デ、コ ノ陰 影 重 畳 ヲ解 清 シ

テ 、不 必 要 ナ而 モ邪 魔 ナ部 分 ・像 ヲ除 去 シ得 ル輩 一 部

分 ノ 「レ」線 像 が 得 ラ レ,レナ ラ、 從 來 ノ「レ」線 像 トノ・

異 ツ タ、 ソ シテ 簡 軍 ナ 剣 噺 ノツ キ易 イ 像 が得 ラ レ;レ

ニ チ が ヒ ナ イ。
ノ

1921佛 蘭 西 ノPtカ ー ジニ依 ソ テ駁 明 サ レ 乍 ラ 秘密 二

保 タ レタ マ ・20年 、1930伊 太 利 ノ バ レポ ナ ニ依 ソ テ

公表 サ レ、 次 イヂ、1933和 蘭 ノナ ー デ セ ス・デ・フ ラ

ン ト叉 バ ル テ リ ンク ニ依 ツ テ 掲 文 二 紹 介 サ レタ 錯 交

「レ」線 ヲ以 テス ル特 殊7」ヒ」線撮 影 法 ノ・右 二述 べ タ輩 一

部 分 ノ撮 影 ヲ 目的 ト シタモ ノデ アツ タ。是 等 ノ蛋 表 ヲ

見 テ私 共 モー 昨 年 以來 、諸 種 ・手 段 ヲ案 ジテ、邪 冤 ナ

陰 影 ヲ消 却 シテ特 定 ナ 部 分 ノ ミヲ撮 影 シ ヨ ウ ト思 ヒ、

色 々ナ手 製 ノ装 置 ヲ以 ツテ 試 験 ヲ 績 ヶ テ來 タ.撮 影

法 ノ趣 意 二就 テ ・・昨 年 夏、「實 地 馨家 ト臨 抹」二簡 軍 二

記 載 報 告 シタ ノ デ ア ル シ、其 ノ後 ノ改 良 法 ニ シテ モ、

技 術 的 方 面 乃 至 理 論 的 方 面 二亙 ル カ ラ、此 虞 ニノ・之 ヲ

述 べ ナ イ。 唯 、是 等 ノ研 究 ノ結 果 、此 ノ方 法一 私 共 ノ・

之 ヲ深 部 「レ」線 撮 影 法 ト名 ヅケ テ居 ルー 二依 ツテ 、諸

種 ノ器 官 ヲ 撮 影 槍 査 シテ ミノレト思 ヒ が ケ ナ イ 興 味 ア

ル像 ヲ得 ル コ トが ア,レ ノ ヲ経 験 シタ。

此 ノ方 法 ヲ以 テス ル 臨 殊 的 懸用 二 就 テ ハ 伯 林 ノシヤ

ウー ル が グ ロス マ ソ ノ 作 ツ タ 「トモ グラ フ」ヲ使 ツ テ

撮 影 シタ モ ノ ・紹 介 的 記 載 ヲ 昨 年春 行 ツ タ ノガ 最 初

ノ報 告 ト思 フ。 我 國 二 在 ツ テ ノ・、 コ ノグ ロス マ ソノ

「トモ グ ラ フ,ヲ 試 作 シテlVン トゲ ソ」噺 面 窺 風 ノ紹 介

ヲ矢 部 憾 止 が東 四 慰學 二描 載 サ レテ居 ル シ、最近 ニ ハ

桑野 氏 ノ激 励 的 紹 介 ガ アル。 私 共 モ コ ノ方 法 ノ臨 肱

的 堕㌔川 成 績 ノ・・部 ハ 慨 二 記 載 報 告 シタ モ ノモ ア ル。

本 酬 踏 ス'レノ へ 専 ラ肺 結 核 ノ梅 査 瀞 シテ懸 川 ノ

テ ミ褐 合 ノ戊 績 ・ 蔀 デ,幻 燈 ヲ以 テ 鍛 葉 ・深 部 窩

凱f塾 ヲVk覧 シ4◎

此 ノ研 究 ノ成 績 ヨ リ得 タ ル1・ コ ロ ヲ線 合 ス'レ1・.前 二

・mベ タ鞭 ノ「レ」棚 駄 二於 ケ,Vglsvaナ 陰 影 ノπ 棲 ハ

」gイニ減 弱 サ レテ、 或 ノレー 定 ノlfサ ノnvノ ミ(コ ノne

・厚 サ バ 圓的 二從 ツテ 厚 クカ レコ トモ・或 ・・薄 ク カ レ

コ トモ 出來 ル ノ テツ ノレが)・ 像 ヲ ・1∫ナ リ 恐 ヒ通 リニ再

現 出來,レ コ トが確 信 サ レル。 私 共 が之 二 依 ソ テ 知 り

得 タ肺 槍 査 ノ新 シ イ希望 へ1.耀 チノ疑 …71陰 影

が正 常血 管 像 力 或 ノ・之 トハ 別 ナ恐 ラク 結 締 織 増 殖 ヵ

ノ匠 別 がツ ケ 得 ル コb。2.肺 門 部 ノ陰 影 ノ解 析 ガ非

常 二容 易 ナ コ ト。 從 ツ テ コ ノ部 ノ淋 巴 腺腫 脹 ノ存 否

ノ・從 來 ヨ リ遙 二容 易 二列 噺 シ得 ラ ル ・コ ト。3.重 桃

シタ陰 影 ノタ メ 見 エ ナ カツ タ 空 洞 ノ謹 明 が 出 來 ル コ

b。4.是 等 ノ局 限 性 病 愛 ノ深 サ ヲ知 リ易 キ コ ト。5.

極 メ テ小 ナ,レ 血 管 ノ影 像 モ 立派 二再 現 出 來 ル シ從 ツ

テ非 常 二小 サ イ寝 潤 マ デ 間 違 ナ ク 指 摘 シ得 ル ダ ラ ウ

ト イフ希 望。 ⑥ 從 ッ テ肺 結 核 ノ ヒ綜 診噺 法 ノ・從 來 ノ

方 法 ト乍法 トヲ併 用 ス ル コ トニ 依 ツ テ 劃 期 的 ノ進 歩

ヲ招 來 ス ル デ ア ラ ウ。 トイ フ事 ドモ デ ア ル。

此 ノ方 法 ノ鉄 黙 ニノ・「フ イル ム.ヲ 多 数 二 使 ハ ネパ ナ

ラ ヌ カラ経 濟 的 二打 撃 ガ大 デ ア ル トイ フ黙 ノ外 、本 法

二於 ケ ル影 像構 成 ノ理 論 ヨ リ 來 ル 不 可 避 的 ノ不 滞 ガ

ア,レ。 ソ レ・・、本 法 二於 テ ・・薮 念 的 ノ特 定 亭 面 ノ ミハ

理 論 的 正確 二 明瞭 ナ ル像 ヲ結 成 ス ル ノデ ア ル ガ、コ ノ

不 面 ヨ リ遠 ザ 加 レコ ト大 ナ ル ニ 從 ツ テ 影 像 ノ尖 鏡 度

ガ急 速 二失 ・・レ行 キ 終 二 個 々 ノ掲 立像 トシテ ノ・認 メ

難 ク ナ ル ト イフ コ トヲ利 用 シテ、特 定 薄 層 内 ノ像 ヲ得

ゾ トス ルモ ノデ アル ヵ ラ、之 ヲ逆 二 考 フ レバ、本 法 ノ

特 長 が トリモ 直 サ ズ本 法 ノ鉄鮎 デ、例 ヘ バ肺 内 ノ愛 化

力・廣 般 デ ア ル場 合 ・・甚 ダ 面 白 カ ラ ヌ 結 像 ヲ呈 ス ル コ

トがア ル ノ デ ア ル。 コ ノ鉄黙 ノ故 二 本 法 ノ・解 剖 垂 上

ニ テ局 所 解剖 的 二 見 タ 像 ソ ノマ ・ヲ 再 現 ス ル コ トハ

困難 デ、從 ツ テ本 法 ニ ヨル影 像 ノ剣 誼 ニモ細 心 ノ注 意

ヲ要 ス ル コ トノ・申 ス マ デ モ ナ イ。

以 上述 べ來 ツ タ事 ヨ リ コ ノ深 部 「レ」線爲 眞 法 ガ肺 結 核

ノ診 断 二研 究 二 重 大 ナ,レ 寄與 ヲナ ス デ ァ ラ ゥ ト ィフ
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事 ト、從 ツ テ是 等 ノ目的 ノタ メ 本 法 ヲ充 分慮 用 ス ベ キ

デ ア,レ トイ フ事 ト ヲ結 論 シタ イ。

間 接 撮 影 法1・ イフ ノハ、普 通 ノ「レ」線 撮 影 ノ場 合 ノ如 〃

直 接 二「V」線 ヲ以 テ 「フ わ レムJヲ 感 光 セ シム'レノデ ナ

ク、・一 旦螢 光 板 面 二結 像 セ シメ タ 「レ」線 像 ヲ稗通 爲 眞

法 二用 ウ ル 「レ ソズ」ヲ使 ツテ小型 ノ「つ イル ム」二集 光

撮 影 スル力 法 デ ア ル。周 知 ノ如 ク「レ ン トゲ ン 線 ハ「レ

yズ 」デ以 テ集 光 スル コ トが 出來 ナ イノデ、小型 ノ「フ

イル ム」二納 メ,レニ ハ、一 旺撮 影 シタ「レ線 像 ヲ縮罵 ス

ル カ、或 ノ・前 記 ・様 二螢 光 板 ヲ照 ラ サ セ テ集 光 ノ出 來

ル様 ナ線 二直 シタ ル後 、 撮 影 スル外 ナ イ ノ デ ア'レ。

從 來 專 ラ 経 濟 的 見地 ヨ リ シテ 贋 ζ コ ノ間 接 撮 影 法 ノ・

試 ミラ レタ ノデ アル が、諸種 ・條件 が號 達 不 充 分 デ ア

ツ タ タ メ、成 功 シテ ナ イ。 然'レ ニ現在 二於 テ ノ・極 メテ

明 ルイ「レ ンズ」ヲ用 ウルコ トニヨ リ、生 饅 二於 テ 「レ」線

活 動 罵 眞 ノ撮 影 ス ラ行 ヘ ル程 二…進歩 シタ。 私 が、出來

ル ダ ケ明'レ イ「レ ンフも ト出來,レ ダケ 感度 ノ高 イ「フ ノレ

ル ム」ヲ使 ヒテ試 験 シタ ノモ、 或 ・・コ ノ間 接 法 ニ ヨル

個 々撮 影 が 臨 躰 的 ノ磨 用 ノ 間 二 合 ヒ・・シナ イダ ラ ウ

カ トイ フ 希 望 が 達 セ ラ レサ ウニ 思 ヘ タ カラ デ ア ル。

個 々撮 影 ヲ小 型 「フ イ,レム」ナ リ、巻 「フ わ レム」ニ テ行

ヘ ル コ トニ ナ リ,之 が臨 抹 的 二充 分 ダ ト イフ コ トニナ

レバ、経 濟 的 見地 ヨ リ ミタ利 鮎 ・・多大 デ將 來 ノ肺 結核

ノ國 民 衛 生 的 検査 法 トシテ 少 カ ラザ ル 敢 獲 ト ィラ コ

トニ ナ ル。

供 覧 シタ間接 窮 眞 ・・小 西 罵 眞器 店 ノ好 意 二 」ル 「コ ン

タックス カメ ラ」ヲ借 用 シテ 撮 影 シタ モ ノデ ア ル ガ、

普 通 二 螢 光 板 上 デ 見 ル モ ノ ニ比 シ、 集 光 撮 影 ス ル カ

ラ、遙 二明 瞭 ナ像 が出 テ ヰ ル ノデ ア ル。 即 チ左 右 雨肺

野 二於 テ、肺 門 部 陰影 ヨ リ下 行 スル末棺 血 管像 ヲ明 ラ

カ ニ認 メ得 ル コ ト・・勿論 、封 照撮 影 ニ ヨツ テ モ漸 ク登

見 ル 出來 程度 ノ極 メ テ輕 微 ナ ル塑 化 マデ、封 照 ト比 較

ス ル コ トナ シニ認 メ 得'レ コ トヲ知 ツ タ ノデ ア ル。 由

來 、螢 光 板 二用 ウル螢 光物 質 ノ・ソ ノ穎 粒 が粗 雑 デ ア ル

カ ラ結 像 が 不 鮮 明 ナ,レヲ 免 レヌ.之 ヲ避 ク ル方 法 ト

シテ、普 通 「レ」線 二用 ウル堀憾 紙 ヲ用 ウ レバ ヨ イ。コ ノ

際 ニノ・「レ」線 「フ イル ム」用 ノ感 光乳 鮒 ヲ用 ウル コ トノ・

常 誠 デ ア,レ。 微 細 像 ・・コ ノ後 者 ヲ 使 川 シタ場 倉 二更

二鮮 明 デ ア ツタ。

以 上 ノ寓 風 ヨ リ、間 接 窮 虞法 ・・大 型 ノ「フ イル ム」ヲ使

フ標 準 撮 影 法 ヲ令 然 踊 逐 ス,レ コ トノ・未 ダ 出來 ナ ク ト

モ、大衆 的検 査 法 トシテ川1二碧 塑iノイ∫無 ヲ調 ベ ル ニ ノ・

充 分 役 、ン1チ得 アレモ ・云 へ ・ ウ。ll1er、 コ ノ但 シ・・甚 ダ

重 大 ニ シテ困 難 ナ ル但 シデ ア ル が、今 一・段 ノ技 術 的進

歩 がナ ケ レ・{、卒易 簡 明 ナ,レ間接 法 ノ普 及 二・・至 ラナ

イ ダ ラ ウ。 從 ツ テ 技 術 的 ノ進 歩 ヲ 切 望 ス ル モ ノデ ア

ル。 技 術 的蓮 歩 トイ フモ ノ・ 中 ニノ・、 「レ ソズJノ 改

善、 「フ イル ム」及 ビ蛋 光 珊 ノ改 良 が意 味 サ ル ・。

79.肺 結 核 及滲 出性 肋 膜 炎=於 ケ ル

循 理 血 液 量 二 關 ス ル 研 究

岩 田 鎭(坂 口内 科)

心 臓 及 血 管 系 二於 ケ ル 病 理 解 剖 的 研 究 、 血 液 「ガ ス」

代 謝 研 究 、血 瞠 静 脈 歴 ノ測 定 、電 氣 心 働 圃 ノ研 究 、 毛

細 管 顯 微 鏡 的所 見等 ・・夫 々1肺結 核 ノ 血 液 循 環 系 ノ模

標 ヲ明 カニ シタ。

一一fi諸種 ノ循 環 障 碍 二 於 テ 循 環 血 液 届 ノ問 題 ノ・二Z

ッ シュ氏 、 ウオ ル ・・イム氏 以 來治 療 上 二於 ケ ル 輝 カ

シ イ交文果 ヲ牧 メ タ。

然 ル ニ肺 結 核 二於 テ 循 環 血 液 量 ヲ 問 題 ニ シ タ 人 ノ・ヱ
の

ル ナ ー氏 、 モ ル ナ ー ル氏 、 オ ル シー氏 等 ノ 少 数 デ ア
ノ

ル。 而 シテ諸 家 ノ意 見 モ未 ダー 致 ヲ ミナ イ。

私 ノ・40例 ノ肺 結核 及12例 ノ滲 出性 肋 膜 炎 二 於 テ 各
　

例 数 同 二亙 ツ テ ソ ノ 循環 血液 量 及 循 環 時 間 ヲ 測 定 シ

タ.帥 、敏 室 二於 テ金 井 朋 中學 士 ガ改 良 シ タ方 法 二從

ツテ、「ト リパ ソロー ト」法 ビユ ル ケ,レ氏 比 色 計 ヲ用 ヒ

テ血 漿 量 ヲ測 定 シ、 ス 〃一 リ ンゲ ル氏 「ヘ マ トク リッ

ト」ヲ用 ヒテ血 液 量及 血 球 量 ヲ算 出 シ、「鞭 化 カル シ ウ

ム」法 ニ ヨ ツテ循 理 時 間 ヲ測 定 シ循 環 商及 搏 出 商 ヲ求

メ、 同時 二「レ ・ トゲ ン」像 、赤 血球 沈 降 速 度 、静 脈 血 血

色 素 量、 血 清 蛋 白 量及 一・般 状 態 ヲ参 考 トシ タ。

循 環 血液 量 ハ 先 人 二 從 ツ テ 之 ヲ腔 重 毎 妊 二計 算 ス ル

ト本 邦 人 ノ 正 常 値 ノ・敏 室 金 井 朋 中學 士 ノ廣 汎 ナ,レ測

定 ニ ヨ レバ次 ノ如 クデ ア ル。

私 ガ若 干例 デ 求 メ タ 正 常値 モ略 ミ之 ニー 致 シ テヰ ル。

倒 循轡 量 血(漿 量 血球aα♪(aa)量レ 己 髪刎 循襯 間 隔 締 陣 出 商

男 翻 翻1欝 翻:1賭(22 .3)
29-1610.44-0.3[

(0.36)

85_7050_4040_3047_381、4_8.5124_、5女

(79.5)r45)(34.4)(43.2)lr10.7)1(20.1)

0.35-0.25
(0.29)

__一_『

θ
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肺 結核 二於 テノ・男女共、病状重症 ナル秘循理血漿紐 が

増大 シテ循環血液量 ヲ大 キクシ、循理時間 ハ正常値 下

域 二傾 キ循理 商 ヲ櫨 大 シテヰル。 極 メテ重症 ナ心臓

衰弱 ノ加 ハツタ例 デハ 血球量 が 寧 口正常値 下域 デ ア

ルノニ血漿量ハ著 ・yクig加シテ男77.7aa/(毎 妊)、 女

53.Oaq(毎 妊)デ アル。

量 ルナール氏 ハ肺結 核 ノ血 液循理 ハ 慢性 ノウオルハ

⊥ ム氏減少型 失償(MinusDekompensation)b考 へ,

若干 ノ臨肱例 ト家兎實験 ニ ヨ ツテ、 「シヨツク」轟特

二「ヒスタ ミソ」物 質 ノ作用 ヲ考 ヘタが、私 ノ例 ニハ此

ノ型 二鳩 スルモ ノハ1例 モナ カツタ。

肺結核経過 ト循理血液 量デ ハ人工氣胸等 デ 好榑 スル

トキハ増加 シテ居 タ 血漿量 が次第 二復落 シテ來'レが

反封 二悪化 スル時 ハ 血漿量盆 々培加 シ同時 二 血球 量

ガ減少 スル。

人工氣胸 二當 ツテ・・、循環血液量ノ・第1同 ノ氣胸 ニノ・

15-30分 後 二減少 二傾 キ3時 間後 二 復奮ス,レ。之 ・・

血漿 量 モ血球 量モ略:ZF行 シ、 右 側b左 側 ノ差異 ナ

ク、 叉送入 スル空 氣 ノ量 ニモ無關係 デアル。

後充盈 ニノ・カ ・ル 墾化 ノ・認 メナ イカ、叉 ノ・輕度.デア

ル。肺 二著愛 ナクテ 著 シイ 自然氣胸 ヲ起 シタ例デノ・

循理血液量 ハ ソノ自然恢復後 ト憂化 ガ無 カツタ。

滲 出性肋膜炎 デノ・循環血液量 ノ・全経過ヲ 通 ジテ 正常

域 内 二止 ル。 タ"利 尿期、恢復期 トナル ニ從 ツテ血漿

量 ・・減少傾向 ヲトリ、 循環血液量ノ・正 常値 下域 トナ

リ、同時 二「ヘ マ トク リッ ト」値培 シ、静脈血血色素 量

及血清蛋 白量 モ増加 シテ 血 液・・一般 二濃縮 サ レル。

シカ シ循環時間及血 歴 二髪化 ノ・來 ナイ。

肋 膜炎後 二肺結核 ノ症状 著明 トナルモ ノデノ・コノ血

漿量 ノ減少 力認 メ ラ レナ イ。

伺肋膜 炎滲出液 ノ穿刺ハ 循理 血液 量二 影響 ヲ及 ボサ

ナ イ檬 デ アル。

追 加 有 馬 教 授

私 ノ敢室 ニ テ 八代氏 が肺結核/人 工氣胸前後 ノ循環

血液量 ヲ測定 シタルニ 大 ナル 差異 ヲ認 メナカツタ。

家兎 二於 テハ 腹部 内臓/血 液 ヲ全部除外ス ル トキ・・

循環血液量 ノ・堆加 スルモ 然 ラザル場 合 二・・家 兎二於

テモ氣 胸前後 ノ血量 二・・著墾 ヲ見 ナカツタ、此 ノ實験

ハ余 力●先年小野博士 ト共 二 虚脱肺 ノ血液量 が 減 ズル

コ トヲ詮明 シタが 然 ラバ 此 ノ血液 力'一般 循環血流 中

二出デル 結果循理血液 ・・墳加 セザル 可 カラ ザルモ ノ

デ アル コ トヲ解決 スルニ 必要 ナ リト考 ヘ タカラデア

'レが實際 ニハ 他側肺 共 ノ他 ノ血液貯蔵場所 二 敢容 サ

レテー般偏項 血液 肚 ・・ハ塑 化ナ キモ ノデアル.只 今

ノ御演訊 モ余 等 ノ納果 卜同一デ アル ト考ヘル。

80.肺 錆穫 患者 ノ電氣心働圏=就 テ

(九州帝 國大學 醤學 部金子内科 敏室♪

北 村 眞 三 耶
今 泉 治 鄭 助

近時肺紹核症心臓 二關 シテノ・各方 面 ヨ リ研究 サ レツ

ヅアルモ電氣 心働 圖的観 察ノ、未 ダ少 キモノ ・如 シ。ボ

アス及 マ ン・・97例 ノ肺結核 患者 二就 キ.29%二 右室

優 勢 ヲ、30%二 左室優勢 アlvヲ 認 メ 且 前者ノ・若年者

二多 ク後 者・・老年者 二多キ ヲ述 プ。玉 田及 西郡ノ・121

例 ノ諸種 内科的結核性疾患 二就 キ.右 室優 勢 ヲ示ス モ

ノ・・88
,8%左 室優勢 ヲ示 スモ ノ5・6%ニ シテ肺結核

及右側滲 出性肋膜炎 ・・右室優勢 ヲ來 ス傾 向 ア リト云

ヒ松本及星ノ・可 ナ リ高度 ノ小見肺結 核20例 二就 キ34

%二 右室優勢 ヲ認 メタ リ。ジモ ソ及 ・{ウム・・250例1

肺 結核患者 二就 キ丁棘 ノ高 サ ノZF均 値 ・・健康者 ヨリ

低 ク、且第二誘導 二於 ケル丁棘 ノ縛 倒ハ豫 後不良 ヲ示ス

ト云ヘ リ、原 田・・肺結核 患者例 二就 キ無 勲時及有 熱時

ヲ比較 シ、號熱・・結核 ノ如 キ慢性疾 患 二於 テ モ急 性疾

患 二於 ケル ト同襟 二刺 戟惇導繊維 二心筋 ヲ機能 的 二

或 ・・器質 的二侵 害 シ、心筋衰 弱 ノ程度 ヲ高 メ或 ノ・房 室

刺 戟傳導 時間 ヲ延長 ス ト言 フ。然 ルニ以 上 ノ研究 ノ・圭

二各例個 々ニソキ論 ジタルモ ノ多 ク経過 ヲi追及 シタ

ルモ ノ少 ナキガ如 シ。拉 二於 テ吾等 ノ・先 ヅ肺結核症例

個 々ニ ツキ述 べ、次 ギニ少 シク経過 ヲ追 ヒ観察 シタル

結果 ヲ號表 セ ントス。

観察方法

吾教 室 二於 テ昭和8年 ヨ リ昭和11年 迄 ノ入院 患者中

肺結核 症3例(同 敷46同)滲 出性肋膜炎9例(同 籔12

同)腹膜 炎3例(同 歎3同)二 就 キ観察 ノ機會 ヲ得 タ

リ。 而 シテ肺結 核ノ・便宜上之 ヲツルバ ン・ゲルハ ル ト

分類 法 二俵 リテ期 二分 チ、第1期 患者12例 、、 第2期

9例 第3期12例 二分類観察tリ 。滲 出性 肋膜 炎・・右側

及左側 二分類 シ論述 ス。電氣 心働圖探取 ハ シーメ ンス

ハJVス ケ會杜製B型1エ レク トロ加 レヂオグラフ
」 ヲ

使用 シ感度 ノ・1「ミリポルb」10粍 二調節 シ、 仰 臥饅

位 二於 テ第1・ 第2及 ビ第3誘 導 ニテ撮 影 セ リ。伺饅

温 ニヨル憂化 ヲ避 ケ ン爲 能 フル限 リ無熱時 ヲ選 ピタ

リ。

観察結果
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(1)棘 形 及 棘 高 ノ観 察(第1、 第2、 第3及 第4表 略)

P棘 ノ分 裂 ノ・第2期 肺 結 核 二1例(第3誘 導 ニ テ)第3

期 二2例(第2、 第3誘 導 ニ テ夫 々1例 宛)二 認 メ右 側

肺 結 核症 二多 ク肺 結 核 ノ10.8%ヲ 占 メ、 右 側 滲 出性

肋 膜 炎 二第1誘 導=・ テ1例 分 裂 セル モ ノア リ。

P棘 不 明 ナJVモ ノ ハ肺結 核 二於 テ之 ヲ認 メ ズ。肋 膜 炎

二3例 佐 側 例 二第3誘 導 ニテ2例 、右 側 二第1,第2、

第3誘 導 ニ テ1例)ヲ 認 ム。

P棘 陰性 ナ ル モ ノ第3期 肺 結 核 二1例 ア ル ノ ミ。

P棘 ノ高 サ バ健 康i封照 二比 シ大 差 ナ ク、且絶 過 二sリ

テー 定 ノ培 減 ナ キ が如 シ。

Q棘 ノ消 失 セ ルモ ノ第1期 患 者 ニ テ 第1誘 導 二7%、

第2期 及 ビ第3期 患 者 二於 テ ・・夫 々61.5%。64.7%

ヨ シテ全 期 ヲ通 ジテ58.6%ヲ 示 シ左 側 結核(42.8%)

二比 シ右 側(68.7%)二 多 シ。

Q棘 高 ノ・第2期 二於 テ最 モ高 ク、第1期 及 ビ第3期 二

於 テ低 ク滲 出性 肋 膜 炎 及 ビ 腹 膜 炎 ノ・更 二 低 キ値 ヲ示

シタ リ。

R棘 ノ結 節 形 成 ・・第1期 二1例 、第2期 二3例 二於 テ

之 ヲ認 メ、R棘 ノ大 小 不 同 ヲ示 ス モ ノ第1期 二3例 、

第2期 二6例 、第3期 二4例 ニ シテ、R棘 ノ高 サノ・第

1期 及 ビ第2期 二於 テ大 差 ナ ク、第3期 二及 ビ テ減 少

ス。 肋 膜 炎 及 ビ腹膜 炎 ニテ ・・(特 二右 側 滲 出性 肋膜 炎

二於 テ)第3誘 導 ノR棘 高 著 シ ク低 シ。

S棘 ノ消 失 ノ・第1誘 導 ニテ 第2期 患 者 二 最 モ多 ク29

%ヲ 占 ム。

S棘 ノ深 サ ・・病 期 及 ビ病 別 経 過 ニ ヨ リ テ ー 定 ノ髪 化

ナ シ。

T棘 ノ消 失(等 電位 経 過 叉 ノ・扁 亭化)・ ・第3誘 導 ニ テ

全 肺結 核 ノ8.78%全 肋膜 炎 患 者 ノ16.6%ヲ 示 シ。

T棘 ノ陰性 ・・第3誘 導 二 於 テ ノ・第1期 患 者 ノ25%ニ

シ テ正 常 ト大 差 ナ キ モ 第2及 ビ第3期 ニ テ ・・夫 々

46.1%、29.4%ヲ 示 シタ リ。

T棘 ノ高 サノ・第2期 二於 テ低 ク、第3期 二至 リ更 二低

ク、 肋 膜 炎 及 ビ腹 膜 炎 ニ テ モ低 キ値 ヲ示 セ リ。

S--T陰 性 ナJレモ ノ第2誘 導 ニ テ第3期 二1例 、第3

誘 導 ニ テ第2及 ビ 第3期 二 夫 々1例 及4例 ヲ認 メa

リ。

心 室 優 勢 像 ニ ツ キテ ハ右 室 優 勢 ナ'レモ ノ第1及 ビ第2

期 二夫 々31.2%、30.7%ニ シ テ 第3期 肺 結 核12例

中 二之 ヲ認 メ ザ リシ・・注 目 二値 ス。 全 肺 結 核 ヲ通 ジ

19.5%ヲ 示 シ年 齢 ノ・18歳 ヨ リ23歳 ノ間 ニ ア リ。

左 側 滲 出性 肋 膜 炎1例 中右 室 優 勢 ヲ示 ス例 ナ キ;反

シ右 側 滲 出 性肋 膜 炎6例 中1例 、腹 膜 炎(腹 水 ア リ)3

例 中2例 二之 ヲ認 ム。

左 室優 勢 ノ・第1、 第2、 第3期 川1結核 二於 テ夫 々12.5

%、15.3%、5.8%ヲ 示 シ肋 膜 炎 及 ビ腹 膜 炎 ニ テ ・・之

ヲ認 メ ズ。

(2)時 間 的 観察 、(第5及 ビ第6表)表 略

P維 過 ・・第1、 第2、 第3期 肺 結 核 二於 テ 夫 々 卒 均

値0.081秒 、0.096秒 、0.85秒 ニ シ テ第2期 二於 テ納

ζ延 畏 ス ルモ 維 過 二 笥 リ 延 長 短 縮 ス ル モ ノ ア リテ ー

定 セ ズ。 肋 膜 及 ビ腹 膜 炎 ニ テ・・夫 々0.093[秒 及0・096

秒 ニ シ テ肺 結 核 第1及 ビ第3期 二比or稽 く延 長 ス。

Q-R-S・ ・第2期 患 者 二於 テ 最 モ 畏 ク0.095秒 ニ

シテ次 二第3期 及 ビ第1期 ノ・夫 々0.082秒 及 ピ0.081

秒 ナ リ。

R棘 ・・第1、 第2、 第3期 ニ テ夫 々0.044秒 、0.052秒,

0.040秒 ヲ 示 シ 正 常値 ヲ ヴ=ン ケ ・1ッノ・二從 ヒ0.02-

0.035秒 トス レ・t各期 ヲ通 ジテ延 長 セ リ。

P-Q(房 室刺 戟傳 導 時 間)ノ・第1期 二 〇.15秒 、 第2

期0,17秒 、第3期 二 〇.17秒 ヲ示 シ病 期 二依 リ僅 少 ナ

が ラ延 長 シ各 例 ノ経 過 二 依,レ 輕 快 叉 ハ 墳 悪 ニ ッ レ或

・・延 長 シ、 或 ・・短 縮 シー 定 ノ傾 向 ヲ認 メ難 シ。

高 階 式 二依 ル 房 室 刺 戟 傳 導 時 間 計 算 値 ト實 測 値 トノ ∂

偏 異 差 ニ ツ キテ 見 ル ニ 第3期 二於 テ 最 モ 大 ニ シ テ

0.015秒 、第2期 及 ビ第3期 ノ・夫 々0.014秒 、0.006

秒 ヲ示 シ病 期 ト共 二偏 異 差 大 トナ ル。

Q-T(心 室 牧縮 時)・ ・第1期 ノ・0.31秒 、 第2期0.33

秒 、第3期0.31秒 ニ テ各 病 期 卒 均 値 二於 テ 大 差 ナ ケ

1/ドFridericia式 二依 ♪レ計算 値 ト實 測 値 トノ 偏 異差

ノ・第1期 二於 テ最 モ大 ニ シテ0.026秒 、第2及 ビ第3

期 ニテ ノ・夫 々0.010秒 及 ビ0.019秒 ヲ示 セ リ。

P-P(心 搏 週 期)・・第3期 二於 テ 最 モ短 ク0.67秒 ニ

シテ第2期0.75秒 第1期0.74秒 ヲ示 ス。帥 チ病 期 ニ

ヨ リ短 縮 スlv傾 向 ヲ示7・。 第3期 ニ テ ・・頻 脈(心 搏 週

期0.6秒 以 下 ノモ ノ)35.2%ヲ 示 ス。

次壇 不籔(最 大心搏週期一最小心搏週期ZF均心搏週期)×1・・

ヲ計 算 ス ル ニ之 ノ・臨抹 上 明 二 認 織 サ 切 レ程 度 ノ値 ノ・

15%以 上 ナル カ'第1期 二於 テ ・・8.2896、 第2期 二於

テノ・7.3%、 第3期 二 於 テ ・・6.5%ヲ 示 ン 健 康 者 二

於 ケ'レ10.59%二 比 シ病 期 ト共 二輕 減 セ ル ヲ認 ム。

伺 心搏 週 期 ノ左 右 病 竈 ニ ヨル塑 化 ・・大 ナ ラ ズ。

結 論
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(1)棘 形 ノ墜 化 セ ル モ ノ第3期 肺 結 核 二 多 ク 且 左

側 肺 結 核 二比 シ右側 肺1陪核 二多 キ が如 シ。

(2)T棘 ノ高 サ バ 弟3期 結 核.・・於 テ最 モ低 〃 ジモ

ン及 ビボ ウム ノ所 見 ニー 致 ス。

(3)右 室 優 勢 像、ハ全結 核 例 ノ10.8ク6二 之 ヲ認 メボ

ア ス・マ ン ノ3096二 比 べ少 キモ、1ミ田及 ビ西郡/8.8

%二 比 シ大 差 ナ シ。∫t節1期 及 ビ第2期 二於 テ ・・ヨ 回

シ夫 々31.2%、30.7%ノ 多 敬 ヲ示 シタ'レ ニ拘 ラ ズ策

3期 患 者12例 中之 ヲ見 ザ リ ・yハ注 目 二値 ス。 且年 齢

ノ、18歳 ヨ リ23歳 ニ リタ1,皆 年・者 二 多 キ コ トオrア7, 、

マ ンノ述 ベ ル ニー 致 ス。

(4)悔 室刺 戟傳 導 時 間 ハ策3期 二 於 テ 最 モ 延 長 セ

ル ヲ認 ム。而 シテ 各例 ノ縄 過 増 悪 軽 快 ニ ツ レ或 ・・短 縮

シ或 ・・延 長 シー一定 ノ傾 向 ヲ認 メ ズ。

(5)心 搏 週 期 ノ・第3期 二及 ビ 最 モ短 縮 シ、心搏 週 期

0.6秒 以 下 ノ頻 脈 第3期 二於 テ35.2%二 之 ヲ認 ム。

(6)賓 不 整度 ノ・病 期 ノ進 ム;ツ レ テ 輕 減 シ第3期

二及 ビ テ ノ・健 康 者(10.59%)ノ 約 牛 数(6.5%)ト ナ

,レ0

81.異 常脛 過ヲ示 メセ ル結核性胞膜炎

及 ビ謄水漏症

相 澤 一 太 郎(東 京市療養所)
s

私 ガ経 験 シ マ シタ3例 二就 テ 申上 ゲ マ ス。

第1例 、24歳.男 子 。

家 族 歴 トシテ ・・特 別 ナ モ ノ ヲ認 メ マ セ ン.

既 往 症 トシテ ・・10歳 ノ時 二腸 「チ フス」二罹 患 シタ外

著 明 ナ モ ノ ・・認 メ ラ レマ セ ソデ シタ。約2年 間 二1喀血

二依 ッ テ結 核 二罹 病 シタ事 二 氣 ガ付 キ マ ンタ ソ ウデ

ヌ ●

肺 ハ細 葉結 節 性肺 結 核 症 テ 在 リマ シテ 喀 疾 中 二・・結

核 菌 ハ 陽性 デ在 リマ シタ。

從 來 最 高37。4C前 後 ノ登 熱 位 デ ア リ マ シ タ カ○突 然

40。Cノ 登 熱b共 二激 シ イ頭 痛 、 嘔 氣 ヲ訴 ヘ マ シタ ガ

定 型 的 ナNackenstarre,KernigBabinski等 ノ脳 膜 炎

症 状 ・・呈 シマ セ ンデ シタ が 腰 椎 穿 刺 ヲ 施 行 致 シ マ シ

タ。 此 ノ時 ノ脳 脊 髄 液 虹 二血液 カ ラ ノ、結 核 菌 培養 致

シマ シタ虞 、雨 者 共 二陽 性 ノ結 果 ヲ得 マ シタ。 其 後9

日間 二3同 穿刺 ヲ行 ヒ マ シ テ 是 等 頭 痛 嘔 氣 等 ノ症 状

ノ・去 リ下 熱 致 シマ シタ。

此 ノ贋 脊 髄 液 及 血 液 共 二結 核菌 陽性 ノ 時 カ ラ約21ケ

月 間 ・・此 ノ様 ナ症 状 ・・殆 ン ド無 ク 表 デ 示 ス 標 二 著 シ

イ愛 化 ナ ク経 過 致 シマ シタ が突 然 、 急 性 胃披 張 症 デ ・

死 亡 致 ンマ シタ。 此 ノ例 ハ 剖 検 二 俵 リマ シ テ結 核 性

脚 膜 炎 デ ア ノレ井 ヲ確 メ マ 〃.(青 ハ熟 デ赤 が脈 黄

が赤沈 ヲ表 ハ シマ ス),,

第2例 ハ27歳 ノ男 子,

家 族歴 ト シテ ハ特 別 ナ モ ノハ認 ノ マ セ ン

既 往症 トシテ ハ約2年 前 二 右 側 漁 性肋 膜 炎 ・一柵 患 シ

〃 ・ トが在 リマ ス。 私 が 見 マ シタ 時 ハ 肺 ・・圭 恥 殖 性

肺 結 核 症 デ喀 媛 中結 核 菌 ハ陽 性 デ ア リマ ンタ。

此 ノ患 者 ・・慢 性 的 二激 シ イ頭 痛,嘔 氣 ご食 慾 不 抜,倦 怠

等 ヲ訴 へ 膝 蓋反 射 及「ア ヒレ ス」腱 反 射 ガ 少 ン〃場 強 シ

テ居 ル外 ・・、NackenstarreKernig,Babinski。OPPen・

hei叫 等 ノ脚 膜 炎症 状 ・・認 メ マセ ンデ シタ。 又 脚 脊

髄 液 中 ニ モ結 核 菌 ・・陰 性 デ シタ が シカ シ是 等 ノ苦痛

・・腰椎 穿 刺 ンカ輕 減 サ セ ル コ ト・・出來 マ セ ンデ シ 〃.

此 ノ爲 ノ約13ケ 月 間 二268回 穿刺 ヲ行 ヒ 「rシタ。

此 ノ例 モ剖 検 二 依 ツ テ 結 核 性 胴 膜 炎 デ ア ル コ トヲ立

諦 致 シ マ シタ。

第3例 、18歳 、 男 子。

勤 務 先 二結 核 性 腹 膜 炎 ノ 人 が 居 タ ソ ウデ ス。 入 所 前

約10ケ 月前 二喀 血 二依 ツ テ罹 患 シタ コ トニ 氣 が付 イ

タ ソ ウデ ス。

肺 ・・圭 培 殖 性 肺 結 核 症 デ 喀 疲 中結 核 菌 力●一 度 陽性 デ

ア リマ シタ。 臨 躰 的 症 状 ・・第2例 ト 同檬 ナ頭 痛 、 嘔

氣 、 食 慾 不 振 等 ヲ訴 ヘ テ 居 マス ガ 定 型 的 ナ 贋 膜 炎 性

ノ症 状 ・・ナ ク唯 ダ膝 蓋及 「ア ヒ レス 」腱 反射 ガ 堆 強 シ

テ 居 ノレノ ミデ ヤ ・・リ結 核 菌 が陰 性 デ 現在 迄 約21ケ 月

間 二腰 椎 穿 刺327同 ヲ行 ヒマ シタ。 今 歴 ノ・209mm前

後7ア リマ シテ量 ノ・約24cc、 取 ツ テ居 リマ ス。

現 在 ・・是 等 頭 痛 、嘔 氣 ノ大 分 ・・輕 減 致 シマ シタ ザ未 ダ

倦 怠 全 身 重 歴 感 ヲ訴 ヘ テ居 リマ ス。此 ノ爲 メ今 デ ノ・患

者 ノ希 望 デ 行 ツ テ居 リマ ス ガ終 歴 ヲ約100mmニ シマ

ス ト、 第2日 目 力 ラ是 等 ノ症 状 ヲ起 シマ ス カ●約70mm

ニ シ マ ス ト第4日 目 カ ラ是 等 ノ症 状 ヲ呈 シテ來 マ ス。

液 ヲ取 ツ タ後約30分 頃 カ ラ倦 怠 重 歴 感 、 頭 痛 等 ガ去

ツ テ爽 快 ナ氣 分 ニ ナ ル ソウデ ス。

第2例 ノ如 ク 慢 性 結 核 性 膿 膜 炎 デ ア ツ テ 踏 膜 炎 ノ定

型 的 ナ症 状 ヲ表 ハ サ ズ叉 脳 脊髄 液 一 結 核 菌 ヲ 謹 明 出

來 ナ イ場 合 がア リマス。

此 ノ第3例 ・・肺 二 結 核 性 病 竈 ガア リ且 喀 疾 中結 核 菌

モ 陽性 デ在 ツ タ鮎 及 第2例 ト殆 ン ド 同 ジ 様 ナ臨Mc的

症 状 ヲ呈 シテ居 ル 貼 カ ラ 考 ヘ マ ス ト慢 性 結 核 性 膀 膜

炎 ト考 ヘ ラ レマ ス が此 ノ例 ・・相 當 ナ 同 数 二 亙 ツ テ穿
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刺 ヲ行 ヒマ シタ爲 メ脳 脊髄 液 ガ分泌 サ レ易 ク且此 力転

吸牧 サ レ難 クナ リ、且陰性 ノ鮎 カラ此 ノ習慣 的穿刺 ・・

依 リ所謂贈 水漏症 ヲ起 シテ來 タ ノカモ分 リマセ ン。

此 ノ雨者 ノ様 二頭痛、嘔氣、脳努髄 液 ノ座 が高 イコ ト

ノ ミヲ圭徴 トシ其 ノ他 ノ贋刺戟症状 ヲ嵌 キ、熱型 二定

型的 ナモ ノ ・表 ノ・レナ イ慢性結核性脳膜炎 デハ 非結

核性脳水漏症 トノ鑑別 ・・甚 ダ困難 デア リマス。此 が婿

メ所謂脳水漏症 ノ爲 メ カ或 ハ慢性結核性胴膜炎 ノ爲

メ カ剃然致 シマセ ン。

(終 リニ参 考 ノ爲 メニ第2例 及第3例 ヲ比較 シテ上 ヨ

リ歴Pandy氏 反庶 、細胞 数蚊 二赤 血球沈降速度反

磨 ヲ表 ニ シテ現ノ・シマ シタ)。

追 加 本 間 英 夫

私 ハ曾 テ連績 シテ9例 ノ流行 性膳脊髄膜 炎 ノ治療 ヲ

ナシ全例 トモ治癒 シタ 経験 ヲモツテ 居 リマス カラ之

ヲ追 加サ シテ頂 キマス。

斯 ク私 ノ全例 が治 ツタ ノハ、丁度只今御報告ナ ラ レタ

症例 ノ様 二繰 リカヘ シテ 腰椎穿刺 ヲヤツテ 液排除 ヲ

爲 シタカラダ ト存 ジマス。

夫 レハ液排除療法 ヲ行 フ迄ノ・斯 ル好結果 ヲ得 タコ ト

ガナ ク、叉同時 ノ流行 二於 テ、他 ノ科 二於 テ、之 ヲヤ

ラヌモノガ、極 メテ高率 一死亡 シテ居 ル カラデア リ

マ ス 。

就 テ ・・私 ・・結 核 性拶 膜 炎 等 二 於 テ モ 之 ヲ行 フ ナ ラ バ、

勿 論 不 良 ノ轄 鯖 ヲ避 ケ ル コ ト・・出來 ナ イニ シテ モ、共

生 存 期 間 ヲ.永 クス ノレコ トが 出來 ・・シナ イ カ ト思 ツテ

居 タ ノデ ア リマ ス。

然 ル トコ ロ只 今 ノ腰 椎 穿 刺 ヲ 繰 リ返 サ レタ3例 ノ 御

報 告 デ ノ・結 核 性膿 膜 炎 ノ患 者 が1例 ノ・21ケ 月、1例

ノ・13ケ 月モ繰 返 シ、 叉1例 ノ・21ケ 月 ノ今 日、術生 存

シテ居 ル ト云 フ ガ如 キ誠 二面 白 イ 例 ト考 へ 追 加 ヲ御

願 ヒ致 シタ ノデ ア リマ ス.

倫 叉 私 ハ御 報告 第1例 ノ如 ク膿 脊 髄 膜 炎患 者 ガ、突 然

ト死 亡 ス ル例 ヲ持 ツ テ居 リマス.全 ク治 ソタ ト思 ハ レ

タ例 二、多 少 ノ時 日 ノ経 過 ノ後 二、 突 然 ト起 ツタ ノデ

ア リマ ス。私 共 ノ・今 日 ト錐 此 死 因 ヲ明 カ ニス ル コ トガ

出來 ズ ニ居 ル モ ノデ ア リマ ス ガ、文 献 ヲ見 マス'レ ト斯

ル例 が ア ル 様 二 記 載 セ ラ レテ ア リマス カ ラ 之 レモ 申

シ上 ゲ テ オ キ マス。

追 加 有 馬 教 授

只 今演 者 が観 ラ レタ ト 同様 ナ 症 状 がア リ穿 刺 ニ ヨ リ

テ治 癒 シタ モ ノ デ 非 結 核 性 患 者'・一認 メ ラ レタ4名 ノ

患 者 ヲ余 等 ハ昨 年以 來 脛 験 シタ、或 ・・漿 液 性膀 膜 炎 ト

デ モ名 付 ケ ル 可 キ モ ノ カ、 此 ノ種 ノモ ノ・・或 ノ・「グ リ

!VA1ト 關 係 アル モ ノ カ否 力、 脳 炎 流 行 時 二來1ノ バ臓

炎 トノ鑑 別 ノ・至極 困難 ナ リ ト考ヘ ル、演 者 ノ経 験 サ レ

タ モ ノが結 核性 力 否 カ ヲ 確 定 スル コ トハ 困 難 ナ リ ト

信 ・ご'レ。

追 加

阪 大今 村 内科 西 川 殉 雄

乳 幼 免 二 於 テMeningealzei`・henヲi忽 ムJV患 者 ニ テ

Aseptischeser6seMeningitisトMeningismusノ

場 合 ア リテ唯 、Meningealzeichenノ ミデ診 噺 セ ラ ル

'レ・・爾研 究 ノ要 ア リ、Liquorノ 検 査 ノ必 要 勿 論 ナ'レ

モ ノ ナ リ。

LiquorEiweissVelation,Bacillen,Zuckergehalt,等

ノ精 査 ノ ア リテ結 核 性 ノ診 断 セ ラ レタ シ。

倫 、 結 核 性 贋 膜 炎 ト診1斯 セ ラVtPtJV患 見 ニ テ 腰 椎 穿

刺 ヲ施 行 ン、 苦 脳 症 状 ノ輕 快 ヲ認 ム;レモ 生 命 ノ蓬 延

セ ラ レタ リ トハ 考 ヘ ラ レズ。

82,大 阪 市立 西 今 宮 健 康 相 談 所 事 業概 況

紙 野 圭 三

大 阪 市 南 東部 ノ工業 地 帯 、通 稻 木 津 今 宮 方 面 ヲ中 心 ト

シ住 吉 匠 及浪 速 匠 一部 ヲ 受持 匠 域 トス ル 過 去1年5

ケ 月間 ノ 取 扱 延縛 人 員 ハ21629名 デ 共 内來 所 初 診 者

3054名 、相 談203件 、巡 同 診療 初 診102件(延 線 件812

件)出 張診 療3件(取 扱 人 員91名 デ 他 ・・再 診 デ ア ツ

タ。 初診 者 中確 定 結 核 性 疾 患1118名(36.6%、 非 結 核

1257名(41.2%)初 診 時 疑 惑 類 結 核679名(22.2%)デ

ア ツタ。 猫 結 核 性 疾 患 中肺 結 核450例(14.7%)(共 内

開放 性166名 、 閉 鎮 性284名)腺 結 核 及 結 核 弱 質569

例(18.6%)其 他 結 核(骨 、 關節 、 眼 、 皮 膚 、 咽 喉 、腸

結 核 及結 核 性 肋 膜 炎)99例 デ爾 他 診 噺 病 名 ・・55種 醸

二及 ブ。

來 所 時圭 訴 ノ圭 ナ モ ノ46種 中最 多 ・・咳歎 喀 疾(34.4

%)、 胸 痛(10.0%)腹 痛 、 頭 痛 、熱 等 ノ順 、喀 血(2.9

%)ノ ・第9位 デ ア ツタ。 圭 訴 二封 シテ 類 症 分類 ヲ シテ

肺 結 核 ノ圭 訴 ヲ學 ゲル ト咳 ト疾 最 多、胸痛 、 喀血 、 肩

凝 、 全 均倦 怠 ノ順 デ アツ タ。

嗜 好 調査 、 蛮病 期 及誘 因 調査 ノ・之 ヲ略 ス ル。

マ ンツ ウ反 磨(2000倍 叉 ・・1000倍 奮 「ツ ベlvク リ ン」

液 二由 リ、48時 間 後観 察 ♪ヲ2500餓 名 二 試 ミタ が ソ

ノ中 反 慮 成績 ヲ確 診 シ得 タ 者 ノ 中家 族 歴 明瞭 ナ2204

名 二就 イテ第1表 ノ如 キ調 査 ヲ シタ。郎 チ5歳 毎 二陽
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..3331692
●●48

.1%

33791118
・・66.9%

3331認1144
・ ・85.4%

:::91/110
・ ・ 舘.7%

●●●68175
　　　
…90.6%

::=58162
●●●91.9%

:::41/44
…93.1%

:・:%135
・ ・71.4%

銑
⑳

.

●

●

●

●

●

●

●

●

・・519

'・55.6%

::8112
・・66.7%

2204名

見

期

青

年

期

肚

陽

性

串

男

女
合

計

四

期

別

♂

%

"
●.

。
8

71

●・
●・

価梛

43.7%

年

老

年

期

■

●

●

●●

●
●

78.0%

i3i

l88.7%

「ー

●

●

●

●●

●

●

72.5%

難羅 難
別串1網 頃

♀

%

●
●
4

●

●

●

♂●

●

●

●●
●

●

%
。
1㎎

1鰐系較
1::有

:・:● ● 縁

65.1%

)
%

%

-
」

0

90

1

001

●

●

●

●

●

●

●

●

●

縁

家
系

核
有
縁
系

性

卒

健

常

者

結
核
病
者

●
●●

.。 無

50.8%● ● 繰138.9%

44.7%1
-一'iiil

　 　 　

:e:… 記 初i● 三

333♀1
.●

180.5%l
se・o%l

iii♂

91.2%

:::♀
● ●

86.0%

i●i♂

77.8%

::♀
● ●

69.8%

:●=

脇171・6%

………1

…:…93 .8%1…:…

i...}

　 　 　 　 　

89.8% 、 ● ●186.6%

88.5%1

…ギ

i●ii朋
.7%li●i

I

ii70
.3%

　

les・7%

1

74.4%

蘇
灘墓
i

::3有
● ●●

84.2%

.無
●● 縁

38.0%

…=i

87.5%

33
● ●

70.0%

…3…

87.5%

3::
● ●

86.5%

::3
● ● ●

100.0%
一

:'3
● ●

73.0%

性李 ヲ符號 ヲ以 テ比較 シ、小見期、青年期、肚年 期及

老年 期二概 括 シテ比較 シ、更 二結核病者 ト非結核病者

及健 常者二分 ツテ比較 シ、叉各 々ヲ結核有縁家 系 ト無

縁家 系 トニ分 ツテ比較 ジタ。此 ノ成績 二依 ツテ色 々ノ

コ トが考察 サ レ得 ルが就 中年齢 ノ長 ズルニ從 ツテ陽

性率 ノ堆加 スル コ ト・老年期 二入 ツテ僅 二低 下スル

コ トヤ結核有縁 系非結核小見 ガ 小見 中最多陽性 デア

ル コ ト等 ノ・相談所事業上結 核患者壁 見或 ノ・結核 調査

二用 ヒツ ・アルマyツ ウ反慮 ノ 意味 ニー考 ヲ促 スモ

ノト信 ズル。

叉今宮方面在住内地人 ト朝鮮人 ト ノ マ ソツウ反旛成

績 ヲ比較 シタ(第2表)、 將來更 二調査例敷 ヲ重 ネルガ

幾分 ノ差異 ヲ認 メル事實 ダケ ヲ述 ベル。

開放 性結 核患者家族 ヲ調査 シタモ ノ ・ 中昭和2年 既

報家族間結核 感染状況調査成績 二績 ク意 味デ、以前 ノ

結核患者 二就 イテ ソノ 家族内感染源 ヲ求 メタニ 反 シ

テ開放結 核 ヲ獲見 シタル時、ソノ家族 二就 イテ健 否診

査 ヲ行 ソタ成績 ヲ第3表 トス ル、之 ニ ヨレバ雨親 ノ中

何 レカガ開放結 核患者或 ・・死者デ アル 場合 ソノ子 二

臨肱上登病 ヲ57.3%二 認 メ、 兄姉開放結核 ノ・ソノ弟

妹56.6%二 登病 ヲ認 メタ。本成 績 ・・將來、 家族 内套

病豫防工作成績剣定 ノ資料 トナ ラウ。

當相談 所治療 成績ハ 開所後 日猶 淺ク 報告 ノ 材料 二乏

シイが然 シ相當 ノ成績 ヲ治 メツ ・アル コ トヲ確信 ス
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第2表(紙 野)今 宮往住 内鮮人M-R陽 性率比較

＼陽
調＼性
査＼撒数

＼

内 陽
地M-R性
人 卒

朝 腸
鮮M-R性
人 率

＼陽
調＼性
査＼数

敬＼

内 陽
地M-R性
人 率

朝 陽
詳M-R性
人 卒

1
1歳

5歳

華
10歳

舎

王
工
茎

18/70一 =

29.7%

●

12.5%

015 26歳L2L 39145
i3三

82.5%

iii
100.0%

818
一

41/52 515
一

18158
一

113 幽
31歳

1

35歳

輝
40歳

茎

工
土
工

一
120/253 33

坐.8%

:3

43.3%

39189

一
禦 ノ45 iii

92.4%
三i66
.7%

2/2一一
31134 214117/269 16138

11歳
1

15歳

♂一
辛

126/267 3ε

蛉.6%

3・:

56.0%

44!81

一
23126

i……
91.1%

iii
100.0%

313
一,

29!31 414124!269 21!35 1辛

16歳

2d歳

雁
25歳

♂一
辛

29146
i●…

74.0%

:3

50.0%

4111 調査人員
合 計

1634 315一
翌 ノ50 415

♂一
茎

45148 i:i
84.9%

i3i
86.4%

10/12一
56!72 9110

第3表(紙 野)開 放性結核尊隠ノ家族内感染調査
1

父結核死叉病中 母結核死叉病中 兄結核死叉病中
騰 鰍 病中

錦騨婆鰻享騨麟1野
健在
女子勢i噺r騰 関噺蟹i警

2年 以内 21
-

3-
〇-
〇

-

5
-

29

号i与
14-
〇

-

2-
〇

-

3

16 17 14
-

5
-

3

15
-

1
-

1

」旦L旦
一⊥L星

3
-

1-
〇

-

0-
〇

-

4

1
-

0
-

0
-

0

4
-

1
-

0
-

1

4-
〇

-

2
-

1
-

1
-

8

一
4年 以 内

一
2-
〇-
〇

-

3
-

21

一
2

-

3
-

2
-

1
-

25

6年 以 内
一

1
-

1
-

9
-

27

一
1

-

0
-

3
-

35

3117一 一
22一 一

2

一 一
2

1
-

0

0-
〇

-

2
-

16

9年 以 内

引

21

　i† 『 一
6

一
ユ
31

一
〇

9年 以 上
一

1
一

〇

一
〇

-

1

一
3

-

9
一

小 計 玉rlrあ「万
一
18

一
12

男 女 別
合 計

56!53
-

109

63146
-

109

49128
-

77

5117
-

22

男 女 別
1蛮 病 率 51・8%166・ ・%163・5%45脇 63・3%陣 ・9% 8・』%1詔 ・・%

男女合算
蛮 病 率

58.79656.0% 55.9% 59.1%

第4表 輕症及中等症結核患者治療成績比較

謹鴨 論潴 lA・ 及服剰 霧 補1顯 黎注膿 魏羅1鰻 謝及1 服 薬

性別1 ♂1♀ 1♂1♀1 ♂1♀1♂1 ♀1 ♂1副 ♂1♀ 1♂1♀

良数

1661121
(90%) 12そgl%161 実81%)415}gl%)

481
a献1・6・ ・ 12i・

454 (92.0%) 1(2767.5%)1(315%)

不愛
13い8

121・1
・1・1・i ・1 ・1・1216

161・

36 (7.3%) 1(820%)i(35身)

悪化
・1・

1・1・1
・1・1・1 ・1 ・1・12121 314

0

一

i(410%)1(735%)

死亡

1

110
5 i・ 」11

・1・1・ ・1 ・1・ ・1・ 1・12

3 (0.6%)
1

(2.5%) 1(315%)
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合計

線計

18・li3gi291281514

319 1 57 9

493

52149131412111gl・218

1・1i7 1
1

4020

60

553

ル モ ノデ アル。ソ ノ治 療 及 搬 病 豫 防力 策 ・主 ト スル・'

特 殊 免 疫 療 法 デ材 料 ト シテAOヲ 用 ヒツ ・ア ル。 適

晦 ヲ嚴 重 二定 メテ 行 フ ー 於 テ ハ 相談 所事 業 途行 上 楚

二好 都 合 デ 假 二 輕 症 及一・部 中等 症 結 核 疾 患 二 川 ヒタ

成 績 ヲ表 示 ツ レバ第 四 表 ノ如 クデ、1例 ノ障 碍 ア,レヲ

見 ズ良 数 ヲ認 メ ツ ・ア ル。

猶 將 來 進 ソ デ 開 放 性 結 核 患 者 家 族 幼小 見擁 護 虚 易拗

小 見 殊 二學 童 ノ擁 護 ヲ斯 ノ方 針 ヲ 以 テ 施 行 シ 相 談 所

事 業 ノ成 績 ヲ良数 ニ シタ イ ト願 フ モ ノ デ アル。

83.結 核 豫 防 接 種 ノ實駿 的 研 究

「ス ラ イ ド
、 セ ル 、カ ル チ ユ ア 」法 ニ ヨル試 駿

有 馬研 究 所 楠 節 子

島 崎 櫛

乏4⊥ 氏 が1923年ShdeCellCulture法 ヲ創案 シ績

イテ結 核 患 者 ノ全 血 液 並 二 血 漿 が 結 核 菌 號育 阻止 作

用 ヲ有 ス ル コ ト ヲ唱 ヘ テ 以 來 幾 多 ノ 先輩 諸 子 が 盛 二

之 ヲ免 疫 學 的 方 面 二慮 用 シ研 究 報 告 セ ル所 ア リ。 最

近 注 目サ ル … 今 村 教 授指 導 ノ下 二行 ノ・レ タ ル 諸 實

験 ナ リ トス。余 等 モ 此1SlideCellCulture法 ヲ用 ヒ

テAO免 疫 海瞑 ノ全 血 液 が結 核 菌 ノ 培 殖 二 如 何 ナ,レ

影 響 ヲ及 ボ スヤ ヲ検 査 セ ソ ト欲 シ尚 績 行 中 二在 リ。今

學 ゲ得 タ ル成 績 二就 テ述 ベ ン。

SlideCellCulture・ 方 法 ・・坂 村 氏 ガ結 核13巻9號

二記 載 セ ル モ ノ ト 同 一 ナ リ。 但 シコ ・二 附 言 ス ル・・

菌 浮 游液 ノ製 造 ナ ル が 菌 浮 游 液 ・・「ホ モ ゲy」 ナ ル・・

勿 論、菌盟 が1匹1匹 トナ リテ浮 游 セ シメ ル コbが 観

察 上重 大 ナ'レ意 義 ガ存 ス ル モ ノニ シテ、共 ノ 目的 ノ爲

二余 等 ノ・特 二電 氣 超 音 波 装 置 ヲ利用 シ 共 ノ 理 想 二 合

致 ス ル モ ノ ヲ得 タ リ。

成 績 ノ列 定 ノ・(一)ノ・全 ク菌 獲 育 セ ザ ルモ ノn(十)ノ ・2

--5個 ノ菌 集 團 、(H)ノ ・6-10個 、(州)11-20個 、柵

二21-30個 、 柵 ハ30個 以 上 ノ菌 集 團 ヲ認 ム。

伺 此 ノ外 喰 菌 現 象 ヲモ合 セテ観 察 シタ リ。(一)ハ 喰菌

現 象 ヲ見 ザ ル モ ノ、(十)各 覗 野 二存在 ス ル菌 ノ牛 数 ガ

喰 菌 サ レ、(帯)ノ・大 多 数 喰 菌 現 象 ヲ認 ム ルモ ノ。

實 験 成 績

第1實 験 試鹸 ヲ分 ケ テ4群1・ シ各 群3頭 宛 ヲ充 ツ.

11:・ノ内1群 ヲ附 照1・ ナ シ他 ノ3群 二 豫 メAOヲ 夫 々

2AE、10AE、50AE、 接 種 シ共 後2週 、4週 及 ビ8週

二至 ツ テ全血 液 ニ テ菌 培養 ヲナ セ リ。而 モ培 養 二際 シ

同 一 菌 浮 溝 液 ヲ使 川 シ同 時 二實験 シ得 ル 如 クAOヲ

前 嘔 置 セ リ。 共 ノ結 果2AE及 ビ10AEノ 前 底 置群 ハ

2週 目二菌 培 殖 ヲ阻止 セ ラ レ4週 、8週 二至 ソ テ7・Yl

照 ト大 差 ナ 〃。50AE前 塵 置 群 ノ・8週 二至 ソテ稿;阻

止 現 象 ヲ認 メ タ リ。

第2實 験 ハ第1實 験 ト略1同 標 ニ シテ 異監 ・・AO

ヲ4週 ノ間 隔 ヲ以 テ2同 二 分 割 シテ 免疫 シ 共 猛 ヲ倍

一 シタ ル ノ ミナ リ。其 結 果 ノ・殆 ド各 群 トモ各 期 間 ノ匠

別 ナ ク封 照 二比 シテ 菌 培 殖 ノ 阻 止 セ ラ レタル ヲ 認 メ

タ リ。

第3實 験 ・・試 獣 ヲ4群 トシ各 群3頭 宛 ト ナ シ1群 ヲ

i封照 二探 リ他 ノ3群 二 ・・豫 メAO/150AEヲ 接 種 シ

共 後4週 目 二更 二夫 々50AEト150AEヲ2日 及3日

毎 二3同 重 複 接 種 シ夫 々繍 量150、300、450AE二 達

シタ後 、2週 、4週 、8週 目 二全 血 液 ヲ 以 テ菌 培 養 ヲ

實 施 セ リ。 其 結 果 ・・一ヨ レバ2週 目 二300AE接 種 群 ノ・

封 照 ヨ リ阻 止 作用 著 明 二現 ノ・レ150AE群 ノ・却 ツ テ培

殖 盛 ナ ル ヲ見 タ リ。4週 目 二於 テ モ300AE群 ノ・登 育

阻 止 ヲ認 メタ レ ドモ 他 ノ2群 ハ封 照 ト同檬 ナi)キ 。8

週 目 二至 レバ何 レ ノ群 モ 封 照 ヨ リノ・培 殖 阻止 ヲ 示 シ

殊 二450AEノ 如 キ・・何 等曇 育 ス'レ ヲ認 メ ザ リキ。

結 論

以 上 ニ ヨ リAO免 疫 海猿 ノ全 血 液 ノ・結 核 菌 ノ登 育 阻

止 作 用 ノ存 在 セル ヲ知 レ リ。而 シテ此 實験 二於 テノ・大

盟 二於 テ小 量 ノAO免 疫 ノ場 合 ハ短 期 間 二 堆殖 阻 止

作 用 ヲ現 ノ・シ然 ル後 消 失 ス。大 量 免 疫 シタ ル モ ノ ノ・ソ

レ ヨ リ遅 延 シテ現 ハ レ長 ク 持 績 ス ル コ トヲ 観 察 シ得

タ リ。

菌 蛋 育 阻止 ト喰 菌 現 象 トノ關 係 ハ見 出 シ得 ズ。

追 加 澁 川 隆 曹

若 年 女 子 二BCG菌 ヲ接 種 セ ル 成 績 ヲ過 去 数 年 間 ニ

ワタ リ観 察 匂 レニBCG菌 ヲ 接 種 ・・tjl/方ノ・接 種 セ ザ
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亀

ル モ ノ ヨ リ結 核 性疾 患 ノ少 ナ キ ヲ見 ル。尚BCG接 種

モ約2年 目 ニハ再 ビ接 種 」k)v必 要 ア リ。

84.肺 結 核 ノ肝 油 「トマ トJ汁 療 法

票 暮 難(阪 大竹研及今村内科)

昨年本學會 二於 テ肺結核患 者二 肝油 「トマ ト」汁療 法

ヲ行 ヒ、一・般 症状 改善 セラレ、殊 二頑固 ナ結核熟 が解

熱 スル コ ト多キ ヲ報告 セ リ。

其當時例数 モ比較的紗 〃、共作用機榑・・元 ヨリ、肝油

「トマ ト」汁療法 が ソレノミら テ解 熱的敷果 ヲ有 スル

カ、 解熱剛 二反慮 シ易 クスルカサへ 判定 シ得 ザ リシ

が、 今 同全 ク解熱刺 ヲ除 キ有熱肺結核患 者二肝油 「ト

マ ト」汁療法 ヲ實施 シ観察スノレノ機會 ヲ得、肝油 「トマ

ト」汁療法 中可 ナ リ圭 要ナル役割 ヲ演 ズル ト思・・ルル

「ヴィタ ミソ」Cノ 影響 等楡査 セル ヲ以 テ、 是等 ノ事項

二就 テ述 ベ ントス。

質 問 熊 谷 敏 授

唯饅温下降作用 ノ ミデ療 法 ヲ云 々スル・・ドウカ ト思

ヒマス其他 ノ症状所 見 ヲ集 メテ 御 報告 サ レソ事 ヲ 希

望 シマス結核患者 ヲ入院 セシメ 安静 ニ シテ 置ケ バ下

熱 スル方 が通例 デ下熱 シナ イ方 ガ例外 ト思 ヒマス頑

固 ノ熱 ザ何 カノ刺戟 デ 偶然下熱 ス;レコ トモ 屡 ζア リ

マ ス
o

質 問 楢 林 兵 三 郎

「トマ ト」汁
、肝 油療 法 ニ ヨノレ数 果 セ ル モ ノ ト無 数 ナ リ

シ モ ノ トノ例 鍛 ノ比 及 ビ共 ノ解 熱 程度 ヲ伺 フ。

熊 谷 教授 二 封 ス ル答 辮 西 垣 明 治

肝 油 「トマ ト」汁 療 法 ニ ヨル 解 熱 ノ・偶 然 的敷 果 デ ・・ナ

イ カbノ 熊 谷 先 生 ノ御 言葉 デ ア リマ ス がi雄 二 私 が掲

ゲ、2週 間 乃 至3週 間 二於 テ下 熱 ・yPt4例 ・・實 験1週

間 前 力 ラ解 熟 刻 ヲ全 ク除 去 シ、 一 ケ月 二亙 ツ テ 「レ ド

キ ソ ソ」0.3瓦 ヲ 日 々注 射観 察 シ、 解 熱 シナ イ モ ノデ

ア リマ シテ本 例 デ モ肝 油 「トマ ト」汁 療 法 ニ ヨッ テ 表

示 ノ檬 二下 熱 ス ル ノ ヲ見 マ シタ ノデ唯 ダ 偶 然 トノ・思

ヘ マ セ ンo

叉昨年報告致 シマ シタ様 二殊 更二、ソノ患 者ノ血液及

尿 二就 テ生化學的槍査 ヲ致 シマ シタ3例 デ モ定型的

ノ下熱 ヲ認 メテ居 リマス。一般 二實験的 二故意 二試験

ヲ企 テマス ト思 フ様 ニナ ラナイ ノカ・普通デ ア リマス

ノニ私等 が槍査 シタ例 ノ・総 テ 豫期 ノ如 ク下熱 スル ノ

ヲ知 リマシタ ノデ肝油 「トマ ト」汁療 法が 下熱 的数果

ヲ有 スル コ トノ・決 シテ間違 ヒナ イ ト思 ヒマス。

尚其 ノ下熱 シタ例25例 ニツキマシテハ本 年4月 號結

核 二描 載 セ ラ レル像 定 デ ア リマス 。

兎 二角 私 ・・肝 汕 「トマ ト」汁 療 法 が下熱 的 二 作用 ス ル

ト云 フ コ トハ決 ンテ偶 然 デナ イ ト信 ジテ屑 リ マス。

素 ヨ リ私 ハ本 法 二sツ テ 川1結核 が 泊IV1・ 云 フノ デ ハ

ア リマ セ ンが非 常 ニ ー般 症状 ノe〃 ナ ツタ 例2・ 相 常

二有 シテJS・リマ ス。私 算 ノ・jR症 ナ モ ノ ヲ主1・ シテ選 ソ

デ居 リマ ス ノ デ4・ 法 實施 ニ ヨ リ1ケ 刀 乃 至3ケ 刀 モ

不 熱 ノ状 態 トナ リ再 ビ 搬 熱 シテ 死 亡 ンタ 例 モ可 ナ リ

ア リマ ス、,

楢 林 氏 二樹 ス ル答 辮 西 垣 明 治

有 黙 川i結核 患 者 二肝 抽 「トマ1・」汁 療 法 ヲ 行 ヒ 頑 固 ナ

結 核 熱 が下 熱 シ タ例 ノ・30例 以 上 二 昇 ツ テ居 リマ ス。

叉 其 経 過 及 ピ 病 状 二 就 キ マ シテ ・・結 核4月 號 二報 告

ス'レ筈 デ ア リマ ス。御 質問 ノ様 二有 熱 肺 結 核 患 者 二肝

油 「トマ ト」汁療 法 ヲ 實施 シテ モ 下 熱 シナ カ ツ タ 例 モ

ナ イ デ ノ・ア リマ セ ンが、 ソノ標 ナ 例 ・・比 較 的 少 ナ ク、

多 ク ハ下 熱 ス ル ノ ヲ認 メ マ シタ。兎 二角 本 法 實施 ニ ヨ

リマ シテ下 熱 ス ル コ トノ 多 イ コ トハ 間違 ナ イ ト存 ジ

マス。 本 法 が患 者 二 悪 影 響 ヲ及 ボ ス 様 ナ コ ト・・少 ク

トモ ナ イ ト思 ヒ マス ノ デ 御 實 施 上御 批 剣 願 ヒタ イ ト

存 ジ マ ス。

85.肺 結 核 治 療=横 隔 膜 神 脛捻 除術 ヲ

併 用 セ ル斜 角筋 切断 術 二 就 テ

(東 京警 察 病 院 内科)

伊 藤 卯 一

東 京 警 察 病 院 二於 テ 肺 結 核 患 者 二 行 ヘ ル 外 科 的 療 法

ノ治 療 成 績 二就 テ ノ・、曇 二本 學 會 二於 テ盤 澤 坂 本 等 ノ

報 告 セ ル トコ ロデ アル 。今 拉 二唖 澤 内 科 醤 長 が適 磨 ヲ

選 定 シ、 土 井 院 長 ノ手 術 ニ ヨ ル11例 ノ斜 角 筋 切 噺 術

二横 隔 膜 帥経 捻 除術 ヲ 併 用 セ,レ 臨 抹 観 察 二就 テ報 告

ス)レo

斜 角筋 切断 術 ノ・佐藤 清 一郎 氏 が1913年 二提 唱 シタルb

コ ロナ ル モ、實 施 蛇 ビニ追 試 ノ・1930年 ノ・7レム ズ氏 グ,レ

ー ネ ワ ル ト氏 エ ル ス氏 等以 後 ノ コ ト ・ス。我 國 二於 テ

モ天 見 氏 都 築 氏 ノ報 告 例 ガ ア ル
。 コ ・二 述 ブ)v11例

中8例 ・・、 肺 尖 乃 至 肺 上 葉 ノ空洞 ヲ 有 ス)t/病 竈 ノ モ

ノニ テ、人 工氣 胸 ノ適 磨 ト認 メ シモ肋 膜 癒 著 ノ爲 施 行

不 能 ノモ ノニ魁 シ、3例 ・・胸 廓 成 形 術 ノ適 晦 ト認 メ シ

モ、事 情 ニ ヨ リー 時本 術 ヲ行 ヘ ル モ ノデ ア ル。

是 等 二封 シ斜 角 筋 切 噺 ニ ヨ リ 上部 胸 廓 ノ 運 動 制 限及

肋膜 頂 ノ低 下 ヲ招 キ、一 方 横 隔膜 基 上 ニ ヨ ル肺 上葉 二

及 ボス 萎 縮 ヲ期 待 ス ル ヲ目的 トス ル。
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由 來肺 結 核 ・・一 般療 法 ニ ヨ リ輕 快 ヲ來 ス ヲ常 トシ、又

手 術 等 ノ数 果 列 定 二當 ツ テノ・蓮 隔 成 絞 ヲ 最 モ 重 嬰覗

ス ベ キデ アル。 コ ・一 述 ベ ル 例 ハ 手術 前槻 察 ノ・約1

乃 至3ヶ 月 一 シ テ、一 般 治療 ノ数 果 二見 ル ベ キモ ノナ

ク、適 感 ヲ認 メ テ手 術 ヲ行 ヘ ル モ、 術 後 ノ裁 察 ・・未 ダ

短 カ ク充 分 ナ ル 批列 ハ出 來 ナ イ。唯 成 績 ノ大 要 ヲ述 べ

ソo

斜 角筋切噺 ヲ圭 トシ、横隔膜帥経捻除 ヲ從 トスル適慮

選揮 二基 ク8例 ニツキ線 括的 二述 ブ。咳歎 ・・輕笈存 セ

シ6例 中1例 減少、5例 不墾。喀疾 量・・5例 ・・明 カニ

減少、コ ノ中1例 へ 短時 日二消失2例 ・・不愛 デア2v。

喀疾 中結 核菌陽性7例 ノ中2例 ・・1ケ 月位 ニテ消失、

減少4例 、不墾1例 ナルノ・注 目二値 ス。赤血球沈降速度

ノ・観察期間比較的長 キ6例 中1例 ・・迎延、他/3例 ノ・

術前 ノ動揺範園 二在 リ、盤温 ノ・動 揺ノ5例 共 二安定 二

傾 ク、手術適慮 ノ圭 目標 タル肺尖乃 至肺 上葉 ノ空洞像

二關 シテノ・、厚 キ結締織 壁 ヲ有 スル1例 ノ・稽 く墾形 ヲ

來 シ、 空洞壁 ノ顕 著ナ ラザル6例 中ノ2例 ノ・空洞 像

消失2例 ノ・不鮮 明化 ・y、3、4個ノ小空洞像 ア リシ1例

バー部消失、不塑 ノモ ノ1例 デ コvノ・一般療 法 ニテ反

復撮影 ノ「レソ トゲ ソ」像 トノ・著 ジイ差異 がアル。

胸廓成形術 ノ適慮 ヲ認 メ シ例 二 本術 ヲ行 ヒ手術 前後

ノ愛化 ノ著明 ノ黙 ヲ學 ゲ ソ、喀疾減少2例 、喀疾 中結

核 菌清失1例 、盟温安定1例 デアル。

手術 ニヨル培 悪ノ・全 ク認 メヌ。叉偶壁症乃至・・後胎症

状 ト・yテ前腰 ノ感受鈍麻及蓮動不全麻癖 ノ1例 二遭

遇 シタガ3週 間後 ニノ・全 ク恢復 シタ。共 ノ他大 多徽 二

於 テ手術後1週 間位肩及肘關節 二不 快鈍重感 ヲ訴 ヘ

ル ガ筋切断 ニ ヨル障碍 ノ 認 ムベキコ トノナイ ノノ・注

目二値 ヌル。 一般 二斜 角筋切断術 ・・軍蜀手術 ハ勿論、

横隔膜帥経捻 除 ヲ併用 スル場合 二 於 テモ消極 的ナル

ヲ免 レヌ。唯人工氣胸不能 ノ際 二、侵襲度 比較 的少ナ

ク何 等顧慮 スペキ 後胎症状 ナキ 鮎 ヨリス ルモ 空洞 ヲ

有 スル比較 的限局 匂 レ病竈 二・・推奨 き 足 ルモノ ト考

^ラ ル。

前述 ノ例 ノ・線 テ斜角筋切噺及横隔膜紳経捻除 ノ 同時

併用例 ノミナンレヲ以 テ、一般症状 二好影響 ヲ及 ポ シタ

ルモ ノノ・共 ノ何 レニ員 フコ ト多 キ カニ關 シテノ・今 後

ノ観察 ヲ侯 チタイ。唯肺結核 ノ萎縮療法 ノー トシテ追

試 ノ債値充分 アルモ ノ ト考 フル故 コ ・二報告ス。

質 問 檜 林 兵 三 郎

斜 角筋切断 ヲ行^ル モ ノ ト行 ノ・ザルモノ トノ比較 例

ヘ バ呼 吸運 動 、胸 廓 形 ノ愛 化 ノ有 無 ヲ問 フ。

86.肺 壊 疽如 其 類似 症 ノ「リプ コ ドー ル 」

療 法 昌就 テ

.(千 葉 聲 科 大 學 佐 々内科 敢 室)

比 企 能 夫

1昭和7年 以 降 當敏 室 二 敢 容 サ レタ 肺 壊疽 並 二【其 ノ類

似 症 患 者40例 中21例 二 「リブ ヨ ドー]レ」注入 療 法 ヲ

試 ミ、約 共 ノ過 牛 数 二於 テ 良 好 ナ'レ成 績 ヲ得 タ ル ヲ以

テi雄二 共 ノ概 要 ヲ報 告 ス ル。

1.成 績 概 嬰 ノ・表 示 セ1レ如 ク 「リブ 司 ドー ル」注 入療

・法 ヲ實 施 セ]v21例 中、 臨 肱 的治 億10例 、輕 快4例 、

未 治4例 、死 亡3例 デ アル。 此 中 未治 トセル ・・本療 法

_ヨ リ殆 ソ ド影 饗 が無 カツ タ モ ノデ、培 悪 シタ 者 ノ・殆

ン ド無 イ。叉 死 亡 例3例 ノ・初 メ ヨ リ甚 グ重 篤 デ ア ソタ

モ ノデ、「リプ ヨ ドー ル」療 法 ノ鴛 二死 亡 シタ モ ノデ ノ・

ナ イ。 要 之 此 結 果 ヨ リ見 レバ、殆 ソ ド治 療 實 施 過 牛 数

二於 テ良 好 ナ数 果 ヲ 攻 メ タ 成 績 トナ ル。 即 チ之 ノ・佐

藤 氏 等 ノ成 綾 ト殆 ソ ドー 致 ス ル。今 封 照 ノ意 味 二種 々

ノ理 由 ヨ リ「リ」療 法 ヲ行 ノ・ナ カ ツタ 者 ノ 轄 協 ヲ 見 ル

ニ表 二示 ス ガ如 ク臨 肱 的 治癒3例 、 輕 快3例 、未 治5

例 、 死 亡8例 デ ア ル。帥 チ前 者 二於 テノ・後 者 ヨ リモ遙

カニ治 癒 率 良 好 ナ ル コ トヲ知 ル。但 シ雨 者 ノ場 合 二於

ケ ル條 件 ノ・同 日 二論 ジ ラ レナ イ モ ノ ガ アル。

2.注 入 法 ・・圭 トシテ 直達 鏡 ニ ヨ ル 氣 管 枝 内注 入 法

ニ ヨル モ ノデ 共 ノ詳 細 二就 テ ノ・省略 ス ル。 使 用 「リプ

ヨ ドー ル」ノ・LipiodolRadiologiquedescendantデ ァ

]レ0

3.注 入 指 示 トシテ余 等 ノ今 日探 用vv鮎 ノ・、

1)全 窮 衰 弱 ノ高 度 ナ ラ ザ ルモ ノ、2)病 竈 ノ絵 リ廣 汎

ナ ラ ズ、3)進 行 性 大 ナ ラ ザJVモ ノ、4)套 熱 高 度 ナ ラ

ズ、 叉 上 昇 ス,レ傾 向 無 キモ ノ、5)特 二憂 慮 ス ペキ合

併 症 無 キモ ノ等 デ ア ル。

注 入 量 ノ・一般 二大 人 ニ テ ノ・20-40耗 、 注 入 同数 ノ・通

常2-3同 、 人 ニ ヨ リテ ノ・数 同注 入 モ 妨 ゲナ シ トセ ラ

ル。 然 シ演 者 等 ノ経 験 ニ ヨ レバ 是 等 ノ鮎 帥 チ注 入 量 、

注 入 同 数 及 各 回 間 隔 二就 テノ・一 般 的 二 論 ジ難 イ コ ト

ハ表 示 セ ル成 績 ヨ リ之 ヲ見 ル モ 明 デ ア ル。就 中注 入 同

藪 二就 テノ・本 治 験 例 中 一 同 注入 後 既 二 著 明 ナ ルi敏 果

ヲ現 ハ シタ モ ノ ガ最 モ多 ク テ10例 、2同 注 入 後 二 漸

ク共 敷果 ヲ現 ノ・シタ モ ノノ・僅 二3例 、3同 ノ注 入 ニ ョ

ツ テ首 メ テ数 果 ヲ見 タ ト思 バ レル モ ノハ 殆 ソ ド無 イ。

ノ ミナ ラ ズ、1同 注 入 後 一 定 ノ良 好 ナ]v結 果 ヲ得 タ ル
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モ ノ第2同 ノ注入 ヲ行 ツテ 却 ツ テ ー 時 的 ニ セ ヨ増 悪

シタ モ ノ が2例 ア)v。 故 二演 者 等 ノ・前述 指 示 ノ下 ニ ハ

「リプ ヨ ドー一一,レ」2同 以 上 ノ注 入 二 封 シテ ハ1除 リ 共 数

果 ヲ期 待 シ得 ナ イ感 ヲ持 ツテ 居 ル。次 二注 入 趾 二就 テ

モ表 示 シ タ 通 リ少 キ モ ノ20蝿 多 キ モ …100踊 以 上

一及 ン ダモ ノが ア ル。爾 各 同 ノ注 入 間隔 二就 テ モ ソ ノ

奏数 期 日 ガー 定 セ ザ ァレ爲 個 々 ノ症 例 二於 テ 夫 々 適 宜

二之 ヲ墾 更 セ ネバ ナ ラ ヌコ トハ勿 論 デ ア'レ。故 二注 入

量 及 ビ共 ノ同 敬蛇 二 間隔 ハ個 々 ノ場 合 患 者 ノ 状 態 ニ

ヨツ テ モ 既述 ノ指 示 ヲ顧慮 シツ ・、深 甚 ナノレ注 意 ノ下

二之 ヲ決 定 セ ネ バ ナ ラ ヌ ト思 フ。 余 等 ハ先 ヅ 小量(20

-30)蝿 ヲ注 入 シ、10日 乃 至2週 間 ノ経 過 ヲ見 テ特 二

第2同 ノ最 初 注 入 ノ敷 果 無 カ リシモ ノニ 適 當 量 ヲ 考

慮 シツ ・注 入 ヲ行 フ コ トニ シテ居 ノレ。斯 ク シテ伺 敷 果

無 キ場 合 ・・多 ク ・・最 早本 療 法 二期 待 シ 得 ル コ トガ 出

來 ヌモ ノ ノ様 デ ア ル。

4.注 入 後 ノ病 状 経 過 ヲ見lv二 数 果 アル 場 合 ノ・注 入

後 ノ翌 々 日ヨ リ遅 イモ ノデ モ2週 間後(最 モ逞 カ ツ タ

ノ ノ・23日 、ZF均11日)ニ ノ・一 般病 状 ノ・輕 快 二趣 ク が、

注 入 後 多 ク・・一過 性 二 反 慮 症 状(圭 トシテ 盟 温 ノ 上

昇 、 喀 疾 ノ堆 加)ガ 認 メ ラル。 本 反 磨 ハ注入 量及 ビ指

示 が適 當 デ ナ イ場 合 ハ 強 ク叉容 易 二恢 復 シナ イ(最 長

23日)從 ッテ共 強 弱 ・・次 同 再度 ノ注入 ノ適 否 ヲ剣 定 ス

ルニ大 イニ役立 ツモノ ト考ヘ ラ の レ。注入数 果ハ熱 ノ

下降、喀痕 ノ減少共他一般症状 ノ消退 デアル が共際 赤

血球沈降速度 が次第 二減少 シ來 ル コ トノ・肺結核 ノ場

合 ト岡 ジク豫後列定 二役 立ツ。同時 二治療 前 ノ白血球

増 多症及 ビ 中性噛好性 白血球培 多症從 ッ テ 淋 巴球減

少症 が漸・次恢復 シテ正常値 二 復蹄 刀 レコトモ 亦結核

ノ場合 ト似 テ居 ル。伺病竈 ノ「レソトゲ ソ」線 的検査 ニ

ヨリテモ治療後軽快 ノ状 態 ヲ 明確 二池 求 シ得 ルが、

特異 ナJVコ1… 病 竈部 内 二1リ プヨ ド・一一1tz」が侵入ス

ルコ トナク、主 トシテ ソノ用剛或ノ・隣接肺 葉 二注入 サ

レタ場合 二於 テモ 同標 ノ治癒維過 ヲ取 ツテオルモ ノ

モアァレ。故 二「リプヨ ドール」・・必 ズシモ病窟部 二侵入

スル コ トヲ必 要 トシナ イ標 二思 ・・レル。 尚 「リプ ヨ ド

ール」ノ残留状態 ・・初 メ ノ数 日間二比較 的多量 二消失

シ爾 後ハ減少 ノ程度 が少 ナイ。然 シ残留 ノ多寡蚊 二期

間・・治癒機縛 トノ・必 ズ シモ密接 ノ關係 ノ・無 イ。

上述 ノ如 ク演者等 ノ経験 ヨリ、本療法 ハ共 ノ指示 ヲ誤

ラズ叉實施方法 が適切 ナラ バ 相當顯i著ナル数 果 がア

リ從 ツテ本療法 ハ肺壌疽 二封 スル 内科的療 法中 ノ白

眉 ト云フ可 キモノデ アラウ。

87x肺 結核 ノ特殊藥物

北 海道帝 國大學教授 有 馬 英 二

討 論 石 田 誠

會報虹雑報

評議員會。4月5日 正午於芭蕉辻精養軒、 出席者37

名。

1.次 會 開催地 二就 テ協議 シ會長一任 二決 ス。

皿.屠 學用 語統一 二關 シテ熊谷會長 ヨリ提案 ア リ、之

二罰 シ有 馬敢授 ノ説明 ア リテ現在幹事 二 依頼 スル

事 二決ス。

凪 詳議員會出席者氏名。百瀬一一。三戸時雄 。戸田

忠雄。永井秀太。大 園英夫。佐藤秀三。舟岡省吾。

近藤乾郎。勝沼精藏。糸川欽也。楢林兵三郎。佐 々

虎雄。仲 田一信。 前 田三鄭。 田澤錬 二。 春木秀 次

耶。小田俊郎。淺 山忠愛。竹 山九朗。青山敬二。太

縄壽耶。柴 田正名。岡田清三郎 。柿 沼昊 作.卒 井文

雄。渡邊義政。今村荒男。有馬英二。佐 々貫之。岡

壽郎。加藤寛二郎。 熊谷岱藏。 伊藤正義。 加藤義

明。石川憲夫。岡治道。本間英史。

市長招待會4月5日 午 後7時 於 仙壷 市公會 堂。

参會者150鯨 名、澁谷市長挨拶。有馬敏授答群。 仙

垂地方狸謡 さん さ時雨。舞踊 種 々ア リ。盛會 ナ リキ。

評議員招待會。 熊谷會長 ハ4月5日 午 後8時=リ 宮

古川 二於 テ評議 員 ヲ招宴 セ ラル。 出席者50名 。

総 會 議 事

O次 同開催地、東京附近。

O次 同會長ノ選定ハ現會長 ニー任。
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